


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次





１．迷宮の裏、ヴィアイシア国

２．迷宮逆走

３．果てにも届かぬ手

４．魔王

５．幽世を駆け出す









１．迷宮の裏、ヴィアイシア国







「――つまり、僕は『ここ』へ落ちた、ってことか？」

　なによりもまず、僕は情報の整理を始めた。

　そうせざるを得ないほど、いまの状況は特殊過ぎた。

　ついさっきまで僕は、『本土』と呼ばれるヴァレンシズ大陸の中央で激戦を繰り広げていた。その相手はパリンクロン・レガシィ。『闇の理ことわりを盗むもの』の力を得て、千年前の『世界奉還陣』を利用し、過去最悪の敵として僕の前に立ちはだかった。

　あらゆる意味でパリンクロンは強かった。一緒に戦った仲間たちは次々と戦線を脱落していき、一人になった僕は一対一で敗北しかけた。しかし、そこに予期せぬ援軍があった。ワイス・ハイリプローペとライナー・ヘルヴィルシャインの二人だ。そして、ワイスさんは犠牲となり、ライナーと協力して、やっとの思いでパリンクロンを討った。

　そこから記憶は飛び、いつの間にか僕は見知らぬ城の一室で眠っていた。

　目覚めと共に『風の理を盗むもの』である少女ロード・ティティーと出会い、その魔力の濃さに圧倒され、言われるがままに最上階の物見台へ連れてこられた。

　高い物見台から見える光景は、異質も異質。見上げれば隙間のない暗雲。眼下には巨大過ぎる城。その城を囲む広大な街。さらに、その街を囲むのは何もない空虚。この闇の空に浮いているかのような世界を指して、ロードは『迷宮の六十六層の裏』であり『魔王城』であると言った。それを否定したくとも、目に映る光景が許してはくれない。なによりも、目の前にいる『風の理を盗むもの』が噓うそをついているようには見えなかった。

「うんうん。地上から迷宮の奥深くまで落ちたって認識で合ってるよ。文字通りの意味で、かなみんが上から落ちてきたときはびっくりしたよー」

　僕は物見台でロードに質問をしている。

　それに彼女は一切の澱よどみなく、とても素直に答えてくれる。

　パリンクロンの遺のこした『世界奉還陣』に呑のみ込まれて、ここまで落ちたのは間違いなさそうだ。それを認めた僕は、最も大切なことを確かめていく。

「なあ、ロード。僕以外に落ちてきたやつはいなかったか？」

「いるよ。落ちてきたのは、かなみんとライナーの二人だね」

「他には？　女の子がもう一人いるはずなんだけど……」

　あの場には僕たち以外に、気を失った妹がいたはずだ。

「いないよ？　二人だけ。あとでライナーに聞いたら、本当だってわかるよ」

　僕は顔を歪ゆがめる。命があったことは嬉うれしいものの、陽ひ滝たきがいなければ何の意味もない。

　ロードの言っていることが真実ならば、あの大災厄とも言える戦場に陽滝だけが取り残されたことになる。もし、そうならば、いますぐにでも助けに行かないといけない。

　血が沸騰しそうなほどの焦燥に駆られ――しかし、僕は冷静に、こういうときのためのスキルを発動させる。





【スキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』が発動しました】




特定の感情と引き換えに精神を安定させます

混乱に＋1.00の補正が付きます






　この焦燥は処理し切れないとわかっている僕は、感情を積み立てることにした。

　当たり前だが、丸ごと持っていきはしない。悪感情を空にできれば楽だが、それは人間としてやってはいけないことだろう。それをしてしまって、かつては痛い目に遭った。

　しっかりと焦燥は残し――けれど、『始祖カナミ』のようには暴走しない匙さじ加か減げんだ。

「ふう……」

　未完成だった頃と違い、スキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』は任意で調節を行える。

　合理的になり過ぎず、感情的にもなり過ぎず、最適な感情で問いをロードに投げる。

「なら、いまライナーはどこにいるんだ？」

　まずは仲間ライナーだ。彼は地上での戦いの顚てん末まつを知っている可能性がある。

「ええっと……、ライナーは六十五層に向けて迷宮挑戦中だね」

「挑戦中？　あいつ、一人で迷宮に行ってるのか？」

「うん。今日の朝に出ていったから、もう少しで帰ってくるかな？」

「……なら、あいつを待つことにするよ」

　ワイスさんに仲裁された僕たちならば、殺し合うことなく協力できる自信があった。

「そう？　なら、待っている間、お話でもしながら城下街でも散策する？」

　正直なところ、目の前の『風の理を盗むものボスモンスター』からは離れて、一人で情報収集がしたい。しかし、ロードの子供のような好意の目が、僕を捉えて離さない。

『火の理を盗むもの』アルティや『木の理を盗むもの』アイドのように、ロードが隠し事をしているようには見えない。どちらかといえば、『地の理を盗むもの』ローウェンに近い気がする。未いまだに僕の心には、アルティとの別れが焼き付いている。できれば、あんな別れを繰り返したくはない。このロードと名乗る少女とは、親友ローウェンのときのように別れられたらいい――と、そう思った。

　いまの僕に余裕はない。けれど、だからといって何もかもを捨てて妹のことだけを考えるのは駄目だ。要はバランス。妹のことは一番に考えるけれど、その一番以外を切り捨てるなんて極端な真ま似ねは避けよう。

　十分に考え抜いたあと、僕はロードの提案を受け入れることにする。

「じゃあ、そうしようか。案内を頼むよ、ロード」

「うん、了解！　ついてきてー。街まで行こー」

　ロードは嬉しそうに頷うなずいて、僕の手を引いた。

　そして、向かうのは城下街。まず物見台を降りて、誰もいない城内を歩く。長い階段と長い廊下を進み、鬱うつ蒼そうとしているが綺き麗れいに整えられた庭に出る。

　その道案内の間、時間を惜しむ僕は《ディメンション》以外の魔法を試していく。

　当然のように、氷結魔法は構築できない。パリンクロンとの戦いで『水の理を盗むもの』の魔石を体内から抜かれたからだろう。

　次に試したのは《コネクション》。だが、対となる《コネクション》を保持できている感覚はなかった。ステータスを見た限りでも、最大ＭＰは減っていない。限界を超えた戦いの最中、無意識の内に解除してしまったようだ。

　そして、一番手痛いのが、リーパーとの『繫つながり』の切断だ。

　多くの解除系の魔法に晒さらされたせいで、強固な呪いにも似た『繫がり』が失われていた。これでは僕が無事であることすら、地上の仲間たちに伝えられない。

　切迫している事態を再確認させられる中、広い庭を通り過ぎて、城外へ出ていく。

　管理する人がいないので城門は開けっ放しだった。

　最後に城門前の大橋も通り、僕たちは街に到着する。

　――その瞬間、世界の色が変わった。

　静寂の城を抜けた先は、色鮮やかな喧けん騒そうの街だった。

　宝石と鉱石で彩られていた迷宮連合国とはベクトルの違う活気に満ち溢あふれている。

『魔石線ライン』は一つもない。代わりに、植物が丁寧に道を縁取っていた。柔らかい土の道は足に優しい。田舎特有の安らぎを感じる。

　並ぶ家屋の造りは、どれも古め。レンガの家はほとんどなく、木造ばかりだ。高さのある二階建てのものよりも、平たい家が多い。自然を切り拓ひらいて作られたであろう連合国と違い、『ここ』は自然と一体化して作られていた。

　道行く人々の質も違う。物騒な凶器を携えた人は一人もいない。迷宮連合国では絶対に見られない光景だ。この街の平穏さが、そのまま人々の装いにも表れている。戦争どころか、些さ細さいな争いとも無縁な国なのだろう。

　ただ、少し妙な点が一つだけある。橋前を行き交う人々の中に、純粋な人間が一人もいない。驚くことに、誰もが耳か尻尾あたりに何らかの動物的な特徴を持っていた。

「ロード……。ここって、千年前を再現してるんだよね？」

「そうだよー」

「獣人ばっかりだ」

「いまは獣人って呼ぶらしいね。千年前は『魔人』って呼ばれてたんだけどねー。千年前の『北』は、『魔人』たちの最後の楽園だったんだよ」

　何でもないようにロードは言うが、彼女の話が本当ならば、これが千年前の『北』の王国ということ。僕は興味深く周囲を見回しながら歩く。

「かなみん！　とりあえず、何か食べに行こっか！　美お味いしいところ知ってるから、連れてってあげる！」

　慣れた様子でロードは街の中に紛れ込もうとする。

　しかし、周囲の注目は避けられない。比較的愛あい嬌きようのある兎うさぎ耳や犬耳の獣人から、全身が鱗うろこに覆われた蜥蜴人間リザードマンまで、多くの人々の目が僕たちに向く。

　ここでは、真っ当な人間である僕のほうが少数派のようだ。それが理由で珍しく思われているのかなと思っていると、一人の猫耳少女が走り寄ってきた。

「ロード様ー！　こんにちは！」

「こんにちは。今日もいい天気だね、ベス」

　いい天気？　いや、完全に曇ってるんだけど……。

　これがゲームなら、魔王とかに支配されてそうな黒い空なんだけど……。

　けれど、ベスと呼ばれた猫耳少女は黒い空を見上げて、笑顔で答える。

「うん、いいお天気！　それより！　ねえっ、ロード様！　こっちの人が例の!?」

「うむ。我らが魔王軍、近この衛え騎士団長のかなみんだ！」

「す、すごい！　やっぱり本物なんだ！　あの伝説の！　けど、すっごい普通だね！　まるで人間みたい！」

「よーく、感じてごらん。かなみんは間違いなく、最強の『魔人』だから」

「うわぁ。ほんとだ。すごい魔力……！」

　少女は憧れるような表情で僕を見つめる。

　対して僕は、愛想笑いを浮かべるしかできなかった。

「団長様が起きたって、みんなにも言ってくるね!!」

　少女は猫のように走り去っていき、その入れ代わりに他の獣人たちも近づいてくる。どうやら、ずっと声をかけるタイミングを見計らっていたようだ。いまの少女の純真な挨拶が、彼らの切っ掛けとなったようだ。

「へえ、この方が近衛騎士団長様……？　伝説とは、かなり姿が違うような……」

「だが、『呪術』で見る限り、人でないのは間違いないぞ」

「真の『魔人』と聞いていたが、ぜんぜん強そうには見えないな」

「何も被かぶってないんだな。仮面の騎士と聞いていたんだが……」

　老若男女の獣人たちに値踏みされる。モンスターのような風貌の人も交じっているため、愛想笑いが固まってしまう。鳥のような翼を持つ者や魚のような鰭ひれを持つ者、本当に様々だった。その人々の前にロードは立ち、追い払っていく。

「と言っても、『ここ』は平和だから騎士団長なんていらないんだけどねー！　ほら、珍しいからってじろじろと見ない！　いつでも会えるんだから！」

　周囲の人々は苦笑いと共に、それに従う。

「そりゃそうだ。騎士なんて、俺たちには関係ない話だな」

「そうね。なにせ、ここは争い一つない世界なんだから」

「それじゃあ、またね。カナミさん」

　人々は新参者の僕に軽く手を振ったあと、去っていく。珍しいけれど、ただそれだけといった様子で散らばっていった。釣られて僕も手を振る。しかし、胸中は穏やかではない。まるで、御お伽とぎ噺ばなしの中に迷い込んだかのような感覚だ。

　街の外は闇。ここは存在しないはずの千年前の『北』の王国。そして、ここでは僕は『始祖カナミ』であり『近衛騎士団長』様。パリンクロンとの戦いで『僕は僕』だと確信できていなければ、頭がおかしくなりそうな状況だ。

「ロ、ロード……。なんで、みんなは僕のことを知ってるんだ？」

「そりゃあ、千年前の『北』の王国で、かなみんが有名だったからだよ」

　い、一体何やってんだ。始祖の僕……。

　しかし、そもそも『ここ』は千年前の『いつ』だ？

　確か、思い出した記憶の中に、使徒シスと共に『北』へ向かうという話はあった。その旅の目的は『魔力を集めるため』だった。そして、魔力を集めた結果――陽滝は『化け物』になった。『ここ』は、その合間の時代なのか……？

　僕が時代考察で悩んでいると、街の中でも一際大きな家屋に辿たどりつく。

　大きな看板を読むと、ここが食堂であることがわかった。

　常連のごとくロードは入店し、店の一番奥に案内される。

　ホールの内装は酒場に近かったが、奥の個室は貴族の部屋のように豪ごう奢しやだった。

「ＶＩＰルームだよ！　なにせ、童わらわはロードだからね！」

　そして、注文を取りに来た店員の女の子に、ロードは元気に答えていく。

「メニュー全部、お願い！　じゃんじゃん持ってきて！　回復祝いだから！」

「は、はい！」

　大慌てで店員は走り去り、遠くの厨ちゆう房ぼうが慌ただしくなる。

　大した待ち時間もなく、瞬く間に個室のテーブルに料理が並べられていく。無茶な注文をすると思ったが、この食堂は見事応えて見せた。同じ飲食店で働くものとして、その錬度には目を見張った。

「かなみん。今日はおごりにしておいてあげるから、どんどん食べていいよー」

「……頂くよ」

　冷める前に食べようと、箸を取る。

　そこで、僕は異常に気づく。テーブルに並ぶ食事と食器が、余りに見慣れていたものだったからだ。それは連合国ヴァルトの酒場で見慣れたものというわけではない。

　元の世界で見慣れていたものが並んでいることに驚く。

　箸を使って、日本食のおひたしに似たものを口に入れる。

　口内に広がるのは酒と醬しよう油ゆの味。もしかしたら、みりんも使われているかもしれない。

「美味しい……。というか、この調味料がなんでここに……」

「そりゃそうだよ。これを教えたのはかなみんだしね」

「僕が……？」

　本当に何をやっているんだ、『始祖カナミ』……。

　懐かしい故郷の味に舌鼓を打ちながらも、僕は突っ込みを入れる。よく見れば、店内の内装も僕の世界に近い。働く店員の衣装も、制服のように揃そろえられている。迷宮連合国にはなかった文化だ。『異邦人』が地道な布教活動をしていた跡が見える。

「いや、それは置いておこう。それよりも、大事な話がある」

　僕は首を振って、本題を思い出す。

　やっと腰を据えることができたので、細かな確認をしていこうと思う。

「いいよ。ゆっくりと話そうか」

「ここに来る前、僕は地上にいたんだけど……。そのとき、そこには僕とライナー、そして、眠っている女の子が一人いたんだ。その女の子を、ロードは本当に知らない？」

「んーん、本当に知らない。ここに落ちてきたのはライナーとかなみんの二人だね。もし、三人目の誰かが侵入してきたら、絶対に童わらわが気づくよ」

「……わかった。それでライナーだけが先に起きて、迷宮へ向かったってわけか」

「そういうこと。せっかくのお客さんだから、もっと歓待したかったんだけどね。国を挙げてのお祭りをしてもいいくらい。でも、ライナーは拒否したんだよね。ねっ、かなみんはお祭りやらない？」

「やらない。そんな時間も余裕もない」

　自然と口調は厳しいものになってしまった。新たなスキルのおかげで冷静に努められてはいるものの、まだ完璧ではない。その苛いら立だちを見て、ロードは軽く僕に聞く。

「んー。もしかして、今回も陽ひ滝たきちゃん関連で焦ってる？」

　あえて名前は伏せていた。なのに、あっさりとロードは僕の妹の名前を口にした。

「……おまえ、陽滝のことを知ってるのか？」

「知ってるよ。そのために、かなみんは世界全てに復ふく讐しゆうしようとしてたんだもんね」

「もしかして、その後のことも知ってるのか？」

「復讐したあと？　それは知らないよ。だって、その前に童わらわは、かなみんに裏切られて死んだからねー」

　さらに、あっさりと自らの死因まで晒す。

　少なくとも、もぐもぐと口一杯に食べ物を頰張った状態で言うことではない。

「僕に裏切られて……？　そ、それ、本当か？」

「ほんとほんと」

「えっと……、おまえは『始祖カナミぼく』を恨んでいるのか？」

「それは、もう気にしてないよ。だって、裏切ってって頼んだのは、童わらわなんだから」

「は？　おまえが頼んだ？」

「その童わらわの願いを、かなみんは叶かなえてくれた。そして、死後は童わらわにだけ、こんなにいい世界を用意してくれた。だから、童わらわはかなみんが大好き！」

「ちょっと待て。僕とおまえはどういう関係なんだ？　全く見えてこないんだが……」

「んー。正直、思い出したくないから言いたくないなあ。というか、記憶が完全にないなんて、羨ましいくらい！　あー、童わらわも忘れたいなー……」

「でも、おまえからしか千年前のことは聞けないんだ。少しくらい――」

　多くの守護者ガーデイアンが消え、いま千年前のことを知っているのはリーパー・使徒シス・アイドだけだ。できれば、ここで少しでも情報収集しておきたかった。

　だが、ロードは潜めていた膨大な魔力を漏らしつつ、首を振る。

「――過去なんて、もうどうでもいいんだよ。だって、もう地上も『北』も関係ない。童わらわは『ここ』で平和を手に入れたんだから！」

　笑顔でロードは言い切る。とても幸せそうに見えるけれど、芯は歪いびつだと感じた。『この世界ここ』と同じように歪ゆがんでいる。

　その明るさの裏に、守護者ガーデイアン特有の危うさがある。

　しかし、清すが々すがしく言い切ったロードに、どう答えれば正解なのかなんてわからない。余りに僕はロードのことを知らな過ぎる。そして、一方的に『カナミ』を知られ過ぎている。刺激して、ことを荒立てないほうがいいと判断し、返答していく。

「わ、わかった……。おまえにとって、もう過去は関係ない。『ここ』で平和に暮らしたい。それでいいんだな？」

「そういうことだね」

「それじゃあ、『ここ』でゆっくり暮らせばいい。ただ、僕とライナーはすぐに出ていくことになると思う」

「ライナーと同じこと言うんだからー。もっと『ここ』で遊んでいったらいいのにー」

「なら、地上でやるべきことをやったら、もう一度来るよ。そのときは一緒に遊ぼう」

「ん！　約束だからね!!」

　とりあえず、穏やかに別れるために約束をした。ロードが急を要しているようには見えないので、彼女と腰を据えて向き合うのは仲間が全員揃ってからになりそうだ。

　あとは『ここ』についての確認を行いつつ、ライナーを待ち続ける。

　その間に、テーブルの料理は恐ろしい勢いで減っていく。

　僕は余り食べていない。ロードが一人で消費しているのだ。その健けん啖たんっぷりを見守りつつ、僕は付け合わせのスープを口にすると、また故郷の味に出会う。

「ここの料理、本当に美お味いしいな。というか、これって味み噌そ汁しるじゃないのか？」

「かなみんが教えてくれた料理を、さらに童わらわが街で広めたんだよ。どれも最高でしょ！」

「ああ、落ち着く……」

　時間はないとわかってはいるものの、その殺人的な和み料理に圧倒される僕だった。

　熱い味噌汁を胃に収め、温まった息を吐く。目を細めて、ぼうっと宙を眺める。

　いま僕は確かに安らぎの中にいた――が、その余韻の全てをぶち壊す音が鳴り響く。

　ＶＩＰルームの扉を乱暴に開けて、金髪の少年が入ってきた。少し衣服は変わっているものの、間違えようはない。待ち人のライナーだ。

「落ち着いてる場合か……！　ジーク!!」

　彼は開口一番に、気の抜けた僕を咎とがめた。そして、大きな足音を鳴らしながら、近づいてくる。その無礼な客人に対して、ロードは笑顔で歓迎する。
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「あっ。ライナー、おかえりー！」

「ロード！　城に誰もいないから焦ったろうが！　書き置きくらいはしてくれ!!」

「あっ、そういえばそうだね。忘れてたー」

　頭を搔かきながら「ごめんねー」とロードは謝る。

　それを呆あきれ顔で見つめるライナーに、僕も話しかけていく。

「ライナー、無事だったんだね。よかった……」

「ああ、無事だ。……一つ、席借りるぞ」

　僕たちが食事中だとわかったライナーは空いている席に、無造作に座った。

「ライナー。急で申し訳ないんだけど、パリンクロンのやつを倒してからどうなったのかを僕に教えてくれないか？」

「わかってる。すぐに説明する。早く出発しないといけないからな」

　ライナーは広がっている食事を摘つまみながら答える。

　僕が情報を欲していることを、予測していたのだろう。淀よどみのない説明が始まる。

「あの戦いのあと、力尽きた僕たち二人は『世界奉還陣』に呑のみ込まれたんだ。ジークの剣……ローウェンさんから力を借りて、例の水晶で身体からだを守っていたから僕たちは溶かされなかったけど、大陸の奥深くまで落とされてしまった。それが、『ここ』。『迷宮の裏』ってところだ」

「僕たち二人だけなのか……？　他には――」

「悪いが、落ちたのは二人だけだ。あんたの妹は、あんたが気絶している内に地上で連れ去られた。連れ去ったのは守護者ガーデイアンアイドだ」

　その僕の質問も想定内だったのだろう。ロードと違い、はっきりとライナーは疑問を晴らしてくれた。ただ、アイドの名前が出たとき、ロードの食事の手が一瞬だけ止まった。

『木の理ことわりを盗むもの』と『風の理を盗むもの』。二人は知らない仲ではないみたいだ。

　なにせ、アイドは『統べる王ロード』を待つと、地上で堂々と発言していた。

「悪い、守り切れなかった。あの子があんたの妹だって、あのときは知らなかったんだ」

「いや、そもそも、どうして守護者ガーデイアンのアイドが陽滝を……？」

「アイドは根っからの教師体質で、建国馬鹿だ。おそらく、建国のための人材集めだと思う。国には力が必要だっていつも言っていたからな。ロードから聞く限り、ヒタキって子は、とんでもなく強いんだろ？　きっと、そのせいだ」

「そういうことか……。だけど、陽滝は眠りについてる。普通じゃない呪われた眠りだ。とても戦力にはならないはずなのに……」

「あのアイドだからな……。戦闘以外の魔法においては超一流だ。どうにか眠りから覚ます方法があるんじゃないのか？」

　陽滝を起こしてもらえるのは、別に悪くない話だ。

　僕に対しては厳しい守護者ガーデイアンだったが、それ以外の人物には礼儀正しいやつだった。『魔石人間ジユエルクルス』の子供たちに好かれていたことから、教師体質というのも間違ってはいないだろう。おそらく、陽滝に対しても誠実なはずだとは思う。

　しかし、いつまでも他人に任せてはおけない。陽滝を守るのは、僕の使命だ。

　その僕の険しい表情を見て、言いたいことをライナーは察して話を続ける。

「ああ、そうだな。早めに地上へ戻って、全てを取り返そう。それには同意だ」

　摘み食いを終えたライナーは、すぐに席を立つ。

　そして、いままでの彼ならば絶対に言わなかったであろうことを口にしていく。

「僕も早く現あら人ひと神がみを守りに行かないといけないからな」

　その姿は、まさしく騎士そのもの。やっと彼は本当の自分を見つけたように見える。

「ライナー。ラスティアラとは、もう喧けん嘩かしないのか？」

「喧嘩って、こっちは殺し合いのつもりだったんだが……。まあ、あんたの言う通り、もう喧嘩はしない。これからは、兄様の意思を継いで、あの女の騎士でもやる予定だ」

「よかった。それは嬉うれしい限りだ」

　それはつまり、僕の仲間になるのと同義だ。地上に戻ったら皆にライナーを紹介しよう。ずっと反対していた女性陣も、いまの彼を見たら納得してくれるはずだ。

「それじゃあ、そろそろ店を出ようか。ジークにはやってもらいたいことがたくさんある。時間がないから、迷宮に急ごう」

　ライナーは部屋から出ようとする。その後ろを追いかけようと僕は席を立とうとするが、その途中で足がもつれ、転びかけてしまう。

「ああ、行こう――っとと。……まだ本調子じゃないな。魔石を抜かれたせいか」

　体調は快復しているが、身体のバランスが妙に悪い。『水の理を盗むもの』という大きな力を失ったせいか、身体の活力が半分になった気がする。

　だが、そのこけかけた僕を見たライナーは、別の理由をあげる。

「無理するな、ジーク。なにせ、一年も眠っていたらしいからな」

「ああ、そうだね。長いこと、眠っていた、から……？」

　ライナーの口から発された一単語が、僕の言葉を途切れさせた。

「――い、一年？」

「ああ、一年だ。ロード曰いわく、あの戦いから、一年近く経過してる。だから、僕は落ち着いている暇なんてないって、ずっと言ってる」

　咄とつ嗟さに僕は、テーブルの残り物を口にかっ込んでいるロードに目を向けた。その視線を受けて彼女は、急いで口の中のものをごっくんと飲み下してから説明を始める。

「っふう。そりゃ、いくら童わらわでもあの硬い水晶を綺き麗れいに割るのは時間かかるって。水晶が硬すぎるせいだよ？　童わらわのせいじゃないよー？」

　本当のようだった。感覚的に一日くらいしか経たっていないと僕は思っていたが、そう現実は甘くなかったようだ。命は助かったものの、それに見合う代価を払わされている。

　やけにライナーが急いでいるわけもわかった。

「い、急ごう……!!」

　味噌汁を啜すすっている暇なんてないことを痛感した僕は、もつれる足を動かす。

　しかし、その前にロードが止める。

「あ、待って待って。今日は童わらわもついていくよ。もう食べ終わったし！」

「ロードも僕たちについてきてくれるのか？」

「だって、あそこで戦うんでしょ？　風の魔法使いじゃないかなみんじゃあ、死んじゃうかもしれないからね」

　とても軽い様子で死の可能性を示唆してくる。六十六層は、それほどまでに危険な所なのだろうか。そして、そのロードの同行の提案に、ライナーは嫌そうな顔で答える。

「ジークは風の騎士である僕が飛ばす。別におまえはついてこなくていい」

「と、飛ばす……？」

　物騒な言葉が飛び交うので、その意味を問う視線を二人に投げる。

「六十六層は、空だからねー。壁も迷路も、何もない空」

「その空にいるドラゴンが本当に厄介なんだ。何度か戦ったが、攻略の目め処どが全く立たない。だから、僕はジークを待っていた」

「風竜のエルフェンリーズちゃんだねー。んー、なつかしー」

　六十六層の空には竜がいるらしい。

　それも、いまのライナーでも「攻略の目処が全く立たない」とまで言わせる竜。

「行こう、ジーク。僕たち二人でドラゴンを狩ろう」

　ライナーが握手のため、手を差し出してきた。

「ドラゴンか……。任せて。これでも『竜殺し』って呼ばれてるらしいからね」

　それを僕は強く握り返すと、とある『表示』が視界に写る。





【パーティー】




ライナー・ヘルヴィルシャインが加入しました






　ゲームによくあるパーティーメンバー追加の『表示』だ。

　念願のライナーとの完全な和解だったが、このシステムを考えて作ったのは僕だと思うと、急に『表示』が恥ずかしくなってくる。

　にやけた顔で黙々と『表示』の魔法を開発している僕が目に浮かぶ……。

　本当にゲームっぽい演出が好きだな『始祖カナミ』……。

　とはいえ、この『表示』のおかげで助かった場面も多い。

　それは例えば、仲間のステータスの『表示』だ。





【ステータス】




名前：ライナー・ヘルヴィルシャイン　HP369/369　MP102/246　クラス：騎士




レベル25

筋力12.24　体力9.21　技量10.56　速さ15.34　賢さ12.00　魔力9.89　素質3.87




先天スキル：風魔法2.01

後天スキル：神聖魔法1.25　剣術2.34　血術1.00　最適行動1.22　不屈1.02






　パリンクロンとの戦いの中で、ライナーは真なるレベルアップを経て、ラスティアラたちにも見劣りしないステータスに進化していた。ワイスさんの魔力と魂を吸収したおかげか、あらゆる数値が格段に上昇している。

　ようやく、まともな仲間が入ったような気がする。ライナーの性格は（他の仲間たちと比べて）すごくまともだ。なにより、頼れる同性であることが最高だ。

　こうして僕たちは、後ろで「童わらわも仲間！　童わらわも仲間！」と騒ぐ守護者ガーデイアンも連れて、食堂の外に出る。迷宮には街の端から向かうらしく、そのまま歩いて街中を横切っていく。

　その途中、ライナーに続いて自身のステータスも確認していく。





【ステータス】




名前：相あい川かわ渦か波なみ　HP293/293　MP945/945　クラス：探索者




レベル22

筋力12.55　体力14.11　技量18.57　速さ22.96　賢さ18.67　魔力38.34　素質6.21




先天スキル：剣術3.79

後天スキル：体術1.56　次元魔法5.27＋0.10　感応3.56




編み物1.07　詐術1.34　魔法戦闘0.73　鍛冶0.69　縫製0.68






　パリンクロンと戦っていたときは文字化けしてたステータスが元に戻っていた。戦闘が終わり、一度落ち着いたことで、ようやく『表示』が追いついたように見える。

　ただ、ステータスの数値に大きな変動が出ている。

　まず、絶対に変わるはずのない『素質』が少し削れているのが目につく。それに伴って、『魔力』の値も減少している。

　逆にレベルは上がっている。道すがら、それとなくライナーに聞いたところ、寝ている間に治療の一環でレベルアップを済ませたらしい。

　などと、現状の確認を行っている内に、僕たちは目的地に辿たどりつく。

　そして、その非現実の極まった風景に僕は啞あ然ぜんとする。

　街の端――この大地の端は途切れ、崖となっていた。遠目で見ても恐ろしかったが、近くで見ると、より恐ろしい。下を覗のぞき込めば、どこまでも続く黒い闇。石が一つカラッと落ちていったが、音もなく闇に吸い込まれて消えた。反響音は一つも返ってこない。底のない谷であると理解して、背筋が凍る。

　その崖の手前に、ぽつんと紫色の《コネクション》が一つ立っていた。

　その《コネクション》の完成度は異常だった。僕の作る扉とは、見るからに密度が違う。触れれば消えるような脆もろさなど微み塵じんも感じさせず、聳そびえ立つ山のような安心感があった。どうやら、高位の次元魔法《コネクション》に、さらに高位の次元魔法が重ねがけされているようだ。何らかの魔法で、空間ごと固定されているのだろう。

「――よし、行くぞ。ジーク」

　ライナーを先頭にして《コネクション》を通る。

　扉の向こう側に待っていたのは、一面に広がる草原だった。

　迷宮の中だというのに、風が吹き荒すさび、背の低い草原が揺れる。少し薄暗いが天井は異様に高く、地上と見間違えるほどの開放感がある層だ。この六十六層に視界を遮る障害など一つもない――と思ったが、それは違った。草原の真ん中に塔のような細い螺ら旋せん階段があった。最低限の迷宮の体ていをなすかのような、申し訳程度の階段だ。

「ここが六十六層……。何もないね……」

「何もないが、問題はある。上を見てくれ。見ればわかる」

　ライナーに促され、僕は見上げる。一瞬、何を見ればいいのかわからなかった。それほどまでに、それは巨大過ぎた。全体を把握するのに時間がかかったのだ。

　天井と思っていた鶯うぐいす色いろが動いていた。まるで生き物のように。

「え、もしかして……」

「ああ、あれが六十五層への道を阻む竜。エルフェンリーズだ」

　雲よりも巨大な生物が、悠々と飛行をしていた。

　首を大きく動かさなければ、その生物の翼を見つけることはできないほどの大きさ。

　息を呑のむ。少し前、僕はドラヴドラゴンという名の竜を殺した。スノウ・ローウェン・リーパーという万全の布陣で、危うくなりながらも対たい峙じしたのだ。

　しかし、あの難敵だったドラヴドラゴンと比べても、この竜は桁が違う。





【モンスター】エルフェンリーズ：ランク67






　ランクはドラヴドラゴンの二倍以上。そして、体長は十倍以上――いや、下手をすれば五十倍近くはある。討伐に現実味があったドラヴドラゴンと違い、この風竜は倒す瞬間をイメージすることができない。嵐や地震といった自然の災厄を相手にしている感覚だった。

「見ての通りだ。でか過ぎる身体からだに、でか過ぎる魔力。風魔法を使ってくる上に、単純な速度と感知能力も最高クラス。知能は高く、戦いの駆け引きを理解している。そんな化け物が、六十五層に続く階段を守ってるんだ」

「な、なるほどね……」

　ボス部屋だ。守護者ガーデイアンだけが迷宮のボスだとは誰も言っていない。長い百層の中には、こういう層もあるのだろう。

「先にちょっと情報収集させて。――《ディメンション》」

　とりあえず、次元魔法で階層全体を把握する。六十六層の空間を僕の魔力で満たしていくことで、すぐに全容を把握することはできた。

　直径二十キロメートルの草原が広がっており、石の壁と天井に囲まれている。高さは一キロメートルくらいだろうか。必然と螺旋階段の長さも、そのくらいになる。そして、中央の螺旋階段がある上下に、各階層に続く穴が空いている。この閉鎖空間の出入り口は、その二つの穴と背後にある《コネクション》だけだ。

「これ、六十七層には行けるの？」

「ああ、下へ行く分には何も障害はない。ただ、下へ行っても、もっとでかい竜が二匹いるだけだぞ？」

「そ、そう」

　いま下に行くメリットはない。いつもと違い、僕たちは『最深部』ではなく『地上』を目指さないといけないのだ。

「ん、んー……。それじゃあ、とりあえず近づいてみようか」

「上る途中で襲ってくるから気をつけてくれ」

　ライナーは期待している目で僕を見ている。まさか、あの竜に僕が一方的に勝利するとでも思っているのだろうか。

　竜のせいでゴゴゴと効果音の鳴っていそうな空の下を進み、石造りの頼りない螺旋階段まで辿りつく。すぐに僕たちは階段を上り始める。僕は『クレセントペクトラズリの直剣』、ライナーは『アレイス家の宝剣ローウェン』と『ルフ・ブリンガー』を手に持って、いつでも迎撃できる状態だ。ちなみに、ロードは徒手空拳である。

　そして、いくらか階段を進んだところで、ライナーが戦闘開始を告げる。

「ジーク！　そろそろ来るぞ――！」

　僕も《ディメンション》でわかっていた。宙に浮かぶ巨大竜が身体を捻ねじ曲げ、その頭部をこちらに向けていた。太陽と見み紛まがう巨大な瞳が二つ、僕たちの姿を映している。

　同時に、竜が強大な魔法を構築していることも感じ取る。ただ、《ディメンション》で感じ取ることはできても、『魔法相殺カウンターマジツク』はできない。そのイメージに必要な氷結属性の魔力を、いま僕は生成できないからだ。

　まず、ゆっくりと風竜の翼が動いた。それだけで魔力を含んだ嵐が巻き起こる。干渉することすら困難な『竜の風』が僕たちに襲いかかり、動きを封じ込められる。そして、そこに追撃される本命の攻撃。

「――ッ!!　――ァアガア[image: ][image: ]ア[image: ]アア[image: ]ア[image: ]アアアアア!!」

　山よりも大きな竜が咆ほう哮こうと共に、恐ろしい速度で突進してくる。

　ただの体当たり。低階層モンスターの常じよう套とう攻撃手段だ。

　だが、六十六層にまで至れば、規模がまるで違う。普通のモンスターが使えば稚拙な攻撃だが、相手が山より大きな巨体ならば話は別だ。それだけで人には決して抗あらがえない無慈悲な暴力となる。

　対応する暇もなく、螺旋階段に竜の巨体は直撃する。

　もちろん、翼からは『竜の風』が生成され続けている。炸さく裂れつ弾のごとく風は吹き荒れ、砂糖菓子を砕くかのように螺旋階段を解体していく。

　風に襲われ、足場を失い、僕たち三人は宙に放り出される。

　常人ならば死を覚悟する状況だが、ここにいる三人はとても冷静に次の行動へ移っていく。崩壊する瓦が礫れきの一つに張り付き、ライナーは足場を確保していた。ロードは背中の翼を広げて、普通に飛んでいる。僕は味方二人の無事を確認して、攻勢に転じる。

　落ちる階段の破片を蹴って、空を翔かける。

《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》がある限り、足場を踏み外すこともなければ、重心のバランスを間違えることもない。地上であるかのように空を走り、竜に近づいていく。

　そして、竜の背中まで辿りつき、無造作に剣を突き立てた。

「――っ!?」

　しかし、刺さらない。甲高い音が鳴り響くだけ。

　僕の渾こん身しんの一突きは、風竜の鱗うろこを貫くことはできなかった。むしろ、ダメージを受けたのは僕のほうだ。返ってきた衝撃で手が痺しびれている。それでも、まだ僕は戦闘を続行し、落ちていく瓦礫の中からライナーを見つけて、声をかける。

「ライナー！　ちょっと剣を換えてくれ!!」

「ああ！」

　この展開をライナーは予測していたのか、迷うことなく『アレイス家の宝剣ローウェン』を放り投げてくれる。代わりに、僕は『クレセントペクトラズリの直剣』を投げ返し、装備の交換を空中で成立させる。そして、もう一度同じ手順を繰り返して、風竜の鱗を突破しようとする――が、これも駄目。巻き直ししたムービーのように、またカァンと弾はじき返されてしまう。

「か、硬すぎる！　タイム！　ちょっと一旦逃げよう!!」

　僕が使える攻撃手段は限られている。

　剣による攻撃と氷結魔法による攻撃。この二つしかない。次元魔法に直接的な攻撃力がないため、他の仲間たちと比べるとバリエーションが少ないのだ。その上、いまの僕は氷結魔法が使えない。ローウェンで斬りつけても駄目ならば、逃げるしかなかった。

　しかし、逃亡する僕たちの背中に襲いかかる風竜の魔法。

　竜の顎の奥、その口内から風の球体が複数放たれる。おそらく、風属性の基礎に当たる魔法だろう。本来ならばバスケットボールほどの大きさのはずの魔法が、隕いん石せきのごとく空から降り注いでくる。

「――風魔法《ワインドウィング》!!」

　それに呼応して、ライナーが魔法を使った。瓦礫に張り付いての様子見をやめて、風を纏まとって空中に飛び出す。魔法名通りに翼を背中に生やしはしないが、その風の衣が重力を無視し始める。見たところ、飛ぶというよりは、跳躍の力を活いかす魔法のようだ。

　風を纏ったライナーは浮遊する僕の手を摑つかみ、落ちる瓦礫を蹴って移動していく。襲いかかってくる風の球体を全て避けつつ、地面を目指して翔け抜ける。

　そして、落ちる瓦礫と同時に地面へ戻ったところで、安全圏でパタパタと飛んでいたロードが帰ってくる。

　にやにやした顔で僕の感想を待っていた。その期待に応えて、僕は存分に弱音を吐く。

「ランク的に強いとは思ってたけど、ここまでとはね……。まるで勝ち目がない……」

　空を見上げて、顔を青くする。いまも悠々と風竜は空を泳いでいた。どうやら、空に近づくやつだけが敵であり、地上に落ちたものには興味がないようだ。

「なあ、ジーク……。あんたの氷の魔法でなんとか落とせないのか？」

　まだライナーは僕に期待してくれているようだ。確かに、氷の大蛇の魔法なら、飛んでいる敵相手に有効のように見える。使えるのならば、いますぐ試しているところだ。

「えっと、その、言い難にくいんだけど……」

「どうしたんだ？　パリンクロンのやつに叩たたき込んだ氷結魔法があれば、あいつを地面に落とすことができるんじゃないのか？」

「使えないんだ」

「え？」

　もったいぶっても仕方ないので素直に白状していく。

「氷結魔法は妹に持っていかれたから、いまの僕は次元魔法しか使えない……」

「次元魔法しか使えない……？　なら、いまは何ができるんだ？」

「さ、察知とか転移とか？」

　いま僕が自信を持って使えるのは《ディメンション》《フォーム》《コネクション》の三つだけである。ぶっちゃけると攻撃力が皆無だ。

　それを知ったライナーは、期待の目を落胆の目に変える。

「それ、ただの索敵役じゃないか……」

「ご、ごめん。妹の魔石なしだと、こんなにも僕って平和的な能力なんだね……」

　自分が補助特化の魔法使いになってしまっているのがわかる。

　もしくは生産担当の非戦闘要員だろう。もし、ローウェンとの修行で剣術スキルを鍛えていなければ、本当にただの索敵役だ。

　ただ、よくよく考えれば当たり前のことだった。各々の先天的な才能は、本人の性格を反映していることが多い。僕一人の魂ならば戦闘用のスキルがないのはよくわかる。そして、陽ひ滝たきが攻撃的な才能の持ち主だったことも、よくわかる。

「そ、そうか……。ジークなら何とかできるって思ってたんだけどな……」

　ライナーは僕を責めはしない。ただ、落胆は隠せていない。

「い、いや、待って!!　確かにあの竜を倒せないけど、突破できないとは言ってないから！　これでも攪かく乱らんは得意だから！　通り抜けるだけなら僕に任せて、ライナー!!」

　必死に自分の有用性を売り込む僕だった。

　なんとなく、ライナーの前では頼れる兄貴分でありたいと見み栄えを張ってしまう。

「いや、あの風竜は、その『通り抜けるだけ』が最も難しい相手なんだ。速度に自信があった僕でも、全く勝ち筋が見えない。風に触れている限り感知され、その飛ひ翔しようスピードは、あの巨体で僕より速い」

「ライナーより速い？」

「いまさっきの攻防で、風竜は本気にさえなってない。小こ蠅ばえを払った程度だろう」

　噓うそではないだろう。そう思わせるだけの力が、あの竜にはある。なにせ、僕の剣で傷一つついていないのだ。現時点での完敗を、僕は認めるしかなかった。

「確かに……。いまの僕たちじゃ、ちょっと手に負えないかな……。けど、いつかは倒せるはず……」

　強大な敵だろうと、いつかは倒せる。そういう風に迷宮はできていると僕は知っている。なにせ、そう作った本人だからだ。

　しかし、そんな楽観的な僕とは正反対に、ライナーの顔は暗いままだ。

「違うんだ、ジーク。問題なのは、あいつの強さじゃない。――あいつに勝つために鍛えられないことが問題なんだ。六十六層と六十七層にいるのは、あの風竜のみ。他にモンスターが一匹もいない。僕たちは他の階層でレベルを上げることができない」

　迷宮は挑戦者を『最深部』まで導く造りになっている。だが、それは上から下を目指した場合の話だ。いまの僕たちのように、下から上を目指す存在は想定していない。これも作った本人だからわかることだ。わかるからこそ、ライナーの話の理解も早かった

　――いま僕たちは、風竜エルフェンリーズによって六十六層に閉じ込められている。

　なのに、現状を変えるためのレベル上げが許されていない。

　次第に僕も、ライナーと同じように顔が暗くなっていく。対照的にロードは笑顔だ。

「むふふっ。まー、ゆーっくりしていきなよー。永住は大歓迎だよー」

　まるで、ＲＰＧゲームで後戻りできないダンジョンに入ってセーブしてしまったかのような詰み具合だった。いや、ゲーム開始と同時に、ラストダンジョン手前の街に放り込まれたかのような状況か。

　どちらにせよ、『ここ』から出られないということだけは間違いなかった。





◆◆◆◆◆






　現状を把握した僕たちは、迷宮から撤退した。

　そして、街中を歩きながら、今後についての話し合いを行う。

「――なあ、ロード。『風の理ことわりを盗むもの』のおまえなら、あの竜をどうにかできるんじゃないのか？」

「できなくもないけどね。けど、ここで童わらわが手助けしたら、他の層が大変でしょ？　六十五層が同じような造りだったら、また進めなくなるだけだよ？」

「地上まで護衛してくれたら、お礼は何でもする。だから、頼まれてくれないか？」

　できる限りの誠意と共に頭を下げる。しかし、ロードは意地悪く笑うだけだ。

「ごめんね、かなみん。どっちかと言うと、童わらわはかなみんたちが長居してくれたほうが嬉うれしいんだ。だから、協力はしない。それに、いまも昔も――王わらわと始祖かなみんは対等な交渉相手だからね」

　先の戦闘でもロードは全く手を出さず、いつでも助けられる位置をキープして見ているだけだった。それがいまの彼女の立ち位置スタンスなのだろう。

　好意的ではあっても協力的ではない。それがわかっていても、僕は食い下がる。

「……なら、助言くらいはしてくれないか？　『風の理を盗むもの』であるおまえから見ての助言が欲しい」

「んー？　助言……くらいなら、いいかな？」

　やはり、直接的ではなく間接的ならば、ロードは手助けしてくれる。彼女が自分に引いている境界線ラインが少しずつ見えてきた。

「そうだね。正攻法のレベル上げができないなら、やることは限られてるよ。まず一つ目が、自分のスキルや魔法を鍛えること」

　そう言って、ロードは人差し指を立てた。

　その指先から、つむじ風が吹いていた。魔法構築と魔力制御に熟練の技を感じる。彼女はディアやマリア以上の魔法使いであると、すぐにわかった。

「ちなみに、この方法をライナーは選んでる途中だよー。魔の王とまで言われた童わらわの授業を受けて、風魔法の勉強中！」

　ライナーに目を向けると、それが本当であると頷うなずき返してくれた。僕よりも早く限界を感じた彼は、早々から対策に動いていたようだ。

「で、二つ目！　『ここ』でお金を貯ためて、人を雇えばいいよ。童わらわ以外にあの竜を倒せる人はいないけど、勝負になる人なら結構いるからね」

　人を雇う。全く頭になかった方法だった。僕たちについてこられる人が、そう易やす々やすといるはずがないからだ。その考えを読んだライナーが補足を入れてくれる。

「大丈夫だ、ジーク。ここは千年前の街だからな。僕たちのいた地上世界よりも、腕のいいやつらが多い」

　嬉しい情報だった。ならば、あとはお金次第で戦力を賄えるということになる。

「確かに人が多ければ、何とかなるかも……」

「そして、三つ目！　童わらわはこれが一番のお勧めだけど……あの竜を倒せるような強い装備を揃そろえること！」

　これしかないと言わんばかりに、ロードはお勧めしてくる。

　だが、僕にとっては最もありえない方法だった。

「いや、それはもう十分じゃないか？　このローウェンより強い剣なんてないだろ」

「剣の話じゃないって。これもお金次第だけど、風竜対策の武具を集めれば色々と楽になると思うよー？」

　つまり、あの風竜一匹を目標にして対策メタアイテムを集めろということらしい。

　たとえば、いま僕が持っている炎対策の首飾りレツドタリスマンが、炎ではなく風を弾くお守りならば、風竜との戦いは楽になる。そういったアイテムを集めろと、ロードは言っている。

「二人は地上を目指すだけでしょ？　なら、あの竜を抜けて、地上へ向かうためだけの魔法道具を集めればいいんじゃないかな？　いい鍛冶師、紹介するよー」

「確かに、魔法道具を集めるのはよさそうだ。ロード、よければ紹介を頼む」

「じゃっ、街一番の鍛冶師を紹介してしんぜましょー」

　にっこりとロードは笑い、街中を先導していく。

　すれ違う人々と挨拶を交わしながら、緑溢あふれる道を進んでいく。そして、数分ほどで避暑地の別荘のようなところに辿たどりつく。屋根の上に蔦つたや苔こけの生い茂っている家だ。

　その家の庭で、四人の子供たちがボール遊びをしていた。その中の一人が、僕たちの来訪に気づき、こっちに駆け寄る。朝に出会った猫耳の女の子だ。

「――あっ！　ロード様だ！　それとお客様二人!!」

「また会ったね、べス。ねえ、いま君のお爺じいさんはいるかな？」

「うん、いるよ！　いつものとこでうんうん唸うなってる！」

「ありがとう。ちょっとお邪魔するね」

　ロードは少女にお礼を言ったあと、遠慮なく家の中に入っていく。

　その後ろをついていこうとする途中、猫耳の女の子ベスちゃんが僕に手を振っているのを見つけた。特に話したわけでもないが、いつの間にか懐かれている気がする。よく知らないが『騎士団長』という地位は、あの子にとって特別のようだ。

　ベスちゃんに手を振り返したあと、緑の家に入っていく。

　玄関を通り、生活感溢れるリビングを通り、長い廊下を通り、最後に厚い扉を開ける。その先に広がっていたのは、およそ一般家庭には見合わない空間だった。

　汎用的なテーブルは一つもなく、異形の作業台が二つ並んでいる。その奥には特大の釜と炉が設置されており、周囲の壁には専門的な用具が大量にぶら下がっている。

　すぐにここが『工房』であることがわかった。規模は違えど、僕がラウラヴィア国でお世話になったギルド『エピックシーカー』の『工房』と似た造りだ。

　ただ、『エピックシーカー』の鍛冶師の『工房』と比べると、とても綺き麗れいだ。炉に火が点ついていないので息苦しいこともない。

　その部屋の中央にある作業台の隣に、一人の老人が座っていた。しわくちゃな顔だが、その双そう眸ぼうは鋭く覇気に満ちている。一目で気難しい人であることはわかった。そして、この老人こそ、外のベスちゃんの祖父なのだろう。よく知る猫耳とは少し違うが、猫科の獣耳のようなものがついている。

　彼は老眼鏡のようなものを使って、七色に輝く宝石を眺めていた。

　そこにロードが気負いなく話しかける。

「レイナンドのじーさん！　お客さん連れてきたよー！」

　声をかけられたレイナンドさんは、宝石に固定した目線をずらし、僕を見た。

　目と目が合い、咄とつ嗟さに僕は『注視』する。そうさせるだけの強さプレツシヤーを感じたからだ。





【ステータス】




名前：レイナンド・ヴォルス　HP589/589　MP123/123　クラス：鍛冶師




レベル31

筋力13.78　体力12.23　技量10.23　速さ5.12　賢さ5.11　魔力5.66　素質1.44




先天スキル：斧ふ術じゆつ1.22　火魔法1.34　地魔法1.21

後天スキル：鍛冶3.12　神鉄鍛冶1.26　細工1.55　錬鉄1.98






　かつてない高さのレベルの上、スキルも豊富だった。僕やライナーよりも優れている数値が、ちらほらと見える。間違いなく、地上ならば英雄クラスだ。

「――っ!?」

　だが、その『表示』を見て驚いた僕以上に、レイナンドさんは驚いていた。弛たるんでいた瞼まぶたを限界まで見開いて、目を丸くしている。

　その僕たち二人のショックなどお構いなしに、ロードは話を始める。

「じーさん、紹介するよ！　こっちはかなみんとライナー」
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「……ふん。まさか、おまえがこのわしのところに、そやつを連れてくるとはな」

　レイナンドさんは僕よりも早く動揺を隠し切り、ロードの会話に応じる。

「うん、童わらわもびっくり。けど、本当にこの二人は、じーさんの力を必要としてるの。話くらいは聞いてくれる？」

「構わん。そこで話せ」

　僕は細心の注意を払って、自己紹介を始める。

「……初めまして、相あい川かわ渦か波なみです。今回はレイナンドさんに造ってもらいたいものがありまして、お願いに参りました。僕たちは地上を目指しているのですが、その道中に強大な力を持つ風竜が立ち塞がっています。その風竜を倒すための魔法道具を依頼しても構いませんか？」

「ふん。今回は礼儀正しいな、坊主……」

「今回は？　それは――」

　意味ありげにレイナンドさんは鼻を鳴らした。

　その意味を問おうとしたが、それは意図して遮られてしまう。

「風竜だったな。ならば、どうせエルフェンリーズのやつだろう。絶対とは言えんが、あやつに有効な魔法道具は、確かにある」

『今回は』について話したくないというのが、口ぶりからわかった。

　いまはお願いをしている立場なので、それについて問い詰めるのは避ける。

「……ありがとうございます。それを頂けますか？」

「高いぞ？」

「大丈夫です。お金ならあります」

　いつものごとく、腰の袋から取り出す振りをして、『持ち物』からお金を出す。ただ、作業台の上に金貨を並べていく途中、レイナンドさんは眉をひそめる。

「む。おい、坊主。ふざけて……はおらんか」

「え、どういうことですか？」

　レイナンドさんは金貨を一つ手にとって、首を振る。

「悪いが、この金では駄目だ。『ここ』では使っておらん貨幣だ」

「え……？　もしかして、通貨が違う……？」

　すぐに隣のロードに目を向けたが、そこには満面の笑みを張り付けた彼女が立っていた。その顔から、自分の持っている貨幣が使えないことを確信し、次に信頼する仲間であるライナーに目で助けを求める。彼も僕と同じように冷や汗を垂らしていた。

「……ジーク。まずは手持ちの魔石を売ってみよう」

「魔石か。出してみろ。換金するならば、わしが見れる。鑑定もやっているからな」

　すぐに僕は『持ち物』から、四十層までの探索で得た魔石を取り出していく。

　だが、それを見てもレイナンドさんの表情は変わらない。ずっと険しいままだった。

「……駄目だ。どの魔石も、屑くず魔石だな。金にはならん」

　地上では遊んで暮らせる財宝を前に、レイナンドさんは冷たく言い切った。

　確か、千年前のほうが魔石の質はよかったと聞いたことがある。過去の武具のほうが高い性能を誇っているのを何度も見てきた。時代が変わると、こうも物の価値は変わるらしい。その驚きよう愕がくを隠せない僕を見て、レイナンドさんは憐あわれむように説明していく。

「せめて、中位の魔石くらいは用意してくれんと、『ここ』では需要がないぞ」

「なら、このレイクリスタルは……？」

　それなりに自信のある魔石をピックアップしてみる。

「ここでは低位の魔石扱いじゃな」

　だが、あっさりと切り捨てられる。地上では大金持ちだと浮かれていたが、一転して貧乏人に転落してしまったことが確定する。

　愕がく然ぜんとして足を崩しかける僕に、レイナンドさんは魔石の処理を聞いてくる。

「金がなければ物を造る気はないな……。安いが、この魔石はどうする？　持っていても、この街では鍛冶場ここくらいでしか換金してくれんと思うぞ」

「えっと……、換金をお願いします……」

　地上で使うかもしれないレイクリスタルあたりの魔石は残して、溜ためていた他の魔石を全部放出する。ついでに『持ち物』の中で、金に換えられそうなものは全部出した。

　その換金自体はすぐに終わったのだが、そのあとが続かない。

「注文する気がないなら、出ていくといい。わしも暇ではないのでな」

「あ、はい」

　本来の目的であった装備の注文ができないのだ。僕は頷くしかなかった。

　こうして、僕たちはレイナンドさんに鍛冶場から追い出されてしまう。呆ぼう然ぜんとしている僕は、庭のベスちゃんたちに見送られ、街中で途方にくれることになる。

　その間、ロードは頰を緩ませっぱなしだった。道を歩きながら、嬉うれしそうに呟つぶやく。

「そっかー。かなみんたち、お金もないのかー。へへー」

　予想外の幸運だと言うように、僕たちの財政難を何度も確認してくる。

「ど、銅貨と銀貨が少しだけって……。もしかして、これ……」

　僕は手のひらに収まる程度のお金を、じゃらりと鳴らす。迷宮連合国で使っていた貨幣とは別物だ。柄も違えば、鋳造方法も違う。

　そして、奇くしくも、その所持金は地上での迷宮探索初日と同じくらいだった。

　少しの間、宿に泊まって飲み食いをすれば、すっからかんだ。地上ならば、少し迷宮に潜れば、生活の心配はしなくていいが、今回はその『少し迷宮に潜る』もできない。

「あははっ！　迷宮探索どころか、生活が危ないね！」

　厳しい事実を嬉き々きとして語るボスモンスターロードを睨にらみつつ、仲間に相談する。

「ライナー、君の今日までの生活費はどうしたんだ？」

「身に着けていた装飾品を売った。けど、それももう限界近い」

「僕と同じか……」

「しかし、こうも魔石が安いとは……。ロード、あえて黙ってたな？」

　ライナーはロードを睨んだが、彼女は涼しげに笑い続けるだけだった。

「だって、聞かれなかったんだもん。……あっ、そうだ！　もし城の部屋を使いたいなら、一日銅貨十枚ねー。今日から宿屋『魔王城』を開店するからー」

「おいっ！　それ、絶対いま思いついただろ!?」

　とってつけたようなロードの悪意に、ライナーは叫び、詰め寄る。

「うん！　いま思いついた！　色々と手間取ってくれたほうが楽しそうだから！」

「こ、こいつ……！　いますぐぶっ倒して、魔石にして売り飛ばしてやろうか……！　なあっ、ジーク！　絶対そっちのほうが手っ取り早いぞ!!」

　いまにも斬りかかりそうなライナーだった。そして、それを待っているかのようにロードは不敵に笑う。ここで格上の守護者ガーデイアンと戦うのはまずいと思い、二人の間に入る。

「ライナー、落ち着け！　短気になるな！……なあ、ロード。本当に僕たちは急いでるんだ。別に無料で城を使わせろとは言わないけど、もう少し安くならないのか？　できれば、意地悪はしないで欲しい」

「んー、そんなに意地悪してないよ？　一泊銅貨十枚は格安だし、ちゃんと助言もしてあげてる。これ以上、童わらわに何を望むのかな？」

　ロードは前言を撤回しない。荒事になっても自分が圧勝できると思っているのだろう。どれだけ僕たちが勇もうと、ずっとマイペースだ。

　僕の介入でライナーは少し冷静になったのか、建設的な話を進める。

「ちっ。……それでどうする、ジーク？　しばらくは野宿でもするか？」

「あっ。野宿してたら、場所によっては捕まるから注意してねー。というか童わらわが捕まえるから注意してねー。一応、自警団もかねてるから、童わらわ」

　明らかにロードはライナーを狙って煽あおりに来ていた。案の定、額に青筋を浮かべたライナーが釣れてしまう。

「おい、ロード……！　その場所によってはとは、どこまでなら大丈夫なんだ……？」

「街の人の邪魔になってたら駄目アウト」

「おまえの解釈次第じゃないのか、それ……！」

「ちなみに、捕まったら三日は拘束するよ！　そういう法律を、いま童わらわが決めた！　これでも王様だから！」

「ピンポイントで僕らを狙う法律作るな！　やっぱり、おまえはここで倒す!!」

　レベルアップしたものの、すぐ頭に血が上ってしまう癖のままのライナーだった。

　仕方なく僕は、もう一度間に入る。ロードの提案を値切ることもなく受け入れる。

「わかった、ロード。宿代の銅貨は、きちんと払うよ」

「けど、ジーク――!!」

　ライナーは口を挟もうとしたが、それを手で制す。

「ロード、僕たちがこの街で働く分には構わないんだろ？」

「それはもちろん。というよりも、そうなって欲しいって思ってるよ。童わらわは二人に永住して欲しいと思ってるからね」

　冷静に条件の確認をしたあと、手持ちの銅貨をロードに投げる。

「まず一部屋だけ借りる。明日以降の分は、『ここ』で働くことで払えるようにする」

「へえ……」

　素直に貴重な銅貨を支払った僕を見て、ロードは怪しむ。

　それに僕はポーカーフェイスで応える。悲しい話だが、ここ数週間の異世界生活のおかげで騙だまし合いは上う手まくなった。いまもスキル『詐術』が働いているのがよくわかる。

「うん。確かに、代金は貰もらったよ。ようこそ、宿屋『魔王城』へ。いますぐ、部屋へ案内してあげるよ。この魔王自らねー」

「ああ、頼む」

　ロードは冗談を飛ばしつつ、僕が何を考えているのか読もうとしていた。

　そのにやけた顔に宿る双そう眸ぼうの光は、刃物のように鋭い。国一つを背負う王に相応ふさわしい眼力だ。同時に、この騙し合いを彼女が楽しんでいることもわかった。

　どこか懐かしむようにロードは笑ったあと、城に身体からだを向けて歩き出す。

　その帰路の間、明日からの仕事について僕はロードに相談する。

　彼女は少し探るように、僕たちの要望を聞いてきた。

「童わらわの城を拠点にして仕事するのはわかったけど、どこで働くつもりなの？　まっ、二人なら、どこでも引く手数多あまただと思うけど？」

「できれば僕は、さっきの鍛冶場で働きたいかな。レイナンドさんのところで手伝いはできる？」

「え、さっきのところで？　あのじーさんってば、すごい気難しいよ？」

「お金を貯ためながら、少しでも鍛冶技術を身につけたいんだ。もし、自分で鍛冶できるようになれば、お金がかからないだろ？」

「んー、それをお勧めしたのは童わらわだからなあ。……うん、構わないよ。街の人たちの鉄製品の修理は全部じーさんが賄ってるから、かなみんが手伝って修理速度が上がればみんな喜ぶと思うよ。明日にでも童わらわからじーさんに話は通しておいてあげる」

　特に怪しまれることなく承諾された。どうやら、この選択肢はロードにとって予想範囲内だったようだ。その僕に続いてライナーも相談していく。

「こっちはどうしようか。できれば、短時間で儲もうかる仕事がいいが……」

「ライナーは童わらわの手伝いでもする？」

「おまえの仕事って自警団ってことか？　というかおまえ、王をやってるんじゃないのか？　王っぽいところなんて見たことないけどな」

　そのライナーの質問に、少しだけロードは表情を変えた。刹那よりも短い空白だったが、いま確かにロードは動揺した。

「――王様もやってるけど、童わらわの仕事は『庭師』だよ。あと副業で自警団の真ま似ね事ごとしてるだけ。もし、両方手伝ってくれるなら、それなりのお金を払ってあげるよ？」

「庭師と自警団か……。もっときつくてやばい仕事のほうが慣れてるんだけどな……」

　ライナーは乗り気じゃなかった。当然のようにドＭな発言をする。

　けれど、いま僕が考えている計画からすれば、ロードの提案は最も理想的な働き口だったので、思わず口を出してしまう。

「ライナー、きつくてやばい仕事を探すのは心臓に悪いからやめてくれ。とりあえず、それで様子を見よう」

　ライナーにだけ見える角度から、アイコンタクトを送る。

　僕に考えがあることを察したライナーは、素直に頷うなずいてくれた。

「あ、ああ……。そうだな。ジークがそう言うなら、そうするか……」

「オッケー。それじゃあ、かなみんはベスちゃん家ちで、ライナーは童わらわんところね」

　僕たちが『ここ』で暮らすための算段が整い、ロードは嬉しそうにスキップをする。

　言葉を一つ交わすごとに何か裏を感じる彼女だが、一緒に暮らす仲間が増えて歓よろこんでいることだけには何の裏も感じない。

　その彼女の後ろを、僕たちは苦い顔でついていき、例の城に辿たどりつく。

　そして、ロードの案内で、僕たちは小さめの部屋に押し込められる。一世帯が楽に住めそうな大きな部屋がたくさん余ってるのに、わざわざこの部屋を選んだのは嫌がらせとしか思えなかった。しかし、ロード曰いわく「お支払いの銅貨の量で部屋の大きさも変わります！」とのことだった。確かに、彼女が宿の貸主であれば、それは当然の考えだ。僕もライナーも、もう文句をこぼすことなく小さめの部屋の中で生活の準備を始めた。

　僕とライナーは二人で軽く掃除したあと、備え付けの椅子に座って、これからのことを話し合い始める。僕たちが掃除している間にロードが街に繰り出したのは、《ディメンション》で確認済みだ。街の人たちに僕たちが働くことを報告しに行ってくれているようだ。その間に、『ここ』からの脱出計画をライナーに伝えていく。

「――ライナーには、あのロードを監視して欲しいんだ」

「監視……？　だから、僕に庭師と自警団を薦めたのか。けど、ロードを監視してどうするんだ？　あの馬鹿を見てるだけじゃ、迷宮はクリアできないぞ」

「その心配はしなくていい。実は、あの竜を突破する方法はもう考えてある」

「……っ!?　ほ、本当か!?　流石さすが、ジークだな!!」

「パリンクロンとの戦いで僕は、千年前の『始祖カナミ』の魔法を三つ見た。あれを僕も使えるようになれば、エルフェンリーズに勝てる」

　きっと、あれは『始祖カナミ』が編み出した――相あい川かわ渦か波なみの考えた相川渦波のための最強の魔法だ。あれを使うのに僕ほどの適任者はいない。

「魔法の名前は《トルシオン》《ディフォルト》《ディスタンスミュート》。効果は『干渉不可能の攻撃魔法』『対応不可能の空間魔法』『防御不可能の即死魔法』、どれを覚えてもお釣りがくる」

「『始祖カナミ』の魔法か。聞くだけで、どれも凄すさまじいな。ジークがレヴァン教の始祖様なのは聞いていたが……。それでも、まだ信じられないな。奇妙な気分だ」

　魔法の効果を聞いて、ライナーは息を呑のんだ。同時に、僕が自分の信仰している宗教の祖であることを再確認し、少し笑う。いまさら僕を神のように敬うこともできず、もはや笑うしかないといった様子だ。

「そこは余り気にしないで欲しいかな。『始祖カナミ』としての記憶は穴だらけだからね。普通にジークとして扱って欲しい」

「ああ、そうする。神だろうが何だろうが、僕にとってはあまり変わらないからな。それで、ジークはどの魔法を使うつもりなんだ？」

　レヴァン教についての話は置いて、僕たちは迷宮脱出の話に戻っていく。

「使おうと思ってるのは『防御不可能の即死魔法』、《ディスタンスミュート》だね。これがあれば、たぶんエルフェンリーズは一発で倒せる」

「一発？　あの硬い鱗うろこを相手に？」

「相手の身体に腕を差し込んで、魂を抜く魔法だからね。防御力は関係ないんだ」

「関係ない、か……。流石、始祖様の魔法だな。反則臭い」

「もう一人の始祖であるティアラと一緒に作ったっぽい魔法だけどね」

　明らかに《ディスタンスミュート》は、ティアラの協力あっての魔法だ。

　迷宮全体に施されている『魔石を抜く術式』を次元魔法に組み込み、問答無用で敵を戦闘不能にできる魔法に昇華させたのだろう。

「その《ディスタンスミュート》ってやつは、いますぐにでも使えそうなのか？」

「いますぐは無理だけど……少し時間があれば、できると思う。だから、魔法開発に集中できる空間が欲しかったんだ」

　あれを再現する自信が、いまの僕にはあった。

　パリンクロンとの戦いを経て、次元魔法の理解が深まったのを感じている。なにより、『水の理ことわりを盗むもの』の魔石が抜けたことで、いまの僕は純正なる次元魔法使いとなった。新たな次元魔法を開発するのに、これほど大切なことはない。

「ここを借りたのは、そういうことか。なら、エルフェンリーズ対策はジークに任せるさ。それで僕は何に注意していればいい？」

「できるだけ、ロードの意識を僕から背けて欲しい。ロードから魔法を教えてもらったり、一緒に仕事をしたりしながらね」

「そこまでして、その反則魔法をあいつから隠したいのか？」

「うん。これはロードとの戦いでも切り札になると思うから」

「へえ、意外だな。ジークはお人ひと好よしの上に天然だから、もっとロードを信用してるかと思ってた……」

「なにその心外なイメージ」

「ラウラヴィアの『舞闘大会』でのイメージだ」

「くっ、あの司会のせいかっ……!!」

『舞闘大会』での誹ひ謗ぼう中傷を思い出し、僕は顔を歪ゆがめて、元凶を呪う。

「その話は置いといて、あのロードと戦闘になるってジークは思ってるんだな？」

　本当は置いておきたくないのだが、仕方なく話を戻していく。

「きっとロードは大事なところで、僕たちの障害になると思う。たぶん、迷宮の守護者ガーデイアンっていうのはそういうものなんだ。間違いなく、ロードはどこかがおかしくて……それを『相川渦波ぼく』は避けられない」

　それは何の保証もない非合理的な予測だった。

　しかし、今日までの経験から、間違いないと僕は確信していた。

「わかった。そこまでジークが言うなら、それに従うさ。あの守護者ガーデイアンを三体も倒した英雄様が言うことだから、それで間違いないだろうよ」

「……ライナー。天然扱いもだけど、その英雄扱いもやめようよ」

「やめない。あんたは兄様とワイスさんの認めた人だ。英雄なのは当然だ」

「そ、そう……」

　ライナーは兄のことが関わると絶対に折れることはない。すぐに僕は説得を諦める。

「それじゃあ、さっそく僕は、この部屋で魔法開発に集中するけど……」

「その間、街にいるロードを見張ればいいんだな。……ついでに、何か食べられるものでも買ってくるか。できるだけ外食は控えて、お金は節約しよう。ジーク、何か食べたいものはあるか？　大抵のものは作れるぞ」

「え、ライナーって料理できるの？」

　一応、ライナーは貴族のお坊ちゃんだ。炊事はできないと勝手に僕は決め付けていた。

「できてしまうんだ……。あのフラン姉様の弟だから……」

「ああ、あの……。そっか……」

　我が道しか行かない傍若無人な金髪ツインテール少女を思い出し、僕は苦笑いを浮かべ、ライナーは叫び出す。

「けど、もう！　ここにあの姉様はいない！　一時間毎ごとにお茶を用意させられることも、手作りのお菓子をねだられることも、何かにつけて弄いじられることもない！　さらに言えば、ドＳな赤と黒の双子もいなければ、勝手に無茶するペーパーリーダーもいなければ、嬉うれしそうに手錠をつけようとしてくる変態守護者ガーデイアンもいない！　ああ、なんて楽なパーティーなんだ！　夕食ぐらい、僕がフルコースを用意してやるよ！　ジーク!!」

　彼の今日までの苦労がわかる叫びだった。

　その気持ちが痛いほどよくわかる。僕も似た感覚がある。このライナーと僕だけのパーティーならば、一時間毎に死の恐怖を感じることも、盗聴や熱視線を感じることも、周囲一帯が更地になるような魔力を感じることもない。

　ああ、なんて楽なんだ……。心と胃壁が癒される……。

「よく今日まで頑張ったね……。ライナー……」

「色々あったが、ここまで来られて本当によかった……。ありがとう、ジーク……」

　僕とライナーは固い握手を交わしたあと、迷宮脱出作戦を開始させる。ライナーはロード監視のために外へ出て、僕は部屋の中で座禅を組んで魔力を捏こね始める。

　――イメージするのは『始祖カナミ』の魔法。

　魔法を見ただけでなく、この身体で食らった。その魔法構成を思い出すのは容易だった。なによりも、僕が考えた魔法であるということが、この再開発を有利にしてくれる。

　氷結魔法が使えなくなったことで減った手札を補充するため、意識を自分の中の魔力に集中させていく。『次元の理を盗むもの』として、魔法開発を進める。





◆◆◆◆◆






　それから僕は、夕方から次の日の朝まで、次元魔法を開発し続けた。

　全力の魔法構築と短時間の睡眠を繰り返し、身体が動かなくなっても魔法の試行錯誤をし続けた。結果、ＭＰは空っぽになった。全身を倦けん怠たい感かんが支配し、鈍痛が脳を走り回る。しかし、その甲か斐いあって、新たな文字がスキルの『表示』に一つ浮かぶ。





【魔法】




次元魔法：ディメンション1.69　コネクション1.03




フォーム1.07　ディフォルト1.00






『表示』が認める完成度に至った魔法は《ディフォルト》だけだった。

《ディフォルト》の効果は次元に断層を作ること。かつて『地の理を盗むもの』ローウェンと戦ったとき、《フォーム》を強めて、相手の距離感を狂わせたことがある。あの即興魔法の完成度を上げることで、文字が『表示』に浮かんだのだ。

　もちろん、その魔法効果と魔力消費は《フォーム》と比べ物にはならないほど高い。

　残り二つの魔法は、一晩の猛開発によって雛ひな形がたとなる魔法は扱えるようになったものの、実践レベルには程遠い。《トルシオン》は次元の花は構築できても魔法の殺傷力が低く、《ディスタンスミュート》は無機物の中に人差し指を入れるのにも難儀する。

　しかし、普通ではありえない速度で魔法を開発できているのは間違いないだろう。そもそも、地上での一般常識では、新たに魔法を編み出すのは不可能となっているのだ。

　ちなみに、いくらか氷結魔法も試したが、結局一度も成功しなかった。魔法構築の難度は次元魔法のほうが難しいにもかかわらずだ。おそらく、僕の身から出る魔力属性のせいだろう。『水の理を盗むもの』の魔石を失い、いまは次元属性一色の魔力なのだ。

　どうにか、次元属性の魔力で氷結魔法を使う方法を見つけたいが、それは先に次元魔法を極めてからになるだろう。

「できれば、《次元の冬デイ・ウインター》あたりは取り戻したいな……」

　汎用性に於おいて、あの冬の魔法を超えるものはないだろう。それほどまでに僕は《次元の冬デイ・ウインター》を気に入っている。思えば、あの魔法ばかり使っていた傾向があった。

「いや、ないものをねだっても仕方ない……。いまある手札で戦わないと……」

　後ろ向きになるのは避けて、顔をあげる。

　なにせ、今日から街で仕事をしなければならないのだ。沈んでる暇なんてない。

　すぐに僕は、同じ部屋で寝ているライナーを起こしに動く。

　肩を揺すられたライナーは眠い目を擦こすりながら、ベッドから身を起こす。昨日、ロードを僕から遠ざけるために奔走したせいか、疲労が溜たまっているように見える。ロードは街の外でも騒がしく、ことあるごとに城に籠もる僕の様子を見に行こうとしたらしい。

　目を覚ましたライナーは一言も愚痴をこぼすことなく、黙々と仕事の支度を始める。どんな体調であろうと仕事を休むまいという気概が見て取れる。彼の性分もあるだろうが、それ以上にお金を貯ためなければならないという強迫観念があった。

　――いまの僕たちの所持金は、本当に極僅かだ。

　早くお金を貯めて、迷宮で食べる保存食を揃そろえないといけない。

　おそらく、六十六層から地上までの道のりは、日をまたぐ長旅になる。

　基本的に一層攻略するだけで数時間かかる。道がわかっていても一時間ほどかかる。単純計算で六十六時間、約三日だ。その間、水と食料は消費され続ける。

　安全を期すならば、一週間分の食料を『持ち物』に入れて挑戦したいところだ。

　つまり、生活費だけでなく保存食を揃えるためのお金も稼がなければ、『ここ』からは出られないわけである。

　僕とライナーは気合を入れて、城の庭に出ていく。そこには僕たちを待っているロードが佇たたずんでいた。丁度、解ほどけた長い髪を結い上げようとしているところだった。

　その光景を前に一瞬だけ、僕とライナーは言葉を失う。生い茂る深緑の木々の下、ロードの髪が木漏れ日に照らされて、仄ほのかに発光している。その宝石エメラルドに似た翠みどり色の髪と、その身から淡く零こぼれる翠色の魔力光は、幻想的と比喩するほどに綺き麗れいだった。

　そう、幻想的。幻のように美しいという言葉が、いまのロードを見ていると頭に浮かぶ。髪を下ろしていた彼女の姿は、ポニーテールのときとは印象が異なる。

　快活な女の子ではなく、深窓も深窓――王族の令嬢と見み紛まがうほどの淑しとやかな色気があった。いつもより目元は涼しげで、結い上げる仕草から気品を感じる。

　なによりも驚いたのが、こちらのロードのほうが板についているということだった。

　自然体のロードは、まるで大国の若き王女のようだった。

　――しかし、すぐにその印象は霧散する。

　僕たちの接近に気づいたロードは、だらしなく口元を緩ませる。そして、結い上げた髪を尻尾のように振って、お淑やかさの欠片かけらもない動きで駆け寄ってくる。

「あっ！　起きたみたいだねー！　おっはよ！　かなみん、ライナー！」

　その急変に僕たちは困惑しながらも、なんとか「おはよう」と挨拶を返していく。

「それじゃあ、初仕事に行こっか。まず、かなみんがレイナンドのじーさんのところだね。昨日の内に童わらわが話を通したから大丈夫だよ。で、ライナーは童わらわと一緒。仕事が終わったら、すぐに魔法の訓練をしたいって言ってたけど、本当に大丈夫？　疲れてない？」

　ロードは陽気な街娘のように小首を傾かしげる。

　完全にいつものロードだ。そこに王女のような存在感は微み塵じんもない。

　そこで気を持ち直したライナーは計画通りの返答をする。

「あ、ああ、大丈夫だ……。ジークにろくな攻撃魔法がない以上、一刻も早く僕が強くならないといけないからな。正直、付きっ切りで魔法を教えて欲しいくらいだ」

　ライナーは注意を引くため、自分が迷宮クリアの本命であるアピールをしていく。

「うんうんっ。いい心構えだね。魔の王とまで呼ばれちゃった童わらわに任せるといいよ！　けど、かなみんのほうはいいの？　童わらわなら次元魔法のアドバイスもできるけど？」

「いや、僕はいいよ……。身体からだから魔石が抜けたせいか、少し調子が悪いんだ。お金のために仕事はするけど、それ以外は城でゆっくりする」

「え？　調子悪いの？　風邪でも引いた？」

　不安げにロードは、僕の額に手を当てる。

　そこには悪意も打算もなかった。純粋に僕を心配していると確信できる。

　けれど、僕は心を鬼にして、スキル『詐術』を続ける。守護者ガーデイアンたちが純粋な好意と狂気を同居させていたのを、何度も見てきた。気を抜くわけにはいかない。『火の理ことわりを盗むもの』アルティのときのようにモンスター扱いして避けまではしないが、地上に出るまでは接触を極力控えるつもりだ。

「いや、風邪じゃないとは思う……。少しだるい程度だから、気にしなくていいよ」

「そう？　でも、何かあったらすぐ言ってよ。流石さすがに病気のときは意地悪しないから」

「……意地悪してる自覚はあるんだな。ロード」

「あっ、いまのなし。なしなしっ。童わらわはいつだって優しい女の子だよ！」

　失言に気づいたロードは子供のように言い張る。それに僕たちは苦笑しながら、城から街に向かっていく。歩いている途中、すれ違う街の人たちが手を振ってくれる。どうやら、昨日の内にロードが、僕たちの話を広めてくれたようだ。街の人たちは新たな隣人を歓迎し、何か困ったことがあれば力になるという温かい声をたくさん頂いた。

　こうして、街の温かさに見守られながら、まず僕がレイナンドさんの家に辿たどりつく。

　そこで、また猫耳の少女が庭で遊んでいるのを見つける。彼女も僕たちを見つけ、昨日と同じように尻尾を振りながら近寄ってくる。

「あっ、本当に来た！　みなさん、おはようございます！　ロード様、お爺じいちゃんなら、また中だよ！」

「おはよ。けど、すぐに童わらわは違うところに行くんだ。今日はかなみんだけ置いていくね」

「え？　うちで働いてくれるのって、騎士団長様なの？」

「そうだよ。いわば、君の家の使用人――いや、執事だ！　こき使っていいから！」

「わぁ！」

　適当なことをロードが吹き込むせいか、ベスちゃんの僕を見る目が大変なことになっていく。その勘違いを正すためにも、僕は一歩前に出て自己紹介する。

「よろしくね、ベスちゃん。ここで鍛冶仕事を手伝うことになった相あい川かわ渦か波なみだよ」

「あ、は、はい……！　よろしくです、騎士団長様……」

　ベスちゃんは顔を赤くして俯うつむいた。ロードに見せる快活さは失われ、恥ずかしそうにもじもじと縮こまる。

「様づけじゃなくて、もっと楽に呼んで。呼び捨てでもいいからね」

「いえ、呼び捨てなんて絶対できません。だって、騎士団長様は騎士団長様ですから！」

　なぜか、ベスちゃんは頑かたくなになって首を振る。

「でも、騎士団長様って呼び方、面倒じゃない？」

「少しも面倒じゃありませんから大丈夫です！……それに、何て言えばいいかわかりませんけど、騎士団長様を見てると騎士団長様しかないって思うんで！　胸のところがきゅーとなって、それ以外の呼び方は絶対駄目って気がするんです！」

　ベスちゃんは自分の胸に両手を当てて、理解し難いことを口にする。

　その気恥ずかしそうな態度から、年上の男性に対する憧れでもあるのかと思った。しかし、そうでないとわかる違和感が、確かにそこにあった。まるで、過去の自分を見ている感覚。自分の中に自分でないものが混ざっているような――

　その正体を探ろうと、僕はベスちゃんに一歩近づくが、途中でロードに阻まれる。

「むふふっ！　相変わらず、かなみんってば罪な男だね！　こんないたいけな少女の心を惑わすとは！」

「待て。変な言い方はよせ。これから僕はこの子のお爺さんと仕事をするんだぞ……！」

「けど、それ以外に考えられない様子じゃん！　ほら、もっとかっこいい台詞せりふ言ってあげなよ！　昔みたいにさ！」

「昔みたい？　昔みたいにって、どんな風にだよ……？」

「え？　うーん……。思春期と反抗期を拗こじらせ過ぎたシスコン復ふく讐しゆう者っぽく？」

「それなりに考え込んで、それでもそんな感じの答えが出るのか……。本当に何やってんだ、千年前の『始祖カナミ』は……」

『始祖カナミ』の滑稽過ぎる評価が、意外にショックな僕だった。

「え、ええっと！　では、騎士団長様！　お爺ちゃんのところまで案内しますね！」

　気落ちしている僕を見かねたベスちゃんが、手を引いて家の中に誘ってくれる。

　その僕に向かって、ロードとライナーは手を振って見送る。

「それじゃあ、ごゆっくり！　童わらわはライナーと一緒に仕事してくるよ！」

「行ってくる、ジーク。あとは任せろ」

　ライナーは真剣だった。自分の仕事を全うせんとする気迫がそこにある。ロードのことはライナーに任せれば大丈夫そうだと感じ、一安心する。

　こうして、僕はベスちゃんに手を引かれて、家の中に入っていく。前を歩くベスちゃんの横顔は赤くなっているままだ。しかし、特に彼女に対して何かした記憶はない。こうも照れられる理由が全くわからないまま、僕は工房に辿りついてしまう。

「それじゃあ、騎士団長様！　お仕事、頑張ってくださいね！」

　逃げるようにベスちゃんは去っていった。結果的に工房の中で待っていたレイナンドさんと二人きりになる。静寂の工房の中、強こわ面もてのレイナンドさんが僕を睨にらんでいる。

「坊主、うちの孫娘に何かしたのか……？」

　僕とベスちゃんの関係を怪しまれていた。当然だろう。僕だって、もし妹がいまみたいに知らない男を連れてきたら、同じように詰問する。

「い、いえ……。何もしてません。ほ、本当です。いや、本当の本当にっ」

　そう答えるしかなかった。たとえ、顔を真っ赤にされながら熱視線を送られ続け、果てには全力疾走で逃げられても、本当に僕は自己紹介しかしていない。

「ふん。そう怯おびえるな。別に責めてはおらん。……そうか。まだ少しは残っていたか」

「は、はあ……？」

「いつまで入り口で立っている。奥へ来い」

　このまま尋問が続くかと覚悟していた。僕がレイナンドさんの立場なら絶対にそうする。だが、特に言い詰められることもなく、工房の奥に招き入れられる。

　そこで僕は工房の様子が昨日と違うことに気づく。まず、部屋の温度がまるで違う。壁に設置された炉には火が入っており、その近くに一杯になっている水みず桶おけがいくつも置かれている。『エピックシーカー』で見た鍛冶場に少し近づいていた。

「しかし、物好きなやつだ。まさか、ここで働きたいとはな。昨日、ロードから聞いたときは耳を疑ったぞ。鍛冶仕事は坊主が思っているよりもきついぞ？」

「知ってます。けど、それでもここがよかったんです」

　お金を貰もらいながら、迷宮探索に直結するスキルが手に入るからだ。スキル『鍛冶』が成長すればするほど、自分で迷宮に必要なものを自作できるようになる。単純に身体能力を伸ばすための力仕事と考えても理想的だ。それと、レイナンドさんの人柄を見て、直感的に決めた部分もある。なぜだか、このお爺さんは赤の他人だと思えないのだ。

「ふん……」

　迷いなく答えた僕を見て、レイナンドさんは鼻を鳴らした。

　そして、すぐに工房の壁に立てかけられていた道具に手を伸ばし、老体では間違いなく持てそうにない巨大な金かな槌づちを軽く持った。

　ステータスのおかげとはわかっていても驚いてしまう光景だ。

「それじゃあ、仕事を始めるか。坊主、鍛冶仕事をしたことはあるのか？」

「えっと、少しだけなら……」

「少しでもあるのならいい。どうせ、簡単な修理しかせん。そっちの部屋を見てみろ」

　工房の中には別室に続く扉がある。言われた通りに扉を開けてみると、薄暗い部屋の中に鍋や鋏やつとこといった家庭で使う金物がたくさん放置されていた。どうやら、隣は倉庫として使われているようだ。

「それらは街の者たちに修理を頼まれたものだ。いまから、曲がった取っ手や空いている穴などを直す。いくつか持ってこい」

「はいっ」

　もう仕事は始まっている。駆け足で倉庫に入り、言われたものを適当に取ってくる。

　ものを受け取ったレイナンドさんは、それを炉に持っていく。

「いまみたいな雑用が坊主の仕事だ。それじゃあ、始めるか――」

　本格的に鍛冶しごとが始まった。以前、アリバーズさんの手助けをしたときを思い出しつつ、僕は動く。次元魔法の補助はないが、以前よりも目端が利くようになっているつもりだ。レイナンドさんの思考を読み、鍛冶場全体の流れを感じ、必要なものを工房から探す。

　まず、途中で交換するであろうサイズ違いの金槌や熱した鉄を摑つかむための鋏やつとこを、レイナンドさんの手の届く距離に置いた。それを見たレイナンドさんは、また鼻を鳴らす。

　その癖は喜んでいるのか呆あきれているのかよくわからないので、少し怖い。

「ふん。少しはわかっているようだな」

　褒めてもらったのだと思う。……たぶん。

「そこまでわかっているのなら、容赦はせん。――やるぞ」

　レイナンドさんは老体に見合わない力強い動きで、鍛冶を再開する。

　いまの僕はＭＰ回復とお金貯ためが一番の目的だが、手を抜くつもりはない。ここで少しでもスキルを磨いていくつもりだ。

　ゆえに、レイナンドさんの技を一切見落とすまいと、その動きを目で追い続ける。

　正直、その鍛冶の技術はギルド『エピックシーカー』のアリバーズさんと、まるで違った。国と時代が違うのだから当然だが、それ以上に錬度も違った。アリバーズさんには悪いが、やはり年の功というものがある。レイナンドさんはアリバーズさんよりも数段ほど高みに存在するということを、数秒ほどで実感した。

　まず驚いたのが、鍛冶をしているというのに魔力が消費されている点だった。

　レイナンドさんが金槌を振るたびに、魔力が奔はしっているのを肉眼でも見て取れる。よく観察すれば、金槌に魔術式が書き込まれていることがわかる。魔法道具と呼ぶに相応ふさわしい金槌だ。その金槌が鉄と打ち合わせられる瞬間、魔力が鉄に染み込む。鉄を補強するかのように魔力は網状となって張り付いていき、鉄が冷えると同時に定着する。

　特殊にも程がある鍛冶技術だ。いや、これはもう鍛冶とは別の技術なのだろう。

　僕にはスキル『鍛冶』がある。本当は手伝いどころか、一緒に金槌を振るうつもりでここに来たが、それは不可能のようだ。余りに技術に差があり過ぎる。なにより、仕事が速過ぎる。いまの僕に余裕なんて、全くない。

「――くっ!!」

「次だ！　早く持ってこい、坊主！」

　熟練されたレイナンドさんの動きについていけない。無駄がないのはもちろんのことだが、彼の基礎ステータスが高すぎるのも原因だ。二つが合わさり、恐ろしい速度となっている。数分もしない内に、僕は大汗にまみれていた。

　レイナンドさんの望むものを用意し切ることができず、何度もレイナンドさんの怒号が飛ぶ。懐かしい感覚だった。こうも叱責され続けるのは、ヴァルトの酒場で働き出したとき以来だ。自然と働きながら口元が緩む。

　単純に仕事が好きというのもあるが、それ以上に予期していなかった幸運を前に自然と笑ってしまう。隣人の技術が高ければ高いほど、僕は強くなれる。あのローウェンのお墨付きの『模倣することに特化した魔法使い』だからだ。

　迷宮を攻略する上で、こんなにも嬉うれしいことはない。

　競争心と物欲が、ふつふつと湧き出す。レイナンドさんの技術に憧れ、胸が高鳴り、心から欲しいと思う。それはかつて、セラさんやローウェンの剣術を初めて見たときに抱いた感情と同じだった。

　だから僕は、必死になってレイナンドさんの鍛冶を手伝う。

　火炉の中からオレンジの光が漏れる。その熱を切らさないように、乾いた木材をくべ続ける。ふいごを使って風を送り、どこまでも温度を上げていく。細かな温度調節は任せてもらえないが、その間も集中力は切らさない。度重なる熱戦を越えてきた僕ならば万を超える温度も、小数点以下まで把握できるからだ。おそらく、レイナンドさんもそのレベルに至っている。至っているからこそ、彼のスキル『鍛冶』は3.12だ。専門家の上限を超えた人間国宝レベルの感覚が、炉と鉄と部屋の熱全てを把握しているとわかる。

　――レイナンドさんは槌つちを打ち、焼入れの水に鉄を浸つける。

　その繰り返しによって、倉庫の中の金物がどんどん修理されていく。

　同時に、すぐ工房の中が大量の滓かすと埃ほこりでまみれていくので、小まめに僕が箒ほうきで掃いていく。その間も、視線はレイナンドさんから外さない。

　冷やす工程の中に、僅かだが魔法が使われていた。単純な温度調節のための火炎魔法と水魔法だけでなく、鉄の強度に作用する地魔法も構築されているように見える。多種多様な魔法が織り成され、ただの鍋やおたまが上位の存在に昇華されていく。

　これがゲームならば『改』とか『＋１』とでも名前につきそうな強化だ。名称が『魔法の鍋』にでもなっているのではないかと思い、修理された鍋を『注視』する。





【レイナンドの鉄鍋】




丈夫な鉄鍋




『神鉄鍛冶』の技術により、高位の存在に昇華している






　なんだか伝説の武器っぽい注釈が書かれていた。

　少しだけ『表示』の法則性が見えてくる。一定以上の技術が施されてしまえば、アイテムの頭に手を加えた人の名前がつくようだ。流石さすがにゲーム好きな僕とはいえ、『改』とか『＋１』なんて言葉を控える良識はあったようだ。

　こうして、いくつかの金物にレイナンド印がついたのを確認したところで、小休止が入る。汗を拭いながら水分補給しているところで、僕はレイナンドさんに聞く。

「あの、魔法道具とか武器とかは作らないんですか？」

　その鍛冶技術は凄すさまじいが、日用品ばかりなので少しだけ不満があった。

「……注文がないからな。あったとしても生活用の魔法道具くらいだな」

「つまり、この街では武器の需要がないということですか？」

「需要はあった。だが、需要のある場所に、いまは誰もおらん」

　誰もいないと聞いて、僕は自分が住んでいる城を思い出す。

「えっと、それは『魔王城』のことですか……？」

「ああ、『ヴィアイシア城』のことだ」

「あ、正式名称はヴィアイシアって言うんですね」

「どちらも正式名称になってしまった。好きに呼べ」

　ロードとは少し違った情報が得られる。その続きを知ろうと僕は話を進めるが、

「なぜ、あの城に誰もいないのか。その理由をレイナンドさんは知っているんですか？」

「…………。坊主、休憩は終わりだ。それを教えるかどうかは、これから決める」

「は、はい」

　にべもなく打ち切られる。レイナンドさんは立ち上がり、また鍛冶に戻った。

　仕事中なので、自分本位の無駄話を続けるわけにもいかず、僕も立ち上がる。

　そして、また倉庫から壊れた金物を取り出し、僕たちは修理を繰り返していく。

　もし僕のレベルが低かったならば倒れていると確信できるハードな仕事量だった。ダンジョンのように高温な工房では、常人ならば立っていることすらままならないだろう。

　しかし、レイナンドさんは容赦なく、僕をこき使い続けていった。

　技術を盗ませてもらっているので、文句は言えない。日が暮れる夕方まで、僕とレイナンドさんは鍛冶をし続けた。黙々と。





◆◆◆◆◆






「はぁっ、はぁっ……！」

　鍛冶仕事が終わったところで、肩で息をしながら椅子に座り込む。

「ふん。本当についてきおったな……」

　それをレイナンドさんは感心した様子で見つめる。全力で仕事をこなした甲か斐いはあったようだ。しかし、その代価として体力のほとんどを削られてしまった。

「レ、レイナンドさん……。いつもこんなに忙しいんですか……？」

「ふん。毎日ここまで忙しかったら、わしは干からびとる」

「ですよね……」

　僕の確認に、レイナンドさんは首を振った。化け物に近づいている僕ですら肩で息をする仕事量だ。やはり、今日の鍛冶は尋常ではなかったようだ。

「音をあげさせて、この仕事を諦めさせようと思っておったのだが……。あっさりついてきおって……」

　やっぱりだ。倉庫の金物が空になったあと、修理済み品を打ち直し始めたあたりでおかしいと思った。どうやら、全ては僕への嫌がらせだったようだ。

　もう苦笑いを浮かべるしかなかった。それを見て、レイナンドさんも薄く笑う。

「本当に変わったな、坊主……。前はあんなにも短気だったというのに……」

　懐かしむように目を細める。レイナンドさんの心の中には、別の僕が居座っているようだ。おそらく、使徒シスや守護者ガーデイアンアイドが知っている『始祖カナミ』だ。

「あの頃の坊主なら、すぐ舌打ちして『面倒だ。やめる』と言っていただろうな。本当に変わった。……いや、こちらが本来の坊主の姿かもしれんな。一度目に出会ったときは、いまみたいな表情をしておったからな。……ふん、本当に懐かしい記憶だ」

　彼は一人で懐かしそうに話し続ける。その内容は間違いなく千年前の情報だった。

「えっと、千年前のことを教えてくれるんですか……？」

　レイナンドさんは少しだけ悩んだ表情を見せたあと、真剣な表情で僕に魔法を頼む。

「坊主。いま、ロードがどこにおるのか調べろ」

「え、あ、はい……」

　その迫力に負けて、咄とつ嗟さに《ディメンション》を唱えてしまう。

　軽く広げただけだが、すぐにロードの場所はわかった。とある屋敷の庭で、鋏はさみをパチパチと鳴らしている。その隣でライナーが手伝っていた。

「すごい豪邸で仕事してます。あいつ、本当に庭師なんですね」

「豪邸か……。うむ、その距離なら大丈夫だろう。だが、一応倉庫で話すか」

　僕への配慮は一つもなく、強引に場所を変えられる。そして、レイナンドさんは手頃な台の上に腰を据えた。

「しかし、坊主。仕事先にわしのところを選ぶのはいい勘をしているな。流石だ。『ここ』の中でも、わしは残っておるほうだからな」

　理解が追いついていない僕を置いて、レイナンドさんは話し続ける。

　ロードの目を気にしていたことから、彼女に聞かれたくない話のようだ。

「二度目に会ったときの荒すさんだ坊主ならば何も話すつもりはなかったが、いまの坊主ならば全てを話そう。千年前のこと。そして、『ここ』――『ヴィアイシア』のことをな」

「……お願いします」

　拒否する理由はなかった。迷いなく頷うなずく。

「その代わりに頼む。ロードのやつを助けてやってくれ。わしらではもう救えん」

　酷ひどく思いつめた表情だった。その顔から、あの陽気な守護者ガーデイアンの状態の悪さが察せられる。

「やっぱり、いまの彼女は救わなければいけないような状態なんですね」

「千年、『ここ』で手を尽くしたが無理だった。本人は『もういい、ありがとう』と言っておるが、何も解決はしておらん。あやつは『未練』を残したままだ」

「レイナンドさんは守護者ガーデイアンのことを知っているんですね……」

『未練』という言葉から、その仕組みを全てを理解しているのがわかる。

「ああ、知っておる。いや正確には、ヴィアイシアの皆みなが知っておったんだ。『ここ』は、ロードのやつを殺し切るための空間だということをな……」

　ロードを殺し切るための空間。その物騒な単語に眉をひそめる。おそらく、それを作ったのは僕だ。その全容を知るために、レイナンドさんの言葉を待つ。

「『ここ』は千年前の坊主が、ロードのために作った空間だ。ゆえに、『ここ』は当時のロードの望みの全てを叶かなえている。もし、ロードの未練が『ヴィアイシアの平和』だったならば、完璧だったと言っていい。だが、ロードの未練は『ヴィアイシアの平和』なんてものではなかったのだ。それに気づいたのが、最初の百年目。そして、二百年目で世界は崩れ始め、三百年目で人の魂が壊れ始め、五百年を過ぎたところで全てが狂った」

　淡々とレイナンドさんは話すので、その悲惨過ぎる単語をすぐに理解することはできなかった。それでも、話は止まることなく続く。

「もう気づいておるとは思うが、この街の全てが大陸の記憶から『想起収束ドロツプ』させて作ったものだ。人も含めて、全てな。だが、もうほとんどの者の魂は磨耗して、原型を保っておらん。外のわしの孫のように、かつての記憶を失い、ただただ『ヴィアイシアの平和』を再現するだけの存在となってしまっておる。皮肉にも、ロードの『魂』を磨すり減らすためだった世界で、はっきりと記憶を保っているのはロードのみとなったわけだ」

　ロードの情報と照らし合わせることで、少しずつ『ここ』――『ヴィアイシア』のことがわかってきた。千年前、迷宮を作る際に『始祖カナミ』はロードにお礼をしようとした。だから、わざわざ彼女にだけは『全ての願いが叶う空間』を作った。その中身は『ヴィアイシアの平和の世界』。そこでならばロードは『未練』を果たせると、『始祖カナミ』もヴィアイシアの民も、これに関わった誰もが思っていたことだろう。

　――しかし、そうはならなかった。

　ロードだけは千年前と変わらず、『風の理ことわりを盗むもの』として存在し続けている。

　この違和感だらけの空間のルールが見えてきた。だが、それは余りに救いがない話だ。だからこそ、レイナンドさんは僕にロードを救って欲しいと言っているのだろう。

「大体わかってきました……。けど、それを知っているということは、レイナンドさんの『魂』は無事ということですか？」

「いや、もうほとんど記憶は擦り切れておる。ただ、わしは千年前の中でも化け物寄りだったゆえな。そのおかげで僅かに自我が残っておる。……いや、違うか。もしかしたら、ロードを残して逝けないという『未練』ができたせいかもしれんな。ふん……」

　レイナンドさんは優しげに薄く笑った。だが、その微笑ほほえみは余りに凄惨だった。

　僕の年齢も千年を超えているらしいとはいえ、まだ体感では二十年も生きていない。その千年という時間を想像することはできても、身近に感じることはできない。途方もない苦しみがあったのだなと、漠然とわかるだけだ。

「ロードのやつは――自分は助かったと、救われたと、報われたと、これでよかったのだと、何もかも終わったのだと、ずっと自分に言い聞かせておる。もう何百年も、ずっとな。……ああ、壊れていないはずがない。だから、あやつを助けてやって欲しい。坊主に頼むのは筋違いだとは知っておるが……それでも、頼む」

　誰にも下げないだろうと思っていたレイナンドさんの頭が、とても深く下がる。

「レイナンドさんはロードのことが嫌いなのかと思ってました」

「ああ、嫌いだ。ロードも坊主もな。なにせ、ぬしら二人のせいで、ヴィアイシアの民は全員死んだようなものだ。いま外で遊んでおる孫もな。ああ、誰も彼も死んでしまった。だからこそ、負い目のあるロードは『ここ』から離れようとせんわけだ」

「僕とロードのせいで？　すみません。そこを詳しく聞かせてくれませんか？」

「いいだろう。坊主は知っておくべきだからな。……わしら北の国々は南の国々と戦争をしておった。ロードは、その北の国々の王たちを纏まとめる『統べる王ロード』だった。にもかかわらず、あと少しで戦争に勝てるというところで『統べる王ロード』と『近衛騎士団長カナミ』は、二人で戦場から逃げ出したのだ。率いてきた全ての兵を見殺しにして、守ってきた民を捨てて、行方を晦くらました」

「……それは恨まれても仕方ない話ですね」

　戦時中に最高責任者を失った国が、どのような末路を辿たどるかは想像に容易たやすい。

　その逃亡一つで、数え切れない戦死者が出たはずだ。

「とはいえ、そのことはもういい。もういいのだ。それこそ、『ここ』にいる誰もが、もういいと思っておる。千年前の怨念に関してだけは、ちゃんとこの空間は機能した。全員が全員を許し合うことができた。ただ、ロードだけはそれで終わらなかった。『未練』に縛られておるせいか、いつまで経たっても全く存在が薄まらん」

「許し合えても、全く……？　本当のロードの『未練』に心当たりはありますか？」

「わからぬから困っておる。ただ、全てを捨ててでも叶えたかったものは、王の立場では為なせないことだったのじゃろう。それだけはわかる。……坊主ならわかるか？」

　正直、想像もつかない。その逃げ出した当時の記憶がなければ絶対に無理だ。

「いえ、見当もつきません……」

「そうか。やはり、記憶を失っておるのが痛いな……」

「すみません……」

「いや、こちらこそすまぬ。無理を言った。……しかし、わしは思うのだ。いま『ここ』に坊主が現れたのは、きっとロードのためであると」

　レイナンドさんに期待されているとわかる。しかし、それに僕は応えられない。いま僕が最も心配しているのは地上のことだ。だから、ロードを騙だまして、最速で地上に向かおうとしている。レイナンドさんの頼みとは真逆だ。

『ここ』と地上。どちらを優先すべきかの答えは、もう出してしまっている。だから、僕は言葉を曖昧にして返事することしかできなかった。

「できるだけのことをしようとは思います……」

「……それでいい。考えてくれるだけでいい。無理を言っているのはわしだからな」

　レイナンドさんは納得してくれた。僕の意識がロードよりも地上に向いていることは察しているだろう。けれど、それでもいいと言ってくれた。

　そして、話を終えた僕たちは無言で工房の中を片付け、今日の仕事を終わらせていく。

　日当のお金を受け取り、城に戻るために家を出ようとする。

「――あ、あのっ！　騎士団長様！　お待ちください！」

　だが、玄関のところでベスちゃんに引き止められた。朝と同じで、その顔は火照ったままだった。そして、ぱたぱたと足音を立てて僕の傍そばに駆け寄り、綺き麗れいな桃色のハンカチの上に載ったクッキーを手渡される。

「お菓子を焼いてみたんです！　よろしければ、召し上がってください！」

　その震える肩から、ベスちゃんが小さい身体からだから勇気を振り絞って言っているとわかった。その勇気を無下にすることはできず、笑顔で頷き、クッキーを口に含む。

「……ありがとう。貰もらうね」

　希少な糖分を含んだお菓子が、疲れた身体に染み込んでいく。料理にうるさい僕でも、諸もろ手てをあげて美お味いしいと言える出来のクッキーだった。

　正確に言うならば、僕の世界のお菓子に近い出来――いや、それも正確ではないか。

　余りに懐かしすぎる味ゆえ、僕が教えたとしか思えない出来だった。

　ベスちゃんと同じように肩が震えそうになるのを押さえつけ、お礼を言う。

「うん、すごい美味しいよ……。ベスちゃんはお菓子作りが上手なんだね……」

「よ、よかったです！　また作りますね！　明日も楽しみにしててください！」

　はにかみながらベスちゃんは答え、その場で小さく跳ねる。その仕草と表情から、彼女が僕に好意を持っていると認める。

　――おそらくだが、千年前のベスちゃんが千年前の『始祖カナミ』を慕っていた。

　そうとしか思えない。なのに、この子を含めた全てを『始祖カナミ』は見殺しにしたらしい。使徒シスへの恨みがそうさせたのだとは思うが、それでも易やす々やすと納得できるものではない。僕は自らの覚えていない過ちに責められながら、なんとか微笑み返す。

「うん……。明日も楽しみにしてる」

「また明日です！　騎士団長様！」

　手を振るベスちゃんに見送られて、僕は暗雲に包まれた千年前の街に紛れていく。

　こうして、僕は一日目の仕事を終えた。レイナンドさんとの鍛冶仕事は、『持ち物』に溜たまった銅貨やスキルの成長以上に、収穫が多かった。

　僕とロードが過去に行ったこと。その物語の始まりを知った。

　まだ『ここ』の入り口に立っただけだというのに、これ以上なく気分は憂鬱だった。
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　朝から夕方にかけての鍛冶仕事で、僕のＭＰは半分ほど回復していた。

　代わりに体力を大きく消耗したものの、魔法開発する分には問題ない。

　また僕は自室で、次元魔法の試行錯誤を再開させる。もう《ディフォルト》はマスターしているので、次は《ディスタンスミュート》を集中的に練習だ。次元属性の魔力を手に集中させ、『持ち物』に手を入れるイメージで机や椅子に触れてみる。すると、まるで立体映像ホログラムに触れたかのように、指先がすり抜ける。

　しかし、すり抜けるだけで物の中身に干渉することはできない。

　いままでの魔法と《ディスタンスミュート》は別物であることを理解する。似ているものを挙げるとすれば、それは《次元決デイメンシヨン・戦演算グラデイエイト『先譚リアライズ』》だろう。

　あれは見る次元を一つ増やす魔法だった。そして、この《ディスタンスミュート》は触れる次元を一つ増やす魔法だと思う。

　あの『未来視』の魔法と同じく、命を削って挑戦しなければ、その感覚は身につかない気がする。しかし、魔法開発の段階で命を削るのは、正直気が進まない。平時だと安全策を取りたくなるのが僕という人間だ。しかし、そう言っている間に地上が大変なことになっているかもしれない。僕は個室の中で一人、悩む。

　その途中、遠くから物音が聞こえてきた。すぐに僕は魔法開発を中止して《ディメンション》を飛ばす。この城には誰もいないはずだ。もし、人がいるとすれば――

「童わらわだっ！　たっだいまー！　そして、童わらわも交ぜろー!!」

　がしゃんと僕の部屋の窓を開けて、ロードが部屋の中に入ってくる。その腰には申し訳なさそうな顔をしたライナーがひっついていたので、彼の制止を振り切ってやってきたことがわかる。

「聞いたところによると、夜に美味しいものを二人で食べるらしいじゃん！　というか、なんで昨日は呼んでくれなかったの!?」

　どうやら、僕たちが独自に夕食をとるのが許せなかったらしい。大きな麻袋を背負ったロードが、犬歯を覗のぞかせて笑いながら僕に詰め寄る。どうやら、その袋には大量の食材が入っているようだ。その童わらべのようなロードの姿を見て、心が痛む。

　純真そうに見えるロードだが、おそらく内心は直視できないほどに傷ついている。崩れ、壊れ、狂っているとレイナンドさんに言わせるほどの状態だ。

　いまの笑顔が千年生き続けた少女の処世術だと思うと、部屋から追い出すのは忍びなかった。だから、できるだけ僕は親しい友人のように答えていく。

「……僕らのお金で僕らの食事を作ってるんだ。ロードを呼ぶ理由なんてないだろ？」

「童わらわたち、友達じゃん！　家主を敬う意味もこめて、そこはお誘いするべきでしょ！」

「いや、別に友達とは思ってないし、家主として敬おうとも思ってないし……」

「え、えぇ!?　さらりと酷ひどい！」

「お金を払っていくなら食べてもいいけど？　ただ、一食銀貨三枚だから」

「酷い!?　わ、わかったよぉ……。こっちは家賃を安くしてあげるからさあ……」

「最初からそう言えばいいんだ。僕たちに金銭的余裕はないんだから、お金に関わることはタイトにいくから。そのつもりでよろしく」

「んー、そう仕向けたのは童わらわとはいえ、ちょっと世知辛すぎる」

「ああ、そうそう。もし友達料を払うなら、今日から僕たちは友達だ。もしくは僕たちを地上へ送ってくれたら、それだけで親友だ」

「そういう取引前提の友達はやめない!?」

「ほら、家賃がどれだけ安くなるのか早く言え。その額によって、どれだけライナーの料理を食べられるか決まる」

「え、えっと……。じゃあ、半額くらい？」

「じゃあ、夕食は半人分くらいかな」

「なにその計算式!?」

「……冗談だよ。とりあえず、ライナーは夕食にとりかかってくれ。僕もお腹なかが減って仕方ない」

　談笑を終えたあと、僕はライナーに頼む。

　ライナーが「ロードがいても構わないのか」と目で確認してきたので、頷うなずいて返す。

「わかった、ジーク。厨ちゆう房ぼうに行ってくる。すぐ戻る」

「あっ、やっぱりこういうのはみんなで作ったほうがいいんじゃないかな!?　お友達として、親睦を深めるためにも！」

　無意識にやっているのかもしれないが、僕の心にダメージが重なるのでもう少し自重して欲しい。事情を知っていると、その必死な姿が悲し過ぎる。

　数百年かけて街の人たちと別れを繰り返してきた上、いまは中身のない街の人たちと暮らしているのだと思うと、お友達という言葉が重くて仕方ない。

「そうだな……。三人でやったほうが早いか……？」

　だから、自然と甘くなってしまう。

「よっし！　野菜とか切るのは任せて！　むしろ、切るのしか任せないで！」

「とりあえず、料理ができないのはわかった。できるだけ、大人しくしてろ」

「はいっ！　見てる!!」

　僕たちは部屋を出て、誰もいない静かな城の中を歩く。

　この城に一人で千年住んでいたのならば、新たな入居者である僕たちが現れたことにはしゃぐ気持ちがよくわかる。

　そして、僕たちはロードのくだらない話に付き合いながら、三人で夕食を作った。

　テーブルに並んだのは大雑把な肉料理とパン。野菜を切ると豪語していたロードだが、子供のように好き嫌いが激しかったため、結局は肉料理が中心となった。

　ヴィアイシア特産の香辛料をふんだんに使ったステーキに、鶏とり肉と海草のスープ。それと、蒸した猪いのしし肉の菜っ葉包み。僕たちの男料理にロードの趣味が加わり、酷い栄養バランスになってしまっていた。

　それらをロードは美味しそうに頰張り、その間もずっと他愛のないおしゃべりをやめない。その最中、僕は魔法の話題を挟む。

「――そういえば、ロードはライナーに魔法を教えてるんだよな。ライナーは何か新しい風魔法を覚えられたのか？」

「いやー、ライナーってば本当にセンスないからねー。まだ二つしか覚えてないよ」

　ロードは情けない弟子だと笑い、それにライナーは反論する。

「僕のセンスがないんじゃなくて、あんたが異常過ぎるんだ……。千年前の伝説の王と比べるな。たった数日で二つも魔法を身につけるなんて、地上ではすごいことなんだぞ」

「ライナー、甘い！　現状に満足しちゃ駄目だよ！　世の中、馬鹿みたいに強い化け物はたくさんいるんだから、精進するに越したことはないんだよ！　そこにいるかなみんとか！　南の騎士たちとか！」

「ジークとローウェンさんか……。確かに、いつかは二人を越えたいけど……」

「ん？　ライナー、よくアレイスの名前なんて知ってるね。もしかして、千年後の地上では有名なの？　死してからとか、あいつ相変わらずだねー」

「いや、ローウェンさんは三十層の守護者ガーデイアンだったから、地上で会ったことがあるんだ」

「うわぁ……。つまり、あいつ、いま地上にいるんだ……」

「いや、もういない。ローウェンさんはジークが倒したからな」

「え？」

　ロードは当然のようにローウェンの存命を信じきっていた。

　だが、ライナーは首を振って、その間違った認識を訂正する。すると、ロードは太陽が西から昇ったのを見たかのような顔になった。

　いつまで経たっても彼女の表情が変わらないので、僕はライナーの言葉をフォローする。

「ああ。ローウェンは僕が倒した」

「あいつを、かなみんが？　本当に？」

「本当だ」

「え、え？　罠わなで嵌はめ殺したの？」

「決闘で倒した」

「それは他国からの遠距離射撃という意味での決闘？」

「観客もいる闘技場の中、ちゃんと向き合って、決闘形式に則のつとって倒した」

「ちゃんと向き合って……？　ああ。つまり、人質を取ったってことかな？」

「いや、別になぞなぞしてるわけじゃないからな。本当に真っ向勝負で倒したんだって」

「え、えぇー？　ちょっと信じられないかな……。いまのかなみんを見る限り、絶対に勝てる気しないし……」

「……まあ、信じられないのも無理はないかもね」

　正直なところ、ローウェンに勝利したのは幾重もの偶然が重なった結果だと思っている。なにより、モンスター『地の理ことわりを盗むもの』に止とどめをさせたのはリーパーの手助けがあってこそだ。声を大にして、僕はローウェンより強いとは言えない。

　けれど、なぜかライナーが声を大にして否定し始める。

「ロード、僕たちは噓うそなんてついてないぞ。間違いなく、ジークはローウェンさんを上回る剣士だ。その証拠にローウェンさんの剣を、ジークは受け継いでいる」

　ライナーが目で訴えかけてくるので、仕方なく『持ち物』から『アレイス家の宝剣ローウェン』を取り出してみせる。

「この魔力……。もしかして、それがローウェン・アレイス……？」

「ああ、ローウェンの魔石だ。『未練』を果たして、剣となったんだ。ちなみに、アレイス家の『剣術』は僕とライナーが受け継いでいる」

「へえ、ちゃんと死ねたらこうなるんだね……」

　テーブルの上に置かれた水晶の剣を、まじまじとロードは眺める。

　しかし、手に取って触れようとはしない。

「ねえ、あいつとの決闘ってどんなだったの？　すごい興味ある。なにせ、『北』の国々で物量作戦かけても倒せなかった化け物だからね。あいつが負けるところなんて想像できないなぁ」

「……そうだね。いま思えば、ローウェンとの決闘は出会ったときから始まっていたと思う。いかにして、ローウェンの『剣術』を理解できるか。そういう戦いだった」

「ふんふん。それでそれで――」

　隣にいるライナーにも伝えるため、僕はローウェンとの出会いから別れまでを懇切丁寧に話していった。

「――そして、僕は記憶を取り戻すため、『舞闘大会』に出るんだ」

「んー、倒したのに嫌がらせしてくるティーダの存在にびっくりだね。あいつのしつこさは生まれ変わっても治らないみたい。やっぱり、生前に童わらわたちが相手してあげなかったのが原因かな？」

　記憶の説明をするため、パリンクロンや他の守護者ガーデイアンたちのことも説明した。ティーダとアルティの名前を出したときも、目を丸くしたので知り合いだったことがわかる。

「大会の間のローウェンの様子は、ライナーのほうが知っているはずだ。僕も知りたいから、教えてくれないか？」

「もちろんだ、ジーク。きっとローウェンさんも、それを望んでる」

　続いて、ライナーも僕に負けないくらい丁寧に話す。ローウェンが『最強』のグレンさんと戦ったこと。貴族たちとの触れ合いで追い詰められていったこと。最後に、現代の『剣聖』であるフェンリル・アレイスと出会い、自分の中で答えを出したこと。そして、僕とローウェンは決勝で再会し、『舞闘大会』は終わる。

「……そっか。守護者ガーデイアンらしい消え方だったんだね、アレイスのやつ」

「ああ……」

　最後まで聞いたロードは、心の底から羨ましそうだった。

　しかし、すぐに表情を変えて、にやりと笑う。

「けど、これさっ。アレイスのやつが弱体化に弱体化を重ねていく話でもあるよね。しかも、最後はパクった技を使って二人がかりで倒すなんて、卑ひ怯きようにもほどがあるよ。こういうのは決闘って言わないからね、かなみん」

「ぼ、僕たちの中では、これ以上ないくらい決闘だったんだよっ！」

　言われてみればそうである。けれど、当の本人たちは真っ向勝負をできたと思っているので、決闘での勝利ということにしておく。

　ロードはローウェンの敗北に納得したのか、すっきりとした顔で席を立つ。

　いま話している間に、テーブルの上の夕食は八割片付いていた。

「よーし。童わらわも守護者ガーデイアンらしい消滅を目指すぞー。というわけでっ、アレイスのやつが剣術を二人に残したように、童わらわの魔法を二人には受け継いでもらうよー！」

　どうやら、食事が終わったので魔法の修練に移るようだ。

　新たな次元魔法習得に梃て子こ摺ずっているいま、彼女の魔法には少し興味があった。

　まずライナーが立ち上がり、その修練を歓迎する。

「ああ、今日も頼む。幸い、ロードとは扱う属性が合ってるから、教えもわかりやすい」

「じゃあ、ライナー。授業を始めよっかー」

「……ロード。もしかして、この部屋でやるのか？」

「え、そのつもりだけど？」

　ライナーは目線を僕に送って判断を求めてきた。

　僕は小さく頷き返し、この部屋での授業を許可する。

「――わかった。それじゃあ、今日は何をするんだ？」

「はい、これ。童わらわがいいというまで、このスプーンを浮かしてね。少しでもバランスが崩れたら、くすぐるからっ」

　ロードはライナーに木製のスプーンを手渡し、両手をわきわきと動かしてみせる。

「くすぐられるくらいなら、殴ってくれたほうがマシなんだが……」

「んー。なんで、そう殴られたがるのかなあ……？　ライナーのそういうところが、童わらわは不思議で仕方がないよ……。もっと楽しく特訓しようよ……」

「痛みの伴わない修行は、なんだか落ち着かないんだ」

「えぇ……」

　度重なる理不尽によりライナーが歪ゆがんでしまっているのを確認しつつ、二人は同時に風魔法を発動させた。目の前のロードがお手本を見せ、それをライナーが真ま似ねる形だ。

　手のひらに置いたスプーンが、風によって数センチほど浮かぶ。ロードのスプーンは宙に固定されたかのように動かないが、ライナーのスプーンはぷるぷると震えていた。

「はい。このまま維持するよー」

「――くぅっ！」

　見た目は地味だが、神経を磨すり減らす訓練であると、ライナーの表情からわかる。元々、風というのは自由奔放に吹くものだ。それを完全にコントロールして、静止まで持っていくとなると、冷たくない氷を出せというようなものだ。その難度は上級魔法を扱う以上だろう。ロードは涼しげなまま、ライナーは大量の汗を流して、スプーンを宙に留とどまらせ続ける。その予想以上にまともな授業に、思わず僕は口を挟む。

「驚いた。顔に似合わず、ロードは基礎を大事にするんだな」

「え、だって……。基礎さえできてたら、応用したい放題じゃん？」

「確かに。言われてみたらそうかも」

　その合理的な考え方に僕は納得し、同意する。

「そ、そんなわけあるか……。この天才共め……」

　ライナーだけは滝のような汗と共に呪じゆ詛そを漏らした。文句は言いたいが、風に集中しているため、大声はあげられなかったようだ。

　いま思えば、ここにいるのは千年前の『魔法の始祖』と『伝説の魔王』だ。

　こと魔法の才能において、右に出るものはいないだろう。

　そして、数分ほどでライナーの風のコントロールに乱れが出て、ロードに脇腹をくすぐられて訓練は終わった。ライナーは呼吸を整えながら、教育方法の変更を訴える。
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「はぁっ、はぁっ……。なあ……。こういう天才の発想からくる基礎訓練じゃなくて、凡人用のはないのか？　僕は手っ取り早く強くなりたいんだ」

「んー、あることはあるよ。例えば、『詠唱』を使って『代償』を払う方法だね」

「『詠唱』？　よさそうなのがあるじゃないか。それで頼む」

「それなら、かなみんが『代償』の専門家――というか、『呪術』の専門家だったわけだけど……もう全部忘れてる？」

　そこでロードは様子を見ていた僕に話しかける。どうやら、『詠唱』の教師としては僕のほうが適切らしい。しかし、その技術に関する記憶はない。

「ああ、『呪術』なんて使えない。知識でも余り知らないかな」

「じゃあ、童わらわが説明するしかないね。……えーっと、実は『詠唱』という技術は、厳密に言うと『呪術』に当たるんだよ。つまり、『魔法』を『呪術』でブーストするのを、耳触りよく『詠唱』と名づけたのが始まりだね」

　初耳だった。何気なく使われている『詠唱』に、そんな裏があるとは知らなかった。

「『呪術』の基本は、何かを犠牲にして力に変えること。ライナーが神聖魔法と呼んでる『レベルアップ』の魔法も、本当は『呪術』だね。あれは『魔の毒』を犠牲にして力に変えてるから」

　魔法の種類として『呪術』というものがあると思っていたが、そうではないらしい。

「へえ……。ただ言葉を変えているだけで、『呪術』は僕らの魔法のいたるところに入り込んでるってことか……」

「うん。だからみんな、無意識レベルで『呪術』の基礎はできてると思うよ。あとは『魔術式』ならぬ『呪術式』を教えるだけだね」

　説明を聞いたライナーは不敵な笑みを見せる。

「お手軽ってことか。ますますいい。僕向けだ」

　彼は気に入ったようだが、正直なところ僕は逆の感想だ。過去に『火の理を盗むもの』アルティの火炎魔法の『詠唱』を真似たとき、ごっそりと心から大切なものが失われた感覚に襲われた。あれがロードの言う『代償』なのだろう。あの『代償』に危険を感じている僕は、アルティとの戦い以来、一度も火炎魔法の『詠唱』は使っていない。

「なあ、ロード。『詠唱』によっては取り返しがつかない『代償』を払うものもあるんじゃないのか？　そういうのは、できるだけライナーに教えないで欲しいんだけど……」

「もちろんあるよ。でも、それを知ってないと、死にそうなときに後悔するよ？　どんな『代償』を払うにしても、死ぬよりはマシなんだから」

「そりゃそうかもしれないけど……」

　ただ、中には死んだほうがマシな『詠唱』もあるんじゃないのかとも僕は思うのだ。

「……最終手段として知っておくくらいはいいと思うけどね。童わらわは」

　その僕の心配をロードは理解して、あくまで切り札として教える姿勢をとった。

　ただ、そこにいるライナーは、その切り札を平気で使うタイプだろう。それも自分のためでなく、誰かのためにあっさりと使うやつだ。だから、先ほどから僕は気が進まない。しかし、『詠唱』を知っていれば、死を免れる場面があるのも確かだ。

『詠唱』のメリットとデメリット。どちらが大きいか僕が悩んでいる間に、ライナーは嬉き々きとして教えを乞い始める。

「手札が多いことに越したことはない。早く教えてくれ、ロード」

「じゃあ、風魔法の『詠唱』を教えるね。基本的に、属性に合わせた『詠唱』をしないと駄目だよ。で、属性によって払う『代償』の傾向も変わってくるから注意っ」

「なあ。さっきから『代償』『代償』って言っているが、具体的に何が失われるんだ？」

「一般的な『代償』だと、単純に詠んでいる時間を失っているだけだね。そこから、危険度は増していって、明日の回復分の魔力を失ったり、体力も一緒に失ったりするよ。そして、重いやつになると――」

　説明の途中でロードの魔力が膨れ上がる。

　出会ったときに感じた守護者ガーデイアンに相応ふさわしい膨大で凶悪な魔力だ。

「――『私は歩む道を選ばない』『私は風』、『世界全てを歩き続ける』。『そう願ったのを覚えてる』。――風魔法《ワインド》！」

　詠唱と共に風の魔法を発動させた。すると、ただの基礎魔法のはずの《ワインド》が別物に変化していく。周囲の空気が凝縮され、ロードの両手の間に風の玉が生成される。

　途端に部屋の空気が薄くなった気がした。

　その風の玉の密度を僕は理解し、冷や汗を流す。空一つを詰め込んだかのような濃い風の塊は、まるで時限爆弾がすぐ傍そばにあるような恐怖を感じさせる。

　ロードに悪意がないとわかっていても恐ろしい。

　僕とライナーが一歩後ずさったのを見て、ロードは器用に風を霧散させて笑う。

「こうなるよ！　あはっ、ははははっ！　風の『詠唱』は心が軽くなるものが多いんだよ！　簡単に言うと、酒さか樽だる一個空けた後のようなテンションになる!!」

　風魔法の『詠唱』によって、ただでさえ高いロードのテンションが突き抜けていく。

　その様子を見て、ほっとライナーは息をつく。

「なんだ。重いやつでも、その程度の『代償』なのか」

「そして、そのテンションが二度と戻らなくなる！」

「二度と？」

「うん、二度と。ずっと童わらわみたいになるよー？」

「……き、切り札として覚えておくよ」

　重い『代償』にライナーは顔を引き攣つらせ、それを説明で軽く使ったロードに一歩引いた。ただ、ロードは全く気にすることなく、酔ったような顔で説明し続ける。

「あと代表的なやばい『詠唱』は、火の『詠唱』は心が燃えて、水の『詠唱』は心が冷えるあたりかなー」

　予期せず、火の『詠唱』の説明を貰もらえる。どうやら、あの消失の感覚は、心の中にあった大切なものが燃えたということらしい。

「それじゃあ、ライナーは軽い『詠唱』で練習してみようか。えっと、――『空から導かれる道』『天へと続く道』――だっけ？　これもテンションが高くなるタイプの『詠唱』だけど、こっちは元に戻るから安心して」

　ロードの新たな『詠唱』を聞き、ライナーは頷うなずき返した。せっかくなので僕も『詠唱』を練習してみる。軽いほうの『詠唱』ならば学んでおいて損はない。

「――『空から導かれる道』『天へと続く道』――」

「――『空から導かれる道』『天へと続く道』――」

　魔力を使って空気の流れを操作するイメージを浮かべる。

　そして、『詠唱』の言葉通りに、空気の流れる道を作ろうとする。が、手のひらから漏れ出るのは次元属性の魔力だけだった。風を操ることはできない。

　対して、隣のライナーは螺ら旋せん状に吹くそよ風を、上手に操っていた。

「うんうんっ。ライナーのほうは、もう飲み込んだようだね」

「なんだか、気分がふわふわするな。これが『代償』ってやつか。確かに少し魔法の効果も上がってる気がするな」

「それに比べて、かなみんは……」

　僕も必死に魔力で風を作ろうとするが、周囲の空気はぴくりとも動かなかった。

　この世界の魔法習得の難易度の高さを、正しく理解できた瞬間だった。

「かなみん、風魔法の才能ないね……。いや、次元魔法に特化し過ぎてるせいかな？」

「むぅ……」

　魔法に関しては自信があったので、少し悔しい。このまま、ムキになって風魔法に挑戦したいのをぐっと堪こらえて、断念する。魔力を無駄に消費していい状況ではない。

「僕は諦めて次元魔法を極めることに集中するよ……」

「かなみんはそっちのほうが効率がよさそうだね。前は次元魔法を使って、他属性の魔法効果をでっちあげてたから、無理に他属性の魔法を覚えなくてもいいと思うよ」

「やっぱり、次元魔法で風魔法とかを真似できるようになるのか。できれば、僕はそっちのほうを教えてもらいたいかな」

「でも童わらわは、その方法知らない！　かなみんってば超秘密主義だったから！」

　上位の次元魔法は、魔法の得意なロードでも教えることができない類のようだ。

　僕に教えられるのは千年前の『始祖カナミぼく』だけとわかり、仕方なく別のアプローチを探すことにする。

「そうか……。なら、次元魔法について書かれた本とかないか？　こんなに大きい城なら、書庫くらいあるだろ」

「んー、城の書庫にあったかも。確かに千年前の魔導書を読むのが、いまのかなみんには一番かもしれないねっ。あ、じゃあ書庫の入場料銅貨十枚！」

「もうここで飯を食わせないぞ？」

「……こ、こちらが書庫の鍵でございます」

「よし。それじゃあ、さっそく見てこようかな……」

　鍵を脅し取った僕は、書庫の場所をロードから聞いて、部屋の外に出ようとする。

　魔王様の授業はライナーに任せよう。僕は始祖様の授業を受けないといけない。

「――けど、できるだけ他の部屋には入らないでねー！」

　最後にロードは一言叫んだ。それに僕は頷き返し、二人を残して廊下に出て、歩く。

　静まり返った長い廊下に、僕の足音だけ鳴り響き始める。

　魔法の修練をしている内に、随分と時間が経たってしまった。

　今日は書庫で調べものをして終わりになりそうだ。

　誰もいない食堂と大広間の隣を通り抜け、長い回廊を歩き、書庫に辿たどりつく。

　そこには物々しい南なん京きん錠じようのかかった厚い鉄扉が、ぽつんと壁の中に埋まっていた。

　ロードから受け取った鍵を使って、書庫の扉を押す。ギィと錆さびた鉄の擦れる音が鳴り、扉から埃ほこりが落ちていく。もう随分と長い間、使われていないことが見て取れた。

　扉をくぐり、書庫内を一見し、その惨状に苦笑いを受かべる。所狭しと本棚が並んでいるのは構わない。問題なのは、まるで地震が起きたあとのように、多くの本が床に落ちていることだった。整理されていないどころの話ではない。

　大きな城に見合った広い書庫だ。暗がりになって壁が見えないほど奥行きがあり、一周見て回るだけで日が暮れそうだ。

　とはいえ、僕は物探しをするのが得意だ。軽く《ディメンション》を張り巡らせて、魔法と関わりのありそうなものを探していく。そのついでに、本も軽く片付けていく。音順で順番に並べまではしないが、書庫として最低限の体裁を保てるようにしていく。

　その途中、興味深い本をたくさん見つけた。

　世界の植物や動物の図鑑から始まり、千年前の世界地図や兵法書。ありとあらゆる本がここにはあった。中でも特に目を引いたのは、歴史書と英雄譚たんだった。

　この国の歴史書と英雄譚、つまりそれは――ヴィアイシアの大英雄『統べる王ロード』に関する資料でもある。僕の部屋で陽気に笑っているであろう少女の顔を思い浮かべ、本来の目的を忘れ、それとなくページをめくる。

　歴史書は不完全だった。軽く年表を見ただけでも穴だらけで、僕の世界の歴史の教科書と比べると天と地の差がある。その年表の始まりには、こう書かれていた。

〝ヴィアイシアに王が現れ、北の国々を一つに纏まとめる〟

　そして、その次の頁ページに、ロードの詳細が書かれている。彼女の偉業が書き連ねられ、いかに偉大な人物であったかわかるようになっていた。自国の歴史書であるならば多少の誇張は仕方ないだろう。そこは適当に読み流していく。

　頁を進めていくと、南との戦争について記されているのを見つける。

〝我らが北の国々が滅びかけたとき、『統べる王ロード』は現れた〟

〝『統べる王ロード』のおかげで、北の国々は『北連盟』として一つの旗に集った。そして、南の侵略を押し返し、数年間の平和を手に入れる。だが、すぐに力を蓄え直した南の国々は『南連盟』に姿を変えて、再度侵攻してくる〟

　おそらく、これが例の千年前の大戦争にあたるのだろう。

　そこから先はずっと戦争を記しただけの年表だ。いつどこで戦いが起きて、どの将軍が出て、どのような決着になったか延々と書かれている。

　その中に『レイナンド・ヴォルス将軍』という名前を見つけた。やはり、あのお爺じいさんはヴィアイシアで有名だったようだ。いくつかの戦場で勝利をもぎ取っていた。

　だが、そうなると不思議なのは『ここ』の年代についてだ。

　歴史書によれば、そのあとヴィアイシアはずっと戦争続きだ。『ここ』のような平和なヴィアイシアは、もう訪れない。ならば、『ここ』は戦争前の数年間の平和を再現したのだろうか。ただ、そうなるとレイナンドさんの年齢が合わなくなる。

　もしかすると、『ここ』はヴィアイシアのいいところだけを切り取って作られた世界かもしれない。例の『想起収束ドロツプ』の仕方と順番に気をつければ、できない話ではない。

　歴史書を大雑把に読み終えた僕は、次に『統べる王ロード』の英雄譚に目を移す。

　しかし、本を開いたところで異常に気づく。本の中の幾枚かが破られていたのだ。僕は周囲に落ちていた破かれたページを拾ったあと、ロードの人生を追いかけ始める。

　英雄譚として遺のこされるほどの人生を送った少女の物語を、要点だけ拾っていく。

〝主人公ロードは捨て子だった。

　北の大陸の辺境に生まれ、親に捨てられ、隠居していた老夫婦に拾われるところから彼女の物語は始まった。その老夫婦の下で、すくすくとロードは育っていく。だが、心無い南の人間たちによる迫害によって、その老夫婦は死んでしまった。その時点から、ロードは英雄としての才覚を発揮し始めていた。幼いながらも、侵略してきた南の人間たちを知略で追い返す姿は、まさしく英雄の卵。その後、保護者を失った彼女は北の都の孤児院に入り、未来の将軍たちと出会う。孤児院の登場人物の中に、アイドという名前がある。どうやら、二人は子供の頃からの仲のようだ。そして、その孤児院で未来の配下たちと絆きずなを深めたロードは、とある城に『庭師』として勤めることになる〟

　ここから物語は急加速する。

〝戦争によって北の国々は滅びかけ、ロードの勤めていた都の城も陥落寸前となった。

　そこで英雄の卵であるロードは立ち上がる。孤児院で絆を結んだ仲間たちと共に、一度は南の人間に奪われた城を取り返して見せる。その後、ロードは『庭師』ではなく、死んでしまった城の王族の代わりに『王』と名乗り始める。

　その類まれなる魔法の才能と王の資質によって、ロードは北の各所で勝利をもぎ取り、傾きかけていた戦場を持ち直していった。

　そして、民が北の国々を救えるのはロードしかいないと噂うわさし始める中、発覚する事実。それはロードが北に伝わる最古の王族の血を引いているということだった。

　誰もが伝説の血の帰還を歓待した。

　北の王たちを統べる『王の中の王』、『統べる王ロード』が生まれた瞬間だった。

　こうして、虐げられた北の民を救うため、『統べる王ロード』の永い戦いが始まる〟

　というのが、大雑把な纏め方だが、彼女の物語の出だしだ。

　まさしく、正道の成り上がり物語。少し都合のいい御お伽とぎ噺ばなし。よくある英雄譚。

　不自然なほど、読み詰まるところはなかった。ただ、僕が最も知りたいのは、その最後の〝虐げられた人々を救う永い戦いが始まる〟の後だ。その後の物語が僕は気になって仕方なかった。なにせ、まだ僕の名前である『始祖カナミ』を見つけていない。間違いなく、この物語には続きがある。

　その続きを知るため、周囲の本に《ディメンション》で検索をかけていく。

　ＭＰを消費した甲か斐いあってか、日誌のようなものを見つける。

　この城に住んでいた学者の手記のようだ。その男は後世に本を残すため、僕の望む後の物語を書き留めてくれていたようだ。

「ようやく、ここで『始祖カナミ』が登場か……」

　僕は少し年代を飛ばし、大戦争の最中の記述に目を通していく。

〝『北連盟』と『南連盟』の戦争が激化し、一進一退の接戦を繰り広げていたとき、『カナミ』という名の騎士が現れた。彼は『南連盟』を裏切り、『北連盟』に寝返った騎士だ。『統べる王ロード』は『始祖』とも呼ばれた伝説の騎士を、快く臣下に迎えた。そして、『始祖カナミ』の力によって、戦争の情勢は大きく塗り変わっていく。『北連盟』は勝利に勝利を重ねた。あと少しで戦争が終わる――〟

　というところで、手記に荒々しい文字が見えた。

〝『統べる王ロード』と『近この衛え騎士団長カナミ』が消えた。『北連盟』の民を見捨て、『南連盟』に姿を晦くらませた。あの男は、また裏切ったのだ〟

　そう書かれていた。そこで手記は終わっている。レイナンドさんの言っていたことが本当ならば、この裏切りによってヴィアイシアは滅びる。

「これで終わりか。しかし、なんでロードは北を見捨てたんだ？　僕のほうは……たぶん、使徒シスを追いかけ回していた時期だろうから、なんとなくわかるけど」

　おそらく、『始祖カナミ』が『北連盟』に寝返ったのは『南連盟』に使徒シスがいたからだろう。そして、その使徒シスの動きによっては、あっさりと『北連盟』を見捨てることはわかる。ただ、ロードのほうの理由は、書物からでは予想できない。

「こういう手記、もっとないかな……」

　城に住んでいた者の生の声が集まれば、いまのロードの心の内がわかるかもしれない。

　そう思い、さらに《ディメンション》を使おうとしたとき、部屋の端に扉を見つける。書庫の隣にあるのならば、秘蔵書を保管している場所かもしれないと考え、扉に手をかけた。しかし、これにも鍵がかかっていた。

　少しだけ迷う。ロードは他の部屋には入るなと言った。それはつまり、他の部屋には見られたくないものがあるということだろう。

　彼女が思い出したくないと叫んだ『過去』の何かが……。

　自然回復していた魔力の全てを使い切り、人差し指に魔法をかける。

「――魔法《ディスタンスミュート》」

　リスクを恐れ、問題を後回しにしたくなかった。

　紫色の魔力を纏わせ、人差し指だけ世界との位相をずらす。いまの僕にはこれで精一杯だが、小さな無機物が相手ならばこれで十分だ。

《ディメンション》で鍵の構造を把握し、指一本だけを突き刺す。大して複雑な構造はしていない。次元属性の魔力を操り、触りたいものだけを触り、かちゃりと鍵を開ける。

「よかった、成功した……。出るときも、これで鍵を閉められるかな……？」

　できればロードには知られたくない。物音を立てないように、ゆっくりと扉を開く。

「――っ!!」

　中の様子を確認し、息を呑のんだ。書庫に入ったとき以上にショックだった。

　部屋内には、無数の絵画が乱雑に散らばっていた――無論、それだけではない。

　先の書庫と似ているが、明確に違う。書庫と違い、散らばり方に確かな悪意があった。

　どの絵画も破損していた。ほとんどのキャンバスが破かれ、叩たたき折られていた。中にはナイフのようなもので切り刻まれているものがある。誰かの手によって、絵画が壊されたのは間違いない。その犯人の激情を表すかのように、当たり散らされている。

　薄らと狂気を感じる光景だ。

　僕は《ディメンション》と記憶能力を駆使して、バラバラになったキャンバスたちを繫つなぎ合わせる。そして、繫ぎ合わせた絵画に書かれていたのは――

「ロード？」

　いまの彼女とはまるで雰囲気の違う姿だが、確かにロードが描かれていた。

　豪ごう奢しやなドレスで身を包み、結い上げた長い髪を下ろし、宝石エメラルドと見み紛まがうほどに美しい女性。朝に髪を下ろしたロードを見ていなければ、彼女と気づけなかっただろう。

　絵画のロードの目に、いまのような愛あい嬌きようはない。

　ただただ冷たい瞳。どんな犠牲を前にしても眉一つ動かさないであろう一国の王女の顔していた。壊されていた絵画は、全て『統べる王ロード』の雄姿だった。

「つまり、ここは絵画の保管庫……？」

　壊れた絵画を繫ぎ合わせて確認しながら、保管庫の正体を呟つぶやく。すると、部屋の奥の壁に無傷の絵画が数枚飾られているのを見つけた。破壊されつくした絵画の海の中、それは特に目立った。その絵画は他のものと比べ、あまりに拙い。王の雄姿は名のある宮廷画家が描いたのだと一目でわかるが、こちらはまるで子供の描いた落書きだった。

　だというのに、その落書きには最も高価そうな額縁が使われていた。

　並ぶ絵画の一枚目は『老夫婦』。とある草原に建つ一軒屋で、獣人のお爺さんとお婆ばあさんが笑っていた。すぐに、それがロードの家族であると僕はわかった。その隣にロードの面影を残した幼女の絵も見つけたからだ。

　その幼女は、僕の知っているロードとよく似ていた。王の絵画とは違い、無邪気で陽気だ。そして、隣に並ぶのは、また草原に建つ家。ただ、今度は先の一軒屋と違い、少し大きい。一連の流れから、それが歴史書に出てきた孤児院であると僕は推測した。そして、その孤児院の前に立つ子供たち。僕の知っているロードと、そっくりの姿がそこにあった。さらに、その隣では細めの少年がロードの袖を握っている。その顔には見覚えがあった。正確には、その面影を感じ取ることができた。僕の知っている守護者ガーデイアンアイドだ。だが、二回り以上は小さな姿で、そこに描かれていた。

　飾られた絵画は、先ほど読んだ英雄譚に沿っている。孤児院の絵の次は、『庭師』として城で働くロードの絵。麦むぎ藁わら帽子を被かぶったロードが城の庭で、木々の剪せん定ていをしている。それに少しだけ大きくなった子供のアイドが付き従っていた。

　――笑っていた。

　破かれた『統べる王ロード』にはない極上の笑みを、『庭師』のロードは見せていた。いまのロードとも、『統べる王ロード』とも違う笑顔だ。

　並ぶ絵画の物語は、その城の『庭師』で終わっていた。

　おそらく、ロードの笑顔もそこで終わったのだと、なぜだか僕は思った。

「ここにある絵を壊したのはロード……？　それとも、元々……？」

　この城が構築されたときから、保管庫はこの有様だったのかもしれない。裏切り者である王の絵画が破かれるのは自然なことだ。もしくは、ロード自身が何らかの衝動の果てに当たり散らした。そのどちらかだろう。

　他に目ぼしいものは保管庫になかった。散らかった絵画をそのままにして、部屋を出る。そして、また《ディスタンスミュート》を使い、ピッキングの要領で鍵を閉める。

「魔法について調べに来たけど……。思いのほか、ロードのことがわかったな……」

　文字の上でだけだが、ロードの人生を大雑把に知ることができた。

　彼女という守護者ガーデイアンと戦う上で、これ以上の収穫はないだろう。

　もう他に見るものはない。前もって集めておいた魔法の本を数冊ほど手にとり、自室に帰っていく。その廊下を歩く足が、少しだけ緩む。

　ライナーには、ロードを騙だまして地上に向かうと言った。しかし、レイナンドさんの話を聞き、書庫の英雄譚たんを読んだことで、その決心が揺らいでいる。自分でわかる。

　彼女はローウェン・アレイスに似たタイプの守護者ガーデイアンだ。

　根っから善性で、平和主義者のお調子者。

　それに……認めたくないが、友達にもなってしまった。

　できれば、ロードを助けたい。助けた上で、地上に戻りたい。だが、それが上う手まくいくかどうかは、わからない。助ける方法の見当すら、まだついていない。

　悩みつつ城の中を歩き、何の答えも出ないまま自室に辿たどりつく。

　そして、自室に帰ってきた僕の目に飛び込んできたのは、床に突っ伏したライナーだった。まだ小一時間ほどしか席を離れていないというのに、ライナーの身の魔力は空になっていた。付き添っていたロードに、呆あきれながら理由を聞く。

「ロ、ロード……。ライナーに何させたんだ……？」

「ん、ちょっと修練させただけだよ？　大丈夫大丈夫、明日にはちゃんと復活するから」

「ならいいけどさ……」

　ライナーは倒れてるが、穏やかな呼吸を繰り返している。死んではいないようだ。

「というか、かなみん。それ城の魔導書じゃん。よくあのぐちゃぐちゃな書庫から本を見つけたねー」

「ああ、苦労したよ。あれ、最初からああだったのか？」

「いや、童わらわが調べものしたらああなった！　もう二度と調べものはしない！」

　悪戯いたずら小僧のようにロードは笑う。

　その姿に、破れた絵画の中の『統べる王ロード』のような威厳は全くない。

「さーて、ライナーはダウンしたし、かなみんも目的の本を見つけたし。童わらわはそろそろ出てくかなー」

「そういえば、ロードはどこで寝てるんだ？」

「色んな人のところで厄介になってるよー。城なら、庭のどこかで寝てるかも」

　城にはロードの部屋がある。王のための寝室がある。けれど、彼女はそこを選ばない。

　その自由なようで限定されている回答を聞いて、歪いびつさを確信する。

「そっか……」

　だからだろうか。去っていこうとするロードの背中に向けて、僕は声を漏らす。

　意味がないとわかっていても、聞いてしまう。

「ロード、おまえが僕にして欲しいことってあるか？　おまえの『未練』は何なんだ？」

　その言葉に対し、ロードの結った髪ポニーテールが揺れ、童わらべのような笑顔を振り向けられる。

『ここ』で迷い続けているであろう少女は、迷いなく答えていく。

「そうだねー。かなみんも一緒に『ここ』で暮らしてくれたら嬉うれしいかな？　だって童わらわの『未練』は、『ここ』で平和に生きることだからね」

　それは違う。『ここ』で平和を得ても、おまえの『未練』は消えなかった。

　だから、千年も『ここ』に居続けている。――とは言えない。

　そんなこと、とうの昔に彼女もわかっているはずだ。わかっていながら、彼女は笑っている。だから、僕は月並みな言葉を返すことしかできなかった。

「……はは、それはできないかな。僕は地上に行かないといけないから『ここ』では暮らせないよ。……けど、他におまえが望むものがあるなら、それをできるだけ叶かなえてやりたいとは思ってる。それだけは本当だ。本当だからな、ロード」

「ど、どしたの？　急に？　ちょっと、びっくり」

　急に真剣になった僕を見て、少しだけロードは不審がる。けれど、それが心の底からの言葉であったと気づき、はにかんでみせた。

「でも、ありがとね。かなみんにそれを言われるのは二度目だけど、それでも嬉しいよ」

　それを最後にロードは翼を広げ、部屋の窓から飛び立っていった。

　二度目……。その一度目を僕は知らない。

　その言葉は、彼女と僕の間に溝がある証明だった。それが悔しかった。

　去っていったロードを見送り、手に持った本をテーブルに載せる。

　結局、いま僕にできることは一つしかない。

　悔しさを抑えて本を広げ、次元魔法について調べ始めることだけ。

　ロードを置いて地上に向かうため、千年前の知識をかき集める。

　夜が更け、朝を迎えるまで、僕は本を読み続けた。





◆◆◆◆◆






　翌日の朝、以前と違う次元魔法を僕は構築できるようになっていた。

　千年前の魔導書に書かれていた知識は偉大だった。それを読み込むことで、次元魔法の理解が深まったのだ。次元属性は現代の地上だとマイナーだったが、千年前ではメジャーだったため、資料に困ることはなかった。

　他の一般的な属性と違い、次元属性の立ち位置は特殊だ。

　本の記述によれば、『次元魔法』は誰もが持っている才能である――らしい。

　他の属性魔法は才能がなければ一生使えないというのに、次元魔法は生きているものならば誰でも使えるとまで豪語されていた。

　誰もが自分の中に自分のための『領域』を持っていて、それがそのまま次元魔法の才能になる。人や獣、石や雲――例外なく万物が自分自身のための『領域』を持っているらしい。例えば、この『世界』すらも、世界自身のための『領域』を持っているということだ。その誰もが持っている『領域』とやらに働きかけるのが次元魔法。

　そうアバウトに書かれていたのを見ても、僕は戸惑わなかった。要領を得ない抽象的な説明だというのに、まるで自分が考えたことのように理解できた。それを不思議に思い、著者を確認したが、そこに僕の名前はない。

　奇妙な感覚の中、本を読み進めていくと、次は『次元』という概念についての説明がされていた。地上の本と違って、細かなところまで行き届いている。親切なことだ。

　まず目に視みえる世界は一次元から三次元で構成されているという基本イメージから始まる。そして、次に四次元・五次元と続く高位の次元の独自解釈が書かれていた。それは魔法の知識というより、僕の世界の知識に近い。

　中には並行世界や異世界の存在も示唆されていたため、僕のような『異邦人』が執筆に関わっていたのは間違いなさそうだった。

　その乱雑な次元魔法の解釈を読み進めていく内に、少しずつ僕は次元魔法の扱いが上手くなっていく。ずっと僕に足りなかったものが補完されていく感覚だった。忘れていたものを思い出す感覚にも似ている。

　半信半疑だった次元魔法へのイメージが、書物というバックアップを得て、強固なものになっていく。次元を操るイメージに、迷いがなくなっていく。

　元から才能はあった。僕に足りていなかったのは、きっと確信だけだった。

「――次元魔法《ディスタンスミュート》」

　昨日までは指先までしか発動できなかった魔法を、今度は片腕全体に纏まとわせる。

　その薄く紫色に発光する腕が、部屋の中にあるテーブルに近づいていく。

　そして、僕の身体からだとテーブルは触れることなく重なった。

　――魔法は成功した。

　ただ、一秒ごとに膨大な魔力が消費されていく。情報を処理している脳が悲鳴をあげる。一刻も早く、この魔法の真の力を発動させなければいけない。

　テーブルの中をまさぐり、その存在の『核』となるものを探しに行く。

　目に視える三次元でなく、その上の四次元でもなく――誰もが持っている自分だけの『領域』に目掛けて腕を伸ばす。

　そこは数では表せない魔法の次元。常識に縛られない魔力だけが存在する世界。テーブルが持つテーブル自身のための『領域』。

　そこにぽつんと存在する『魂』を摑つかみ取りに行く――

　石のようなものを摑んだと思った瞬間、手を一気に引き抜く。そして、すぐに《ディスタンスミュート》を解除した。

　手の中には鈍く光る魔石があった。『魂』を抜かれたテーブルは光になって消えていく。それはモンスターが迷宮で死んでいくのと同じ光景だった。

「よ、よし……！　できた……！　これで六十六層に挑戦できる……！」

　一晩の研究と練習の末、ようやく《ディスタンスミュート》は完成した。

　残りＭＰ的に今日挑戦するのは無理だが、明日には風竜エルフェンリーズ相手に試すことができそうだ。おそらく、『始祖カナミ』が使っていたものと比べても遜色はないはずだ。もちろん、無機物ではなく生物に使うとなれば、難度は格段に上がるだろう。

　けれど、それは魔力の消費で解決する問題だ。魔法の構築さえしっかりしておけば、注ぎ込む魔力の量次第でどんなものにも通用する。《ディスタンスミュート》とは、そんな問答無用の即死魔法だ。

　手の魔石を『持ち物』に収め、自分の腕を見つめる。

　次元の違う世界に潜り込ませた感触が、まだ残っている。

　同時に《ディスタンスミュート》という魔法の次の感覚も残っている。

　いまの僕では、腕全体を覆うだけで精一杯だが、この魔法の真価は腕だけではないだろう。おそらく、この魔法の最終形態は全身で纏う状態だ。

　一度魔法を成功させたことで、それを予期する。

　まだまだ僕は強くなれる。それを確かめたところで、食事を作り終えたライナーが部屋に入ってくる。もう魔法の練習している暇はなさそうだ。

　すぐに食事をとって、今日の仕事をこなしに行かないといけない。

　朝食を終わらせ、ライナーに進展報告をしたあと、街に繰り出す。今日の予定は昨日と同じ。僕はレイナンドさんの家で仕事をして、ライナーはロードの監視だ。

　仕事場である工房に辿りつくと、そこには眉間に皺しわを寄せたレイナンドさんがいた。

　今日も仕事が多いのかと身構えたが、全く逆の答えが返ってくる。

「もうやることがないな。修理をやりすぎた」

　隣の倉庫に未修理品はない。昨日、鬼のような速度で修理をし続けたせいだ。

「え、全くないんですか？」

「ああ、頼まれていたものは全て終わった。あの倉庫の中にあったのは一週間程かけて終わらせる予定だったのだが……坊主が来たせいで、一日で終わってしまった」

　原因は僕が来たことでなく、僕の音をあげさせようとしたことでは？　と思ったが、何も言わずに苦笑いを浮かべる。

「ええと……。なら、今日の仕事は終わりってことでしょうか……？」

「いや、坊主に仕事を与えるのは、わしの義務だからな。このまま帰すつもりはない。……そうだな。緊急の仕事に備えつつ、鍛冶の訓練でもするか。わしも久方ぶりに自分の技を見直したい」

　それは僕にとってありがたい話だった。何の不満もないと頷うなずいて同意する。

「坊主、何か修理の練習になりそうなものは持っているか？　ぬしの次元魔法の空間から、ありったけを出してみろ」

「あ、はい」

『持ち物』のことは当然のように知られていた。隠すこともないと思い、持っている武器防具を全て取り出す。『アレイス家の宝剣ローウェン』から始まり、破損した剣や籠こ手てまで、ありとあらゆるものがテーブルに広げられる。

「壮絶な量だな。ふむ、中にはマシなものも入っているな。……というより、大変もったいないものが一つ目立つな」

　まずレイナンドさんが目をつけたのは『アレイス家の宝剣ローウェン』だった。

「えっと、それは親友の守護者ガーデイアンの魔石を使った剣です」

「……石がいいわけだ。しかし、なんだこの無駄な装飾は。取っ払えば、もっといいものになるぞ。はっきり言って、見かけだけの造りだ」

「ですよね」

『アレイス家の宝剣ローウェン』の装飾は、アリバーズさんの作品の中ではまだ大人しいほうだ。だが、彼の作品特有の格好つけが全て消えているわけではない。機能性だけを考えれば、削るべき部分は多い。見た目より能力を重視しているレイナンドさんは、鍔つばあたりの装飾を触りつつ「削るか」と呟つぶやいた。すると、『アレイス家の宝剣ローウェン』が鈍く光ったような気がした。まるで怯おびえるように身を震わせたようにも見える。スキル『感応』が勝手に発動し、死した守護者ガーデイアンの気持ちを汲くみ取った。

「すみません、レイナンドさん。剣本人が嫌がっているようなんで、やめてあげてもいいですか？」

「剣本人だと？　坊主は剣の声でも聞こえるのか？」

　僕の世よ迷まい言ごとに近い発言を聞いても、その真偽をレイナンドさんは疑いはしなかった。むしろ、興味津々といった様子だった。

「いえ、その剣限定です。……たぶん」

「なんだ。つまらん」

　ただ、将来はどうなるかわからない。僕は魔石が『魂』であることを知っている。次元魔法の使いようによっては、魔石の武具からは声を聞けるようになるかもしれない。

「ふうむ。このもったいない剣が駄目ならば、次はこっちのやつらだな」

　レイナンドさんは僕が迷宮で拾った呪われたアイテムを指差す。

　確か、三十三層あたりでラスティアラと宝探しした際に見つけたものたちだ。『表示』に精神汚染と書かれていたので、どれも破壊済みだ。

「この壊れた武具たちは、なかなか見所がある」

　それはそうだろう。迷宮の中にあったということは、千年前の作品ということだ。レイナンドさんの目に適かなうのも当然だ。

「レイナンドさんなら直せるんですか？」

『コールアウター』『アルルコンフェイス』『ブラッドソード』など、元は精神汚染で使えなかったものたちを見て、期待を膨らませる。

「試してみんとわからんな。基本的に刀身が折れているものを修復するのは不可能だが、やりようによっては直せるものもある。……よし、今日はここらへんを触ってみるか？」

　レイナンドさんは工房の隅にある棚から、修理用のものとは違う道具を取り出してくる。以前、アリバーズさんのところの工房で見たことがある道具だ。

「昨日使った道具と少し違いますね」

「その武具は魔石を使っておるからな。中には魔術式が編まれているのもある。そこもきっちり直すのならば、こっちの道具が必要だ」

「なるほど」

　鉄製品を修理するのとは大分勝手が違うようだ。しかし、予期せぬ形で魔法道具作製の練習ができそうで、僕は喜ぶ。

「いまの坊主は魔術式を書けるのか？」

「ゆっくりなら、一通りは書けます」

　アリバーズさんのところで少し練習したおかげか、基本的なものは書ける。教わりながらならば、難解なものでも書ける自信もある。

「では、やるか。これがうちで使ってる魔術式の書き込み用の道具だ。特殊なものが多いから気をつけろ。例えば、傷の入ったところを研磨するのがこいつで――」

　レイナンドさんは道具の説明から丁寧に教えてくれる。昨日とは扱いが雲泥の差だ。そのわかりやすい説明のおかげか、すぐに魔法道具の修理の手順を理解できた。

　そして、知識を固めたあとは、実践していくだけだ。壊れた武具たちを手に取り、修理に取りかかる。初めは失敗するだろうが、元々は壊れたものだ。遠慮なく、スキル『鍛冶』の成長の足しになってもらおう。

「それじゃあ、やりますね――」

　横にレイナンドさんが付いてくれている状態で、僕は槌つちを振るい始める。動きのコピーは、もう終えている。折れた『ブラッドソード』の刀身を繫つなぎ合わせ、穴の空いた軽かる兜かぶと『アルルコンフェイス』を修繕していく。

　すぐに形だけは取り戻すことはできた。もちろん、それだけで強度を取り戻すことはできない。基本的に武具というのは使い切りであり、修復は難しい。

　だが、ここは異世界だ。次は形を取り戻した武具たちに魔術式を刻みこむことで、強度の問題を解決していく。その作業は超人的な精密さを要求される。とはいえ、いまの僕のステータスならば、さほど苦労はしない。

　喋しやべる余裕すらあった。当然、レイナンドさんにもある。

　自然と、僕たちは共通の話題であるロードについて話し始めていた。

「――ふむ。記憶は思い出せなかったものの、城の書庫で千年前のことを知ったか」

「はい。けど、ロードが王である頃のイメージができなくて……。正直、ちょっと信じられません」

「それは仕方あるまい。いまの彼女とは似ても似つかんからな」

　さらにレイナンドさんは「坊主も同じだがな」とも付け加えた。かつての僕が荒すさんでいたのは知っていることだ。それよりも、いまはロードのことだ。質問を重ねていく。

「あのロードが、本当に多くの国々を纏め上げていたんですか？」

「それは間違いない。あの頃のロードは、誰よりも王らしい王だった。その威厳は神に近く、そこに立っているだけで民を閉口させたものだ」

　いまとは真逆だ。僕の知っている彼女は尊厳なんて子供程度。そこにいるだけで人々を呆あきれで開口させるような陽気な女性だ。

「ロードが王になる前のことは知ってますか？　本では孤児院って書いてありましたが」

「王になる前は『庭師』をしていたはずだ。だが流石さすがに、そのさらに前までは知らぬな。もし、知っておるとすれば宰相殿だけだな。確か、あやつも孤児院の出だったはずだ。血は繫がっていないが、姉弟にあたると聞いた」

「宰相……。もしかして、アイドのことですか？」

　宰相と聞き、地上の守護者ガーデイアン『木の理ことわりを盗むもの』アイドを思い浮かべた。彼のイメージとは、さほど遠くない。むしろ、ロードと姉弟だったことに驚く。

「ああ、アイド殿のことだ。あやつはロードと坊主が消えたあとも、たった一人で北の国を支え続けた。王の帰還を信じて、最後まで戦い続けた真の忠臣だ」

　家族でありながら、ずっと臣としてロードの傍そばに居続けたアイド。

　誰よりもロードのことを知っているのは彼のようだ。

「なら、地上にいるアイドに聞けば、ロードの『未練』がわかるのかな……？」

「む？　いま、地上にアイド殿がいるのか？」

　そう言葉をこぼすと、レイナンドさんは顔を明るくして聞き返した。僕やロードを相手にしている顔とは、まるで違う。そのことから、アイドの人徳の高さがわかる。

「あ、はい。迷宮の守護者ガーデイアンとして彼は呼びだされています。また地上で国を作ろうとしているみたいですね」

「それは朗報だな。最も王と近しかったアイド殿がいれば、ロードの秘められた『未練』がわかるかもしれん。なにせ、二人は姉弟だからな。やはり、家族というものは別格だ」

「家族は別格……。同感です。なんだか、思ったよりも簡単そうですね。もしかしたら、地上のアイドと地下のロードを引き合わせるだけで、あっさり二人とも『未練』を解消するかもしれません」

「そこまで簡単に行くとは思っておらんが、アイド殿を招くのは良い案だ。坊主さえよければだが、地上から連れてきて欲しいところだ……」

「ええ、構いません。元々、アイドには用事がありますから、そのついでです」

　アイドから陽ひ滝たきを取り返したあとは、そのまま簀す巻まきにして『ここ』へ捨てに来よう。

「よし。ならば、坊主には早く地上に行ってもらわんとな。……確か、風竜のせいで先へ進めない、だったか？」

「そうですね。だから、あの風竜対策のアイテムを自作するため、ここで働いてました」

「うむ。修理も一段落ついたところだ。次は風竜対策の魔法道具を、軽く一つ作ろうか」

「え……。でも、魔法道具を買うお金がないんですけど……」

「気にするな。いつか払ってくれれば、それでよい。ロードのやつには内緒だ」

「ありがとうございます!!」

　予期せぬ形でレイナンドさんから全面協力を得られることになり、歓喜で頭を下げる。

　迷宮攻略の手順が一気に縮まったのを感じる。そして、風竜対策の魔法道具に取りかかる前に、いま修理した武具をテーブルに並べ、状態を確認する。

　もちろん、全てが完璧ではない。いくつかは失敗して、二度と使えなくなった。

　僕は『持ち物』の中にある武具の最終確認を行っていく。

　武具『コールアウター』『アルルコンフェイス』の二つは、修繕された上に精神汚染も消えた。が、『ブラッドソード』は破損した。折れた刀剣の修復は防具よりも高難度だったのだ。そして、最後に――





【ヘルヴィルシャイン家の聖双剣『片翼』】




攻撃力２

片翼を失い、本来の力は失われている






　この剣は対となるものが紛失しているので、本来の力は発揮できない。

　僕は使えそうな武具の能力確認を終えたあと、『持ち物』の中に納めていく。

　その間に、レイナンドさんは近くの棚から新たな道具を取り出し、魔法道具作製に取り掛かっていた。新品を作るとなると、まだ僕は足手まといのようで、彼は一人で小一時間ほどかけて完成させる。翠みどり色に輝く魔石のネックレスだ。それを僕に手渡す。

「――風から身を守る首飾り『グリーンタリスマン』だ。効果はわかるか？」

「ありがとうございます。『レッドタリスマン』を持ってますから大丈夫です」

　明らかに地上の品よりも出来がいい。その特製アクセサリーを僕が身につけると、レイナンドさんは仕事の終了を告げる。

「よし。あとは自室で魔力回復に努めろ。もしロードがここに様子を見に来たら、買出しに行かせていると言って誤魔化そう。あいつに知られると、面白半分で邪魔してくるだろうからな。もし必要なら、明日も誤魔化してやろう」

　ロード対策まで請け負ってくれた。僕とは少し違う理由かもしれないが、レイナンドさんもロードが迷宮攻略の障害になると思っているようだ。

「お願いします。できるだけ、早く地上に向かいます」

「だが無理はするな。死ねば、全ておしまいだ。おそらく、難関は六十六層だけではない」

　六十六層さえ抜ければ、あとは敵が弱くなっていくだけだ。しかし、それでも油断は決してするなと助言される。

「わかってます。道中には、まだ見ぬ守護者ガーデイアンがいます」

「ああ、一番の難関はそこだな。話を聞かないやつが出てきたら最悪だ」

　その話を最後に仕事の片付けは終わった。すぐに僕は帰り支度を整えて、頭を下げる。

「レイナンドさん、ありがとうございました……。明日はロードをお願いします」

「ああ、ロードの見張りはわしに任せて、坊主は迷宮に挑戦するといい。なによりも、早く『ここ』を出ることは大切だ。でないと、ぬしら二人が交ざった『ここ』が、どう変化するかわからん」

「はい……。急ぎます」

　神妙な顔でレイナンドさんは自らの住む『ここ』の危険性を強調した。

　それに僕は真剣な顔で応えて、レイナンドさんの家から急いで出ていく。

　ただ、その途中――屋敷の庭で、またベスちゃんに出会う。どうやら、僕の仕事の終わりを待ってくれていたようだ。その手の中には、昨日と同じお菓子があった。

「あっ！　き、騎士団長様……!!　お疲れ様です。えっと、その……」

「……ありがとう。今日も作ってくれたんだね。けど、無理して作らなくてもいいんだよ？　お菓子作るのって結構大変でしょ？」

　お菓子を受け取りながら、できるだけ朗らかに声を返していく。

　しかし、ベスちゃんはぶんぶんと首を振って否定する。

「いいえ！　全然苦労なんかしてません！　これは私が好きでやっていることだから、騎士団長様は気にしないでください！……これは好きでやってるんです。ええ、ずっとずっと、こうしたかったんです！」

「そ、そっか……。なら、いいんだけど……」

　その力強い声に圧され、何も言えなくなる。子供の駄々ではなく、大人の信念に近い熱意を感じた。一瞬だが、ベスちゃんが僕と同じくらいの女の子に見えたほどに。

「だから、これからも私にお菓子を作らせてください。どうか、お願いします……」

「……うん。じゃあ、工房で仕事をしている間は頼んじゃおうかな。いつか僕が『ここ』を出ていくときまでだけどね」

「え……？」

　いつまでも『ここ』にいられるわけではない。

　それを早めに伝えると、ベスちゃんの顔が暗くなった。淡い期待を持たせるよりも、はっきりと言ったほうが彼女のためになる。そう思い、僕は言葉を続ける。

「ごめんね。僕は早く地上に行かないといけないから」

「地上に行く……？　『ここ』を出て……？」

　ベスちゃんの顔が固まった。そして、僕の言葉を嚙かみ締めるように繰り返す。

　彼女の表情が固まっていたのは数秒ほどだけだった。すぐに表情を元の明るいものに戻して、何度も頷うなずき始める。

「そ、そうですよね！　騎士団長様は忙しい方ですから、仕方ありませんよね！　あっ、今日はお菓子を多めに作ったので、お城の人たちと一緒に食べてください！」

　納得はしてくれたようだ。しかし、相変わらず違和感は拭えない。

　いまのベスちゃんからは年不相応の気遣いが感じられる。これがレイナンドさんの言っていた『まだ残っている』という部分なのだろうか。

「ありがとう。その日までよろしくね、ベスちゃん。それじゃあ……」

「はい、さようなら……。騎士団長様……」

　明らかにベスちゃんは名残惜しんでいたが、早足で僕はレイナンドさんの家から出ていく。そのまま、魔王城に向かう。道中、街の人たちが親しげな挨拶をかけてくる。それに作り笑いで応えながら、より強く僕は思う。

　――早く地上に行かないと。

　でないと、レイナンドさんの言う通り、『ここ』は何が起こるかわからない。

　それを再確認した僕は、帰路を途中から駆け出していた。







２．迷宮逆走







　急いで魔王城に帰った僕に待っていたのは、ささやかなお茶会だった。

　なぜか、城の庭のど真ん中に白いテーブルが置かれ、その上には刺し繡しゆうの入ったテーブルクロスがかけられ、年季の入った紅茶セットが並べてある。

　高価そうな白い椅子に座ったロードが、優雅に紅茶を啜すすっていた。それを給仕しているのは、当然のようにライナーだった。慣れた様子でポットを持って、直立している。

「おまえら、今日は何してるんだ……？」

　僕の登場にロードは眉一つ動かさず、似え非せお嬢様っぽい仕草でティーカップをテーブルの上に置いた。おそらく、ロードは自然体でも完璧なお嬢様になりきれる。なので、わざと似非お嬢様っぽくなるようにマナーの手を抜いているのだろう。

「何って、ピクニックだよ？　今日はお仕事が早めに終わったからね。かなみんを待ちつつ、お庭で遊んでたんだよ」

「どう見ても、ライナーはピクニックをしていないんだが……」

「いや、童わらわも普通のピクニックに誘ったんだけど……。ライナーが給仕していたほうが落ち着くって言うから、こんな形になったわけで……」

　ライナーのワーカーホリックな性分が、この妙なピクニックを形成したようだ。

　本人に目を向けるも、何がおかしいのかわかっていない様子だった。おそらく、生まれてから今日までずっと、誰かに奉仕し続けてきたのだろう。彼の人生に悲哀を感じながら、僕はテーブルに着いて、ベスちゃんから貰もらったお菓子を広げる。

「あっ！　お菓子だっ！　童わらわも食べていい？」

「ああ、これはベスちゃんからおまえたちへの贈り物だから構わない。ライナーも席に着いて一緒に食べよう。こういう贈り物は、きっちり席に着いて頂くのが礼儀だからね」

　真っ向から言い聞かせてもライナーは給仕を辞めないと思い、人の好意と礼儀を盾にとって脅す。

「それは確かに……」

　渋々とライナーは執事のような姿勢を崩して、席に着いた。

　その隙を突いて、僕はライナーからティーポットを奪って紅茶を三人分注いだ。

「あっ……」

　それを見たライナーは自分の仕事が不出来だと思ったのか、恥じ入るような顔になった。その反応を見て、呆あきれながら責める。

「なあ、ライナー……。もう貴族の騎士でもなければ、誰の従者でもないんだ。もっと好きにやっていいんだぞ？　なんで、そう苦労ばかりしようとするんだ？」

　いい機会なので、ライナーの被虐的な性質を少しでも治そうと試みる。このままでは心労で倒れてしまわないか不安だ。

　しかし、彼は真剣な面持ちで首を振り、よくわからない理論を振りかざしてくる。

「なんでって……。一番下の僕が雑事を行うのは当然のことじゃないのか？」

「一番下？　ライナー、そんなことを思っていたのか。少なくとも僕とロードは、おまえを友達だと思ってるぞ。年齢も立場も関係ない対等な友人だ」

　すぐ隣のロードもクッキーを頰張りながら、うんうんと頷いている。

「対等な友人……。ジーク、それは違う。世の中には全て序列というものがある。そして、ジークは『始祖様』で、ロードは『王族』で、僕は『元孤児の貰われ貴族』だ。どう考えても、僕が一番格下だろう？」

　当然のようにライナーは語った。死闘を共に乗り越えて、心の通じ合う友になれたと僕は思っていたが、少し違ったようだ。余りにライナーは僕を上に見過ぎている。

　僕のためならば命をも捧ささげるような危うさを感じた。

　ロードばかりに気を取られていたが、ライナーも十分歪いびつだ。

　その食い違いだけは訂正しようと身を乗り出したところで、ロードが声をあげる。

「ライナー、それこそ違うよ。『始祖』だろうと『王』だろうと『孤児』だろうと何だろうと、そんなの関係ない。みんな対等の人間だよ。少なくとも、童わらわはライナーを下に見たことなんかないよ」

　僕の言いたかったことを、ロードが代弁した。珍しいことにふざけた様子は一切なく、厳格な物言いだ。いまのライナーの主張は彼女にとって許せないものだったようだ。

　しかし、まだライナーは言い張る。

「いや、二人はいまの社会に疎いからそんなことが言えるんだ。世の中、対等なものなんてない。二人が言っていることは甘い幻想だ。というか、『始祖様』や『王様』相手に対等な友達なんて言ってたら、地上に戻ったときの僕が危ない」

　それを聞いたロードは表情を曇らせた。

「確かにそうかもね……。ライナーは正しいかもしれない。千年前の世界も、そんな感じだったよ。どこに行っても階級があって、序列があって、差別があった……」

「そうだろ？　いつの時代だって階級や序列は存在する。なくならないものなんだ」

　しかし、すぐにロードは悲しげな表情を霧散させて、いつもの陽気な姿に戻る。

「……まっ。なくならないなら、なくならないで仕方ないね！　なら、もう友達を飛び越えて家族になろっか！　それなら対等でも問題ないでしょ？　んもー、ライナーが我わが儘ままを言うから特別だよー？」

「は……？　な、なんでそうなる……？」

「つまり、童わらわがお姉ちゃんで、ライナーは弟だねっ！」

「いや、待てっ！　本当になんでそうなる!?　僕には地上にちゃんとした家族がいるから、そんなことしなくていい！　むしろ、これ以上姉なんて増やしたくない！　本当にっ、心の底からっ!!」

「だーめ！　童わらわがいいって言えばいいんだよ！　家族なんて多ければ多いほどいいんだからさー！　さっきライナーは元孤児って言ったよね！　孤児院にいたときは、家族が一杯いなかった!?」

「そりゃ、孤児院のみんなは家族だったかもしれないけど……」

「この城も孤児院と似たようなものだからね！　今日から童わらわたちは家族だよ！」

「は、はぁあ!?」

　その乱暴な理論にライナーは大口を開けて戸惑う。

「ほーら、ライナー。お姉ちゃんがクッキーあげるよー」

　ロードは強引にライナーを甘やかすことにしたようだ。自分が保持していたクッキーを、無理やりライナーの口に入れようとする。やり方は稚拙だが、悪くはない。

「よし。なら、お兄ちゃんの僕も、ライナーにクッキーをあげよう」

「なんでだ!?」

　僕が持っていたクッキーを、全てライナーの前に置いていく。

　ライナーが自分を蔑ないがしろにすると言うのなら、僕たちはそれ以上にちやほやしてやるつもりだった。ロードはライナーの肩を揉もみながら欲しいものを買ってあげると囁ささやき、僕は空いたカップに紅茶を注いで彼を労いたわる。

　その状況にライナーは困惑しながらも、何とか声を出す。

「いや、なんか……。うちの姉様や兄様たちと全然違うぞ……。これ……」

　当然だ。僕たちがやっているのは平民の家族の関係で、貴族のものではない。

　だが、あえて僕たちはそうしている。貴族の養子として肩身の狭い思いをしてきたライナーを少しでも癒してあげたかった。

　――だが、問題が一つある。

　ロードはライナーだけでなく、僕にまでべたべたしてくるのだ。姉あね面づらをして。

「ふふーん！　かなみんも、お姉ちゃんに甘えていいんだよー！」

「困った。これだと僕とロードまで家族になってしまう」

「なんで、そこで嫌そうな顔!?　いーじゃん！　かなみんの妹の代わりとまでは言わないからさ！　少しはお姉ちゃんとして扱ってよ！」

「残念ながら、ライナーみたいな弟は欲しいが、おまえみたいな姉はいらないんだ……」

「知りたくなかった事実！　なんで!?　童わらわってば理想的なお姉ちゃんでしょ!?」

「料理一つできない姉とか、正直ありえない……」

「なんだとう！　そこまで言うなら、やってやる！　今日の夕食は童わらわに任せなさい!!」

　ぷんすかと怒りながらロードは、城の庭から厨ちゆう房ぼうに向かって走り出す。野菜を切るくらいしかできないくせに、本気で夕食を自分で作る気のようだ。

「ライナー、あの頼りない姉の世話をしてやってくれ」

「ちっ、仕方ないな……」

　ライナーを向かわせると、ロードは満面の笑みで歓迎した。姉弟で料理するというシチュエーションが嬉うれしいようだ。

　その様子を後ろから眺めつつ、ほっと一息をついて椅子に深く座る。

　ロードの『未練』を察することができず、ライナーの過去を詳しく聞く余裕もない僕だが、このくらいのことはできる。

　できるだけ、この三人で和わ気き藹あい々あいと楽しめる時間くらいを守ろうと思う。

　そして、なんとなくだが、少しだけロードの気持ちがわかった。

　確かに、こんな時間がずっと続くのも悪くないかもしれない。世界から隔絶された『ここ』ならば、いつまでも幸せに暮らせるだろう。間違いない。

　だが、その果てには何もないだろう。ロードは消えることなんてできないし、僕は妹と仲間を助けられないし、ライナーの歪ゆがんだ生き方は直らない。何も解決はしない。

　だから、僕は明日、絶対に迷宮に行く。地上に行って、僕を待っているみんなを助けたあと、アイドを『ここ』に連れてくる。そう心に誓う。

　――その日はロードの作った不出来な夕食を囲んで、夜遅くまで僕たちは談笑した。





◆◆◆◆◆






『ここ』での生活の三日目の朝がやってくる。





【ステータス】




名前：相あい川かわ渦か波なみ　HP293/293　MP945/945　クラス：探索者




レベル22

筋力12.55　体力14.12　技量18.57　速さ22.96　賢さ18.67　魔力38.34　素質6.21




先天スキル：剣術3.79

後天スキル：体術1.56　次元魔法5.27＋0.10　魔法戦闘0.73　感応3.56




編み物1.07　詐術1.34　鍛冶0.92　縫製0.68　神鉄鍛冶0.44






　今日までの仕事の甲か斐いあってか、順調にスキル『鍛冶』が育ってきている。

　体調とＭＰも万全だ。《ディフォルト》と《ディスタンスミュート》を使っても、そう簡単にＭＰ切れは起きないはずだ。

　予定通り、今日は迷宮に挑戦する。その旨を伝えるべく、僕は隣のベッドで眠っているライナーを起こして、説明をしていく。

「――は、早いな。もう挑戦できるのか？」

　ずっと僕を急せかしていたライナーだが、昨日の今日で準備が終わるとは思っていなかったようだ。驚きよう愕がくしつつ、僕に確認を取る。

「たぶん、いけるよ。新しい魔法が決まりさえすれば、一撃であの竜を倒せると思う」

「流石さすがだな、ジーク。……それで、その探索に僕は同行しなくてもいいのか？」

「今日は感触を試してくるだけだからいいよ」

「わかった。なら、今日はロードのやつを特に見ておく」

　ライナーは順調であることを喜び、絶対ロードに邪魔はさせないと宣言した。

　そして、僕たちは自室で今日の準備を行い、いつも通りライナーはロードの下に向かい、僕はレイナンドさんの家でなく迷宮に向かう。一応、撤退用に部屋へ《コネクション》を置いてからの出発だ。

　早朝の街中を歩き、街の端にある魔法の扉まで辿たどりつく。

　万全を期して《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》を展開したあと、六十六層に入っていく。

　――広がる空の世界。

　その空を支配するのは、雲よりも巨大で自由な風竜。

　僕は草原を歩いて、風竜の様子を見る。竜の頭から尻尾までを把握するだけで一苦労だ。まるで、鶯うぐいす色いろの天井が蠢うごめいてるように見える。

　何度見ても、真っ向勝負で勝てるヴィジョンが浮かばない。けれど、今日は反則を引っさげての挑戦だ。とりあえず、触れさえすれば無力化できるのだから勝算はある。

　風竜と戦うため、中央の螺ら旋せん階段を上がっていく。

　以前壊れてしまった階段は直っていた。迷宮内の造形物は一定時間が経たつと修復される。おそらく、魔力を使った『想起収束ドロツプ』の応用だろう。

　一段一段上りながら、戦闘のシミュレーションを頭の中で行う。予定では二回魔法を唱えるだけで勝負は決まるだろう。前もって最初に使う魔法《ディフォルト》を構築しながら、少しずつ六十五層に近づいていく。

　そして、あと少しで以前に襲われた高度まで達するというところで、空に浮かぶ太陽のような瞳と目が合った。

「……じゃあ、やろうか。エルフェンリーズ」

　決闘前の挨拶のように、僕は風竜の名前を呼んだ。同時に、空を埋め尽くしていた鶯色の巨体が、鼓膜を破るような雄たけびと共に落ちてくる。

「――――、――――――ッッ!!!!」

　風竜が選んだ攻撃は、以前と同じ全身凶器による体当たりだった。

　追随する『竜の風』も合わさり、台風そのものが押し寄せてきていると錯覚しそうになる。まさしく、災厄と並べられるに相応ふさわしい一撃だろう。

　落下してきた風竜の巨体が螺旋階段と接触する。

　爆発音と共に、一瞬にして僕の足場は砕け散った。

　以前の戦闘と全く同じ状況だ。風竜は体格差を活いかした突進が、自身の最大の攻撃であると理解しているのだろう。

　足場を失い、空中に放り出されながら考える。用意していた迎撃計画プランの中でも、一番やりやすいパターンだ。相手が単調攻撃をしかけてくるのなら、それを上回る単調攻撃をこちらも使うだけ。それを可能とする反則ちからが、いま僕にはある。

　その迎撃計画プランは単純だ。《ディフォルト》で空間の距離を縮めて、風竜の背中に乗る。続いて、無駄なく《ディスタンスミュート》で『魔石』を抜く。それだけでいい。

　突進で螺旋階段を崩した風竜は、空を旋回して帰ってくる。

　そして、宙で落下していく僕を見つけ、その山をも呑のみそうな顎を大きく開けた。砕けた階段の破片ごと僕を呑み込むつもりだ。

　そうはさせない。口の中に入る直前まで的を引きつけて、魔法を唱える。

「――魔法《ディフォルト》！」

　新しく覚えた次元魔法を使い、僕の上空の空間を圧縮する。次元属性の魔力に侵食されたことで、空は歪み、距離の概念が崩れていく。その結果、上空の空間が、さらに上へずれる。それに釣られて、僕の身体からだも上に持ち上がる。

　天高く打ち上げられる身体――それは物理法則全てを無視した魔法の跳躍だった。

　予備動作なんてものはない。瞬間移動にも似た移動技。それが魔法《ディフォルト》。

　これで風竜が僕を見失ってくれれば、話は楽だが……もちろん、そう簡単に話は進まない。風竜の太陽のような瞳が僕を見失ったのは一瞬だった。

『竜の風』の一部が頰を撫なでたのを感じたあと、すぐに風竜は首を上に持ち上げた。瞳に僕の身体を映し、また顎を開けて、呑み込まんと再飛ひ翔しようする。

「――魔法《フォーム》《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》《ディフォルト》!!」

　捕捉された場合の対応は、もう考えていた。

　千に及ぶ次元属性の泡を高速で生成し、空で弾はじけさせる。

　おそらく、風竜が僕の居場所を特定しているのは、瞳ではなく魔法だ。やつの『竜の風』が、僕の《ディメンション》のように感覚器官の代用を行っているのだろう。

　――ならば、その感覚器官を騙だませばいい。

《フォーム》の泡が世界を少しずつ侵食していき、風竜の魔法の感覚器官を狂わせていく。さらに、僕は《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》で、風竜の瞳と『竜の風』の動きを把握し、その認識の外を見つけて移動する。

　要は、いつもやっている技――人の視界から消えるやつの上級編だ。

「――――、――――――ッッ!!!?」

　風竜は見つけたはずの僕を見失い、明らかに戸惑っていた。

　そして、すぐに敵を再索敵するため、『竜の風』の領域を広範囲に拡大させた。

　広範囲……。つまり、遠くに意識を傾けてしまった。

　ならば僕は、その裏を搔かいて風竜の近くに魔法で飛ぶだけだ。

　こうして、当初の予定通り、気づかれずに風竜の背中に両足をつけることに成功する。

　無防備な背中が手の届くところにある。あとは小細工でなく、力技の出番だ。

　全魔力をこめるつもりで魔法を叫ぶ――！

「――魔法《ディスタンスミュート》!!」

　右腕が薄紫色に輝き、硬い鱗うろこを無視して風竜の背中に突き刺さった。

　魔導書の言葉を借りるならば、いま相川渦波の『領域』と風竜の『領域』が繫つながった。物理的に見れば、雲のような巨体を持つ風竜にとっては蚊に刺されたようなものだろう。ただ、魔法的に見れば、次元魔法使いアイカワカナミという凶悪な病原菌ウイルスが風竜に入り込んだ瞬間だ。

「――ッ!?　グッ、ガ、ガアアアアアァア[image: ]ア[image: ]――!!!!」

　いままで優雅に空を泳いでいた風竜の身体がよじれる。

　同時に、常人ならば耳から血を噴出させるほどの雄たけびが響いた。その上、六十六層に拡散していた『竜の風』が全て、風竜の身体まで戻ってきて、背中に張り付いている僕を剝がそうと吹き荒れる。

　負けじと僕は全身に魔力をこめる。『竜の咆ほう哮こう』と『竜の風』を身に食らっても、《ディスタンスミュート》だけは絶対に解除しない。

　いまにも腕が引きちぎれそうだった。やはり、ランク60の化け物ドラゴン。もし普通に戦っていれば、レベルが足りないという理由だけで圧殺されていたことだろう。

　だからこそ、このチャンスは逃せない。

　意識を右腕だけに集中させ、風竜の『領域』をまさぐり――探す。

　巨体であることなど関係ない。体積や距離も次元魔法使いには関係ない。

　これは『領域』と『領域』を交差させる魔法。『聖人ティアラ』が編み出し、『始祖カナミ』が完成させた最終で最高の魔法。

　ここに至ってはレベルの強弱なんて些さ細さいな問題は、とうに超越している。

「――魔法《ディスタンスミュート》！　抜き取れぇええええ!!」

　僕は風竜の魔石たましいを見つけ、摑つかみ、奪い、抜き盗とる。

「――ッガァアアァアアアアアア[image: ][image: ]ア[image: ]ア[image: ]!!!!」

　同時に肌を叩たたく震動が空を満たす。それは『竜の咆哮』なんて立派なものではなく、生の終わりを感じ取った生物のただの悲鳴だった。

　自らの魔石たましいを失ったモンスターが至る最期は一つだけだ。

　空を覆っていた巨体の全てが徐々に透明化していき、光に換わっていく。

　草原に光の雨が、ぱらぱらと降り注ぐ。たった一体の風竜の死が、魔力の雨テイアーレイという天候を生んだ。ランク60のモンスターの魔力がいかに濃いか、よくわかる光景だった。





【称号『天空の知友』を獲得しました】




技量に＋0.01の補正がつきます






『表示』を見つつ、風竜という足場を失った僕は落ちていく。落下の衝撃を避けるために、早めに《ディフォルト》を唱えて、地面に移動する。

　最後に、空から落ちてくる螺旋階段の破片をかわし、降り注ぐ光の雨を浴びた。

「……勝った」

　結局、戦闘時間は数秒ほどだった。破壊された螺旋階段の破片が空から落ちるよりも早くに勝負は終わった。

　魔法で幻惑し、背後を取り、魔石を抜く。これが新しい僕の戦い方のようだ。

　もはや、強いだけのモンスターに負けることはない。そう確信できる勝利だったが、一抹の虚むなしさがある。

　せっかくの剣と魔法の世界だというのに、裏技を使ってクリアしているみたいで少し気が引ける。けれど、いまはゲーム的な楽しみにこだわっている場合ではない。

　一刻も早く地上に戻るためならば、どんな反則だって使わないといけない。

　裏技の犠牲となった風竜に黙もく禱とうを捧ささげながら、手の中の魔石を『注視』する。





【ハイスカイベリル】




空を支配する魔力の集合体

最高位の風属性モンスターからドロップする






　僕の『表示』はハイスカイベリルという魔石を褒め称たたえていた。この最高位という文字が書かれている魔石ならば、ヴィアイシアでも価値はあるかもしれない。

「あとは経験値……」





【経験値：202345/135000】






　期待していたよりも得られた経験値が低い。一気に10レベルくらい上がるかもと夢見ていたので、少し残念だった。とはいえ、前進しているのは間違いないだろう。詰んでいると絶望していた頃に比べれば、遥はるかに気分は明るい。

　僕は戦闘終了後のステータス確認をしつつ、周囲を見回す。

　平原中央にあった螺旋階段が壊れてしまい、六十五層に上がることができない状態だ。

《ディフォルト》を駆使すれば上れないことはない。だが、出し惜しみなく戦ったため、残りＭＰは心こころ許もとない。この状態で未知の六十五層に挑戦するのは憚はばかられた。

　今日は風竜を倒せるとわかったことで満足しようと思う。これより先は、ライナーと一緒に行くべきだ。二人がかりならば先の戦いも、もっとＭＰを節約できるはずだし、僕のレベルアップも済ませておきたい。

「一度戻ろうか。まだ焦る段階じゃない」

　周囲に散らばっている瓦が礫れきの中から抜け出て、街に繫がっている《コネクション》に向かう。こうして、僕は見事、二度目の竜殺しを無事に果たしたのだった。





◆◆◆◆◆






　迷宮から帰った足で、直接レイナンドさんの工房を訪れる。ＭＰを自然回復させる時間も一切無駄にはできない。目的は一つ、新たな武具の入手だ。

「――ほう、『ハイスカイベリル』か。これならば、『ここ』でも一級品だ」

　風竜の魔石を見たレイナンドさんは、僕の『表示』と同じように手放しで褒め称えた。

『ここ』でも通用する魔石だとわかり、僕はガッツポーズをとる。そして、すぐに『ハイスカイベリル』を使った武具について考える。

『表示』で見る限り、属性は『風』だ。丁度、僕の仲間の属性と被かぶっている。

『クレセントペクトラズリ』のときのように、また剣にするのがいいかもしれない。

「レイナンドさん。できれば、これを使って仲間の騎士を強くしたいんですけど……」

「以前来たとき、一緒にいた子供のことだな。あいつは風魔法を使うのか？」

「はい。風魔法ばっかり使っているので、丁度いいかと思います」

「ふむ……。しかし、本気でいいものを作るならば、そいつの使っている装備全てを確認したいところだな。装備にもバランスというものがある」

　先日、全面協力を約束したおかげか、レイナンドさんは鍛冶師として全力を尽くしてくれる姿勢だった。この細かな注文は、本気になってくれている証拠だろう。

　ライナーが指輪などの魔法道具を使って戦う場面は何度も見てきた。もしかしたら、身体のいたるところに魔法道具を仕込んでいる可能性がある。これから作るものと隠し持っているものの効果が被ってしまっては、せっかくの魔石が無駄になる。

「ちょっとライナーに聞いてきます。ついでに、回収しておきたいものもありますし」

　確か、ライナーが愛用している魔剣『ルフ・ブリンガー』は折れたままだ。ローウェンの魔力のおかげで見た目は繫がっているように見えるが、あれの修復もやり直しておきたい。他の精神汚染武具たちを修復できた以上、あの魔剣も問題ないはずだ。

「よし、今日は坊主の相方の強化だな。すぐに行ってこい」

　僕たちの強化はロードの救済に直結しているためか、レイナンドさんは嬉うれしそうに急せかした。すぐに僕はレイナンドさんの家を出て、《ディメンション》を街の中に広げる。

　昨日と同じく、変わり映えのない緑色の街が広がっている。

　ヴィアイシアの平穏の再現は今日も問題なく機能しているようだ。

《ディメンション》の感覚は日に日に鋭くなっている。すぐにロードと一緒に草木を剪せん定ていしているライナーの姿を見つけた。昨日の豪邸とは違い、今日は一般路の飛び出た枝を整えているところだった。

　この国、ヴィアイシアには自然を利用したオブジェが多い。

　例えば、左右に高さ四メートルほどの木が立ち並ぶことで生まれた緑のトンネル。雨を弾くほど完璧ではないトンネルだが、木漏れ日が薄らと入り込み、幻想的な光景をくぐる者に見せてくれる。他には、大樹の上に建つ家屋や、そこに続く太い幹の階段。宝石や鉄どころか、石材すら使われていない。どこを見ても、緑ばかりだ。それでも、鬱うつ蒼そうと感じないのは庭師であるロードの力だろう。どこを歩いても日の光を浴びられるように、計算された剪定が街の木々になされている。

　そして、いま丁度、街の街路樹の枝を高枝切りバサミでパチパチと落とすロードを、目で見つける。助手のライナーは、それを拾い集めていた。僕が姿を現すと、まずロードが仕事の手を止めて反応する。

「……ん？　あれ、かなみんだ。鍛冶場での仕事はどうしたの？」

「あー、ちょっと頑張りすぎてね。修理するものがなくなったから、休みになったんだ」

　前もって用意していた言葉を返す。

　僕が自由であるとわかったロードは、高枝切りバサミを見せながら誘う。

「へー。じゃあ、童わらわたちと一緒に働く？」

「いや、いいよ。空いた時間は、レイナンドさんから鍛冶を教わろうと思ってるんだ。ロードに言われた通り、装備から見直したいからね」

「あ、本当に装備から作り直すんだ」

「魔法を覚えて強くなったライナーの装備を、鍛冶を覚えた僕がさらに強くする。綺き麗れいな役割分担だろ？　というわけで、ライナーのサイズを測りに来たんだ。あと、いま持ってる装備も、ちょっと貸して欲しい」

「ふーん、そういうことかー。じゃあ、ちゃちゃっと終わらせちゃってよ」

　唐突な提案だったが、ロードは何の疑問もなく許可した。ライナーも同様だった。

　僕に言われるがままに身に着けていた装備を出し、《ディメンション》で採寸を受けていく。最後に、ライナーが愛用している魔剣について聞く。

「あ、ライナー。この『ルフ・ブリンガー』、少し手を加えてもいい？」

「……ジークが思うようにやってくれ。全部任せる」

　本当に僕を信頼し切っているようだ。僕に任せておけば、何もかも安泰だと思っているのが表情からわかる。その信頼に応えるべく、「ありがとう」と大きく頷うなずき返した。

「じゃあさあー。街の修理品が溜たまるまで、かなみんは休みなの？」

「ああ、明日も休みだと思う」

「じゃあさじゃあさっ！　明日は三人でさ、ピクニックにでも行こうよ！　こっちの仕事も休みにするからさ！」

　ロードは名案だと言わんばかりに、はしゃいでみせた。その彼女の無邪気な視線が痛い。本当に僕が休みだと信じていて、それを三人で楽しもうとしている。当然だが、それに付き合うことはできない。いまとなっては地上への帰還はロードのためでもある。

「いや、今日は迷宮攻略の準備をして、明日はライナーと一緒に迷宮へ挑戦しようかなって思ってるんだ」

「え、えぇー……。もう迷宮リベンジ？　あんなにボロ負けしたのに？」

「別にボロ負けはしてないだろ。悪いけど、今日できるやつを明日実践で試したいんだ」

「う、うーん。まあ、二人は迷宮攻略が本業なのは知ってるしね……。仕方ない。ライナーも行ってきていいよ。どうせ、エルフェンリーズちゃんに負けるだろうし！」

　そのエルフェンリーズを倒せたから、いまライナーを誘っているわけだが……。

　やはり、ロードを警戒し、進行状況を隠し続けるのは気が引ける。

　けれど、心の中で「あとで絶対に助ける」と誓いながら、当初の方針を取り続ける。

「そっか……。明日は一人かぁ……」

　本人は無意識だろうが、逐一こっちの心が痛む言葉をロードは繰り返していく。

「そ、それじゃあ、ライナー……。ちょっと装備借りてくから……！」

　ロードから逃げるように、この場を去っていく。彼女と顔を合わす度にこんな気持ちになるのだと思うと、地上に戻りたいという気持ちは一層と強くなる。

　一秒でも早く迷宮攻略をするため、レイナンドさんのところに駆け戻る。

「――戻りました！」

　工房に帰ってくると同時に、ライナーの装備品をテーブルに広げる。

　ただ、それを眺めるレイナンドさんの表情は厳しかった。

「これは酷ひどいな……」

　その理由は、物が劣悪だからというわけではなさそうだった。

　一つ一つ手に取っていき、眉間の皺しわを深くしていく。

「魔力増幅用の指輪に魔力爆発用の指輪……。こっちは強制加速用か……？　なんにせよ、まともな思考をしておらんな……」

「そんなに酷いんですか？」

「こいつは帰ってくることを考えておらん。敵と一緒に死ぬつもりとしか思えん装備だ」

　武具に詳しいレイナンドさんから見ると、自殺道具にしか見えなかったようだ。

「あー、あいつらしいですね……」

「そこで、らしいという言葉が出てくるのか……。早急に、どうにかせんといかんな」

　ライナーの所業に慣れてきている僕は平気だったが、レイナンドさんは愕がく然ぜんとしつつ、妙な使命感を見せた。これも鍛冶師の矜きよう持じなのだろうか。

「こんな自爆用の魔法道具に頼らなくても済むように、いい武器を持たせてやらんとな。まずは、この剣からやるか」

　ライナーがメインで使っている魔剣『ルフ・ブリンガー』に目をつける。

　迷宮で見つけたものの中でも、最も凶悪な一品だ。あのとき、隣にスノウがいなければ、こいつに僕は精神汚染されていた可能性がある。だが、その厄介な能力に見合うだけの切れ味を備えている。流石さすがは千年前の魔剣と言ったところだ。

「いい腕をしておるな。しかし、この剣を作ったのは誰だ？　『神鉄鍛冶』の技術なしに、ここまでいいものを作れるやつらならば、わしが知っているはずだが……」

　レイナンドさんに心当たりはないらしい。おそらく、千年前は千年前でも、レイナンドさんが死んだあとに生まれた剣なのかもしれない。

「それは僕にもわかりませんね……。迷宮で拾っただけなので……」

「まあいい。とりあえず、坊主が持ってきた『ハイスカイベリル』を使って、この『ルフ・ブリンガー』を修復、強化するぞ」

「了解です。……しかし、魔石でパワーアップかぁ。ふふっ」

　なんでだろう。すごいわくわくする。

　こう、なんというか……。一度折れた名剣が直るというシチュエーションに、僕は弱いのかもしれない。ゲーム好きの一面が浮かんできていると、自分でわかる。

　いつか、僕の宝剣ローウェンも強敵相手に折れてもらい、スキル『鍛冶』で直したいところだ。ラスティアラではないが、そのイベントを通っただけで強くなれる気がする。

「難しそうな作業になりそうですが、僕の手伝いは要りますか？」

「そうだな……。確かに、この魔石を使った修復だけは失敗したくはないな。こっちは、わしだけに任せてもらおうか。坊主は昨日のやつを仕上げていってくれ」

「わかりました」

　役割分担をして、各々が鍛冶に取り掛かる。先ほどの迷宮挑戦には一時間もかかっていなかったので、今日もじっくりと鍛冶に集中することができそうだ。

　消費したＭＰを自然回復していく時間を使って、昨日新生した『ヘルヴィルシャイン家の聖双剣』『コールアウター』『アルルコンフェイス』に仕上げの研磨とメッキをかけていく。その一個一個が、明日からの迷宮攻略に直結するものばかりだ。僕は体力のペース配分も忘れて、夢中になって槌つちを振るっていく。そして、夕方に入ったところで、休みなく『ルフ・ブリンガー』と向き合っていたレイナンドさんは完成を宣言する。

「――ふう。終わったぞ、坊主。風魔法の耐性がありつつ、風魔法を使ったときの身体からだの負担を減らしてくれる剣だ。風竜を相手にする風魔法使いにとって、これ以上のものはないはずだ」

　大量の汗を額に垂らしたレイナンドさんが一本の剣を僕に見せてくれる。

　かつては禍まが々まがしかった魔剣が、淡く優しい翠みどりの魔力光を放ち生まれ変わっていた。





【シルフ・ルフ・ブリンガー】




攻撃力11

装備者の風魔法＋0.50

装備者の風属性魔法の魔力消費量に－33%の補正

装備者の風属性耐性に＋40%の補正






　名前も『ルフ・ブリンガー』から『シルフ・ルフ・ブリンガー』に変わっていた。『表示』から見ても、全く別物であると感じたようだ。

「すごい……」

　たった一日で僕の持つ『クレセントペクトラズリの直剣』に匹敵するものを、レイナンドさんは作製した。その仕事の見事さとスピードに僕は感嘆する。

「坊主の担当していた武具の仕上げも完璧だな。……よし。これで装備は一式揃そろったな」

　続いて、僕が一日かけて磨き上げた武具たちもチェックして、全ての準備が終わったことを宣言する。これで装備面は問題ないだろう。朝には、竜の攻略法も確立した。これで本格的に迷宮攻略を始められる。

「ありがとうございます、レイナンドさん。明日、行ける所まで行こうと思います」

「うむ。気をつけろよ」

　本当にレイナンドさんにはお世話になった。お金や武具だけでなく、情報面でも非常に助かった。そのお礼に、必ず地上へ辿たどりつき、アイドをここに連れてくることを誓う。

　僕とレイナンドさんは互いの拳を突き合わせて、他に多くのことは語らず、アイコンタクトで意思疎通し、別れた。工房で得た『シルフ・ルフ・ブリンガー』たち武具一式を『持ち物』に入れて、駆け足で魔王城に戻っていく。

　昨日より少し帰る時間が遅れている。おそらく、もうロードとライナーは庭師の仕事を終えて、先に城へ戻っているはずだ。

　そして、昨日と変わらない街並みを歩き、昨日と変わらない声をかけられ、辿りついた城の自室には、夕食の料理を並べ終えた二人が待っていた。

「おっかえりー、かなみんー！」

「今日は遅かったな、ジーク」

　迎え入れられ、僕は笑顔で「ただいま」と返す。昨日と同じように、夕食を食べるためにテーブルに着く。その日は他に、これといった特別なことはなかった。昨夜と同じように軽く談笑し、夕食を食べて魔法の訓練をして、そのままロードは帰っていった。

　彼女を見送ったあとに、僕はライナーに新しく手に入れた武具たちを見せて、準備が万端であることを伝えた。ついでに、風竜を倒したことで溜まった経験値を消化して、僕のレベルアップを行う。その途中、ボーナスポイントという言葉が目についた。





【ボーナスポイント】ボーナスポイントを１獲得しました




【スキルポイント】スキルポイントを１獲得しました






　本当に好きだな、こういうの……。

　苦笑してしまう。『世界奉還陣』で過去の記憶を見たおかげで、このシステムを作ったのは自分であるとわかっている。おそらく、『魔力変換レベルアツプ』の応用で、余った魔力を臨機応変にどこにでも継ぎ足せるようにしたのだろう。その発想はわかるが、間違いなく個人的な趣味が暴走しているのがわかるシステムだ。

　幼い頃の失敗を思い出す気分で、僕はポイントを『魔力』と『次元魔法』に注ぎ込んだ。あとはライナーと明日の予定を相談して、今日という一日は終わりだ。

　しっかりと今日の風竜との戦いの詳細を伝え、明日の戦法を練った。

　もちろん、もう深夜の魔法訓練はしない。体調を整えることに集中だ。

　――準備は十分だ。魔法の種類は増え、道具も装備も整い、レベルも上がった。

　六十六層は偵察済み――どころか、一度風竜を倒して、その魔石でライナーの剣の強化を行った。これ以上ないくらい万端だろう。

　相談の果て、明日は六十層まで行こうと目標を設定し、僕たちは眠りについた。

　こうして、地下生活の三日目は過ぎ、四日目の朝を迎えていく。





◆◆◆◆◆






　目を覚ました僕たちは、自室に《コネクション》を置いて出発する。

　早朝で人の少ないヴィアイシアの街を歩き、迷宮の六十六層に続く扉の前で一旦立ち止まり、最終確認を行っていく。

「ライナー、扉に入ると同時に作戦決行だ。タイミングを間違えるなよ」

「わかってる。ジークの用意してくれた剣のおかげで、風魔法の調子がいい」

　そう言って、ライナーは双剣を抜いてみせた。

　その右手には風魔法を強化する新生した剣『シルフ・ルフ・ブリンガー』。

　左手には水晶魔法を操れる守護者ガーデイアンの剣『アレイス家の宝剣ローウェン』。

　そして、スキル『神鉄鍛冶』によって再生した千年前の軽かる兜かぶと『アルルコンフェイス』と胸当て『コールアウター』。まさしく、現段階の最強装備だろう。

　ちなみに、僕の装備は『クレセントペクトラズリの直剣』と二種類のタリスマンだけだ。昨夜話し合った結果、真っ向勝負するのはライナーの役目になったので、こういう配分となった。僕の攻撃手段は不意打ちからの《ディスタンスミュート》だけだ。正直、攻撃力も防御力も必要としていないのだ。

　探索のメインはライナー。サブで僕が魔法のサポートをする形だ。

　職業クラスで言えば、ナイトのライナーが前衛で、スカウトの僕が後衛と言ったところだろうか。氷結属性の才能を失い、攻撃手段が減ったので仕方ない配置だ。

「よし、行くぞ。ライナー」

「ああ、いつでもいい」

　最終確認を終えた僕は、扉に手をかける。

　そのとき、僅かな違和感を覚え、ふとヴィアイシアの街の空を見上げる。いつも通りの黒い空だ。だが、色ではなく、他のところに違いを感じた。空が揺らいでいるように見える。まるで嵐の前日に激動する雲のように、黒い空が不自然に動いていた。

「どうした、ジーク？」

　扉を手をかけたまま動かない僕を見て、ライナーは疑問の声をあげる。

「いや、ちょっと空が変だなと思って……」

「ここの空は最初から変だろ？」

「そうだけど……」

　ライナーも僕と同じように空を見上げた。しかし、僕と違って違和感があるとまでは思わなかったようだ。気にしすぎだと思い、上げていた顔を戻して扉に向け直す。

「ごめん、変なこと言って。それよりも、いまは迷宮だね」

「……ジーク。もしかして、緊張してるのか？」

「そりゃするよ。一回でも間違えたら、そこで人生終了なんだから」

　どこかの趣味全開の迷宮製作者のせいでゲームのような真ま似ねばかり続いているが、この戦いにやり直しリセツトボタンはない。セーブもロードもない。緊張しないはずがない。

「へえ、ジークでも緊張するんだな……」

「昔は『始祖』だったとか言われても、僕はただの人間だよ。それも臆病な」

「……そうか」

　僕が等身大の人間であることを伝えたのを最後に、無駄話を終える。

「それじゃあ、今度こそ行こう……!!」

　そして、「三、二、一……」とカウントダウンをしたあと、扉を勢いよく開け放ち、僕たちは駆け出した。

　六十六層の開放的な空間に入ったのと同時に、すぐ二手に分かれる。

　僕は次元魔法を構築しつつ、ライナーは風魔法を構築しながら全力疾走だ。

　当然、上空の風竜は僕たちの存在に気づく。だが、まだ動かない。

　風竜の行動は単純だ。六十五層に上ろうとして近づいてきたものを迎撃するだけ。

　しかし、僕たちは六十五層の螺ら旋せん階段を壊したくない。あれがなくなると、無駄なＭＰを消費せざるを得なくなるからだ。なので、螺旋階段から遠いところで勝負を決める計画を立ててきた。上う手まく行けば、昨日と同じように一撃で終わる。

「――『空から導かれる道』『天へと続く道』――！」

　ライナーはロードから教わった軽い『詠唱』を口ずさみ、周囲の風を支配下に置いていく。魔法構築が進むにつれて、六十六層の風が歪ゆがんでいく。

　その魔力の濃度は、かつてのライナーとは比較にならないほど濃い。

　いままでライナーは風魔法を補助として使ってきた。あくまでメインの攻撃を剣にしてきたのは、単純に風魔法では攻撃力が足りなかったからだ。

　しかし、いまのライナーは違う。ワイスさんの魂を受け継いでレベルが上昇し、魔力量は跳ね上がった。守護者ガーデイアンアイドとロードに魔法を師事し、『詠唱』という技術を身につけ、風魔法を補強する魔剣を手に入れた。

　あらゆる要素が絡み合い、彼の風魔法は何段も上の次元に至っていく。

「――『吼ほえ唸うなれ、千の大剣よ』！」

　千年前の大魔法が蘇よみがえる。塔のような風の大剣が生成され、平原に数え切れないほど立ち並ぶ。見晴らしのよかった六十六層に、剣の森が一つ生まれたかのような光景だった。

「――風魔法《タウズシュス・ワインド》!!」

　そして、ライナーの口から魔法名が告げられた。発射台から飛び立つミサイルのように、風の大剣たちが順に空へ駆け上っていく。

「――――、――――――ッッ!!!!」

　放たれたライナーの魔法を感じ、風竜は迎撃に移った。

　雄たけびと共に『竜の風』を発生させて、防御壁を作る。

　魔法と魔法。風の壁と風の大剣がぶつかり合い、せめぎ合い、空を歪ませた。

　だが、それでもライナーの魔法は、風竜の生んだ風の壁を貫くことはできていなかった。確かに、彼の魔法は格段に強くなった。だが、それでもランク67のモンスターは、その上を行っている。

　風の大剣たちが風の壁にぶち当たって次々と消えていく中、僕とライナーは予定通りであることを笑う。風竜の作製した風の壁は、下方に向けてしか作られていなかった。意識が完全に地上のライナーに向けられている。そこが狙い目だ。

「――魔法《ディフォルト》《ディスタンスミュート》!!」

　僕は魔法の衝突を確認したあと、ライナーの遠くで魔法を唱えて跳躍し、がら空きの風竜の背中に移動する。さらに間髪入れず、紫色に発光する右腕を突き刺す。

　あとは以前と同じ手順を踏むだけだった。今度は完全に思慮外からの一撃だ。

　抗あらがう時間など与えることなく、僕は風竜から魔石を抜き取ることに成功する。

「――ッグ、――ガアアアアア[image: ][image: ]ア[image: ][image: ]ア!!!!」

　二度目の断末魔の咆ほう哮こうと共に、風竜は光となって消えていく。同時に僕の身体からだが空に放り出されてしまうが、不安は一つもない。

「――《ワインド》」

　下で待っていたライナーが魔法で風のクッションを作る。いつかのスプーン浮かしと同じ原理だ。その巧みな魔力操作のおかげで、僕は無傷で地面に足をつける。

「ありがとう、ライナー」

「……作戦成功だな。色々と不測の事態に備えてたけど、すんなりと上手くいった」

「魔法の相性のおかげだね。まあ、《ディスタンスミュート》も《タウズシュス・ワインド》も風竜用に身につけた魔法だから、よく効くのは当然だけど」

　僕たちは成果を確認しながら、『ハイスカイベリル』を拾い、草原を進み、無傷の中央螺旋階段を上り始める。その途中、きっちりと消費したＭＰを確認していく。

　今回使った魔法は《タウズシュス・ワインド》《ディフォルト》《ディスタンスミュート》が一回ずつ。僕のＭＰ消費量は二百程度、ライナーは五十程度だ。たったこれだけの消費で、安定して六十六層を突破できるとわかったのは大きい。

　その数字を頭の中に記しながら、螺旋階段を上り切り、六十五層の手前で足を止める。

「――《ディメンション》」

　突入前に次元魔法を広げていく。六十五層に入った瞬間、風竜のような大型モンスターに襲われるのを防ぐためだ。しかし、その心配はいらなそうだった。

　六十五層の造りは、六十六層とまるで違ったからだ。

　六十六層は『空』と呼称するほどに、がらんどうな層だった。

　それに対して、六十五層は詰まりに詰まっている。下地となっているのは六十六層と同じ『空』だが、いま僕たちが足をつけている螺旋階段と同じものが縦横無尽に張り巡らされているのだ。もちろん、その階段の形状は螺旋だけではない。

　縦横斜め方向に真っ直すぐ伸びる階段もあれば、曲線を描いた階段もある。

　入り組んだ階段の集合が、歪んだジャングルジムのような迷路を演出していた。

　その立体的な迷路をまともに歩けば、日が暮れるのは間違いないだろう。とはいえ、僕には《ディメンション》による問答無用の索敵能力があるので、まず迷うことはない。階段から階段に飛び移ってショートカットを繰り返せば、すぐ次の層に辿たどりつける。

　ただ、そこらじゅうに飛んでいるモンスターたちを無視できればの話だが……。

「次は階段だけで作られた立体迷路みたいだね。道自体は問題ないんだけど、周囲を飛び回るモンスターが怖いなぁ……」

「どんなモンスターがいるんだ？」

　まず『注視』することで名称を確認する。





【モンスター】リザードフライア：ランク61






　ハエのような羽を目視できない速度で動かし、自由自在に空を徘はい徊かいするトカゲがいた。

　体長は一メートルほど。風竜エルフェンリーズと比べると、かなり小型だ。

　だが、油断はできない。なにせ、ランクは変わらず六十台。しかも、ぱっと感じたところ、直径一キロメートルの範囲内に十匹は飛んでいる。六十五層のどこをどう歩こうとも、絶対にリザードフライアに見つかるだろう。

「空飛ぶトカゲが一杯だね。特徴はないけど、ランクがすごく高い」

「外見から強さは測れないか。なら、まずは一匹だけと真っ向から戦ってみないか？」

「んー、それしかないか……」

　僕とライナーは臨戦態勢で六十五層に踏み入る。

　視界の中に敵はいない。構造上、隙間だらけの階層だが、階段が入り組みすぎているため遠くの様子はわからないのだ。すぐに僕は《ディメンション》で単独で飛んでいるリザードフライアを一匹だけ捕捉し、二人で襲いかかりに動く。

「合わせろ、ライナー！」

「わかってる！」

　ふわふわと飛んでいたリザードフライアに、挟み込む形で剣を振るった。

　その剣けん閃せんは鋭い。なにせ、僕もライナーも地上では『剣聖』と肩を並べられる腕前だ。そして、扱う剣の数は違えど、流派は同じ。呼吸は完全に重なっていた。

　およそ、生物には避けられない太刀が三閃――だというのに、それをリザードフライアは、ふらりと軽く避けて見せた。当然、僕たちは驚きの声をあげる。

「えっ？」

「な――!?」

　敵の動きが特別速いわけではない。しかし、木の葉を落ちるかのように自然な動きで、三つの刃の間を綺き麗れいに縫った。それは軽い羽毛が、速過ぎる剣圧に押されたかのようにも見えた。しかし、それはありえない。

　僕もライナーも、スキル『剣術』の値を見れば、達人の域だ。落ちる木の葉や羽毛程度ならば、容易に切れる。つまり、リザードフライアは剣圧を利用して避けたのではない。剣を三つ、目で確認してから、身体を動かして避けたということだ。

「こ、こいつ――！」

　それに気づいた僕は、敵が遥はるか格上であることを直感する。

　おそらく、ステータスの速さに絶望的な差がある。しかし、リザードフライアは僕たちに考える間を与えることなく反撃に出てくる。狙うのは正面にいた僕だった。その動きもまた、木の葉が落ちるのに似たゆらりとした動きだった。

　僕は剣を払って追い返そうとする。だが、それをリザードフライアは必要最低限の動きで避ける。また、ふらりと――

「や、やば――！」

　悪態をつき終える前に、リザードフライアは懐に潜り込んできて、その薄く鋭い羽を僕の肩に触れさせた。

　相手が守護者ガーデイアンだろうと、そう易やす々やすと触れさせることはなかった僕の身体が裂かれる。

　痛みはなかった。紙の端で指を切ったかのように、抵抗なく肉が裂けた。肩の傷の深さは二センチほど。もし手を狙われていたら、指二本は切断される深さだった。動脈まで達した傷から、鮮血が噴出する。背筋が凍るのと同時に、恐怖に駆られて叫ぶ。

「ライナァアア――!!　いますぐっ、こいつを吹き飛ばしてくれ!!」

　あと少し僕の反応が遅かったら、腕を落とされていた。

　それもあっけなく。たったの一呼吸で。

　その事実にライナーも気づいたのだろう。大量の魔力を消費した風魔法を放つ。

「――《ゼーア・ワインド》!!」

　突風が襲いかかる。羽を使って空を飛ぶものならば、絶対に無視することはできない風の奔流だ。ゆえに僕もライナーも安心していた。ひとまずは距離を取れると。

　だが、その予期は裏切られる。

　ぶうん、と。

　リザードフライアは羽を動かして、音を鳴らした。それは言葉になっていなかったが、リザードフライアの声――『詠唱』であり、魔法の宣言だった。《ディメンション》が敵の魔力構築を感じ取っていたため、それを僕は理解できた。

　リザードフライアの羽から柔らかい風が発生する。

　そして、ライナーの《ゼーア・ワインド》が『魔法相殺カウンターマジツク』される。彼の渾こん身しんの風魔法が、あっさりと搔かき消された。それを見た僕は迷いなく指示する。

「――勝てない!!　退ひこう!!」

「りょ、了解!!」

　二人でリザードフライアから距離を取ろうと、大きく後退する。

　しかし、それを敵は許してくれない。僕たちの獣より速いバックステップに、リザードフライアは容易についてきた。その動きだけは落ちる木の葉でなく、ハエを想起させる加速だった。その緩急ついた動きに驚き、反射的に僕は剣を振るう。

　しかし、当たらない。あざ笑うかのように剣閃の横を綺麗に縫って、また僕の身体を裂こうとリザードフライアは再度襲いかかってくる。《ディメンション・決戦演算グラデイエイト》によって、なまじ見えるから恐ろしい。あと数瞬の後、僕の胴体は真っ二つになる。

「――《ゼーア・ワインド》!!」

　見かねた隣のライナーが、咄とつ嗟さに追加の魔法を放った。

　乱雑な魔法構築だったが、マジックアイテムである指輪を一つ消費することで、なんとか突風の攻撃魔法としての体をなした。

　その魔法に対し、またリザードフライアは羽を鳴らして魔力を練る。

　ここで重要なのは、その間、リザードフライアは静止しているということだった。

　羽を振動させて『魔法相殺カウンターマジツク』を構築しているからだろう。

　おそらく、こいつは移動と『魔法相殺カウンターマジツク』が同時にできない。

「ライナー！　そのまま、絶え間なく魔法を撃て！　強くなくてもいい!!」

「ああ！――《ワインド》《ワインド》《ワインド》ッ!!」

　リザードフライアの動きを縛ろうとする風が、何重にもなって吹き荒れる。それを敵は律儀に全て『魔法相殺カウンターマジツク』しようとして羽を鳴らした。

　完全に敵の動きが止まった。その隙を突いて、僕たちは全力で逃げる。六十六層の螺ら旋せん階段の上まで戻り、リザードフライアを振り切ったのを確認し、僕たちはへたりこむ。

「はぁっ、はぁっ――！　か、肩が……。死ぬところだった……!!」

「なんだあいつ……。まるで、攻撃が通じない……」

　たった数秒の戦いだったというのに、息切れが止まらない。

　心臓が地鳴りのような音を鳴らし、冷や汗が零こぼれ落ちる。

「ライナーのおかげで助かった……。いなかったら、死んでたかもしれない」

「いや、もっと早く反応できたらよかったんだが……。見た目に騙だまされた……」

　そして、数分後。呼吸を整えた僕たちは、攻略方法を考えていく。

「……あいつ、回避に特化したモンスターかな？　ライナー、どう思う？　たぶん、剣のほうは単純に見てから避けられてる。身のこなしが速い以上に、動体視力が異常だ。僕たちの剣による防御も、見てからすり抜けてるっぽい」

「ああ、そうとしか思えなかった。で、安易な魔法は即無効化か。たぶん、大きな魔法を使おうとしても、邪魔してくるな。その上、あの速さだ。もし大きな魔法に成功したとしても、普通に避けられる可能性が高い」

「鉄壁だね。あと、僕の肩を軽く裂いた攻撃力もあなどれない」

「傷は早めに治しておこう。――魔法《キュアフール》」

「ありがとう、ライナー……」

「ああ……」

　リザードフライアの強さの分析と肩の治療が終わったところで、僕たちは無言になる。

　ならざるを得なかった。単純にスペック負けしている。そして、今度は《ディスタンスミュート》の裏技が通用しないのが痛い。なにせ、触ることすらできないのだ。

　敵の圧倒的な強さを前に、自然と顔が強こわ張ばる。

　ライナーも僕と同様の顔をしている。無言のまま、数分ほど過ぎていく。

　その静寂を先に破ったのはライナーだった。

「ジーク、そろそろまずい。確か、一時間ほどでボスモンスターは迷宮に再召喚されるはずだ。この六十六層の風竜が復活するまでに動かないと」

「……六十五層は逃走を中心に進もう。これが無理そうなら、また準備し直しだ」

「わかった」

「作戦は単純。この六十六層から六十四層までの最短ルートを《ディメンション》で把握して、あとは突っ走る。近寄ってくるリザードフライアはライナーが風魔法で牽けん制せいして止める。不測の事態が起これば、即撤退。未確認のモンスターと接触しても、即撤退。これで行こう」

　その戦う気ゼロのプランに、ライナーは頷うなずいて同意した。

　それを確認したあと、すぐに僕は魔法を唱える。

「――魔法《ディメンション・多重展開マルチプル》！」

　迷宮全てを満たすつもりで、次元属性の魔力を上層に向けて展開する。

　その無作法な魔力の侵略に反応して、六十五層のリザードフライアたちが『魔法相殺カウンターマジツク』を行おうとする。どうやら、濃い《ディメンション》にも反応するようだ。

　空間把握に障害が出たものの、これはいい情報だ。敵の足止めの手段が一つ増えた。

『魔法相殺カウンターマジツク』のせいで、六十五層に点在するリザードフライアの周辺は把握できなくなる。しかし、敵たちを避けて、さらに奥まで《ディメンション・多重展開マルチプル》を伸ばすことはできる。なんとか僕は、六十四層に続く階段――いや、大穴を見つける。

　そこまでの最短ルートは、すぐ導き出せた。ただ、そのルートを進む場合、最低でも数匹のリザードフライアと遭遇することになる。

「よし、道は見えた。……ライナー、全力で走れよ？」

「これでも風の騎士だ。速さには自信がある」

「じゃあ、行こう……!!」

　お互いに覚悟を済ませたあと、また同時に駆け出した。

　いや、駆けるとは少し違う。階段を階段として使わず、跳躍の足場として運用し、ゴールまでの道のりを短縮する。当然、その強引な疾走によって、周囲のモンスターたちが僕たちの存在に気づいた。低階層のモンスターと比べると反応できる範囲が広い。

「ライナー、後方から二匹来る！」

「わかった！」

　タイミングを一度でも間違えれば、身体からだのどこかを切断されるかもしれない。ただのモンスターを相手しているとは思えないほどの緊張の中、僕たちは魔法を構築する。

　後方から二匹のリザードフライアが、障害物である階段の間を縫って急接近してくる。その自由自在で立体的な動きに驚きながらも、何とかタイミングを合わせていく。

「――《ディメンション》！」

「――《ワインド》！」

　僕は索敵魔法を一点に集中させ、ライナーは風魔法を凝縮して放つ。

　両方とも大したことのない魔法だ。だが、その魔力の密度だけは無視できないほど濃い。リザードフライアの動きが、僕たちに届く直前でぴたりと止まった。

　濃い魔力を感知したからだろう。その羽を追跡ではなく、魔法の迎撃に集中させた。

「よし！　このまま魔法を当てつつ、逃げよう!!」

「わかってる!!」

　相手は動けないが、安全を優先して逃走一択だ。

　敵から逃げるため、全力で立体迷路を駆け上がっていく。

　ただ、先の二匹は置き去りにできたものの、進む先にもたくさんのリザードフライアが待ち構えていた。リザードフライアによる心臓に悪い襲撃は、まだまだ終わらない。

「――《ディメンション・多重展開マルチプル》！」

「――《ワインド》《ワインド》《ワインド》！」

　敵襲の数は増えるばかりだ。次第に僕たちの魔法も余裕がなくなっていく。

　リザードフライアの襲撃タイミングは《ディメンション》で感知できているとはいえ、それでも四方八方から急接近してくる敵は怖い。

　弾丸の雨の中を走っている感覚だ。

　止め処どなく流れる冷や汗と共に、全ての敵を順に静止させていく。

　そして、その数分後。僕たちに追い縋すがってくるリザードフライアの数は溜たまりに溜まり、二桁に達していた。いくら静止させようとも、途中で魔法で束縛するのをやめれば、また追いかけてくるのだから、数が膨らんでいくのは当然だった。

　しかし、その全力の逃走の甲か斐いあってか、あと少しで六十四層に辿たどりつけるところまでやってくる。先にある六十四層を《ディメンション》で確認したところ、待ち構えているモンスターはいない。そのまま飛び込むつもりで、僕たちは全力で逃げ続け――

「ジーク、最後だ！　合わせてくれ！――《イクス・ワインド》!!」

　後方で風が破裂した。その魔法の効果を僕は知っている。そして、その魔法の無茶苦茶な運用方法も知っている。爆発に合わせて、僕たちは推進力を得た。あと一息というところで使うには最高の魔法だった。そのライナーの上う手まい魔法選択によって、僕たちは六十四層に続く天井の穴に入っていく。

　そして、層と層を跨またいだことで、追いかけてきていたリザードフライアたちの足が全て止まった。どうやら、低階層でのルールは深層でも通用するようだ。

　モンスターは層を跨いで行動できないというルールを作った自分に感謝しながら、六十四層で息をつく。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　息切れの中、僕とライナーは無言で弱々しいハイタッチをかわした。





◆◆◆◆◆






　六十四層は、先の二層と比べると比較的まともだった。

　天井が異様に高いものの、普通に石造りの回廊が続いている。そのいつもの回廊に感激を覚えながら、僕たちは息を整えつつ歩く。少し気になるとすれば、風通しがよすぎるところだろうか。先ほどから、肌寒く感じるほどの涼しい風が吹き続けている。

「はあ……。やっといつもの回廊になったけど、視界が悪いから《ディメンション》は必須だね。ちなみに近くにいるふわふわした気体みたいなモンスター……たぶん、これ剣が効かない系な気がする」

　六十四層には薄緑色に発光する気体のモンスターが徘はい徊かいしていた。地に足をつけておらず、亡霊のように空中を飛んでいるものがほとんどだ。





【モンスター】グリーンハイエレメント：ランク65






「ああ、学院で習ったことがあるな。精霊エレメント系ってやつか。僕が知ってるのは十五層あたりの炎のエレメントだけだ。ジークは他のエレメントと戦ったことはあるのか？」

「ないかな。探せばいたんだろうけど、さくさくと進めてきたせいか、余り多くの種類のモンスターとは戦ってないんだ」

　マリアとディアのせいで、戦う前にご臨終なさったモンスターが多いという理由もある。戦闘経験が偏っているのは間違いないだろう。

　おそらく、迷宮を作った過去の僕は、少しずつ色んなモンスターに対応できるようになって欲しかったはずだ。だが、全ては仲間の尖とがった能力のせいで台無しになっている。

　ディアの狙撃とかラスティアラの無双とかマリアの炎とか、そこらへんが大体悪い。

「なら、手探りで戦うしかないか。できれば、無視したいんだけどな。ジーク、ここのモンスターは寄ってきてるのか」

「いや、さっきのやつとは違うみたいだ」

　エレメントはふわふわと飛ぶだけで、こちらに近づこうとはしない。単純に感知能力が低いのかもしれない。だから、僕たちは安心して六十四層を歩き続ける。

　しかし、その楽観はすぐに後悔することになった。《ディメンション》でモンスターの位置を確認しながら歩いていると、一匹のエレメントがパッと消えたのだ。

　そして、何の予兆もなく――僕たちの隣に、パッと現れる。

　すぐ隣から蠢うごめく薄うす翠みどり色の霧が、腕を伸ばすかのように僕たちに近づいてきていた。

「な、んで――!?――魔法《ディフォルト》!!」

　ライナーより先に反応した僕は、その異常事態に切り札の一つを切る。

　空間を操ることで、敵と僕たちの間の距離を空ける。そして、何が起きたのかわからないライナーの首筋を摑つかんで、すぐに走って逃げようとする。

　しかし、またエレメントはパッと消え、パッと目の前に現れる。

　かつてのリーパーのような瞬間移動で、僕たちを逃がそうとはしない。

「こ、こいつ!!　ワープするのか!?」

「ジーク！　僕が迎撃する!!」

　ようやく状況を理解したライナーが風魔法を構築する。

「ラ、ライナー！　ちょっと待――」

　咄とつ嗟さに僕はライナーの魔法を止めようとするが、間に合わない。

「――魔法《イェーガー・ワインド》!!」

　矢のような突風がエレメントに襲いかかった。しかし、その風を敵は余すことなく吸い込む。ダメージどころか、二種の風と風が混ざり合い、巨大化した。

「なっ、吸い込んだ!?」

　渾こん身しんの新魔法を吸収されてしまったことに、ライナーは驚きよう愕がくしていた。

　ライナーと違い、僕は薄々と予感していた。こうも属性を前面に見せるモンスターの場合、特定の属性に対する耐性がある――というゲームのセオリーを感じていたのだ。

　ライナーの風を吸収したことで、エレメントは身体を肥大化させた。どう見ても、吸収してパワーアップしたとしか思えない。だが、その形態変化に僕は希望を見み出いだす。

　魔法を吸収されて驚いているライナーに指示を出す。

「ライナー！　それでいい！　そのまま続けてくれ！」

「――えっ!?　わ、わかった！」

　できれば退避したい。だが、この瞬間移動するモンスターに背中は見せたくなかった。

「――魔法《イェーガー・ワインド》！」

　再度ライナーは魔法の風を放つが、その全てをエレメントは吸収していく。

　さらに肥大化していく身体。豊潤な風をたっぷり吸い込んだエレメントは、その身体を十倍近くまで膨らませていく。このまま時間を置けば、どんな魔法を返されるかわからない。すぐさま僕は巨大なモンスター相手に、自身の持つ最強魔法を使用する。

「――魔法《ディスタンスミュート》！」

　魔法吸収に集中しているエレメントの身体に手を伸ばす。身体が風船のように大きくなっていたので、接触するのは容易だった。

　エレメントの存在の『領域』を理解するため、魔法感覚のピントを合わせていく。

　ここで助かったのは、少し前にランクの高い風竜相手に《ディスタンスミュート》を成功させていたこと。それと風竜とエレメントの内部が似通っていたこと。この二つ。

　エレメントの領域を理解するのにかかった時間は、ほんの数瞬だけだった。

　だが、その短い時間でエレメントは反撃に出た。流石さすがはランク六十台だ。反射速度が低階層のモンスターの比ではない。その非実体の身体から身を裂く風の刃やいばを噴出させる。

「――痛つっ！　けど、これでおまえは終わりだ!!」

　右腕の肉を裂かれ、赤い血が散りながらも、敵の魔石を摑み――抜く。

　瞬間、エレメントは弾はじけ飛んだ。吸収したライナーの風魔法が身体の中で消化される前に解放されたからだろう。さながら弾ける風船のような爆発を見せたあと、光の粒子となって消えていった。

「はぁっ、はぁっ……！　やった……！」

《ディスタンスミュート》は以前に使っていた《過密次元デイ・オーバの真冬ーウインター》にあたる大技だ。まだ慣れていないのもあってか、咄嗟に使うと頭痛に襲われる。

　脳みそを握り潰されるような痛みに耐えながら、ライナーの無事を確認する。

「ライナー、無事……？」

「こっちは大丈夫だ……。けど、ジークの腕が、くそっ！――《キュアフール》！」

　よく見ると僕の右腕は、直視に耐えられない状態となっていた。深い傷はないが、表面の皮膚のほとんどが裏返ってしまい、赤黒くなっている。

　あの一瞬でここまでダメージを与えられたことに、あの敵の魔力の高さが窺うかがえる。

　ライナーの神聖魔法で右腕が修復されていく。見た目は酷ひどかったが治るのは早かった。

「表面を裂かれただけみたいだ。……よかった」

「よくない……！　そういうのは僕の役目だから、ジークは無茶しないでくれ……！」

　治療しながら歪ゆがませている顔から、心底からライナーが僕のことを心配しているとわかった。しかし、僕はその心配を拒否する。

「またそういうことを言う……。ライナーの役目なわけないだろ……」

「優先順位の問題だ！　僕はジークの盾になるべきなんだ！　みんなのためにも！」

「それは違う、ライナー」

　そのライナーの主張は見過ごせず、低い声で返す。

　癖で、優先順位ならばライナーのほうが上だ――と言い返したいのを堪こらえる。単純に「年上だから」「兄貴分だから」なんて理由で、僕がライナーを守りたいというのも駄目だろう。その道はマリアを妹扱いしたときと同じだ。ろくなことになる気がしない。

　だから、僕は新しい道を口にする。

「どっちが犠牲になるとかならないとか、そういうのはもうやめよう。二人で助け合って、二人が助かる道を探せばいいんだ。ライナー、その気持ちは僕もわかる。自己犠牲って楽な道だよな。僕も大好きだ。けど、迷宮探索する上では絶対にやめよう。それが難しいのはわかってるけど……それでも、二人で生き抜く道を探そう。どんなときでも、どんなことがあっても、どんなに難しくても、その道を最後まで諦めちゃ駄目だ。……って、最近僕は学んだ」

　ライナーの目を見て、一切の冗談なく伝え切った。学びたてほやほやの理論だが、年上として、いまの僕が言えるのはこれくらいしかなかった。

「二人で……？」

「ああ、兄ってのは弟や妹たちのために命を捧ささげるべきだと思っていたけど、どうやらそれじゃ駄目らしい。……というか駄目だった。危うくマリアには燃やされかけた」

「……逆じゃないか？　弟こそ、姉や兄のために命を捧げるべきだって僕は教えられた」

「それは絶対にない。よく考えてみろ。そんなこと、ハインさんやフランリューレが望むわけないだろ。僕だって嫌だ。ロードも違うって間違いなく言う。なにより、おまえの中にいるワイス・ハイリプローペは、どう言ってる？」

「それは……」

　ライナーは顔を俯うつむけた。頭の中で自問自答しているのが、外からでもわかった。

　数秒後、とても不機嫌そうな顔をあげる。

「ちっ……。ちょっと納得いかないが、仕方ないか……」

　渋々とライナーは頷うなずいた。それは頑固で頑固でしょうがなかった彼が、やっと折れた瞬間でもあった。一時期は殺し合いまでしていた関係のためか、軽い感動を覚える。緩やかな速度だが、僕たち二人の関係が前に進んでいる実感があった。

　しかし、その感動に浸ってばかりはいられない。

　いまは迷宮の中だ。迷宮という特異な状況だからこそ、僕の声がライナーに届いたのは嬉うれしいことだが、未いまだ死の危険はつきまとっているままだ。

「さあ、そろそろ迷宮探索を再開しよう。ライナーと話している間に、大体この層の仕組みもわかってきたからね」

「この層の仕組み……？」

　僕は喋しやべりながらも《ディメンション》での周囲の警戒は怠っていなかった。

　その情報収集の成果をライナーに話す。

「さっきのモンスターの名前は、グリーンハイエレメント。風属性に特化した精霊エレメント系のモンスターなのかな。移動手段は身体からだを分解して、風と同化しての移動。元々の速さも相まってか、まるで瞬間移動しているみたいに見える。で、一番重要なのが、グリーンハイエレメントの知覚範囲――」

　たった一戦だけの邂かい逅こうだったが、大体のことはわかった。《ディスタンスミュート》で内部に侵入したおかげだろうか、ある種の確信すらある。

　おそらく、グリーンハイエレメントは僕と同じタイプの索敵魔法で、侵入者を探している。そして、発見次第にワープして移動する。幸い、索敵範囲は僕のほうが広いし、《ディメンション》を辿たどって僕たちの居場所を見つけようとする素振りも敵にはない。

　いま算出した距離を保っている限り、発見されることはないはずだ。

「もう、その知覚範囲のあたりはついたよ。少し遠回りになるけど、グリーンハイエレメントに見つからず進む道も見つけた。もちろん、想定外のことはあると思うから、警戒は解かずに行こう」

「いまの短い間で……？　流石だな、ジーク……」

　頭の中に六十四層のマップは完成し終えている。回復を終えたのを確認して、すぐに僕は歩き出す。襲われないとわかっていても、同じ場所に留とどまり続けるのはよくない。

　こうして、再出発した僕たちは、さくさくと六十四層の回廊を進んでいく。

　グリーンハイエレメントの索敵範囲に入らないように気をつけて道を選んでいるためか、敵襲一つなく静かなものだ。自然と話す余裕が生まれる。

「ふう……。ジークのおかげで、六十四層はクリアっぽいな。思ったよりも順調だ。僕一人だと、間違いなく敵の初見能力にやられてる」

「この迷宮を作ったのは、千年前の僕らしいからね。なんとなく、配置されてるモンスターの目的と傾向がわかるおかげだよ」

　次元魔法使いとしての観察能力も関わっているかもしれないが、それ以上に元の世界での経験が大きい。見た目や名前から、能力をある程度推測ができてしまう。そして、いままでの迷宮探索で、それが裏切られたことはない。

「ああ、そういえばそんな話だったな。次元魔法使いだから読みが鋭いんじゃなくて、作成者だから読みが当たりやすいのか」

「そういうことだね。……あとライナーがいてくれるおかげで、戦術の幅が広いおかげでもあるかな。そういえば、さっき新しい風魔法使ってたけど、あれはロードから教わった魔法？――《イェーガー・ワインド》だっけ？」

「ああ、教わった一つだ。まだ完全じゃないけど、咄嗟に使えるいい魔法だ」

　こうして、僕たちは六十四層を踏破していく。この層は《ディメンション》との相性がよかったためか、戦闘は一回だけだった。





◆◆◆◆◆






　六十三層に入ると同時に《ディメンション》を展開し、全体を把握しに行く。

　しかし、また天井が高めなだけで、回廊に大きな特色はない。強いて言うならば、いつもよりも回廊の地面が強く発光しているくらいだ。迷宮の中だと言うのに、昼のように明るく感じる。さらに次の層までの道もわかりやすい。

　だが、またモンスターに奇襲されるのは嫌だったので、あえて六十五層のときのようにモンスター一体だけと戦って情報収集を行うことにした。

　六十三層を徘はい徊かいするメインモンスターの名前はペイルグリフォン。上半身は鳥で、下半身は獣。周囲を警戒する複眼に、鋭い嘴くちばし。自由に羽ばたく翼に、丸太のように太い四つの脚と爪。僕の知っている空想上の生物グリフォンにとても近しかった。

　いつも通り、僕とライナーで挟み込んで戦闘を始めていく。

　そして、当然のようにペイルグリフォンは僕たちの奇襲を事前に察して、風魔法で迎撃を行ってきた。どうやら六十層台では、察知能力と魔法は標準装備のようだった。

　だが、いままでの敵と違って、やれないことはなかった。確かに動きは速いが、絶望的ではない。確かに力強いが、受け流せないことはない。魔法も多種多様に使ってくるが、突出しているものはない。バランスのいい強さだったが、それだけだ。

　上層に戻っていくことで、少しずつ敵が弱くなっているのを感じる。

　その新たな敵に対して、僕とライナーが使う魔法は補助のみだった。あとは剣を使って、コンビネーションを駆使し、相手をじりじりと削っていくだけ。

「――《ワインドフランベルジュ》!!」

　ライナーは止とどめに剣に風を纏まとわせて強化し、あと少しでペイルグリフォンを倒せるところまで追い詰めた。しかし、その止めの直前でペイルグリフォンは空高く飛び上がり、力の限り吼ほえ始める。それを見て僕は敵の能力を察し、落胆する。

「あ、やっぱり……。ちょっと弱めだなぁって思ってたんだよね……」

《ディメンション》で見なくともわかる。

　いつものやつだ。危険になると逃げつつ、仲間を呼び寄せるタイプだ。

「ジーク、追撃しないのか!?」

「いや、追撃はせず、六十四層に戻ろう」

　この手のタイプの追撃は、層を跨またぐことで逃げ切れることが多い。六十三層に上がったばかりのところで戦っていたため、戻るのは簡単だった。

　予想通り、ペイルグリフォンの追撃は層を跨ぐことで打ち切られた。集結していたモンスターの群れも元の位置に戻っていく。

「能力はわかったから、全部無視して進もう。たぶん、あいつらを倒すのは無理だ」

「了解」

　まともな戦闘は諦め、僕とライナーは六十三層に再挑戦する。

　ペイルグリフォンを避けるのは楽だった。他のモンスターたちも、先のグリーンハイエレメントのような広範囲の索敵能力は持っていない。

　だが、ここまで来ると、別の問題が発生していた。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

　息切れが激しくなってきた。

　ステータスの体力が低いライナーのほうが、顕著に症状が出ている。

　なにせ、もう四時間近くも休みなしで歩き続けている。その上、死と隣り合わせの戦闘ばかりだ。ＨＰＭＰの損耗は防げても、体力的な問題が追いつかない。まだ表には出てきていないが、精神のほうも削れてきていることだろう。

　モンスターを避け続けることで、無事、六十三層を抜けることはできたものの、何の代償も払わなかったわけではなかった。

　そして、層と層の間で息を整えたあと、六十二層に入る。層の特色は、ただ一つだけ除いて他と変わらない。しかし、その一つの特色が濃すぎた。地面の発光が、より強くなっていたのだ。さらに地面だけでなく、壁や天井までも光り輝いている。

　広々とした空のようなイメージから、白い太陽の中のようなイメージに変わった。

　四方八方からの光により、視界が大幅に制限される。全く見えないということはないが、目を細めることで何とか周囲の情報を拾える状況だ。

《ディメンション》を使える僕は大丈夫だが、隣のライナーが危ない。

「ライナー、ここで戦えるか？」

「……常に《ワインド》を使っていれば、大体のものの位置はわかると思う。もちろん、戦いにくいし、ＭＰの消費も馬鹿にならない」

「なら、移動は僕が手を引く。戦闘のときだけ《ワインド》を使ってくれ」

「悪い。それで頼む」

　こればっかりは習得している魔法の相性だろう。

　僕はライナーを連れて歩きつつ、《ディメンション》で情報を集める。輝く回廊のいたるところにモンスターがうろついていた。太陽の層に相応ふさわしい鳥型のモンスターだ。

　早々に孤立しているモンスターを見つけて戦おうとする僕たちだったが――襲いかかる直前で、明らかな異常に気づく。

　モンスターまで、あと数メートルの距離。

　目の前に、真っ白に染まった鳥モンスターが歩いているのに、





【モンスター】ピアスピジョン：ランク60






　ピアスピジョンは悠々と歩くだけだった。水族館の魚のように、僕たちを見ても自分のスタイルを全く崩すことなく、歩き続ける。

「こいつら、僕たちを見ても襲いかかってこない……？」

「みたいだな、ジーク……」

　近づき過ぎて、目と目が合った。それでも、モンスターは敵意の欠片かけらも見せない。優雅に嘴で毛づくろいしているだけだった。

　僕とライナーは顔を見合わせたあと、無駄に戦闘をして消耗することはないと思い、別のモンスターを探す。次に見つけたのは真っ白に染まった巨大な角馬ユニコーンだった。





【モンスター】カラレスユニコーン：ランク59






　身体が白いのは、このダンジョンの迷彩色だからだろう。魔法を使わなければ見つけることさえ難しい。この身体で突進されたら脅威に違いない。

　しかし、カラレスユニコーンも動かない。こちらを見てはいるものの、隙を窺うかがっているのとは違うように見える。ただ、僕を見ているだけだ。戦闘に入る予兆すらない。

「攻撃しないと反応しないモンスターなのかな……？　もしくは、この視界の悪さで、こいつらと運悪く身体がぶつかったら戦闘開始って層なのかも」

「なら、無理して挑戦することはないな。ジークの《ディメンション》があれば、全部避けることができる」

「もちろん、そうするつもりだけど……」

　それにしても妙だ。他の層と比べて、異様に楽過ぎる。直前までの風の層と比べれば雲泥の差だ。何か別の理由があるとしか思えない。

　この白いモンスターたちは僕だけをじっと見ている。ライナーではなく、僕だけをだ。

　僕を見て、安心しているかのようにさえ感じる。

「……いや、考えても仕方ないか。行こう、ライナー。楽に突破できそうだ」

　ライナーの手を引いて、白いモンスターたちから距離を取る。

　あとは簡単だ。《ディメンション》で道を選んで、黙々と歩き続けるだけ。

　迷宮とは思えないほどの静寂が、僕たちを包み続け――一時間もかからない内に、僕たちは次の層である六十一層に辿りついた。

　そして、予想通りの光が僕たちを照らす。

　さらに特色は濃くなり、眩まばゆい光が回廊を満たしていた。

　もはや、天井は太陽そのものと化している。目を開けていることができず、ぎゅっと瞼まぶたを閉じるしかない。それでも光が眼球を焼き、黒い視界が赤く染まっていく。

「……さっきの層とあまり変わらないみたいだ。方針は変えずに進もう」

「痛いほど明るいな」

　ただ、長居はしたくない。このまま光を浴び続ければ、何らかの異常を抱えそうだ。そう思わせるほど、この光は目に優しくなかった。

「この明るさ、光……。もしかして、六十層の守護者ガーデイアンは『光の理ことわりを盗むもの』っぽい？」

「ああ。そういえば、『木の理を盗むもの』だったアイドの近くの層は自然が一杯だったような。やっぱり、周囲の層に合った守護者ガーデイアンが現れるのか」

「守護者ガーデイアンの力が周囲の層に影響を与えるんだろうね。それにしても、『光の理を盗むもの』か。神聖魔法の専門家スペシヤリストってことかな？」

「ジーク、それは違う。神聖魔法と光魔法は、全くの別ものだ」

　レヴァン教の騎士であるライナーは神聖魔法に詳しいようで、次の守護者ガーデイアンは光魔法に特化した使い手である可能性が高いと教えてくれた。

　正直、頭の中にある光魔法の情報は少ない。魔法の傾向が少しわかるくらいだ。

　戦闘向けではないと思う。だが、ローウェンやティーダのように、守護者ガーデイアンは魔法など関係なく強い場合がある。できれば、万全の状態で相対したいところだ。

　そう思いつつ、《ディメンション》で敵を避けていく。

　六十一層のモンスターは先ほどと変わらず、敵意が全くない。ふわふわと浮かぶ白い靄もやを見つけたので『注視』したが、異常さが際立つだけだった。





【モンスター】ホーリーエレメント：ランク62






　徘徊する霊のようなモンスターは、こちらに興味を示さない。

　楽過ぎて不安になるほどだった。その不安に従って一旦下がろうかと思った。しかし、僕たちの身体からだに異常が出ているわけでもない。むしろ、ＨＰもＭＰも余裕が出てきた。いつかは絶対に通らないといけない層である以上、後回しにはできない。

　間違いなく、ホーリーエレメントは僕たちの存在に気づいている。その無数の霊たちに見つめられ続ける中、六十一層を踏破していき――階段の手前まで辿たどりついた。

　二層続けて戦闘がなかったため、体調は悪くない。その上、六十層の手前で《コネクション》を置くことに成功する。この光の中では不可能かと思ったが、予想以上に楽だった。目に悪い光だが、敵意ある魔力が含まれているわけではない。

　六十層に挑戦しない理由がなかった。まるで、光の層たち――六十一層と六十二層が、僕を呼び込んでいるかのように感じるほどだった。

「ジーク、行かないのか……？」

「行くよ。挑戦して守護者ガーデイアンを呼び起こす。……けど、少しだけ嫌な予感がするんだ」

「ここで挑戦しないと、いつまで経たっても地上には行けないぞ」

「わかってる……」

　ライナーの言う通りだ。

　僕たちには時間がない。この万全の状態で二の足を踏むことは許されない。

　その彼の後押しもあってか、とうとう僕は意を決する。

「よし。二手に分かれよう。ライナーは《コネクション》の前で待ち伏せしていてくれ。僕だけ六十層に入って、まず新しい守護者ガーデイアンと話してみる。話が拗こじれると思ったら、すぐに《コネクション》まで撤退するから、それをライナーはフォローしてくれ」

「……わかった」

　最悪を想定した作戦だった。ライナーは文句があるようだったが、素直に頷うなずいた。

　少し前の説教が、それなりに効いているのがわかる。

「そう心配しなくていいよ。守護者ガーデイアンだって元は人間だ。話せばわかってくれる」

「ロードみたいに『始祖カナミ』と友好的なやつならいいけどな……」

　それ以外の場合は戦闘になるだろう。その覚悟はしておかないといけない。

「行ってくる」

　こうして、僕は進む。迷宮の六十層。『光の理を盗むもの』の待つ階層へ。







３．果てにも届かぬ手







　いままでの迷宮とは違い、六十層は過去最高に整然としていた。

　その上、例に漏れることなく、ボス層である六十層は広々としていて開放的だった。

　確か、十層の特色は『炎』だった。三十層は『水晶』で、四十層は『草原』。そして、この六十層は『光』。どこに目を向けても光、光、光。大理石のような地面の上には、光しかない。ただ、六十一層の痛々しい光と違い、この層の光は目に優しい。

　空間一杯に光が満たされているというのに、瞼を開けることができる。

　そのおかげで周囲を目で確認できる。白い地面はタイルと見間違えそうになるほど磨き上げられていて、凹凸は一つもなく、完璧に均ならされていた。

　その美しい地面から、蛍が飛んでいるかのように無数の白い光玉が昇っている。

　よく見れば、光玉にも僅かな色の差があることがわかった。薄い光から濃い光、輪郭が虹色の光もあれば、黒のような暗い光もある。

　光の中に光が織り成している空間は、まるで夢の中を漂っているかのような感覚だ。

　その空間の中央。夢から覚めるかのように、一人の少女が立ち上がろうとしていた。

　少女の足元まで伸びている髪が、ふわりと舞い上がる。その髪は周囲の光と同じように、多様な色彩を宿していた。赤青黄から始まり、紫橙だいだい緑までもが混ざっているように見える。ただ、その目を晦くらませる無限の色彩は、次第に一つの色に収束していった。色と色が混ざり合い、補色に近い茶色を通り過ぎ、奇妙な栗くり色いろに辿りつく。

　見る角度によって色の深みが変わる栗色だ。

　そんな幻想的な髪を垂らした少女の身体は幼かった。背丈はディアくらいだろうか。その小さな身体を包むように、袖と裾にフリルのついた真っ黒な服を着ている。

　肌は白く、瞳は黒い。一見すると日本人に近いが少し違う。僕の世界で言うところのハーフかクォーターのように見えた。

　まず第一印象で、綺き麗れいだと思った。しかし、それは人を賞賛する言葉でなく、自然や風景を賞賛するのに近い『綺麗』だ。それほどまでに少女は人離れしていた。

　その衝撃はラスティアラと出会ったときに似ている。

　全ての造りに無駄がないのだ。長い睫まつ毛げに切れ長の瞳、すっきりと鼻筋は通っており、唇は小さい。ただ、ラスティアラが光り輝く少女だとすれば、この少女は闇に引き込むような少女だった。全く別種の魅力だというのに、同じ感想を抱く。

　つまり――綺麗だけど、すごく胡う散さん臭くさい。

　そう感じたゆえに、油断なく臨戦態勢を取りつつ『注視』する。





【六十守シツクステイ護者ガーデイアン】光の理を盗むもの






　間違いない。彼女こそ、この迷宮の六番目の守護者ガーデイアンだった。

「……あれ？　ここが、迷宮？」

　立ち上がった少女は目を細めながら呟つぶやいた。

　そして、この光溢あふれる空間の中を見回し、六十層に侵入してきていた僕の姿を見つける。その瞬間、光を拒むため半分落ちていた少女の瞼が見開かれる。

「――あ、あぁ！　あぁっ!!　渦か波なみ様！　わたくしを迎えに来てくれたのですね！」

　少女は立ち上がり、僕に近づこうとして――途中で躓つまずいた。しかし、すぐにまた立ち上がり、こちらに向かってふらふらと歩き出す。

　それは赤子が母親を求める姿に似ていた。

　その余りに弱々しすぎる姿が、そう僕に思わせた。

　けれど、油断はしない。確かに弱々しい姿だが、それでも彼女はロードやローウェンと肩を並べる存在だ。腰に下げた『クレセントペクトラズリの直剣』に手をやりつつ、少女の動向を見守る。だが、少女は僕の警戒に構うことなく、ただ近づいてくるだけだった。感極まった様子で呟きながら――

「ああ、お会いしたかったです……。ずっと、このときをお待ちしておりました……」

　その言葉を聞く限り、ティーダやアイドのような好奇心や敵意はないように感じる。近づく距離に比例して警戒は高まっていったが、その少女の漏らす言葉に比例して安あん堵どは深まっていく。

「予定通り、あのときの渦波様の姿ですね。そして、その身体に、この身体……。ようやく、証明できます。このときを、わたくしがどれだけ待ち望んでいたことか……」

　少女は僕のことを『渦波』と呼んだ。その上、僕を見る目は優しい。

　知己の間柄であり、さらに友好的でもあると確信し、剣にやっていた手を離す。

「では、渦波様。お願いします。わたくしに触れて、撫なでてください。たった一度、渦波様に撫でて頂ければ、それだけでわたくしは消えることができるでしょう。ええ、わたくしの望みはそれだけ。それだけなのです……」

　少女は両手を組み合わせ、自らの消失を願った。

　同時に僕と少女の距離はゼロになる。

　その性急過ぎる展開に、息を呑のむ。だが、すぐに思い直して、身体に力を入れ直す。

　このまま少女を撫でて六十層がクリアならば、それは嬉うれしいことだ。

　少女の望みは叶かない、僕の望みも叶う。

「わ、わかった……」

　誰も損することはないと思い、了承の返答と共に手を伸ばす。

　手の平を少女の頭の上に乗せて、その肌触りのいい髪をゆっくりと撫でる。

「ああ、ありがとうございます……。ありがとう、ございます……」

　少女は礼を言いつつ、目を細めた。

　撫でられている感触を、全力で嚙かみ締めているようだ。爪先を立てて背伸びして、心地よさげに撫でられ続ける少女。その表情から、確かに消失の予兆が感じとれた。

　この日、このときこそが少女の本懐であると、何の事情も知らない僕でもわかった。

　少女の細めた瞳から薄らと一粒の水滴が落ち、とある物語の幕が引かれる。

　それをスキル『感応』が直感した。

　――ようやく、いま、彼女の永い永い戦いが終わった。

　その確信を僕は得て、おそらく、少女も得た。

　あとは彼女の成仏を看み取とるだけ。

　そう思って僕は撫で続け、撫で続け――撫で続けること、十五分ほど。彼女の余韻を邪魔したくないと思っていた僕だったが、とうとう耐え切れなくなり言葉を漏らす。

「……き、消えないね？」

　その言葉に対し、少女は少し恥ずかしそうに返す。

「そ、そうみたいですね……」

　少女も僕と同じ状況だったようだ。いまにも消失するような流れだったが、全くそんなことはなかった。彼女の身体は力を失うことなく、まだそこにある。

　いそいそと少女は僕の手のひらから離れて「なぜ……？」という言葉を繰り返す。そして、存分に疑問を繰り返したあと、必死な様相で僕の両手を握った。

「し、信じてください！　渦波様！　決して、わたくしは噓うそをついてなどおりません！　わたくしは、ずっと……！　ずっとずっとずっと、このときを――!!」

「待って。とても言いにくいことがあるんだけど、先に聞いてくれるかな？」

　少女の言葉を遮る。このまま幸せそうに消失するのなら、何も言おうとは思わなかった。だが、それは叶わなかった。

　ならば、彼女の言葉を聞く資格が僕にないことを告げないといけない。

　僕の真剣な眼まな差ざしを見て、こくりと少女は頷いた。

　彼女を刺激しないように、ゆっくりと説明を始める。

「実は、いまの僕に千年前の記憶はないんだ。だから、君が誰なのかわからない。正直、何のことを言っているか全くわからない状態で――」

「え？」

　ぽかんと口を開ける少女。

「だから、改めて自己紹介して欲しいんだ。僕の名前は相あい川かわ渦波。君の名前は？」

「わ、忘れてしまったのですか……？　全てを……？　わたくしの名前を……？」

　自己紹介に答えることなく、少女は事実の確認をした。無理もないだろう。もし僕の仲間の誰かが記憶を失えば、僕も同じような顔で同じようなことを言う自信がある。

「ごめん……。本当に、ほとんど覚えてないんだ……」

　だから、少女が落ち着いて考えられるように、多くは説明せず、言葉少なく頷き返すだけにする。その首肯を見た少女は戸惑う。

　ただ、戸惑いながらも、その瞳の中に理解の光が灯ともっているのが見えた。

　状況を受け入れ、それでも前に進まんとする意思があった。

　少女が我に返るのに長い時間はかからなかった。

　大きく深呼吸を一回したあと、一歩だけ退き、服の裾を摘つまんで一礼し始める。その所作はロードに負けぬほど恭しく、気品に満ちていた。

「――理解しました。では、もう一度だけ自己紹介させて頂きますね。わたくしの名前はノスフィー。ノスフィーと言います」

　悲しげに――けれど、どこか誇らしげに、彼女は名乗った。

「かつて、わたくしは『南連盟』の『御み旗はた』となって戦争をしておりました。そのとき、渦波様は『北連盟』の『騎士団長』様でした。その果て、わたくしは死に、渦波様は生き残って、迷宮を作りました……」

　忘れたと言った僕のためか、確かめるようにノスフィーは語っていく。

　その話と僕の知っている情報に大きな齟そ齬ごはない。

「その戦争の間、ずっとわたくしは渦波様を捜しておりました。死ぬまで想おもい続けていました。ゆえに渦波様は死したわたくしを迷宮の守護者ガーデイアンに選んでくださいました。そして、いま、千年の時を越えて、積年の願いが果たされた……はずなのですが、わたくしの守護者ガーデイアンとしての役目は終らないようです。……なぜでしょう。ええ、本当になぜなのでしょう……」

　言葉の端々から、僕を慕っていたことがわかる。
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　だが、妙だ。僕の記憶喪失に大したショックを受けているように見えない。消えられなかったことにショックを受けているようにも見えない。

　スキル『感応』をもってしても、彼女の感情の奥底がわからなかった。

　太陽を見つめているかのように、光の奥にあるものが見えない感覚だ。

　いままでの守護者ガーデイアンの誰とも違うと思った。

「記憶のない渦波様には関係のない話でしたね。申し訳ありません」

　まるで、色々な言葉を投げかけては僕の反応を見ているかのように見える。

　ノスフィーは一度謝ったあと、特に気にした様子もなく話題を変えていく。

「しかし、なぜ渦波様の記憶がないのでしょう……？　直前の話では何もかも上う手まくいっているとのことでしたが……」

　ノスフィーの『未練』については何もわからないが、僕についてのことは答えられる。

「えっと……千年前の最後、使徒レガシィのやつに邪魔されて、不完全な状態で迷宮に呼ばれてしまったみたいなんだ。あと、この時代にティアラはいなくて、眠ったままの妹が地上にいる。それで僕は迷宮を逆走中ってところ」

「……ティアラがいなくて、妹様は眠ったまま地上に？　それは一刻も早く地上に行かなくてはなりませんね」

　お互いの状況を確認し終わったところで、遠くで様子を見守っていたライナーが近づいてくる。

「ジーク、大丈夫か……？」

　穏やかに話し合っていたのを見て、戦いにはならないと察したようだ。

「このお方は？」

　ライナーを見てノスフィーは紹介を促してくる。

「僕に協力してくれている騎士、ライナー・ヘルヴィルシャインだ」

「ヘルヴィルシャイン？」

　名前を聞いて、少し驚いた顔を見せた。しかし、すぐに淑しとやかに礼をしてみせる。

「初めまして、ヘルヴィルシャイン。わたくしは『南連盟』の『御旗』――ではなく、迷宮の守護者ガーデイアン『光の理ことわりを盗むもの』ノスフィーです」

　右手を差し出して、握手を求める。

　ライナーは敵意がないことを用心深く確認したあと、その手を握り返した。

「……よろしく。僕のことはライナーでいい」

　握手によって互いが敵でないことを二人は証明した。

「あの……、ライナーではなく、ヘルヴィルシャインと呼んでは駄目でしょうか？」

　そして、ノスフィーは握手しながら、呼び名の変更を求める。

「――っ!?」

　そのとき、ライナーは握っていた手を離し、天敵を前にした獣のように後方に跳んだ。その両手は、いまにも腰の双剣を抜きかけている。

　只ただ事ごとではない反応だった。釣られて僕も剣を抜きかけたほどだが、ライナー自身、何が起こったのかわからないようだ。険しくも困ったような表情でノスフィーに聞く。

「ノスフィー……。いま、僕に何をしようとした……？」

　ノスフィーも似たような表情だった。しおらしく謝罪し始める。

「も、申し訳ありません……！　もうわたくしの『呪い』は完全に消失したのかと思いましたが、残ざん滓しが残っていたようです。決して、あなたを害そうとしたわけではありません。どうかわたくしを信じてください……！」

「『呪い』の残滓だって？」

「ええ、生前のわたくしの身体からだにかけられたものです。一度死という浄化をくぐったことで消えたと思っていましたが、そうではなかったようです。本当にごめんなさい、ライナー。もう二度と残滓を表には出さないと誓います」

『呪い』という言葉からリーパーの顔を思い出す。

　彼女には童話に出てくる死神と同じ『呪い』がかかっていた。その内容は『認識されている間は存在できない』というものだった。それと似たものをノスフィーは抱えていたらしい。リーパーの解除条件は『ローウェンの死亡』だったが、ノスフィーの解除条件は『自らの死亡』だったのだろうか。

　ライナーは謝り続けるノスフィーに絆ほだされ、再度握手するためノスフィーに近づく。

「いや、それなら構わない……」

「『呪い』を失ったせいか、とても新鮮な感覚です。まともに握手できるなんて。……ライナー、少し頭を撫でてもよろしいでしょうか？」

　その末にノスフィーは撫でることを所望した。

　もちろん、ライナーは顔を赤くして再度逃げようとする。

「は、はあ!?　なんでだ!?」

「もしかしたら、『未練』を果たして消えられるかもしれないのです。お願いします」

　だが、ライナーの手をノスフィーは摑つかんで離さない。強く手を握り、じっとライナーの目を見つめている。その圧力に負けて、ライナーは頷うなずいてしまう。

「少しだけならな……」

「では」

　許可を得たノスフィーは手を伸ばす。

　僕がしたのと同じようにライナーの頭を撫で始める。奇妙な光景だった。気を抜けば死んでしまう迷宮の深層で、握手をしながら少女が少年の頭を撫でている。

　数秒後、その奇妙な光景は終わる。

「ありがとうございます……。しかし、これも『未練』とは違ったようですね……」

「そりゃ違うだろうよ。僕はあんたと何も関係ないんだから」

　呆あきれつつも恥ずかしそうな顔をして、ライナーは距離を取る。いまの一連の交流で、すっかりノスフィーが苦手となったようだ。彼の代わりに僕がノスフィーと話していく。

「ノスフィー、君には色々と聞きたいことがあるんだ。……でも、一度戻ったほうがいいか。ノスフィーの層とはいえ、危険だ」

　今日は六十層まで来られただけでも大戦果だろう。

　まだ挑戦は一回目。焦るような段階ではない。探索を切り上げるのに丁度いいと思い、僕は《コネクション》の用意を始める。

「戻るとは、どこへですか？」

「千年前の北を再現した街が、迷宮内にあるんだ。そこを拠点に僕たちは地上を目指してる。そこには五十層の守護者ガーデイアンのロードもいるよ」

「千年前の北の街……、ロード……？」

　ずっと穏やかな笑みを保っていたノスフィーの表情が曇る。

「……ノスフィー、何か問題あるのか？」

「渦か波なみ様、わたくしをロードと会わせてください」

「……おまえがロードに何をするつもりかによる。場合によっては連れていけない」

　その変化に不吉さを感じ、《コネクション》の生成を中止する。

　僕と親しげだったので油断していたが、彼女は千年前だと『北連盟』の敵にあたる『南連盟』の人間だ。『統べる王ロード』とは相あい容いれないのかもしれない。

「お話がしたいだけです。彼女と」

「そのお話とやらの内容を先に教えてくれ。じゃないと連れていけない。ロードは……その、『友達』だ。彼女に手を出すつもりなら、いまここで僕が相手になる」

　少しだけ思案して『友達』という表現を選んだ。僕がロードの味方であることを理解したノスフィーは、ゆっくりと答えていく。

「……彼女に恨みがないとは言い切れません。なにせ、わたくしを殺したのは彼女ですので、それなりに思うところはあります。ですが、それは些さ細さいなこと。蒸し返す気は全くありません。お話をしたいのは、彼女の現状についてです。場合によっては、彼女こそ、わたくしの『未練』を解消できる存在かもしれません」

　真摯に内心を吐露しているように見える。

　全ては『未練』を解消して消えるためだと言われると、僕も断りづらい。

　ここまでのノスフィーの友好的な態度を加味して、僕は二人を会わせることを決める。

「……わかった、案内するよ。けど、話すときは僕が立ち会うから」

「ええ、それで構いません。渦波様、そんな顔をしないでください。別に、再び争おうとしているわけではありませんから」

　確かに戦意は微み塵じんも感じられない。

　少なくとも、戦うために会いたいわけでないことはわかる。

「わかった。――魔法《コネクション》」

　僕は六十一層に続く階段まで戻って、魔法の扉を生成する。

　こうして、僕たち三人は《コネクション》をくぐり、城に帰っていく。

　自分の『未練』がわからない守護者ガーデイアンを連れて。
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　問題なく自室に帰った僕は、すぐに《ディメンション》でロードの位置を確認する。もう今日一日の仕事は終っていたのか、ロードは城の庭に一人でぼうっと立っていた。

　二人の守護者ガーデイアンを引き合わせるため、僕たちは城の中を進む。その途中、歩きながらノスフィーは長すぎる髪を三つ編みにしていった。器用なことをすると思ったが、地につくほど長いからこそできる芸当のようだ。後ろ髪を前に持ってきては、手際よく纏まとめていく。そして、どこからか取り出したかのわからない黒のリボンで結び纏めた。

　彼女の後ろ髪が大きな二房の三つ編みになったところで、僕たちは庭に辿たどりつく。

　ロードは来訪者に気づいて、顔を明るくした。その顔からして、ずっと僕たちの帰還を待っていたようだ。

「あっ、かなみんとライナー、お帰りぃ――って!?　げぇっ、ノスフィー!?」

　だが、僕の隣を歩くノスフィーを見て、下品な叫び声をあげた。

「ただいま、ロード。六十層に辿りついたから連れてきたんだけど、まずかったか？」

「ええ、もう六十層!?　いやっ、というかっ、ハズレ中のハズレを引いたな、かなみん！　かなみんはいいだろうけど、童わらわがやばい！　やばいやばいやばいっ！」

　ロードは叫びながら全身から魔力を噴出させ、頭のポニーテールを解ほどいた。ふわりと翠みどり色の髪が広がっていくのに合わせて、小さく丸めていた背中の翼もはためく。

　同色である髪と魔力と翼の三つが絡み合い、溶け合い、一組の巨大な翼に変化した。まるでエメラルドの粒子を噴出させているかのような星ほし屑くずの翼となり、庭の木々全てを乱し、揺らす。さらに彼女は尋常でない量の魔力を身から捻ひねり出す。その翠の魔力はロードの右腕に集まっていき、一つの形を取った。

　それはロードの身の丈をも超える銃だった。

　いや、先の鋭さを見るに、正確には銃剣なのかもしれない。

　この世界に銃器が流通していないことは知っている。しかし、完全に銃としか思えない形状だった。巨大翼と巨大銃剣を身につけたロードは、まさしく五十層の守護者ガーデイアンと呼ぶべき怪物だった。

　初めて見る姿だ。だが、確信できる。いまロードは完全に臨戦態勢に入った。

「ロード、久しぶりです。あなたに殺されて以来でしょうか」

　その殺人的な魔力の波動を受けながら、ノスフィーは怯おびえる子猫を見るかのように優しく語りかけた。ロードは顔を引き攣つらせ、銃剣の先を突きつけながら言い返す。

「い、いやーっ、殺してはいないよね!?　そっちが勝手に自爆しただけじゃん！　こっちだって、いきなり呑のみ込まれていくノスフィー見て、びっくりしたんだから!!」

「自壊するほど魔力を使わねば、あなたに勝てる気がしなかったのですから。あなたが殺したようなものでしょう？」

「でもさっ、戦争ってそういうものだよね!?　恨みっこなしだよね!?」

「ええ、もちろん。もうあなたを恨んではいませんし、戦う気もありません」

「――えっ？　あれ、ほんとに？」

「本当ですよ」

「あ、あっれぇー……？」

　ぷしゅんと、ガス欠のような音と共にロードの魔力が霧散する。

　右腕の銃剣は消え、背中の翼は小さくなった。見た目でわかりやすいやつだ。

「確かに、あなたのせいでわたくしは大陸に呑み込まれました。しかし、そのおかげで助かったこともあります。あのあと、大陸に呑み込まれたおかげで、ようやく渦波様と落ち着いて話すことができたのです。なので、さほど恨んではいません」

「あー、戦争も何もかも終わって、迷宮作製中のときかな？　そこできちんとかなみんと話し合えたんだ？　はあ、なーんだー。解決済みなら解決済みって先に言ってよー」

　戦闘にならないとわかった瞬間、ロードは旧知の友を迎える態勢に入った。広がっていた髪を纏め上げてポニーテールに戻し、ノスフィーに擦り寄る。

「ええ。全てのわだかまりは消えました。あなたと争う理由はありません。……なにより、いまのわたくしとあなたとでは、もはや別人すぎるでしょう？」

　じっとノスフィーはロードを見つめ、少しだけ陰のある笑顔で答えた。

「ははは、よかったー。また泥棒猫扱いされて殺されそうになるのかと思ったよー」

「……いまやあなたは北の代表でなく守護者ガーデイアン、わたくしも南の代表でなく守護者ガーデイアン。守護者ガーデイアン同士、仲良くいたしましょう？」

「おぉっ、話がわかる!!　ノスフィーと会話が成り立つ！　いやーっ、お姉ちゃん、感激だよぉお！　うんうん、平和が一番だよね！　いやぁ、やっぱりやり直しっていいなー！　そうだよ。くっだらない立場さえなかったら、みんな分かり合えたんだよ！　いま、それが証明されたときだね!!」

「ですので、わたくしもここで一緒に暮らさせて欲しいのですが……」

「いいよいいよー。この魔王城の好きな部屋で、好きなだけ滞在していいよー」

「……魔王城。やはり、ここはヴィアイシア城なんですね」

　ノスフィーは周囲を見回し、この城の本来の名を当てた。

　やはり、生前に訪れたことがあるようだ。

「あっ……。やっぱり、南の救世主様として、『ここ』は許せない？　ヴィアイシアの平和なんて見たくない？」

「…………？　いえ、そんなことはありませんよ。平和はよいことです」

「ん、んー？　ならなんで、前はあんなに北へ戦争ふっかけてきたの？」

「そうですね。世界平和のためです」

「世界平和のためなら、なんで童わらわの邪魔したんだよー。こっちだって、世界平和のために頑張ってたのにー！」

「世界平和の形なんて人によって違うということでしょうね。おそらく、人類が最後の一人になるまで、世界平和なんて実現しないものだったのでしょう。ふふっ、本当に無駄な戦争でしたね」

「い、言っちゃう!?　当時のトップがそれを言っちゃう!?」

「わたくしは自分が正しいと思ったことをやっていただけであって、そこまで世界平和に対する熱はありませんでしたから……。北や南の国々に対する『未練』は特にありませんね。どちらかと言えば――」

　ノスフィーはヴィアイシアの城でなく、ロードを熱心に見つめる。そして、下から覗のぞき込むようにして、甘えた声で頼む。

「ロード、わたくしのことを褒めてくれませんか？」

　その要望は誰も予期せぬものだった。ロードは首を傾かしげて確認を取る。

「褒める？　童わらわがノスフィーを？」

「ええ、あなたがいいのです。あなたにこそ、あの戦いでのわたくしの頑張りを褒めて欲しいのです。そうすれば、わたくしは『未練』を果たすことができるやもしれません」

　ロードに『未練』を盾にしてお願いする。

　守護者ガーデイアンのルールを知っている以上、それをロードは断ることができない。

「えっと、頑張ったねっ、ノスフィー！　超強かったよー？」

「…………」

　ぎくしゃくとした賞賛をロードは口にして、それを笑顔でノスフィーは受け入れる。ノスフィーは何も言葉を返すことなく、少しの間、その賞賛を嚙かみ締めていた。

　ロードは自分の賞賛に自信がなかったのか、おろおろとしながら次の言葉を探していたが、先に言葉を見つけたのはノスフィーだった。

「ロード、ありがとうございます……。少しだけ浮かばれました。……しかし、これも『未練』とは違うようですね」

「そりゃそうじゃないかな？　敵である童わらわが褒めても……」

「いいえ。敵であるあなたにこそ、わたくしは褒めてもらいたかったのです。ずっと誰かに認めてもらいたかったので……」

「いや、誰もがノスフィーのことは認めてたでしょ！　童わらわだってノスフィーのことを認めてるよ！　本当に強かった！　えぐかった！」

　ロードとノスフィーは両手を握り合って、かつての因縁を解消していく。

　これが千年前の戦争のトップ同士の和解であり、歴史的瞬間であることはわかっていても全く実感が湧かない。正直、どこにでもいる女の子二人の仲直りにしか見えない。

　放っておけば、どこまでもいちゃいちゃし続けるだけだと思い、僕は話に割り込む。

「ロード、仲直りしているところ悪いんだけど、色々とノスフィーには聞きたいことがあるんだ。千年前の僕との関係や『呪い』についてとか――」

「え……ぇええっ!?　か、かかかかなみん！　それって、もしかして！　ノスフィーのことを忘れてるの!?　童わらわはともかく、ノスフィーを!?」

　ロードは信じられないものでも見るような目を、僕に向けた。

　しかし、すでに千年前のことは覚えていないと、ロードには言っている。なぜそこまで驚いているのか、僕にはわからなかった。

「ああ、覚えてない。でも、千年前のことはほとんど忘れてるから仕方ないだろ？」

「でも、妹ちゃんのことは覚えてるんでしょ？　なら、ノスフィーのことも覚えてないと、その、駄目でしょ……？」

「そう言われてもな。僕が思い出せたのは妹と使徒、あとはティアラくらいだし……」

　僕がわかる千年前の人物の幅は狭い。その発言を聞いたノスフィーの顔色が変わる。

「――ティアラ」

　その呟つぶやきを聞いたロードは慌てながら批判を続ける。

「わ、童わらわを忘れているのはいいけどさ！　せめて、ノスフィーのことだけは思い出そうよ！　ティアラは覚えてるんでしょ？　なのに、ノスフィーは忘れちゃったの？　本当に何も覚えてない？　少しも？」

「いいのです、ロード」

　問い詰めるロードをノスフィーが制止した。

　場の空気が張り詰めていくのがわかる。けれど、その理由がわからない。千年前のことを覚えている二人の目だけが厳しく、僕だけ訳がわからず置いていかれている。

「よくないよ！　同じ女の子として、こればっかりは見過ごせないよ！　他の何を忘れようと、かなみんはノスフィーだけは忘れちゃ駄目でしょ！　だってさ――!!」

　初めて見る形相でロードは叫ぶ。そして、食い違う認識を正す一言が飛ぶ。

「ノスフィーはかなみんの『お嫁さん』じゃん!!」

「……は？」

　およめさん？

　度重なる戦いで百戦錬磨となってきている僕の脳でも、その五文字を理解するのに時間を要した。時が止まったかのような錯覚と共に、爽やかな風が大庭を駆け抜けていく。

　葉と葉の擦れる音だけが聞こえる静寂の中、僕は立ち尽くす。

　およめさん。それはつまり、ノスフィーは『始祖カナミ』の妻だったってことか。

　言葉の羅列は理解した。

　しかし、内容が難解すぎるためか、意味までは理解できない。

　目の前には、頰を膨らませて怒るロード。

　その隣には、物悲しそうに微笑ほほえむノスフィー。

　僕の背後には、大口を開けて「うわぁ……」と漏らすライナー。

　徐々に難解な方程式が解けていき、意味の理解に近づいていく。

　――千年前、ノスフィーと僕は夫婦だった。

　突飛で脈絡がなさすぎる。それが何かの暗喩か隠語か、数千の憶測が頭の中で飛び交ったが、いまの状況に適する答えは一つしかなかった。

　だが、その意味を認めるわけにはいかず、藁わらにも縋すがる思いで確認していく。

「ロード……。それは、どういう意味だ……？」

「お嫁さんはお嫁さんだよ！　他にないよ!!」

「……およめさん。配偶者を現す言葉で合ってるか？」

「それ以外にないでしょ!!」

「……それはつまり、過去、僕とノスフィーは婚姻関係にあったと？」

「そうだよ！　だから、怒ってるの！　いま、童わらわは!!」

「……僕が夫、ノスフィーが妻。俗に言う夫婦という認識で本当に間違いないか？」

「二人は夫婦だったんでしょ！　だから、『北連盟』でノスフィーは戦ってたんじゃないの!?　なのに、かなみんってば酷すぎるよ!!」

「――ッ!!」

　啞あ然ぜんとする。だが、異世界に来てからの経験のおかげか、不思議と混乱は少なくすんだ。心のどこかで、何が起こってもおかしくはないと身構えていたからだろう。

　だから、傍そばにいたノスフィーの表情を確認する余裕があった。彼女は僕と真逆の表情で、何でもないことのようにロードを落ち着かせようとしていた。

「ロード、それは千年も前のことです。わたくしたちを夫婦と認める国は消えてしまいました。ゆえに、それを主張するのは間違いでしょう」

「しょ、証明!?　いや、童わらわが証明するよ！　というか、そんなのなくっても夫婦は夫婦でしょ！　愛を誓い合ったのなら、それは永遠ってやつじゃないの!?」

　ノスフィーは厳しい表情でロードの話を否定する。

「……誓い合ってなどはいません。あれは形だけの婚姻。虚偽と欺ぎ瞞まんだらけの契約。無意味な儀式でした。なので、ロードの思う結婚とは全く違います。そして、それを渦か波なみ様は忘れています。ならば、いまわたくしが妻であると主張することほど愚かなことはないでしょう」

「愚かって、ノスフィー……！　でもっ、でも……！」

　淡々と語ることでロードを黙らせたあと、僕に目を向けた。

「渦波様。いまさら、困りますよね？」

　その黒瑪め瑙のうのように真っ黒な双そう眸ぼうが、確認するかのように僕を見つめていた。一切の虚偽を許さないと同時に、一切の間違いすらも許されないと思った。

　その重すぎる問いかけに、僕は頷うなずくことも首を振ることもできない。

　記憶がない以上、何と答えればいいかなんてわからなかったからだ。

　しかし、その無回答という回答をノスフィーは笑顔で受け入れる。

「ということです、ロード。もう夫婦ではなく、元夫婦です。もちろん、それも渦波様が困るので口にしないように。さあ、この話はこれで終わりです」

「それでノスフィーがいいならいいけど……。お姉ちゃんはぷんぷんだよ……」

　強引に話を終わらせ、次の話に持っていく。もしかしたら、いまの夫婦の話は、僕ではなくノスフィーが話したくないものだったのかもしれない。

　隣で口を尖とがらせるロードを置いて、ノスフィーは僕の疑問のほうに答えてくれる。

「それよりも千年前の話ですね。とはいえ、千年前のわたくしの話は簡単です。使徒シス様に復ふく讐しゆうしようとして返り討ちになった渦波様を、わたくしは貰い受けました。その後、渦波様は北に逃げましたので、国をあげて侵略を行いました。そして、最後に『統べる王ロード』に殺されて終わり……。本当に、それだけの話です」

「……ちょっと待って、僕が使徒シスに負けた？」

　当時の戦争勃発の理由も大問題だったが、先に僕は使徒シスとの戦いについて聞く。

　いまの僕には使徒シスに勝った記憶しかない。その齟そ齬ごを確認しようとする。

「はい。最終的には勝ったようですが、初戦では負けております。そのとき、渦波様は心を壊しましたので、その治療をわたくしが行ったのです」

「最初は負けたのか……。えっと、その節は、どうもありがとう？」

「……感謝は必要ありません。わたくしが、そういう役目を持っていたというだけのことです。あのとき、わたくしと渦波様は盤上の駒でしかありませんでした。ただ、二つの駒が隣同士になっただけのこと」

「つまり、僕は千年前――」

　ノスフィーの話から、千年前の物語の穴が埋まってきた。

　妹を殺されて復讐を決意した僕は、『南連盟』にいた使徒シスを追いかける。

　けれど、初戦は返り討ちになって敵の手中に落ちてしまった。そのあと、使徒シスは僕を自陣に引き込むため、『南連盟』の『御み旗はた』であるノスフィーと婚姻関係を結ばせた。けれど、どうにか僕は自分を取り戻して、逃亡。単独では勝てないと学んだ僕は、『北連盟』に向かって、ロードと手を組む。そして、大陸を巻き込んだ戦争を起こして、使徒シスを殺そうとした。

　その戦いの終盤、逃げる使徒シスを、僕とロードは『北連盟』を捨てて、強引に追いかけたのだろうか。それならば、色々と辻つじ褄つまが合う。

　使徒シスを倒したあとは、前回の『世界奉還陣』で見た記憶の通りだ。自暴自棄になった僕をティアラが説得。迷宮製作に移り、使徒レガシィに騙だまされ、千年後の現在に至る。……本当にこれで合っているのだろうか？

「――ええ、大体合っていると思います。ただ、わたくしは『御旗』という駒だったので、渦波様が『南連盟』から離れたあとの細部まではわかりません。申し訳ありません」

　自分の知っている情報を交えて、ノスフィーに確認を取ったところ、大きな間違いはないと答えてくれた。本当はロードに細部を聞くのが一番なのだろうが、あいつは頑かたくなに過去を話そうとしない。

　……というか、ロードのやつ。昔話になった途端に庭の手入れを始めてやがる。

　千年前のことは本当に思い出したくもないようだ。

「いや、ありがとう、ノスフィー。大事なのは『過去』よりも『いま』だから構わないよ。それで、『いま』のノスフィーは『呪い』がどうとか言ってたけど……」

「……生前、先天的に呪術式を身体からだに組み込まれていたわたくしは、とある『呪術』が常時漏れている状態だったのです。けれど、いまはコントロールできるようですね。渦波様の予言した通り、守護者ガーデイアンになる過程で色々と浄化されたようです」

　説明に合わせて、ノスフィーは光輝く魔力を身から漏らす。

　その光から全てを吸い込むかのような不思議な力を感じた。

「この光がノスフィーの『呪い』？」

「『魅了』の光です。これでわたくしは『南連盟』の兵を纏まとめあげていました」

「兵の『魅了』？……凶悪な『呪術』があったものだね」

「力あるものには効きません。渦波様やロードには完全に無効化されています。そちらのライナーにも効かないでしょう」

　後ろで見守っていたライナーの顔を見る。首を縦に振って「大丈夫」と言っていることから、ノスフィーが力をコントロールできているのは確かなようだ。

　そして、千年前の話が一段落したところで、ロードが再び会話に参加してくる。

「あ、やっぱり。あの力はなくなったんだねー。目に痛い後光がなくなってるから不思議に思ったんだよ。よかったね、ノスフィー。これで童わらわもノスフィーも、解放！」

「ええ、ロードも身軽そうでわたくしも嬉うれしいですよ。呪われたように重々しいあなたも嫌いじゃありませんでしたが、あなたは子供のように笑っているのがよく似合います」

　ロードは子供のように纏わりつき、それをノスフィーは慈愛の目で受け入れていく。その途中、ぴたりとロードの身体が止まる。何かとても大事なことに気がついたようだ。

「むむっ！　もしかして、これは待望の同性の友達の予感!?」

「ええ。こんなわたくしでよろしければ。ロード、よろしくお願いします」

「わぁーい！　やったぁ！」

　どうやら、女友達が珍しいらしい。かつてないほど幼児退行した表現でロードは喜んだ。とはいえ、その気持ちは僕もよくわかる。同性の友人がいないと心休まらないものだ。

　ノスフィーはロードに揉もみくちゃにされながら、再度小さく呟く。

「――これも違う？」

　その小さな声を、僕の《ディメンション》だけが聞き取っていた。

「じゃあ、ノスフィー！　いまから童わらわの部屋でお話ししようよ！　色々と確認したいことがあるんだ！」

　そのまま、ロードはノスフィーを連れ去ろうとする。

「おい、待て！　ロード！　僕だって、彼女に聞きたいことがまだたくさんある！」

「童わらわだって、ノスフィーと話したいことがたくさんあるもん！　女の子同士で！　そうっ、女の子同士でねっ!!」

　やたらと女の子同士であることを強調するロードだが、こちらの話は僕の記憶に関することだ。これからの迷宮攻略に関わるから譲れない……と思ったが、だからこそロードは邪魔しているのかもしれないと察する。

「ロード、そういうガールズトークはあとにしてくれ……。こっちには大切なことが一杯あるんだって、本当に……」

「嫌っ。童わらわにだって話さなきゃいけない大切なこと一杯あるし！　というかっ、かなみんは先にちゃんと夫婦生活の記憶を思い出すべき！　思い出すまで、可哀かわい想そうな可哀想なノスフィーは童わらわのものだから！　行こっ、ノスフィー!!」

　ロードはノスフィーをお姫様抱っこして、庭の柵から外に連れ出した。その余りにも速い誘拐に反応することができず、そのまま見送ってしまう。

「ていうか、おまえの部屋って城にないのかよ……」

　せめて城の中にいて欲しかったが、ロードは街の中に消えてしまった。《ディメンション》で彼女たちの話を盗み聞こうかと思ったが、ガールズトークであることを主張していたため、断念する。なにより、彼女たちの実力から、普通に気取られる可能性が高い。城の庭に置き去りとなった僕は、隣のライナーに聞く。

「なあ、ライナー。知ってたか……？」

「ん？　ああ、いまのあれか……」

『何を』と言うまでもなく、その問いの主語をライナーは察したようだ。

　やはり、先ほどの話の中で一番の問題は――

「いや、始祖様に奥さんがいるなんて初めて聞いた」

「僕も初めて聞いた……」

　僕が千年前に結婚していたなんて初耳だ。

　非常に困る話だ。元の世界どころか、地上にも帰りづらい。

　レヴァン教の伝承にそれらしいことが書かれていなかったのは、ティアラが僕に気を遣ったからか、僕がなかったことにしたかったのか……。それとも、別の理由があるのか。もちろん、そもそも夫婦の話全てが噓うそという可能性もあるが……。

　だが、第三者ロードの様子を見る限り、噓には見えなかった。

「あの二人が言っていることは本当だと思うか？」

「ノスフィーってやつはともかく、ロードが噓ついてるようには見えないな……」

「ついでに聞くけど、あのノスフィー、何歳くらいに見える？」

「背は僕より少し下くらいだったな。十二歳くらいか？　ちょっと犯罪的だな」

「だよね。すごい小さいよね、ノスフィー。……で、僕はどうするべきだと思う？」

「そうだな。責任とって、また地上で再婚でもすればいいんじゃないのか？」

「……そうなるか」

「真面目に受け取るな、ジーク。冗談だ」

「じょう、だん……？」

　冗談で全て済めば助かるのだが、そんな気が全くしない。

　ノスフィーの様子から察するに、婚姻問題どころで終わらない事情がある気がした。だから、もっと話を聞きたかった。早期にノスフィーの『未練』をはっきりさせたかった。

　というか、本音を言えば、地上へ戻るまでにノスフィーの『未練』を終わらせたい。

　証拠隠滅のつもりはない。別に浮気をしていたわけでもないのだ。だというのに、彼女を連れて地上に戻っては大変なことになるというスキルの警告音が、先ほどから止まらない。確かに、地上で仲間たちと再会したとき、「こちらが妻のノスフィーです」なんて紹介すれば、どうなるかわからない。空気が凍りつくどころの話ではない。冗談でなく、それが遺言になってしまう可能性さえあると思う。

「ジーク？　見たことないくらい汗が出てるぞ……。大丈夫か？　今日は迷宮攻略で疲れたと思うから、早めに休むか……？　今日の夕食は僕が作るから……。ほら、早く自室に戻ろう……」

　見かねたライナーが休息を促してくる。その彼には珍しい優しさから、自分が思っている以上に困惑しているとわかった。僕は無理をせず、ライナーの提案に頷き返す。

「……そうだね。今日の迷宮探索は大変だった。明日のためにも、早く休もう」

「それがいい。とりあえず休んでくれ、ジーク」

　今日は色々とあったが、最速で地上に帰るという方針は変わっていない。

　ライナーの言う通り、迷宮探索の疲れを癒すのは最優先事項だ。なにより、いまの僕の精神的疲労も癒す必要がある。

　僕たちは自室に戻り、二人だけで夕食をとった。そして、次の迷宮探索の準備を最低限行ってから、早めにベッドに入った。

　僕は頭の中を少しずつでも整理しながら眠りにつく。

　ちなみに、その日の夜、ロードとノスフィーが僕たちの前に現れることはなかった。





◆◆◆◆◆






　そんな全力の休息もあってか、僕は一晩かけて冷静さを取り戻した。

　ただ、翌朝。眠りから覚めると同時に――

「おはようございます、渦か波なみ様」

　鼻と鼻が触れ合うほどの距離にノスフィーがいた。

「――っ!?」

　その近すぎる距離に悲鳴をあげかけたが、何とか呑のみ込む。少しでも動けば唇と唇が触れ合いそうだったからだ。

「……お、おはよう。ノスフィー」

　震える声で挨拶を返すと、それを彼女は笑顔で受け止め、そのままの距離で答える。

「渦波様、僭せん越えつながら朝食の用意をさせて頂きました」

　僕は眼球だけを動かすことで、自室のテーブルに朝食が並んでいるのを目にした。どうやら、僕のためにノスフィーが用意してくれたようだ。

「ありがとう……。いま起きるから、そこをどいてくれないかな……？」

「ああ、これは失礼致しました」

　その言葉も笑顔で受け止め、ノスフィーは僕から離れていく。

　ようやく身を起こすことができ、はっきりと朝食の内容がわかる。丁寧に切り分けられたパン、赤と緑の野菜で彩られた温かいスープ、蒸した鶏とり肉を和あえたサラダ、木製のコップに並々と注がれた果実水。

　驚きで言葉を失う。驚いたのはその料理の豪華さにではなく、僕が寝ている間にこれだけの料理を並べたという隠おん密みつ性の高さだった。これでも人一倍神経が過敏だ。異世界に来てからは、ずっと寝ていながらも常に注意を払っている。

　だというのに、その僕のすぐ傍そばで朝食のフルコースを揃そろえ、その上で鼻と鼻がつく距離まで近寄られた。おそらく、寝ている僕を労いたわって、起こさないように気を遣ってくれたのだろうが――その行為から感じられるのは恐怖しかなかった。

「あの……。渦波様、お気に召しませんでしたか？」

　不安げに僕の機嫌を窺うかがうノスフィー。その彼女の底知れない実力に寒気を覚える。

　彼女もまたロードと同等の実力者であるのは間違いなかった。

「い、いや……。すごく豪華で驚いただけだよ。ありがとう、ノスフィー」

「はあ、安心しました。よかったです。お口に合えばいいのですが……。では、こちらへ座ってくださいませ」

　ノスフィーは僕を中央のテーブルに誘った。その妙に断りづらい迫力に負けて、言われるがままに座る。そして、そのボクの対面にノスフィーは座り、無駄のない動きでスプーンでスープを掬すくって、僕のほうに差し出した。

「では、どうぞ。渦波様」

「…………」

　ど、どうしろと……。

　このまま、そのスプーンをあーんと咥くわえろと言うのだろうか。

　別に悪いことをしているわけではないはずなのに、何かしらの罪悪感が溜たまっていく気がした。こういうことに目端の利くスキルたちは、どれも「やめとけ」と注意を喚起している。僕は幾度となく助けてくれたスキルたちを信じて、逃げの一手を打つ。

「ちょ、朝食の前にライナーを起こさないと……！　あとせっかくだからロードも呼ぼうか……!?　やっぱり、食事はみんなで食べるほうが美お味いしいからね……！」

「……そうですね。ええ、せっかくですからね」

　言葉は同意してるものの、ノスフィーが不満を抱いているのは間違いなかった。宙に持ち上げていたスプーンをスープの皿に戻し、少しだけ笑顔を歪ゆがませた。

「じゃあ、ノスフィーはロード呼んできてよ。僕はそこのライナー起こしてるから」

「はい、すぐに呼んできますね」

　ノスフィーが僕の部屋から出ていく。それを確認したあと、部屋の隅にあるベッドに近づく。目を瞑つぶったライナーが寝転がっていた。その頭を容赦なく両手で摑つかみにかかる。

「ライナー、なんで起きない……!?」

　しかし、僕の両手はライナーの両手によって阻まれてしまった。

「お、起きれるか……！」

　やっぱり、こいつ狸たぬき寝入りしてやがった……！

　目を覚ましたライナーは、僕と同じくらい必死に反論する。

「いまの空気に入れるか……！　ああいうのは苦手だ！　雑用とか殺し合いになったら呼んでくれ！　それなら喜んで犠牲になるから！」

　先ほどの甘ったるいようで実は胃に悪い空気は、ライナーの苦手分野だったようだ。

「困っているときこそ助け合いだろ!?」

「僕だって、そのつもりだったさ。けど、ああいうのには正直、関わりたくない……！」

「くっ――！　それでも頼む、ライナー。間に入って、緩衝材になってくれ……！」

「緩衝材!?　それ、僕潰されてないか!?」

　冷や汗を流しながらライナーは叫ぶ。

　その果てに、彼は決断する。魔法使用の決断を――

「……嫌だ！　戦いならともかく、痴情の縺もつれに巻き込まれて死ぬとかっ、騎士っぽくない！　朝食は別の場所で食べる！――《ワインド》！」

「逃がすか、ライナー！――魔法《ディフォルト》!!」

　ライナーは風の力を上う手まく使って、僕の拘束から抜け出し、部屋の窓まで逃げようとした。しかし、その一手を僕は読み切っている。すぐに次元圧縮の魔法で距離をずらして、逃げるライナーを引き寄せる。そして、彼の両腕を摑んで筋力の競い合いに移る。

『表示』で互いの筋力の数値は把握済みだ。

　単純な押し合いならば僕のほうが有利。このままライナーを道連れにできる……！

「このっ！　離せ！――《イクスワインド》！」

　ライナーは摑まれた腕を風の魔力で爆発させようとした。だが、その自爆戦法は何度も経験している。《ディメンション》で魔法のタイミングを摑んでいる僕は、《イクスワインド》の風が発生するタイミングだけ手を離し――すぐに摑み直す。

「甘い！　それは知ってる！」

「くそっ、無駄に強い！　付き合い切れるか！　僕は逃げるぞ！」

　僕とライナーは、互いに20レベルを超えた存在だ。

　地上ならば『英雄』どころか『化け物』と畏れられる領域に至っている。

　ゆえに、狭い部屋の中の小競り合いとはいえ、激戦に発展する。

　目で追えない速度の摑み技と、高等な体術によるいなしの応酬。

　情けないことに、この戦いが世界最高レベルであるのは間違いなかった。

　その事実から、妙な空むなしさと悲しさを感じる。だが同時に、妙な安心も感じる。まだ僕たちには余裕があることがわかる。それに、ライナーの自己犠牲精神が緩和されているのも。けど、こんなことでライナーの成長を感じたくはなかった。もっとかっこいい場面――例えば、迷宮探索で強敵と戦ってピンチのときがよかった。

　こうして、風の騎士と次元の魔法使いの戦いが佳境に入りかけたところで、

「いやぁー、はっはー！　お呼ばれされたよー！　お呼ばれされたから、仕方なく来たよー！　童わらわだよー!!」

　バンッと扉が開かれ、ロードが部屋に入ってくる。第三者の介入により、戦いは一時中断される。僕とライナーは取っ組み合いのまま、ぴたりと静止した。

「渦波様、ロードを連れてきました。というより、わたくしたちを待っていたのか、すぐそこの庭に居ました」

　続いてノスフィーが帰ってくる。

「ん、んー？　あれ？　ライナー、どこ行くの？」

　いまにも窓から出ようとしていたライナーに、ロードが問いかける。

「いや、元夫婦って話らしいし……。空気を読んで僕は席を外そうかなって……」

　ライナーは逃げるための言い訳を始める。しかし、そうはさせまいと、彼の両腕を握り締めながら追い詰めにかかる。

「遠慮するな、ライナー。僕はおまえと朝食を食べたいんだ。誰よりもおまえとな」

「いいや、ジークこそ無駄な気遣いはするな……！　こっちは一人で十分だ……！」

「そう言うな……！　僕たちは仲間だろ……！」

　過去最大の握力を発揮して、逃げようとするライナーの腕を絶対に離さない僕だった。

　そこにロードの素朴な意見が入る。

「んー、ライナーも一緒に食べようよ？　童わらわが来ちゃったせいで、もう元夫婦だけって無理だしね」

「くっ――！」

　咄とつ嗟さの言い訳を潰されてしまい、ライナーは渋々と力を抜いていく。

　その気が変わらない内に、僕はライナーを中央のテーブルに誘う。

　それを見たロードも笑顔でテーブルに着いた。

「うん！　それじゃあ、みんなで食べよっかー！」

　こうして、守護者ガーデイアン二人を交えた朝食が始まる。料理の量の心配は全くいらなかった。僕がおかわりしても対応できるように、元から四人前近くあったらしい。

　テーブルに豪華な朝食が並べられ、各々が口に食べ物を運び出す。

「渦波様、お味のほうはどうですか？」

　流石さすがにライナーやロードの前で「あーん」はしないものの、ノスフィーは肌と肌が密着する距離で味の感想を聞いてくる。

　正直、ノスフィーの料理は美味しい。ヴァルトの酒場で出ていたプロの料理と遜色はない。ただ、マリアの用意する料理と同じで、妙に健康志向が強くヘルシーだ。

「驚いたよ。すごく美味しい……けど、ライナーの料理みたいなやつのほうが僕は好みかな……？」

　目を逸そらし続けているライナーを巻き込む形で、僕は感想を述べた。

　それを聞いたノスフィーは、向かいに座っているライナーをじろりと見て呟つぶやいた。

「へえ……？」

　ライナーの冷や汗が加速していく。

　目線は合っていないけれど、ライナーが「やめろ」と訴えかけているのがわかる。悪いが、やめる気はない。ライナーにも協力してもらわないと、この元夫婦という妙な空気を破れない。そんな逃げ腰の僕を見かねたのか、ロードが話に入ってくる。

「うん！　すっごい美味しいよ、ノスフィー！　いいお嫁さんだったんだね！」

「そうあろうと頑張っていましたからね。料理には自信があります」

「で、こんなにいいお嫁さんを捨てた旦那さん。もっと何か言うことはないのかなぁ？」

　ロードはにっこりと笑って、元夫婦の話を掘り返してくる。

　どうやら彼女は夫婦生活の再開を推奨しているようだ。だが、こっちとしては全く身に覚えのない話なので、今回は回避するしかない。

「あ、ああ。この美味しさならいいお嫁さんだったのは間違いないかな？……さ、さて！　それよりも！　今日も迷宮攻略をしようって僕は思ってるんだけど、ライナーも行けるよな!?」

　その強引な話題の転換に、ライナーは呆あきれ顔をこちらに向けた。話を振るなと言いたげだったが、迷宮攻略の話を無視することはできないようで渋々と答えてくる。

「……そりゃ、ジークが行くなら僕も行くよ」

「よし。なら、また二人で探索だな」

　このまま、今日は迷宮の中に逃げ込もうと思い、その方向で話を推し進めていく。

「むむぅ……。また迷宮探索ぅ？　ほんと帰る気満々だね。昨日なんて、いつの間にか六十層まで行ってたし……」

　そこに割り込んでくるのは、やはりロードだった。意欲的に地上を目指す僕たちを見て、不機嫌そうに頰を膨らませる。だが、出発前に予想していたほどの不安は感じない。

　いままでの守護者ガーデイアンたちが命懸けで抗あらがっていたときのような切迫感はなく、子供が「ずっと居てよ」と駄々を捏こねているくらいにしか感じられない。

「そろそろ、ぶっちゃけるけど！　そう簡単に地上には行かせないよ！　もっともっと『ここ』でゆっくりしてってよ！　みんな!!」

　トトンッと、とても優しく軽くロードはテーブルを叩たたいた。その優しい怒り方からは可愛かわいらしさすら感じた。その様子を見ての僕の感想は、『薄い』という一言だった。

　余りに毒気が薄い。これでは友達同士が悪ふざけで邪魔してる程度だ。

　むしろ、隣にいるノスフィーの微笑のほうが濃い毒気を感じる。僕はライナーと目線で確認し合ったあと、自分たちの進歩状況と方針を偽りなく伝えていく。

「ロード。最初にも言ったけど、僕たちは急いでるんだって。魔法と装備が揃そろって風竜を倒せるようになったし、ギリギリだけど迷宮に必要な食料も手に入った。正直、迷宮に行かない理由がない」

「えっ、もう食料溜まったの？」

「ああ、片道の数日分くらいだけどな」

「むむぅ……!!」

　協力者であるレイナンドさんから大目に給金を貰もらったおかげか、十分な食料が『持ち物』の中にある。代わりにアイドを連れてくるとレイナンドさんと約束してしまったが、それに見合う金額だろう。『ここ』で行える準備は全て終わったと言っていい。

「なるほど。今日渦か波なみ様は迷宮に行かれるのですね。ならば、わたくしも連れていってくださいませんか？　必ずお役に立ちます」

　ロードとは逆で、とてもノスフィーは協力的だった。

　六十層の守護者ガーデイアンの性格によって迷宮攻略の手順が変わるとは思っていたが、これは理想的な展開だった。ただ、同時に都合がよすぎることも否めない。

　即答はせず、ノスフィーの微笑の裏にあるものを探る。その間に、ロードが叫ぶ。

「え、え!?　なんでノスフィーまで行くの!?　行く理由なんてないじゃん！　というかノスフィーは反則すぎるから、没収！　ノスフィーは童わらわと遊ぶように！」

「そうですね。わたくしに迷宮から出て地上に戻る理由なんてありません。ここはあなたと旧交を温めるのもよいかもしれません。けれど……」

　ノスフィーは、ただでさえ近かった身体からだをさらに僕に近づける。

「依然として、わたくしの全ては渦波様のためにあります。伴侶として夫を支える義務……とまでは言いませんが、単純に渦波様のお役に立ちたいと思っています。心から」

　吐息が耳にかかる。対し、僕は少し声を震わせて同行のお礼を言う。

「あ、ありがとう。ノスフィー」

「いいえ」

　ノスフィーは全てが当然だと言うように微笑ほほえんだ。

　だが、伴侶という言葉を出して脅すのはやめて欲しい。

「え、待って……。じゃあ、また童わらわは『ここ』に一人ぼっち？　三人とも迷宮？」

　きょろきょろと周りを見ながら、ロードは確認する。

　三者三様に頷うなずき返すと、彼女は涙目になって叫び出す。

「じゃ、じゃあ！　童わらわもついてく！　迷宮探索、手伝う！」

　留守番を嫌がる子供のように、同行を訴えた。

「え……。本当におまえも来るのか？」

「行くもん。もう決めた！　昨日はライナーいなくて、すっごい寂しかったし！」

「おまえ、邪魔しないだろうな……」

「しないしない！　絶対しない！　たぶん、絶対！」

　ロードは目を逸らしながら手を横に振る。

　全く信用できない「絶対」だった。しかし、これでパーティーは四人。

　それも守護者ガーデイアンが二人。迷宮探索の戦力として考えるなら、過去最高だと言えるレベルとバランスだろう。戦力だけを考えればの話だが……。

「では、四人パーティーですね。しかし、この面子メンツですか……。ふふっ、ふふふっ。少々懐かしいものを感じますね……」

「僕は裏切りの予感がするんだけど……」

　ロードあたりが探索の邪魔をしそうだ。あと、口にはしないがノスフィーも怪しい。

「裏切らない裏切らない！　たぶん、絶対！」

　その「たぶん、絶対！」を連呼するのが怪しすぎる……。

　しかし、この四人で上手く協力することができたら、多くの問題が解決するのも確かである。僕は渋々と同行を許可する。

「まあ、手伝うなとは言わないよ。……それじゃあ、朝食を食べたらすぐに行こうか。早ければ早いほうがいい」

　全員がノスフィーの用意した朝食を食べ終えたところで、出発を宣言する。こうして、僕たちは新しいパーティーで迷宮に挑戦することになる。

　これで地下生活は五日目。迷宮攻略は三度目だ。





◆◆◆◆◆






「やっぱり変だな……」

　六十六層に続く扉の前で、僕はヴィアイシアの暗い空を見上げる。

　昨日感じた空の歪ゆがみが拡大している気がして、つい足を止めてしまったのだ。

　黒一色だった空に、微かすかな色の変化が生まれている。雲間から陽ひの光が漏れるかのように、暗い空の歪みの隙間で微かな光が点滅しているのだ。

　もちろん、それは太陽のように明るい光ではない。黒の中でも目立たないくぐもった光だ。よく見ると、それはモンスターの落とす魔石の光に似ている気がする。

「え、空が変なのはいつものことでしょ？　それよりも、早く入ろーよ！」

　しかし、ロードは気にかけることもなく僕の背中を押した。続いて、ライナーとノスフィーも六十六層の中に入っていく。

　魔法の扉をくぐった先に広がるのは、お馴な染じみの空の世界。

　広すぎる階層を風竜が悠然と飛び、中央にある螺ら旋せん階段を上らせまいと目を光らせている。こいつを攻略しなければ、僕たちは先に進むことはできない。

　ただ、先ほどパーティーで相談したところ、ロードが胸を叩いて六十六層攻略を一人で請け負ったのだ。ロードが強いのは知っているが、少し疑いながら最終確認を取る。

「おまえ、本当にやれるんだろうな……？」

「当然っ。ふふふ、童わらわがお役立ちキャラだっていうことをちゃんと教えてあげるよー」

　ここで役に立たなかった場合、ロードは街に追い返して三人パーティーで進むことになっている。僕としてはどちらに転んでも悪くないので、黙って見守ることにした。

「じゃあ、行ってくる。かなみんたちはここで見てて、見てて」

　自信満々な様子でロードは六十六層の草原を一人で歩く。これから空を覆う巨大な竜を一人で相手取るというのに、気後れの様子は全くない。流石は魔王といったところだろうか。漏れる膨大な魔力のせいか、その背中には全てを任せられる安心感があった。

　昨日ノスフィー相手に見せた彼女の翼と銃剣を思い出す。

　正直、あんな武器を使っての戦闘なんて、子供心をくすぐられてワクワクが止まらない。いつの間にか僕は、ヒーローショーを待ち望む子供のような表情になっていた。

　そして、ロードは草原を進み、風竜に近づき、その身に纏まとった濃い魔力を一箇所に集中させ始める。ただ、集めた箇所は昨日と違い、腕でなく喉だった。

　手始めに魔法を放つのかと思い、余波を警戒して僕は身構える。

　しかし、そのあとに待っていたのは――

「エッルフェンッ、リーズちゃぁあああああ――――――――――――ん!!」

　気の抜けるような間延びした叫びだった。それは家の玄関前で友達を呼ぶときと同種のもので、とても親しげで、気さくで、軽い声だった。《ディメンション》で感じる限り、魔力で声を大きくしただけだ。それ以外には何もない。

　その馬鹿でかい声を聞いた風竜は太い鎌首をもたげて、ロードを見た。

　そして、さらに続く言葉は――

「ちょっと通るねぇえええええ―――――――――!!」

　子供のようなお願いだった。

「――は？」

　そんなのが通用したら苦労なんてするかと思ったが、すぐにその怒りの振り下ろしどころは失われる。なぜなら、風竜はロードの要望を聞き届け、こくりと頷いたあとに螺旋階段から距離を取り出したからだ。

　離れていく風竜の背に、ぶんぶんと手を振るロード。

　戦闘は終わった。かつてないほど平和的に。

「…………」

　……まあ、これは嬉うれしい。とても嬉しいことだ。

　何の被害もなく突破できるのなら、それはとてもとても喜ばしいことだ。

　ただ、あの風竜のせいでヴィアイシアで立ち往生していた僕たちの怒りはどこに向ければいいのだろう。そんなことができるなら最初から教えろとロードに言いたくなる。

「ふっふっふー。かなみん、どう？　すごいでしょ？」

　ドヤ顔を見せるロード。

　その隙だらけの頭を脊髄反射で叩きたくなったが、強い自制心で抑え込む。

　いまは怒りを呑のみ込もう。この自慢げな顔をぶち壊すのは、地上に戻ってからでいい。

「……すごいというか、あいつに言葉は通じるんだな」

「いや、通じるのは童わらわだけだと思うよ？」

　ロードと合流した僕たちは、妨害のない安全な階段を上がっていきながら、いまの戦闘のような別の何かについて話していく。

「ロードだけ？　それが『風の理ことわりを盗むもの』としての能力ってことか？」

「ううん。これは童わらわが生まれもった能力だね。色んな子たちと意思疎通できるのが、子供の頃からの特技なんだよー」

「ああ、そういう意味でも『統べる王ロード』ってわけか……。なら、おまえさえいれば、この迷宮のモンスターは全部避けて通れるってことか？」

「それは無理だよ。いまのはエルフェンリーズちゃんと仲良しだからできた技だからね」

「あれと仲良しって……。それは生前の話なのか？」

「いや、この千年、運動不足になったときはエルフェンリーズちゃんと鬼ごっこしてたからだねー。何度か殺しちゃったりしたけど、いまではお友達なんだよー」

「いや、殺したらお友達にはならないだろ……」

「え、お友達だよ？　会ったら、頭下げて挨拶してくれるし！」

　たぶん、それはお友達じゃない。舎弟とか、そういうのになってると思う。

「しかし、あれと鬼ごっこか……」

「童わらわは強いからねー」

　空を飛べる者なら、竜と遊ぶのも可能かもしれない。けれど、相手は捕まれば死を覚悟するしかない巨体の持ち主だ。あれと遊べる時点で、ロードのふざけた強さがわかる。

　そして、ロードが作ったらしい空中鬼ごっこのルールを聞いてもないのに聞かされながら、六十六層の螺旋階段を上っていく。

　頂上へ辿たどりつく前に、待ち受ける六十五層の情報を守護者ガーデイアン二人とも共有する。

　次の階層は、階段のみで構成された立体迷路。そこに漂うモンスターの名前はリザードフライア。物理攻撃は全て回避し、魔法は風で中和するという鉄壁の防御能力を持っている。その情報を守護者ガーデイアン二人に伝えると、ノスフィーが片手を挙げた。

「――なるほど。大体わかりました。では、次の層はわたくしの力をお見せましょう」

「ノスフィーが……？」

「一人で十分です。おそらく、わたくしの思い描いているモンスターと同一でしょう」

「あ、ちょっと、待て……！」

　ロードの活躍に負けじと、徒手空拳のノスフィーが先陣を切って六十五層に入っていった。そして、敵の位置など全く考えず、無造作に空へ続く階段を歩き出す。

　当然、近くにいたリザードフライアがノスフィーを目にして、ハエのごとく飛び、素早く近づいてくる。

　リザードフライアの羽は、刃物のように肉を斬り裂く。

　このままではノスフィーが斬り刻まれてしまうと思い、その背中を追いかけようとする。しかし、肩をロードに摑つかまれてしまい、その出足が遅れてしまう。

「おい、ロード！　何を――！」

「大丈夫だよ。だってノスフィーだし」

　ロードは心配ないと首を振った。

　その次の瞬間、ノスフィーは詠唱も予備動作もなく、極めて自然に魔法を唱えた。

「――光魔法《ライト・幻影フアントム》」

　迷宮内だったので《ディメンション》は展開していた。

　しかし、ノスフィーの魔法構築を感じ取ることができなかった。それほどまでにノスフィーの魔法は流麗で高速で――なにより、自然だった。

　ノスフィーが軽く手を横に振ると、目を晦くらませるような閃せん光こうが迷宮を奔はしった。

　しかし、その閃光の中を迷いなくリザードフライアは突き進む。そして、ノスフィーの身体を鋭い羽で斬り裂いた。が、立体映像ホログラムを斬ったかのように彼女の身体は透けた。

「なるほど。これがリザードフライア。風を感覚器官の代わりにしていますね。しかし、感覚器官が鋭ければ鋭いほど、わたくしの魔法はよく通ります。――《ライト》」

　さらに光は強くなり、染み込むようにリザードフライアを包みこんだ。

　もちろん、その魔法の光が身体を浸食していると気づいたリザードフライアは、以前と同じように羽を鳴らして『魔法相殺カウンターマジツク』をしようとする。それをノスフィーは嗤わらう。

「もう終わりです。風のように速くとも、光の速さには追いつけないでしょう？」

　その言葉通り、ノスフィーの魔法は光速というわけではない。しかし、光に作用しているのは間違いなかった。ゆえに、その光を浴びてしまったリザードフライアはなす術すべもなく、『魔法相殺カウンターマジツク』を成功させる前に魔法の影響を受けてしまう。

　剝むき出しになっていたリザードフライアの魔力が、戦意と共に萎しぼんでいく。

　そして、目の前にいるノスフィーから、ふらふらと離れ出す。自然界の蝶ちようが自由を満喫しているかのように、何のあてもなくリザードフライアは空を舞う。

　その光景を見て、僕は啞あ然ぜんとする。対して、ノスフィーは納得したように頷うなずく。

「成功ですね……。さあ、こちらへ、渦か波なみ様。モンスターの戦意を魔法で落ち着かせました。敵意さえ向けなければ、もう大丈夫でしょう」

　そう言って、ノスフィーは後ろで様子を見ていた僕たちを手招きする。しかし、僕は彼女の言葉を信じられず、臨戦態勢を解くことはできない。なにせ、つい昨日、僕はこのモンスターに殺されかけたのだ。できれば、常に五メートル以上は距離を取りたい。

「え……？　本当に、もう大丈夫なのか……？」

「はい。本能のみで動くような獣相手ならば、この程度は容易たやすいです。光の魔法の使い手なら誰でもできますよ。……それよりも、その緊張を早く解いてください。せっかく無力化したモンスターが刺激されてしまいます」

「わ、わかった……」

　まずロードが笑いながら前に出て、それに僕とライナーも続く。

　飛び舞うリザードフライアに手が届く距離まで近づく。

「まだ表情が硬いですよ。できるだけ朗らかにお願いします」

　ノスフィーは両の人差し指で口の端を、くいっと吊つり上げる。

　再三の注意を受け、仕方なく僕とライナーは抜き身の剣を鞘さやに戻した。

　探索者四人がこれだけ近づいても襲いかかってこないということは、もう戦闘にならないのは間違いないだろう。そう信じて、緊張と表情を緩める。

「ええ、それで大丈夫です。では、このまま上に参りましょう。近寄ってきたモンスターは、わたくしの光の魔法で鎮めます」

「……道案内は僕がするよ。けど、その前に確認させてくれ。つまり、ノスフィーの魔法は心に作用して、戦意を失わせるってことか？」

　道順を覚えている僕が六十五層を先導しながら、隣を歩くノスフィーに聞く。

　精神魔法にはいい思い出がないので、どうしてもそれが気になった。

　ノスフィーは少し思案したあと、丁寧に説明を始める。

「ええ、そうですね。その考え方で間違いはありません……。しかし、闇の魔法と違い、光の魔法は強制的に他者の心を変えるようなことはできません。お互いの心を通じ合わせ、お互いの了承があって、初めて特定の感情を緩和することができます。なので、渦波様の心配しているような真ま似ねはできませんよ」

　僕の表情から察したのか、ノスフィーは不安を晴らすように説明をしてくれた。

　どうやら、ティーダの魔法と違い、ノスフィーの魔法は色々と条件が多いようだ。

「必要なのは光の浸食じゃなくて、お互いの了承？」

「はい。その平和的な条件が、闇の魔法との一番の違いでしょうね。モンスターも無駄に死ぬのは嫌がりますので、その心を突いて平和的解決を図ったということです」

　ノスフィーは軽く言うが、それは戦えば殺されると相手に思わせるほどの魔力があるからできる技だろう。おそらく、他の光の魔法使いにリザードフライアの戦意を奪うことはできないと思う。

「要は直感的に『話し合い』を行う魔法ってことか。ただ、『話し合い』をしただけだから、こちらの態度次第ではまた戦闘になる。だから、刺激するなって言ったんだな」

「流石さすがは渦波様。魔法の感性がいいです。その通りです」

　小さく拍手をして、僕を褒めた。だが、まだ僕は油断することなく、三人目の少女に確認を取りに行く。ロードはノスフィーとの戦闘経験があり、千年前の光魔法にも詳しいはずだ。その彼女が違和感を覚えなければ、いまの話は本当ということになる。

　じっと見つめる僕をロードは不思議がる。しかし、すぐにいまの話が本当であると首肯してくれた。少し神経質かもしれないが、精神魔法の場合はこれくらい用心深くならざるを得ない。それだけの経験が僕にある。

　また知らない間に、じわりじわりと状況を詰められるのだけは絶対に嫌だ。

「えっと……せっかくだから、ノスフィーの魔法についてもっと教えてくれないかな？　いま、僕は魔法の知識がほとんどない状態だからさ」

「もちろん、構いませんよ。では、まず光魔法の基礎である《ライト》から説明いたしましょう――」

　いまならばロードと擦り合わせることで、ノスフィーの魔法の噓うそを判断できる。この機を逃すまいと、道中の間、僕は光の魔法について根掘り葉掘り聞き出し続けた。

　こうして、ノスフィーの魔法を明らかにしていく内に、あっさりと僕たちは六十五層も踏破する。途中、何度かリザードフライアが襲ってきたものの、全てノスフィーの光の魔法でお引取り願ってもらった。昨日の死闘が馬鹿らしく思えるほど順調だった。

　そして、六十四層に入る。

　新しい層になったところで、後ろにいたロードが意気揚々と前に出てくる。

「さっ、新しい層だね！　順番的に次は童わらわが――」

「次の相手は精霊エレメントのモンスターですか。これもまたわたくし向けの相手ですね。ご安心を渦波様。こと平和的解決において、わたくしの右に出るものはいませんから」

　だが、ノスフィーが遮った。

「え？　またノスフィー？」

「ロードに任せると、荒々しくなるでしょう？　わたくしなら戦うことなく進めます」

「い、いやあ、そうだけどさ。ずっとそれじゃあ、その、単調じゃん？」

「そういう問題じゃありません。……渦波様はどちらのほうがよろしいでしょうか？」

　出番を待っていたロードに対して、ノスフィーは冷たかった。

　その話は筋が通っていて、反論などできようがない。

「そりゃ、ノスフィーのほうが助かるよ。僕の目的は安全に地上へ帰ることだから」

「では、失礼して」

　ロードを置いて、ノスフィーは先頭を歩き出す。この層のモンスター、グリーンハイエレメントの索敵範囲は広い。すぐに敵の感覚に引っかかって、風と共にワープしてくる。それを待ち構えていたノスフィーが光で迎撃する。

「――魔法《ライト》」

　光を浴びたグリーンハイエレメントは、リザードフライアと同じように戦意を失い、風船のようにふわふわと空に舞い上がっていった。

　また『話し合い』とやらで戦闘を諦めてもらったのだろう。

「成功です。では、さくさく進みましょうか。観光気分でも十分ですよ。むしろ、光魔法の性質上、観光気分のほうが安全です」

　振り返りながらノスフィーは笑った。僕とライナーだけでは脅威だったモンスターも、彼女の手にかかれば赤子をあやす程度のようだ。

「助かるよ……。この調子だと、さくさく進めそうだ」

　正直、この展開は予想外だ。最も厄介だったモンスターたちと戦うことなく迷宮がクリアできている。このまま、あっさりと地上に帰れる気がしてくるほどに楽だ。

「むむう……」

　それをロードも感じているのだろう。ずっと不満足そうに唸うなっている。

　そして、六十四層を進みながら、またノスフィーは魔法の光を乱反射させる。すると寄ってきたグリーンハイエレメントたちは、例外なく風船のように飛び去っていく。

「――魔法《ライト》、《ライト》、《ライト》」

　まるで低階層の『正道』を歩いているかのように攻略は進み、僕たちは六十四層から六十三層に辿りつく。ここから先に棲せい息そくするのは精霊エレメントでなく幻想生物であるグリフォンだ。それをノスフィーに伝えると、少し困ったような顔を見せた。

「グリフォンですか……。これはわたくしの魔法ではどうしようもできませんね。グリフォンは死を恐れない生き物です。『話し合い』が通じません」

　どうやら、彼女の《ライト》は相手のレベルや魔力ではなく、相手の気性によって大きく左右される魔法らしい。

「じゃあ、ここから先はどうしようか……。普通に戦うか逃げるか……」

　この四人ならば撃退しながらでも進めるかもしれない。生前の戦闘経験が豊富だったであろう守護者ガーデイアン二人の意見も聞くと、逸いち早はやくノスフィーが答えた。

「いえ、渦波様の手を煩わせるまでもないと思います。わたくしとロードで処理します」

「え、童わらわとノスフィー……？」

「あなたの腕が錆さび付いていないか、確認してあげます。それと、わたくしも鈍なまった身体からだを動かしたいのです」

「ああ、そういうことかー。それなら、逃げて進むよりかはマシかなー。ノスフィーと共闘って、ちょっと面白そうだし！」

「ふふっ。あなたと肩を並べて戦うなんて、生前では考えられませんね」

　二人は笑い合いながら、魔法を構築していく。

「お姉ちゃんがすごいってところ見せてあげるよ！――《ククールバヨネット》！」

「ええ、期待していますよ。ロードお姉ちゃん。――《ライトロッド》」

　守護者ガーデイアンの特徴的な濃い魔力が収束していき、二つの武器が形成される。ロードは風で構成された銃剣、ノスフィーは光属性の魔力を棒状に固めた。

「お、おぉっ？　ここに来て妹の追加!?」

「ええ、妹ですよ。……さて、まずは槍やりにしましょうか」

　ロードは姉と呼ばれたことに喜び、ノスフィーも共に笑う。そして、光の棒の先端に刃やいばを付け足し、武器の形状を変えた。

「よーし、それじゃあ童わらわはこっちをやるね。ノスフィーは反対側でっ」

「ええ、承りました。お姉ちゃん」

「お姉ちゃん頑張るよ!!」

　ノスフィーは本気でロードを姉とは思っていないだろう。だが、そう呼んだほうがやる気が出ると思っているようだ。あざとく微笑ほほえみながら、お姉ちゃん発言を繰り返す。

　二人が担当を決めたところで、数匹のペイルグリフォンたちに見つかる。

　四方からの敵襲に、僕とライナーは臨戦態勢を取る。

「いいから二人は寛くつろいでて！　ノスフィーと童わらわなら大丈夫！」

　しかし、ロードに咎とがめられた。ノスフィーも同じ意見のようだ。

　仕方なく僕とライナーは構えを解いた。対して、ロードとノスフィーは同時に駆け出す。そこからの戦闘は一瞬だった。

　二人の移動スピードは、僕とライナーを悠々と上回っていた。ロードは風に乗って滑空するかのように跳び、ノスフィーは外見に見合わない脚力で壁を走る。

　一呼吸の間もなく、直近のペイルグリフォンに迫り、各々の武器を振るった。

　単純な疾走と振り下ろしではない。ローウェンの剣術を身につけているからこそ、二人の高レベルのスキルに気づくことができた。

　その予備動作の少ない自然な疾走は、体術の『すり足』に近い。いや、もはやスキル『縮地』か『瞬歩』とでも言えそうなほどに、高次元の移動技に至っていた。さらに二人の振り下ろしも、共に合理的な技術で裏打ちされていた。間違いなく、ロードは『剣術』を、ノスフィーは『槍そう術じゆつ』を所持している。

　その千年前の達人たちの手によって、ペイルグリフォンは急所に一撃を食らい、咆ほう哮こうする。しかし、巨体ゆえか、まだ絶命には至っていない。爪で反撃をしながら、守護者ガーデイアン二人から距離を取ろうとする。上方に逃げて、仲間を呼ぶ気なのだろう。

　だが、それを守護者ガーデイアン二人は許さない。瞬く間に、風と光の魔力の奔流が回廊を埋め尽くす。その速過ぎる魔法を相手に、ペイルグリフォンができることは何もなかった。

「――《ワインドアロー》!!」

「――《ライトアロー》」

　ロードは叫び、ノスフィーは呟つぶやいた。

　二人の声量は対照的だったが、放たれた魔法は似通っていた。

　回廊を埋め尽くしたほどの魔力が瞬時に圧縮され、細い矢となる。

　その美しい形状の矢は、完璧に魔力をコントロールしている証明だ。二つの細い矢は恐ろしい速度で飛来し、ペイルグリフォンに襲いかかる。

　二人共、狙いは敵の脳天だった。

　寸分の狂いなく、同時に着弾し、敵二匹を絶命させた。

　光となって消えていくペイルグリフォンを見て、僕の背中に寒気が走る。

　使用された魔法は基礎中の基礎だった。

　しかし、その効果は『魔法の極致』としか言い現しようがない。

　魔法の密度、操作、速度、全てにおいて完璧だった。その上、殺傷力はディアクラス。

　たった二手でペイルグリフォンを仕留めた二人は、次の敵を目指していく。

　戦闘は続く。しかし、危うげなところは一つもない。

　二人とも身体能力が高く、技も豊富で高次元で、なによりも魔法の対応力が異常過ぎる。その膨大な魔力を無駄にすることなく、状況に適した魔法を選んでいる。属性が『風』と『光』のためか、遠距離魔法が豊富で、逃げ出すペイルグリフォンを一匹も取り逃がさない。僕よりも『魔法戦闘』のスキルの数値が高そうだ。

　――強い。ただただ強い。

　その圧倒的な強さを前に、こちらに向かってきていたペイルグリフォンたちは数分も経たたぬ内に殲せん滅めつされてしまった。

　経験値は入らないが、落とした魔石は僕が拾っている。極めて理想的な迷宮攻略と言えるが、まだ背筋を這はう寒気は止まってくれない。僕は準備運動を終えたかのような表情で戻ってくる二人を見て、震えた声を漏らす。

「二人とも、強すぎないか……？」

　その僕の質問に二人は当然のように答えていく。

「え、当たり前っしょ？　これでも力で成り上がった王――かなみん的に言うなら『魔王』様なんだからさ。ぐふふっ、昔はみんなを力で支配してやったんだぜー？」

「わたくしのような新参者が騎士たちを纏まとめるには、単純な力が最低限必要でしたので……。『御み旗はた』とはいえ、全く戦わないというわけにはいきませんから……」

「かなみん的に言うなら、ノスフィーは『勇者』様だね。そりゃあ強いよ」

　二人が少し遠くに感じた。久しい感情だった。妹の力を借りたり、反則紛まがいの真ま似ねを繰り返したりしている僕とは格が違う。いま目の前にいる二人は、物語ならば主役だ。

　伝説として語り継がれる『魔王』と『勇者』。

　大陸を守り、大陸を導いた『救世主』と『救世主』。

　ゲーム的に考えるなら、彼女たちのどちらかが異世界物語の最後の敵ラスボスにあたるだろう。それほどの才気と圧力を感じる。

　そして、二人とも、話しながら当然のように回復魔法を使っていた。

　万能過ぎる。どこかの一芸特化の魔法使いとは、本当に違う。

　この二人が手を組めば敵はいないと確信し、僕は余計な心配はやめる。

「じゃあ、このあとの戦闘も二人に任せるよ……」

「ええ、お任せください」

「久しぶりのまともな運動だから、ちょっと頑張るよ！」

　こうして、つつがなく三度目の迷宮攻略は進んでいく。六十層に近づいていくと、戦意のない光属性のモンスターが多くなっていくので攻略は楽になるばかりだ。

　もう難関と言える難関はないだろう。なにせ、上に上に目指している以上、迷宮攻略は簡単になっていくばかりだ。地上への帰還は、ほぼ約束されたと言っていい。六十六層から出られないのではないかと心配していた時期と比べれば、幸さい先さきは明る過ぎる。

　理想的な展開だ。だが、不安が薄い膜のように、心に張り付いているのを感じる。

　――理想的過ぎる。

　確かに、この二人に敵はいない。しかし、逆を言ってしまえば――ロードとノスフィーが手を組んで敵に回れば、僕たちは迷宮からの脱出は不可能ということになるだろう。

　それだけを心配しつつ進み、僕たちは迷宮の六十層に辿たどりつく。

　昨日と違い、大した消耗もなく光り輝く大理石で構成された六十層に入っていく。

　ノスフィーが友好的である以上、そこは休憩地点と言っていい空間だった。

「では！　旅行の鉄則！　休めるときに休む！　ピクニックタイム!!」

　入ってすぐ、ロードは休憩を提案してきた。

　それに僕とノスフィーは少し呆あきれながら答えていく。

「旅行というか迷宮探索だけどな……」

「しかし、ロードの言うことも尤もつともです。少し仮眠していきましょうか、渦か波なみ様」

　その鉄則とやらにノスフィーは賛同した。言葉少なく後ろに控えるライナーも頷うなずいていたので、僕たちはここで一旦休憩することを決める。

「確かに、ずっと歩きづめだからな……」

「よーし、それじゃあかなみん。出発前に渡したやつ出してー」

「ああ、あれか。……はい」

　僕の『持ち物』の中には、ロードに預けられた荷物がいくつか入っている。その麻袋や鞄かばんを取り出して、迷宮の大理石の上に広げた。

「えーと、まずシートを広げて、こっちのテーブルを組み立ててっと……」

　麻袋や鞄の中から出てきたのは、ピクニックセットと呼ぶべきものたちだった。それをロードは無駄のない動きで六十層に展開していく。数分もかからぬ内に、かつて城の庭で行われていたティーパーティーの準備が終わった。

「そろそろお昼だからねー。昼食をとりながら、お茶でも飲もうよ」

　手際のいいことに、お湯の入った水筒まで持ってきていた。

「そういえば、もうお昼くらいか……」

　僕たちは階層を六つ越えてきた。今回は走り抜けなかったため、それなりに時間が経っている。ロードの提案を受け入れ、迷宮用の食料を『持ち物』から取り出していく。

　それに合わせてライナーが後ろから一歩前に出てきた。ティーポットを手に取って、全員分のお茶を用意しようとしていた。

　また前と同じように給仕係に徹するのかと思い、軽く注意する。

「ライナー、別にお茶の用意ぐらい自分たちでできるよ」

「心配するな、ジーク。立ちっぱなしで給仕するなんて真似は、もうしない。これは単純に手伝いたいだけだ。早くみんなで昼食がとれるようにな」

「……そっか。ありがとう、ライナー」

　ライナーの表情は以前と違った。自らの悪癖を理解し、直そうとする意思が見えた。

　その弟分の成長に感動しながら、僕はロードの用意したテーブルに着く。

　ステータス的に丸一日歩けるような四人だが、全く疲れないというわけではない。各々大きく息を吐きながら、配膳されたお茶を口につけていく。

　そして、ロードは本当にピクニックへ来たかのように軽く世間話を始める。

「っふうー。しかし、ノスフィーの階層だけあって、部屋も空気も綺き麗れいだねー。ヴィアイシアの街だけだと飽きちゃうから、偶たまにはここまで遠出するのもありかも？」

「いや、ロード。僕たちは遊びに来たんじゃないんだぞ」

「かなみんたちは迷宮探索に来たかもしれないけど、童わらわはピクニックのつもりだよ。休暇を堪能中です。……もぐもぐ」

　迷宮だというのに、ロードは寛ぎまくりだった。笑顔で食料を口に詰め込んでいく。

「お、おいっ。食いすぎだ、ロード！」

「えっ。でも、これが童わらわのいつもの食事量だもん」

「迷宮内でいつもと同じくらい食ってどうする……。動くと吐くぞ。いいから止まれ」

「童わらわにとって今日はご飯がメインなので、止まりません。もぐもぐもぐ」

「この馬鹿……！　まじで止まれ……！」

　ただ食べるだけだというのに、ロードの動きは俊敏で無駄がない。止めようとした僕の手を、食べ物を口に頰張ったまま器用に避ける。仕方なく、僕は嘆息と共に諦める。

「……まあ、いいか」

　今日は順調とはいえ、今回の探索で六十層もの長距離を戻りきれるとは思っていない。

　いまロードが食べたものの代金はヴィアイシアに戻ったら請求して、また買い直せばいい。僕は落ち着いて、紅茶に口をつけて体力の回復を図る。ライナーとノスフィーも僕と同様だ。さほどお腹なかに食べ物は詰め込まず、次の戦いに備えている。

　数分後、一人だけ満腹のロードは、お腹をさすりつつ席を立つ。

「っふぅー！　食べた食べたー。いつもと違うところで食べるのって気持ちいいねー。それじゃあ、おやっすみー」

「この女……」

　食ったあと、すぐに寝転がるロードを見て呆れる。ライナーとノスフィーも同じ目を向けていたため、ロードは心底不思議そうに疑問を浮かべた。

「え？　さっき仮眠するとか言ってなかった？」

「そうだけど……。おまえの態度が気に入らない……」

「ええ!?　普通に酷ひどい!?」

「酷くない。おまえの堂々とした食っちゃ寝を見れば、誰だってそう思う」

「でも食って寝るって話だったじゃん！　童わらわは悪くないよ！」

「満腹のまま熟睡する気満々だろう、おまえ……」

「まあねっ」

「仮眠だって言ってるだろうが……。はあ……」

　溜ため息をつきながら、僕も席を立つ。そして、寝転がっているロードの近くの壁を背にして、腰を下ろす。そこに食事を終えたノスフィーも続く。

「ロードの言う通り、わたくしたちも仮眠しましょうか……。では――」

　続くというか、僕のすぐ隣に座った。

　そのまま僕に体重を預けて、眠ろうとする。吐息のかかる距離だ。

「ノ、ノスフィー……。近い……」

「駄目でしょうか？」

「駄目というか、困る。色々と困る」

「…………」

　無言でじっと見つめ返すノスフィー。どうやら、このまま僕の隣で眠りたいようだ。だが、それだと体力の回復どころか、僕の色々なものが削れてしまう。

「僕が寝れなくなるから、本当に頼むよ」

「渦波様。寝れないというのは、どうしてでしょうか？」

　ノスフィーは吐息を耳元にかけつつ、妖艶に笑った。僕は無駄な言い訳を重ねても状況が悪化するだけだと思い、正直に内心を吐露していく。

「ノスフィーが可愛かわいい女の子だから、落ち着かないってことだよ……」

　それを聞いたノスフィーの笑みは深くなる。

「ふふふっ。ありがとうございます。そう言われてしまうと、仕方ありませんね」

　ゆっくりと立ち上がり、顔の引き攣つっている僕から離れていった。そして、「ノスフィー、こっちこっち」と手招きしているロードの近くに移動する。女の子は二人仲良く手を繫つないで眠るようだ。

　それを見届けた僕は、すぐに身の安全のために最後の仲間を捜す。

　しかし、食事を終えたライナーは、いつの間にか百メートル以上離れたところで目を瞑つぶっていた。一人で安全圏に避難していたライナーに近づき、文句をつける。

「ライナー、関係ない振りするな……！」

「悪いけど、緩衝材は嫌だ」

「……わかった。緩衝材にはしない。でも、せめて近くにいてくれ。頼む」

「はあ……。近くにいるだけだからな……」

　その必死な僕の姿を見て、ライナーは渋々と頷いてくれた。

　……よし、盾をゲットだ。

　こうして、ロードとノスフィーは隣り合って寝転がり、僕とライナーは壁を背にして目を瞑った。六十層の中は光で一杯だったが、目を焼かれるようなことはなかった。むしろ、日向ひなたぼっこをしているかのように落ち着く。もし敵が侵入してきたとしても、層の主であるノスフィーが感づけるらしい。そのおかげで、周囲の警戒は大して必要なく、僕たちは心安らかに休憩をすることができた。

　そして、数十分後。短い仮眠から目を覚まし、熟睡していたロードを叩たたき起こして、僕たちは迷宮探索を再開する。この清浄とも言える階層のおかげか、体力やＭＰは思いのほか回復していた。

「――ふう。もう十分だ。そろそろ行こうか」

　みんなを連れて、五十九層の方角に足を進める。ここから先は、また完全に初見の世界だ。警戒と共に次元魔法を強めていく。

「ライナー、ノスフィー、準備はいいか？　今後のためにも、できるだけモンスターを攻略しつつ進もうと思っているんだけど……」

　戦略の確認を取る。ここまで戦闘はなかったが、それは一つ前の迷宮探索で敵の特性を把握できていたからだ。地上までの長い道のりを考えるならば、モンスターと戦って強さを確認していったほうがいい。しかし、それはノスフィーが首を振って否定する。

「わたくしの層に近いモンスターは、攻略の必要はないと思います。基本的に光属性の魔力を持っているモンスターは、他の生物に対して敵対行動はとりません。確認するだけ時間の無駄でしょう。攻略の必要があるとすれば、五十層に近づいて、もう一度モンスターの属性が変わったときです」

　光属性のモンスターは敵ではない。

　薄らと感じていたことだが、ノスフィーの発言で裏が取れる。

「ノスフィー、なんで光属性のモンスターは僕たちに襲いかかってこないんだ？」

「そういう属性だからと言えば、それまでですが……。先ほども少し説明しましたが、光属性の基本は『話し合い』ですからね。『争い』ではなく『話し合い』。それが『光の理ことわり』の理想なのです」

「……なら、光属性のモンスターは放置していったほうがいいのか」

「それが最も賢い選択です。おそらく、五十五層あたりまでは散歩感覚で行けます」

　ノスフィーは光属性の専門であり、迷宮の主の一人でもある。

　その言葉を信用し、僕たちは五十九層に続く階段を上がっていく。

　ただ、その途中で、僕たちのパーティーの最後尾で不満そうな声が漏れる。

「う、うぅむ。やばい。迷宮攻略って思ったよりも楽じゃん。これじゃあ……――」

　ロードだ。だが、声に出してくれるから、彼女は安心できる。

　正直、ずっと笑顔で何を考えているのかわからないノスフィーのほうが怖い。

　そのノスフィーは隙のない笑顔で、ロードの手を引く。

「さあ、行きましょう。ロード、ぼうっとしている置いていきますよ？」

「う、うん。うぅ……。みんな、ずっとヴィアイシアにいてくれたらいいのに……」

　ロードは駄々をこねる子供のようだが、身に纏まとう魔力は凶悪だ。僕たちが地上に近づくにつれ、魔力が濃くなっている気がする。その魔力と共に、彼女は口を尖とがらせる。

「……この軽い空気が、ずっと続けばいいのに」

　それを僕は耳にしつつも、無言で歩を進める。

　そうするしかない。ロードの『未練』のためにも、地上に出ることは必須事項だ。早く彼女の理解者を連れてこなければ、その魔力は膨らむばかりだろう。

「文句はそこまでです。いいから行きますよ。渦か波なみ様に迷惑をかけてはいけません」

　この物分かりよく見えるノスフィーもロードと同じで、昨日から凶悪な魔力を膨らませ続けている。彼女との付き合いは長くなりそうだ。閉鎖的な地下ではなく、やれることの多い地上でなければ彼女の『未練』は見つけられそうにない。

　――やはり、この守護者ガーデイアン二人には地上が絶対に必要だ。

　それを再確認しつつ、五十九層の中を進む。五十九層の回廊は一般的な階層と変わらず、いつもの石造りだった。ただ、その石が眩まぶしく光り輝いている。

　六十層の真上の層なので、その光は視界を制限するほどに強い。だが、僕には《ディメンション》があるし、風の魔法を使う二人も《ワインド》で大体のものの位置は把握できる。なにより、光の専門家であるノスフィーの存在が、この層の難易度を引き下げる。

「――《ライト》」

　光の調節など、彼女にとっては呼吸するのも同じらしい。たった一言、基礎魔法を呟つぶやいただけで、目を焼くような光は六十層と同じように優しく中和された。

　これにより、むしろ五十九層は通常の回廊よりも快適となる。

　進む道も綺麗に均ならされているため、とても歩きやすい。迷宮の中ではなく、どこか立派な聖堂の廊下でも歩いているような気分だ。

　もちろん、モンスターのほうも問題ない。ふわふわと光の精霊エレメントたちが浮かんでいたものの、戦闘になることはなかった。できるだけ《ディメンション》で避けている上、もし進行上にいたとしてもノスフィーが念のために光の魔法で『話し合い』をする。

　探索に、隙は一つもなかった。かつてないほど余裕がある。

　こうして、また何の障害もなく僕たちは五十九層を抜けていき、さらに五十八層、五十七層と順調に進む。その途中で、立派な支柱ばかりの部屋や、吹き抜けの神殿などを見つけたが、特に厄介な構造の層はなかった。整地された道ばかりなので、体力の消耗も少ない。新手のモンスターと遭遇しても、ノスフィーに任せておけば戦闘は回避できる。ああ、本当に。本当に――

「楽だ。……このまま地上まで行けそうだ」

　いま歩いている五十七層なんて、その最たるものだ。

　地上の探索者の誰が見ても迷宮とは思わないことだろう。なにせ、横幅五十メートルほどの回廊が次の階段まで一直線に続いているのだ。視界の端に多様なモンスターたちはいるものの、賑にぎやかし程度にしか感じない。

「このまま三十層まで辿たどりついて、《コネクション》を置ければいいんだけど……」

　迷宮探索で最も大切な魔法名を口にする。するとノスフィーは両手を広げて、この五十七層の空間を薦めてくる。

「《コネクション》……。渦波様の転移魔法ですね。しかし、それでしたら、この層にも置けると思いますよ？」

「いや、確かに置けるけど……。こんなところに置いたら、モンスターが《コネクション》を触って壊してしまうんじゃ……？」

　いままで守護者ガーデイアンの階層以外のところに《コネクション》を置けなかった理由を、僕は思い出していく。まず『正道』の結界が邪魔だったこと。それと、モンスターが《コネクション》を壊してしまうこと。この二つが原因だった。

「そのためのわたくしです。この付近のモンスターたちと『話し合い』をすれば、逆に魔法の扉を守ってもらうことも可能です」

「え、本当に……？」

「わたくしは噓うそなどつきません。本当です」

　とんでもないことを、あっさりと言われてしまった。

　それは僕の迷宮探索の計画を根底から覆す情報だ。どのくらい重要かと言うと、地上に戻ったらエルトラリュー学院から光魔法を使う生徒を一人勧誘したいほど重要だ。

「大変嬉うれしそうなところ申し訳ありませんが、六十層付近だけの話ですよ？　あとはよほど温厚なモンスターのいるところでないと……」

　それでも道程の短縮のメリットは大きい。僕は三十層につくまで《コネクション》によるショートカットはできないと思っていた。しかし、もし五十七層にも置けるのならば、計画は大きく変わる。

「十分だよ。ありがとう、ノスフィーのおかげで終わりが見えてきた」

「ふふっ、渦波様に喜んでもらえるならなによりです」

　その朗報を聞いて、心の底から笑いが零こぼれた。それを我がことのようにノスフィーも喜んでくれた。――ただ、それを悲報と思うやつもいる。

「終わり……？」

　後ろを歩くロードだ。

　迷宮を進むことで曇っていた顔が、明確な終わりを示唆され歪ゆがむ。

　その表情の変化を《ディメンション》は見逃していない。すぐに振り返って、ロードに声をかけようとする。しかし、僕が話しかける前に彼女の叫び声に遮られてしまう。

「あ、ああぁっ!!　手が、滑ったぁあ――!!!!」

　間抜けな叫びと共に、ロードの凶悪な魔力の詰まった風が巻き起こる。

　その風は、周囲の無害なモンスターたちを襲う。

　場所とタイミングが悪かった。空間は開けていた上、丁度ロードの目の届く距離にモンスターが多く徘はい徊かいしていた。

　突風に見舞われたモンスターたちの種類は様々だ。空を浮かんでいた白い精霊エレメントや白い鳥、地を歩いていた白い蛇や動く鎧リヴイングアーマー。その全てが目の色を黒に変えて、こちらを睨にらみ、次の瞬間には足並みを揃そろえて襲いかかってきた。それを見たロードは笑う。

「あはっ！　やっぱり！」

「やっぱりって！　おまえ……!!」

「あ、いやっ、手が滑ったんだって！　手が滑ったの！」

　そのふざけた言い訳に啞あ然ぜんとする。ずっと不満を口にしていたので、いつかはこうなるとわかっていた。しかし、こんなにも早く、こんなにも幼稚な手段に出るとは思わなかった。二の句を告げない僕を置いて、まずノスフィーが冷静に光の槍やりを形成する。

「渦波様、手が滑ったのならば仕方ありません。いまは迎撃の準備を」

「くっ――！」

　窘たしなめられ、僕は状況を把握するために《ディメンション》を広げ、臨戦態勢に入る。

　そして、一番最初に僕たちのところに辿りついたモンスターは、六十二層でも見かけたピアスピジョンだった。サイズは通常の鳥に近いが、その分身体からだは身軽。羽毛が光り輝く魔力で構成されており、鏡面を伝う水流のように波打っている。

　上空から飛来してきたピアスピジョンだったが、ノスフィーの光こう槍そうが打ち払って遠ざける。続いて襲いかかってくるのは地面を這はってきた白い蛇。
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　こいつも僕の知っている一般的なサイズに近く、ピアスピジョンと同じように身体の表面が光り輝いていた。

　這ってきたホワイトスネイクのほうはライナーが双剣で迎撃する。その鋭い剣けん閃せんは、確かに敵の小さな身体を斬り払った。だが、ホワイトスネイクの身を裂くまでは至っていない。それを見届けたあと、また別方向から新たなモンスターたちが近づいてくるのを確認する。このままでは多種多様の初見のモンスターたちに囲まれてしまうと確信し、堪たまらず僕は次元魔法を構築する。

「――魔法《ディフォルト》!!　ノスフィー、ライナー！　厄介そうなやつは距離を弄いじって遠ざけるから、順に全力で倒してくれ！」

　魔力を惜しみなく使用して、この空間の距離を歪ませていく。

　単純に全てのモンスターを遠くに飛ばすのではなく、僕たちのところへ『表示』のランクが低い順に辿りつくように、位置を調整した。

　各個撃破して欲しいという僕の考えを察した二人は、直近の敵に集中し始める。

「了解しました、渦波様。――それと、ライナーはもっと敵の身体を観察するように。光の魔力が流れているでしょう？　こういった手合いに物理的な攻撃は通用しません」

「いまの手応えはそういうことか！　なら――《サイスワインド》！」

「いい選択です。ではわたくしも。――《サイスライト》」

　ライナーはノスフィーから的確な助言を受け取り、敵を迎撃していく。

　そして、二人の魔法の刃やいばがモンスターを捉えたあたりで、もう一人の守護者ガーデイアンが二人の戦いに続こうとしているのを僕は視認する。

「ロード！　おまえは動くな!!」

「え、えぇ!?　だ、駄目？」

　なぜか、この状況を引き起こした当の本人が、銃剣を携えて意気揚々と戦線に加わろうとしていた。

「駄目に決まってるだろ!?　むしろ、なんで参加できると思った!?」

「えっと、大変そうだなぁって思って……？」

「おまえのせいでな！」

「う、うぅ……」

　僕に叱責されたことで、ようやくロードは自分のやったことの深刻さを受け止めたようだ。少し涙目になって、風の銃剣を霧散させた。

　ロードにとっては遊びのつもりだったのかもしれないが、こちらにとっては死活問題だ。状況の悪化を避けるため、彼女が余計ないことをしないように目を光らせる。

　ロードを制止したあと、僕は剣を抜くことなく《ディメンション》で状況把握に努める。戦線に参入するより、ここで指示を飛ばしたほうがパーティーの総合力が上昇するからだ。

　いま僕が使えるまともな攻撃魔法は《ディスタンスミュート》のみ。他は練習中だ。

　最前線で燃費と命中率の悪い《ディスタンスミュート》を無駄に使用するより、補助に徹したほうが前線の二人は助かるはずだ。

　今日までの戦いの経験とステータスの『賢さ』が、それが最適解と判断した。

　そして、その判断に従い、全能力全神経を戦場把握と指揮に集中させ――

「ノスフィー、そのまま左側を頼む！　ライナー、おまえの回避は僕が行うから捨て身でいってくれ！――魔法《ディメンション》《ディフォルト》!!」

「――っ!?　信じるぞ、ジーク！」

　ライナーは即答した。その迷いない信頼に応えるため、持てる全てを出し尽くして魔法を構築する。そして、新しい魔法を一つ、この場で編み出す。

「――魔法《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》!!」

　ここ数日、夜中に構想だけはしていた魔法が、実戦にて初成功する。

《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》は誤差を生むことに特化した魔法だ。《ディメンション》で空間を把握し、敵の剣筋を算出する。そして、その剣の通るであろう空間を《ディフォルト》で僅かに歪ませ、相手の攻撃と防御を失敗させる。次元属性の《次元の冬デイ・ウインター》のようなものだ。

　その僕の魔法をライナーは肌で感じ取り、防御を捨てて戦い始める。

　当然、急に隙だらけとなったライナーに、モンスターたちは飛びつく。

　その中の一匹、動く鎧リヴイングアーマーのイリュージニアスナイトが、ライナーの身体を剣で斜めに袈け裟さ斬る――が、ずれる。ライナーの身体を捉えたはずの剣は、素人の斬撃のように空振った。その隙を突き、ライナーは最大出力の風の魔法剣を振り抜く。

「斬り裂け！――《ワインドフランベルジュ》!!」

　風の魔力を纏まとった双剣が最高の速度で振り抜かれ、イリュージニアスナイトの鎧よろいが十字に断たれた。だが、まだまだ安心はできない。

「次だ！　ノスフィー、白い蛇に後ろから狙われてるから気をつけろ！　ライナー、次は目の前の白い精霊エレメントを引き付けて、三秒後に僕の近くまで退いてくれ！」

「ご忠告感謝致します！　渦か波なみ様！」

「了解だ！　ジーク！」

　それぞれに指示を飛ばし、全体の情報を全員で共有していく。

　そして、ライナーだけでは倒せないであろう精霊エレメントを倒すため、また新たな魔法を僕は構築し始める。その魔法も、この数日の魔法鍛錬で構想済みだ。

　魔法のイメージは捩ねじ菖蒲あやめの花。まだ『始祖カナミ』の放った魔法《トルシオン》の再現はできない。だが、その真ま似ねくらいならば、いまの僕でもできる。

「――魔法《フォーム・捩菖蒲トルシオン》！」

　十分な魔力構築を経て、『クレセントペクトラズリの直剣』の先に次元の歪みが発生する。それはよく目を凝らせば、花に見えないこともない歪みだった。即興で作った魔法の花は不完全にも程があった。魔力は薄く、手元から離せば霧散するほど弱々しい。

『始祖カナミ』の魔法と違い、物理的な攻撃力は全くない魔法にグレードダウンしている。しかし、相手が物理的な身体を持っていない相手ならば、これで十分のはずだ。

「連れてきたぞ、ジーク！」

「ああ！　いま、魔法を叩たたき込む!!」

　ライナーに集中している精霊エレメントの側面目掛けて、僕は《フォーム・捩菖蒲トルシオン》を纏った剣を振り抜く。その剣はホーリーエレメントの身体をすり抜けた。やはり、精霊エレメント系の例の漏れず、物理攻撃は効かない。しかし、《フォーム・捩菖蒲トルシオン》の花を敵の身体に付着させることはできた。

「歪め!!」

　すぐに《フォーム》の中にこめた次元のずれを解放し、炸さく裂れつさせる。

　その爆発は物理的な影響力はない。だが、敵の魔力には多大な影響を与えるだろう。

　ゲームで言うのならば、ＨＰではなくＭＰを攻撃する魔法といったところだ。

　精霊エレメントの身体を構成している魔力が、ずれて――渦状に歪んでいく。

「――《ゼーア・ワインド》！」

　そこに、すかさずライナーの止とどめの魔法が放たれ、精霊エレメントは身体を霧散させた。

「よし、この調子だ！　このまま全部迎撃するぞ、ライナー、ノスフィー!!」

「はい、渦波様！」

「ああ、これなら行ける！」

　僕とライナーが協力して一匹を仕留める間に、ノスフィーは二匹のモンスターを処理していた。まだまだ多くのモンスターは襲い続けてくるが、彼女のおかげで僕たちは迎撃の防衛線を保つことができた。

　こうして、僕たちは数十分ほどかけて、周囲にいた十匹前後のモンスターを殲せん滅めつし終えることに成功する。大量の光の粒子が広い回廊に漂う。僕は落ちた魔石を回収したあと、他にモンスターがいないかを確認してからロードに話しかける。

「……ロード。なんであんなことしたんだ。ちゃんと僕に説明してくれ」

　正直、怒鳴りつけてやりたい。しかし、できるだけ優しく語りかけ、ロードの言い分を聞こうと心がける。ここで感情的になっては、過去に『火の理ことわりを盗むもの』アルティを敵と決め付けたときと同じだ。

　その僕の努力あってか、ロードは震えながらも自分の考えを話してくれた。

「だ、だってさ……。このまま順調に行っちゃうと、みんな地上に帰っちゃうんだもん。かなみんが終わりだなんて言うから、童わらわは……。あっ、そうだ！　いまみたいに一層ずつモンスターを全滅させていこうよ!?　それならもっと時間がかかるから!!」

　いまにも泣きそうな顔で、ロードは少しでも長く一緒にいて欲しいと願った。

　その子供のような要望に僕は戸惑う。いまロードは、かつてないほどに感情を表に出している。その真っ直すぐな想おもいは間違えようもない。

　だからこそ、僕は酷ひどく驚き、困る。

　ロードに裏があると警戒して、彼女を騙だまし、迷宮攻略計画を隠してきた僕が滑稽に見えるほど、その想いには裏表がないのだ。

　いや、裏表がないというよりは、これではまるで本当に子供だ。

　このロード相手に、まどろっこしい駆け引きは必要ない。そう僕は判断して、こちらも裏表のない考えを彼女にぶつけることにする。――そうするしかなかった。

「ロード、ごめん。それはできない。僕は地上に一刻も早く帰らないといけないんだ。妹や仲間たちが待ってる。頼む、わかって欲しい……」

　ロードの肩を摑つかんで、目と目を合わせる。

　決して目を逸そらさないことで、僕も本心から訴えていることを示した。その僕の目を彼女は負けじと見つめ返したが、すぐに身体の力を抜いて顔を俯うつむけた。

「う、うぅ……。わかったよ。かなみんがなによりも陽ひ滝たきちゃんを大事にしてるのは、童わらわも知ってるし……」

　いじけた様子で、ぽつりぽつりと言葉を返す。

　その彼女の素直さに僕は安心する。と、同時に違和感も覚えた。

　――こ、こんなものなのか？

　拍子抜けにもほどがある。

　この惰弱な女の子が、千年以上も生きた『理を盗むもの』？

　何万もの民を纏め、何万もの兵を率い、何万もの敵を殺し、何万もの味方を裏切った王？　『狂王』『魔王』『統べる王ロード』なんて大仰な称号を持った存在？

　本当に……？　まるでイメージが重ならない。王に相応ふさわしい圧倒的な暴力は目にしているが、この精神面を含めてしまうと全く信じられなくなる。

「じゃあさ、かなみん……。『ここ』で、ずっと童わらわは待ってるから……。ずっとずっと待ってるから……！　だから、絶対！　絶対に、また来てよ……？」

　友達とまた遊ぼうと約束する子供のように、おずおずとロードはお願いする。

「当たり前だ。それは約束する」

「約束破ったら、お姉ちゃんぷんぷんだからね！　たぶん、泣くからね！」

　ロードは涙目のまま、赤くなった頰を膨らませた。

「あ、ああ……」

　僕は勘違いしていたのかもしれない。

　心のどこかで、ロードは千年生きた老練な王であるから、わざと子供のような口ぶりをしているのだと思っていた。あえて道化を演じて、狂気を隠し、僕の様子を見ているのだと思っていた。だから、今日まで様々な可能性を警戒してきた。

　しかし、いま僕の目の前にいるのは、本当に『ただの子供』だ。

　話術による罠わなだとは思えない。それなりに僕だって騙され慣れてきているし、異世界で人生経験を多く積んできたつもりだ。なにより、いまはスキル『感応』と『詐術』を駆使して観察している。間違いなく、彼女は本心で会話していると確信できる。

　伝説にある『統べる王ロード』と目の前のロードが食い違いすぎて、気持ちが悪くなってくる。その奇妙な感覚に戸惑っている僕の前で、ロードは念を押し続ける。

「かなみん、絶対戻ってきてよ？　『ここ』で、ずっとずっと待ってるから……!!」

　いままでのロードに対する印象を全て見直さなければいけない事態だった。

　ゆえに、答える言葉がすぐに見つからない。そして、その答えに窮している僅かな間に、後方で黙していたノスフィーが前に出てくる。見ていられないといった表情で。

「ロード、何を馬鹿なことを言っているのです。それは不可能です」

「ぇ、え……？」

　急に割り込んできたノスフィーの厳しい口調に、ロードはびくっと震えた。

「正直、聞いていられません。あなたのためにも早めに言っておきますが、『あの空間』の寿命は残り僅かです。あなたの言う『ずっとずっと待つ』は現実的に無理です」

「寿命？　そ、そんなものないよ？　だって童わらわは『あそこ』で『永遠』に生きるんだから……。そう決めたんだから……」

「ロード、本気で言っているのですか？」

　ノスフィーは眉をひそめ、夢見る子供を窘たしなめるように言葉を続ける。

「いいですか？　『永遠』などありえません」

　当然のように、当たり前すぎる摂理を突きつけた。

　しかし、それをロードは受け入れようとせず、震える声で反論する。

「あ、あるもん！　だって、もう千年も『あそこ』で童わらわは生きてきたんだよ？　千年も!!　だから、これからだって大丈夫に決まってる！　絶対っ、決まってる!!」

「いいえ、終わりです。わたくしの見たところ、あの空間の寿命はあと一ヶ月です」

「い、一ヶ月……？」

　僕も初耳の話だった。しかし、その話に不思議と違和感はなかった。あの世界の歪ゆがみ始めた空を見たからだろうか。それとも、あの空間を創ったのは自分だからだろうか。一ヶ月という数字は、すんなりと受け入れられた。

「あの空間が生まれた由来は聞きました。その上での推測ですが、おそらくあそこの寿命は最初から千年に設定されていたのでしょう」

　ノスフィーは推察を提示し続ける。

　それは僕にとっても有益な情報だったため、止めるタイミングを逃してしまう。

「え……。ノスフィー、何を言って……」

「かつての渦波様は、千年後に『ここ』にやってくると予定を立てていました。ゆえに千年を期限としたのでしょう。それ以上の時間は魔力の無駄ですから、当然の話です」

「で、でも!!　千年経たっても、童わらわは全然消えられないよ……!?」

「もし渦波様の記憶が正常だったならば、ここから延長することもできたでしょう。しかし、この状況では難しいですね。渦波様、空間系の魔法は使えますか？」

　空間系の魔法と言われて思いついたのは『持ち物』だが、あれの解析は全く進んでいない。いまは地上で見た『始祖カナミ』の魔法の再現で手一杯だ。

「空間系の魔法と言われても、たぶん使えない……。ノスフィー、それよりちょっと待ってくれ。話が急すぎる……」

　ノスフィーの厳しい口調は、いまのロードには酷こく過ぎる。

　そう思って僕は止めようとする。だが、ノスフィーは首を振った。

「いいえ、渦波様。これは彼女に必要なことです。……ロード、聞きましたか？　崩壊は必定です。『ずっとずっと待つ』なんて言っていると、その崩壊に巻き込まれてしまいますよ？……わたくしはあなたの友として、そのような事態だけは防ぎたい」

　ノスフィーの顔もロードと同じように歪んでいた。その表情から、彼女もまた本心から話していると確信できてしまう。しかし、その確信を得ると同時に、また違和感も覚える。ロードに抱いたものと同じ違和感だ。

「う、噓うそだよ……。ノスフィー、そんなの……」

「『あの空間』の歪みきった空を見るに、もしかしたら一ヶ月も猶予はないかもしれません。早々に覚悟を決めてください。でなければ、間に合いません」

「……そんなの噓だ！　噓だ噓だ噓だっ！　ノスフィーの噓だよっ!!」

「魔法の鑑定能力において、わたくしの右に出るものはいないでしょう。そして、わたくしが噓をつくことがないと、あなたは知っているでしょう？　わたくしに間違いなど、ありえません」

「う、うぅ……。それは……」

「もう終わりはすぐそこです、ロード。『あの空間』が終わりを迎えたとき、あなたは強制的に地上に行かざるを得なくなります」

「地上に……？　あの地上に、いまさら……？」

　ノスフィーは一分の隙もない正論を吐き続ける。正しいことを言って、正しい道を示し続ける。その姿は、さながら修道女が祈るかのように無む垢くで清らかだが――

「そんな顔をしてはいけません。逆に考えるのです。前向きに捉えましょう。むしろ、時が満ちたことを喜ぶべきです」

「なんとかならないの……!?　ノスフィーなら、なんとかさ!!」

「『あの空間』は光属性ではなく、次元属性の魔法で構成されています。わたくしには無理です。それに、もしわたくしが『あの空間』を直せるとしても絶対に協力はしません」

「なんで!?」

「ロード、もう十分でしょう？　いまこそ自分の真の『未練』と向き合うときです。あんなところで過去を悔やみ続けても、無駄です。前を向きましょう。ええ、人とは前を向いて、進化していく生き物なのですから。これはリミットでなくチャンスだと思うのです。この薄暗い地下から抜け出し、明るい地上に出るチャンスが来たのです。さあ、いまのあなたのやるべきことは、そのチャンスに感謝して、前へ前へと――」

「う、うるっさい!!」

　その正論は、子供のロードには厳し過ぎた。とうとう彼女は我慢しきれなくなり、癇かん癪しやくを起こし、身の魔力を乱暴に解放した。

　ライナーの《ゼーア・ワインド》にも匹敵する暴風が巻き起こり、この場にいる三人の身体からだが吹き飛ばされかける。

　僕は身体を宙に浮かされながらも、すぐに体勢を整えて着地する。ノスフィーもライナーも同様だ。三人共、無造作に放った《ゼーア・ワインド》程度の風にダメージを受けるようなレベルではない。

　ただ、これまで後方で様子を見ていたライナーは血相を変える。

　双剣を抜いて、僕とロードの間に割り込み、守護者ガーデイアン二人を睨にらむ。これ以上の攻撃があれば、迎撃すると言わんばかりの形相だった。

「待て、ライナー！　全員落ち着け！　喧けん嘩かだけはやめろ！　迷宮の中だぞ!?」

「だが、ジーク！　こいつら――！」

　いまにも飛びかかりそうなライナーの服の裾を、後ろから引っ張る。しかし、僕に止められたのは彼だけだった。凶悪な力を秘めた守護者ガーデイアン二人は口論を続ける。

「うるさい！　うるさいうるさいうるさいっ！　ノスフィーはうるさいんだよ!!　十分じゃない！　千年じゃあ、まだまだ十分じゃないんだよ！　だから、地上なんて行くもんか!!　絶対に行くもんかぁああっ!!」

「ロード、我わが儘ままばかり言ってはいけません。十分でなくとも、行くしかないのです」

　癇癪を起こし続けるロードに対し、ノスフィーは冷静そうに見える。だが、よく見ると薄らと冷や汗をかいている。ノスフィーにとっても、この状況は危険なようだ。しかし、口論をやめようとはしない。

「偉っそうにぃ！　ノスフィーのほうが過去にこだわってるくせに!!　そうやって、いい子ぶるだけしかできないノスフィーに言われたくない!!」

「なっ――!?　わ、わたくしがいい子ぶっている……？」

「いい子ぶってるよ！　『未練』は果たせないから『未練』なんだよ!?　そう簡単に向き合えたら、最初っから童わらわは『ここ』に居ない！　ノスフィーは自分の『未練』すらろくにわかっていないにくせにっ、偉そうに偉そうに偉そうに――!!」

　ロードは右手を乱暴に振って、翠みどり色の魔力をノスフィーにぶつけた。しかし、それをノスフィーは平然と光輝く魔力で相殺する。

　口論が加速するにつれ、二人の魔力は爆発的に体積を増していっている。

　もはや、無意識に凶悪な魔弾を撃ち合っている状態に近い。

「おい、二人ともやめろ……！　魔法は……！」

　このまま魔法の打ち合いになれば、迷宮のモンスターも巻き込んだ大戦争になってしまう。それだけは回避しないといけない。

「ノスフィーにも『未練』があるよね!?　その『未練』は地上でっ、未来で叶かなうものなの!?　童わらわと同じで過去で叶うものじゃないの!?　二度と果たせない『未練』じゃないの!?　『あの空間』が壊れたら、一番困るのはノスフィーじゃないの!?」

「そんなわけ……ありません。わたくしとロードでは事情が違います。適当なことを言わないでください。それに、いまはわたくしではなくあなたの話をしてるのです……！」

　ノスフィーはロードの話を否定する。しかし、確かに動揺していた。薄らと滴っていた汗の量が増えていく。口論が進むのに合わせて、ロードとノスフィーの距離は縮まっていく。ついには摑つかみかかれるところまで近づいてしまい、互いが互いに手を伸ばした。

「――っ!!」

　スキル『感応』が発動する。それは脳天を貫く稲妻のような警告だった。

　いま二人を触れ合わせてはいけないと感じ、咄とつ嗟さに魔法を唱える。

「――魔法《ディフォルト》!!　二人を引き離せ!!」

　空間を弄いじり、ロードとノスフィーの間に十メートルほどの距離を生む。

　二人の伸ばした腕は交わることなく、空を切った。

「かなみん……？」

「か、渦か波なみ様……」

　次元魔法を使ったことにより、ようやく二人の注意が僕に向いた。なにより、僕が本気で怒っているということが二人に伝わる。

「落ち着けって言ってる!!　二人とも、場所を考えろ!!」

　その叱責を聞き、ノスフィーは恥じ入るような顔になり、ロードは申し訳なさそうに顔を下に向けた。物理的にも時間的にも間が空いたことで、両者ともに少し冷静さを取り戻したようだ。その少しの冷静と時間の果て、先に口を開いたのはロードだった。

「……今日は、もう帰る」

　いじけた様子でロードは一人で帰ろうとする。いまにも泣きだしそうな顔を隠すように背中を向けた。その背中に僕は話しかける。

「帰るって……。もしかして、ここから一人で歩いて帰るのか？」

「本気出して飛んだらすぐ帰れるから大丈夫……。ちょっと熱くなりすぎたから、風でも浴びて頭冷やす……。みんな、ごめん……」

「あ、おいっ！」

　僕の制止を振り切って、ロードは翼を広げて飛び立った。その飛ひ翔しようは余りにも速く、迷宮を逆走する彼女を止める術すべはなかった。

　そして、僕たち三人は、ぽつんと迷宮に取り残される。

　ライナーはロードがいなくなったのを見て、安心した様子で双剣を鞘さやに戻した。ただ、ノスフィーは酷ひどく不安げな様子だった。いつもの気品に満ちた凜り々りしい顔が崩れている。

「か、渦波様……。わたくしは間違っていましたか？　ロードの友として、正しくあろうとしたのですが……」

「いや、ノスフィーは正しいことを言ったと思うよ。それは間違いない。けど、正しいことを言えば解決するって話じゃなかったんだと思う。特にロードのような子供相手には、正論が逆効果になるときがあるから」

「ロードが子供……？」

　ノスフィーは正しかった。

　少し厳しかったかもしれないが、間違いなく友人として正しい忠告だった。ロードの守護者ガーデイアンの力を恐れて、その内情に深く切り込めなかった僕と比べると立派過ぎるほどだ。

　ただ、二人の考え方が致命的なまでに食い合わなかった。どちらが悪いという話ではなく、単にタイミングが悪かったのだと僕は思う。

「ロードが子供だから、わたくしが正しいことをしているのに、解決しないのですか？」

「ああ。時と場合によってだけど、そういうこともあると思う」

「そ、そう、ですか……――くっ、痛つぅっ！」

　急にノスフィーは頭を抱えて蹲うずくまった。その急な出来事に驚く。彼女が痛みで表情を変えたのは、迷宮に入ってからこれが初めてだった。

「ノスフィー！　どうした……!?」

「いえ、少し頭痛がして……」

「大丈夫か？　ロードだけじゃなくて、おまえも余裕がないように見えるぞ……」

「そうかもしれません……。ロードとのお話で、わたくし自身にも思うところがありましたので……」

　僕の手を借りて、ノスフィーはよろめきながら起き上がる。ＨＰは減少していないと思うが、念のためライナーに回復魔法を使ってもらおうとする。だが、それをノスフィーは拒否する。

「ライナー、ありがとうございます。しかし、結構です。それよりも急いで先に進みましょう。先程の諍いさかいで時間を取られてしまいました」

「なっ、まだ迷宮を進むつもりなのか……？」

「ええ。彼女にあそこまで言った以上、わたくしが地上に戻るのを休むわけにはいきません。なにより、わたくしは渦波様の役に立つため、ここにいるのです。ええ、そのためのわたくしです。だから、早く……。早く……!!」

　心配する僕とライナーを置いて、ノスフィーは大理石の回廊を一人で歩き始める。

　表情は苦しげなのに、その背中から迸ほとばしる魔力は膨らんでいく一方だった。ロードとの口くち喧げん嘩かを経て、明らかに守護者ガーデイアンとしての存在感が増していっている。

　それはつまり、彼女の『未練』が膨らんでいるということに他ならない。

『光の理ことわりを盗むもの』が回廊の光の奥へ向かって、幽鬼のように進んでいく。余りに不吉過ぎる光景だった。その背中についていくことなんて、できるはずなかった。

「いや、ノスフィー。一度戻ろう。ヴィアイシアに戻って、もう一度ロードと話すべきだ。少し残念だけど、今日の迷宮探索は、五十七層で終わりだ」

「しかし……！　渦波様は早く地上に戻らなくてはいけないのでは……!?」

「確かにそうだけど……。でも、いまのロードを放ってはおけないだろ。それにノスフィーだって、ロードと言い合ってから調子が悪そうだ」

「わたくしの体調など気にする必要はありません！　それよりも、わたくしは渦波様の力になりたいのです！　ええ、きっとそれがわたくしの『未練』のはずです！　ですから、わたくしは――!!」

「僕のためを思うなら、今日はここまでにしてくれ。ノスフィーたちのおかげで十分迷宮探索は進んだよ。だから、今日はもう十分だ」

　狂信者のように主張するノスフィーの言葉を遮って、強い口調で説得した。

　それを聞いたノスフィーは歪ゆがませていた顔を俯うつむけ、弱々しい声で答える。

「……なら、せめて五十六層に続く階段までは進ませてください。おそらく、階段付近が一番モンスターが少ないので、《コネクション》を安全に使用できるはずです」

「わかった。そこで終わりにしよう」

　方針が固まり、僕たちは迷宮探索を再開させる。

　早足で進むノスフィーの後ろを、僕とライナーが追いかける陣形だ。しかし、どんな陣形だろうが関係はない。あれだけの乱戦があったというのに、五十七層のモンスターは僕たちに近づいてこない。何かに怯おびえた様子で、遠巻きに傍観するだけだ。

　一時間も経たたない内に、僕たちは五十六層に続く階段を見つける。そして、その近くの適当な場所で魔法を唱える。

「やっと着いた。このあたりなら安全かな。――魔法《コネクション》」

　紫色の扉が生成され、すぐにノスフィーも魔法を続ける。

「では、この扉へ近づかないように、近くのモンスターと『話し合い』をしておきます」

　障害物の少ない階層なので、ここは見通しがいい。ノスフィーは目につくモンスターたち全てに光を当てていく。彼女の話が本当ならば、この《コネクション》と《ライト》のコンボで、五十六層へのワープゾーンを確保できたということになる。

　たった数日で飛躍的な前進だ。

　しかし、その代わりに厄介な問題を抱えてしまったのも確かだった。

　昨日の様子から守護者ガーデイアン二人の相性はいいと思っていたが、そんなことは全くなかった。二人に敵対する気はなくとも、考え方に違いがありすぎた。

　考えるだけで頭が痛むが、この問題から逃げるわけにはいかない。

「渦波様、これで扉は大丈夫です。では、帰りましょう」

「ああ」

　ノスフィーを先頭に《コネクション》をくぐって、ロードの世界――ヴィアイシアに僕たちは帰っていく。
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　迷宮探索から《コネクション》で戻ってきた僕は、すぐに《ディメンション》を展開する。ロードを見つけるのに、大した時間はかからなかった。迷宮で別れてから、まだ一時間も経っていないが、彼女は城の中にいた。

「見つけた。あいつ、書庫に……いや、保管庫にいるな」

　保管庫にある砕けた絵画の山の中、ロードは体育座りをしていた。目尻に薄らと涙が光っており、鼻全体が赤くなっている。

　随分と落ち着いているように見えるが、帰ってきてから一人で泣き続けていたようだ。

　ノスフィーとライナーを連れて、城の書庫に向かう。錆さびついた書庫の扉は開いていた。しかし、保管庫に続く扉は、他者を拒むかのように鍵がかかっている。

　これを開けるのは簡単だ。僕もノスフィーも、魔法一つ唱えるどころか、扉を強く押すだけで壊し開けることができるだろう。ただ、これを強引に壊してしまえば、もう二度と扉は開けることができなくなる。物理的な意味でも、精神的な意味でも。

　だから、僕は外側から声をかけようとする。しかし、それはノスフィーによって止められた。ロードを追い詰めた責任から、自分で話をしたいようだ。僕はノスフィーの意思を汲くんで、一歩下がって見守ることにする。

「……ロード、いま戻りました。この扉を開けてくれませんか？」

　優しい声色で呼びかける。まずノスフィーは顔を合わせることを優先した。

「嫌。いまは会いたくない」

　しかし、返ってきたのは明白な拒絶。

　ロードは扉の外に僕たちがいると、事前に気づいていたのだろう。返答は早かった。

　その明確な拒絶にノスフィーは顔を曇らせる。しかし、すぐに気を取り直して、姿が見えないというのに頭を下げてみせた。

「ごめんなさい、ロード。先程は言い過ぎました。謝ります」

「……ううん。別にノスフィーが謝ることないよ。こっちこそ叫び散らしてごめん」

　ノスフィーの真摯な謝罪が通じたのか、ロードは柔らかい声で謝り返す。少し間を置いたおかげか、迷宮での癇かん癪しやくは収まっているようだ。

　少しだけ場の空気が緩んだように感じる。少なくとも、迷宮のときのような一触即発の様相ではなくなった。後ろで見守っていたライナーも剣の柄つかに当てていた手を離した。彼から見ても、峠は越したと感じたのだろう。

　両者の謝罪が通り、柔らかい空気のまま、話は進む。

「でもノスフィーは、童わらわは地上に戻るべきだって、まだ思ってるよね？」

「……はい。それが正しき道だとわたくしは思っています」

　ノスフィーは謝罪したものの、意見を翻しはしないようだ。それを聞いたロードは少し残念そうに言葉を返していく。

「童わらわだって、それが正しい道だってわかってるよ。けど、正しいという理由だけで正しい道を選べるほど、童わらわは大人じゃないんだ……。だから、ごめん……」

　言葉のキャッチボールはできるようになったものの、話は平行線のままだ。

　ロードは地上に戻る気がない。

「そ、そんなことありません！　ロードは誰よりも立派な大人でした！　好敵手であったわたくしがそれを証明します！　あなたは大人です……！　誰よりも……!!」

「――違う」

「違いません……！　あの『統べる王ロード』が大人でなければ、一体誰が大人だって言うのですか……!?　あの戦場にいた誰が……!!」

「それが嫌だから、童わらわは『ここ』にいるんだよ。だから、違うの」

「え？」

　ロードは重ねて否定した。その二重の否定をノスフィーは理解しきれず、言葉を返せなくなる。そこに、すかさずロードは謝罪と拒絶を突きつける。

「本当にごめんね、ノスフィー……。今日は一人でいさせて……」

　その悲痛な声による懇願は、ノスフィーを退かせるに十分な重みがあった。

「はい……」

　ノスフィーは閉ざされた冷たい扉から離れ、僕たちのほうを見て首を振る。

　そして、申し訳なさそうに身体からだを縮こまらせた。

「すみません。わたくしのせいでロードが……」

「いや、仕方ない。一人で考えを整理したいんだろ。少しの間、一人にしてやろう」

　ノスフィーではなく僕が話しかけていたとしても、結果は同じだったと思う。

　王であることを嫌がっているのは薄らと感じ取っていたが、頑かたくなに大人であることを否定する理由まではわからない。その理由を察してあげられる人間でなければ、きっと彼女を説得することはできない。

　ここは下手に突つつかず、一人にしてあげたほうがいい。下手に事情を知らないものが心無い言葉をぶつけてしまうほうが危ない。現にいま、ロードは自分で自分の癇癪を収めている。無理をしてまで、この保管庫に押し入る理由はないだろう。

　いまの僕にできるのは一刻も早く迷宮探索を進めて、彼女の家族である『木の理を盗むもの』アイドを連れてくることだけだ。

　ただ、そう冷静に分析していく僕と違い、ノスフィーは震えるばかりだった。

「ああ……、また失敗ばかりしています……。また……」

　不ふ甲が斐いなさそうに歯を食いしばり、僕の手を摑つかんで聞いてくる。

「渦か波なみ様、わたくしはどうすればよかったのでしょうか？　教えてください。正しいことを行っても解決しないのならば、一体どうすれば……」

　少しばかり後ずさる。ノスフィーの目には、僕への絶対的な信頼が宿っていた。少し前のライナーのように、僕ならば何とかしてくれると妄信している目だ。

　しかし、僕は神様でも何でもない。力及ばないことを正直に白状する。

「ごめん……。それは僕にもわからない……」

「――っ!?　か、渦波様にもわからないのですか？」

　ノスフィーは僕も首を振ったのを見て驚く。

　その初めて見る表情から、あのライナーよりも僕を妄信していたことがわかる。下手すれば、本当に神様だと思っていたぐらいに――

「だから、今日まで僕はロードに何も言えなかったんだ」

「……本当に渦波様でもわからないことが？」

「そりゃそうだよ。わからないことばっかりだから、いつも答えを僕は間違えてる」

　千年前の『始祖カナミ』は信じるに値する人間だったかもしれないが、僕は違うということを伝える。いまも自分のやっていることに自信なんてない。

　もっとロードやノスフィーに言うべきことがあるのかもしれない。けれど、何を話せばいいのかわからない。最善を探して、迷って、なんとか会話をしている状態だ。

　そのはっきりとした弱音を聞いて、ノスフィーは「渦波様も間違える……」と呟つぶやく。

「ノスフィー、きっと正しいと思ったことをやっているだけじゃ駄目なんだと思う。それだけじゃ足りない気がする。だから、その足りないところはこれからみんなと一緒に考えていこう。たぶん、それが一番だ」

　一人ではわからないことでも、二人で考えればわかることがある。少し前にライナーに言ったのと同じように、ノスフィーの力も借りたいと、手を握り返して伝えた。

「正しいことだけでは駄目……。わたくしが消えられない理由もそこにあるのでしょうか？　ならば、ロードの言った二度と果たせない『未練』というのは……」

　ノスフィーは返答することなく、手を顎に当てて考え込みだした。正しさだけが全てでないことを、自分の問題にも当てはめているようだ。

「とりあえず、今日はロードを一人にさせてやろうと思う……。その間、僕たちは僕たちでやれることをやろう。いまから僕たちは、次の迷宮探索のために鍛冶屋へ行こうと思うけど、ノスフィーはどうする？」

　迷宮を十層近く進み、もう時間的には夕方に近い。明日の迷宮探索を考えるならば、レイナンドさんが工房から出る前に、急いで訪問しなければならない。

「……いえ、すみません。わたくしもロードと同じように、一人で考える時間が欲しくなりました」

　ノスフィーは十分に悩んだあと、首を振って同行を拒否した。

　ロードや僕に言われたことを真剣に考えたいようだ。鍛冶屋に行ってもノスフィーにはやることがないので、引き止める理由はなかった。

「ああ、構わない。明日の準備は僕たちだけで十分だから」

「それでは失礼します。少し、城を散歩でもしています……」

　こうして、ノスフィーは城に残り、僕とライナーはレイナンドさんの家へ向かうために城から出ていくことになる。

　いつも通り古びた廊下と中庭を通り、ヴィアイシアの街に紛れていく。
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　緑溢あふれる道を歩いていると、何度か街の人たちに声をかけられる。中には「奥さんが帰ってきたんだって？」ってからかわれ、答えに困ることもあった。

　何とか笑って誤魔化している途中、ライナーが真剣な表情で話しかけてくる。

「なあ、ジーク。先に確認しておきたいんだが、あんたはロードとノスフィーの二人を助けるつもりなのか？」

　二人きりになったことで、ようやく言いたいことを言えたように見える。ライナーは僕と違って、ロードとノスフィーに対する警戒心が強い。

「ロードを助けるっていうのはレイナンドさんと約束したことだからね。もちろん、できればノスフィーの『未練』も僕が晴らしてやりたいと思ってる。ライナーは違うの？」

「正直……、あの二人は、僕の身にもジークの身にも余ると思ってる。助けるなんて口にするのが憚はばかられるほど、あの二人は強い」

　その口ぶりは、剣や魔法の先達者に向けるような「強い」ではなく、抗あらがえない自然災厄に向けるような「強い」だった。

「確かにロードもノスフィーも強いよ。地上の誰も敵かなわないほどの強さを持っていると思う。けど、どれだけ力が強くても、あいつらだって僕らと同じような悩みを抱えてると思う。同じように悩んで、同じように笑う人間……どこにでもいる女の子二人だ」

「あれを女の子扱いできるジークが、おかしいって自覚はあるか？　あの魔力を前にして、ジークは本当に怖くないのか？」

「パリンクロンみたいなことを言うね……。そりゃ、ちょっとは怖いよ。けど、それでも助けたいんだ……。それでも、どうにか……」

　思い浮かぶのは同じ守護者ガーデイアンだった『火の理ことわりを盗むもの』アルティの最期。化け物みたいに強くて、賢者のように見識深かった彼女の最期は、か弱い女の子の表情だった。

　できるならば、ロードとノスフィーのことを理解してあげたい。もう二度と、恐怖から理解を諦めるなんて真ま似ねはしたくない。

「ジーク、あいつらの怖さは魔力だけじゃない。歩んできた人生の重さ、守護者ガーデイアンという立場の重さ、魂そのものの重さ、全てが普通じゃない。もう一度聞くぞ。……それでも、あいつらを助けるのか？　僕は当初の予定通り、守護者ガーデイアンの二人とは距離を置いたほうがいいと思ってる。あんたに仕える騎士として、そう忠告する」

　おそらく、これが最後の忠告であり、最後の確認だろう。

　ライナーは僕が妹を助けるために生きているのを知っている。それの邪魔になるかもしれないけれど構わないのかと、優しく言外に注意してくれている。僕が後悔しないように、心の底から心配してくれている。その温かな友情に心和まされながら、僕は頷うなずく。

「ああ、助ける。特にロードは、もう敵だとは思えない」

　きっと守護者ガーデイアンから逃げても、その先にあるのは、もっともっと悲惨な結末だろう。ローウェンのときのように、真っ向から向き合ったほうが上う手まくいくはずだ。

　その今日までの経験を無駄にしないためにも、守護者ガーデイアンたちから逃げないと誓う。

　断言する僕を見たライナーは、深い溜ため息いきをついたあと、少し呆あきれた様子で笑う。

「そうか。それならそれで僕はいいさ。僕はジークの補助をするだけだからな。それに僕だって、あの馬鹿ロードを敵だとは思ってない。近所の残念な姉ちゃんって感じだ」

　当然のように、その苦難の道に付き合うと言ってくれた。

「……ありがとう、ライナー。本当に助かる」

「礼はいらないさ。僕はジークとラスティアラを護まもる騎士――いや、それ以前に、あんたの仲間だからな」

　その台詞せりふからライナーの成長が感じられる。もはや、ライナーは視野の狭い少年騎士ではないだろう。度重なる戦いを潜くぐり抜け、心身ともに成熟してきている。

　未いまだ守護者ガーデイアンに対する不安は拭えないが、僕の隣には信頼できる仲間がいる。アルティのときとは状況が違う。今度こそ最良の結末を引き寄せられるはずだ。

　それを確認している内に、僕たちはレイナンドさんの家に辿たどりつく。

　だが、珍しいことにレイナンドさんは工房でなく、家の前で落ち着かない様子できょろきょろと辺りを見回していた。

「あれ。どうしたんですか、レイナンドさん」

「む、坊主か。いや、孫娘を捜しててな……」

　どうやら、ベスちゃんを捜していたようだ。幸い、僕の魔法は人捜しに向いている。すぐに《ディメンション》をヴィアイシア一杯に広げて、彼女の姿を捜す。

　時間も魔力も大して消費することはなかった。思っていたよりも近くにいたからだ。

「見つけました。『魔王城』の近くでぼうっとしています……。えっと、これ花畑でしょうか……」

　巨大な面積を誇る魔王城の裏手には、ひっそりと多種多様な花の咲き乱れる空間があった。そこでベスちゃんは風に揺れる花を眺めていた。

「そうか、城のほうにいたのか。しかし、花畑か……。いや、遠くへ行っていないならいい……。中へ戻るか」

「心配なら連れてきましょうか？」

「いや、その必要はない」

　レイナンドさんはベスちゃんの居場所を聞いて思うところがあったようだ。しかし、きっぱりと僕の提案を断った。そして、僕たちを連れて工房の中に移動し始める。

　どうやら、僕たちの用事を察してくれているようだ。工房の中に入って、すぐにライナーが身に着けている装備を確認し始める。自分の作った武具の状況と、他の装備との兼ね合いを直じかに目で見ているのだ。

「うむ。ぬしがライナーか……。わしの剣は使ってくれておるようだな……」

「え、えっと、ライナーです。とても使いやすい剣で助かっています」

　レイナンドさんの怖い顔に睨にらまれ、ライナーは少し怯おびえていた。

「何か他に欲しいものがあれば言え。いま持っている道具ものよりマシなのを作ってやる」

「いえ、別にいまあるもので十分――」

「駄目だ。いいから言え。探索で困っていることくらい一つや二つあるだろう」

「あ、はい。困っていることと言えば、そうですね……」

　厳しい口調でレイナンドさんはライナーから希望を搾り出そうとする。前も言っていたが、やはりあの自殺用としか思えない魔法道具たちが気に食わないようだ。

　迷宮での戦いの詳細を聞きながら、ライナーに必要な装備を決めていく。

「――あと迷宮で困っているのは……。あっ、風属性のモンスターには僕の攻撃の通りが悪い気がします。いや、僕は風属性の攻撃しかできないから当然なんですけどね」

「うむ。わしが手を加えたせいで、『ルフ・ブリンガー』は完全に風属性となってしまったからな。そういう悩みが出るのは当然だ。ならば、風属性の敵用に別の剣があったほうがいいな」

　レイナンドさんは周囲を見回す。しかし、最近は修理ばかりしていた工房だ。いまライナーが使っているものに匹敵するものはなかった。

「坊主、何かいいものはあるか？」

「剣ですか？　いま残ってるのは……、これだけですね」

　そう言って『持ち物』から取り出したのは、





【ヘルヴィルシャイン家の聖双剣『片翼』】
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　かつて迷宮の祭壇で手に入れた逸品だ。

「銘にヘルヴィルシャイン家ってあるので、ライナー向けだとは思うんですが、これ二本でワンセットの武器らしくて、これだけだと本来の力が発揮されないらしいです」

「ふむ。確かにこれだけでは魔石のバランスが悪いな。双剣を前提にして作られた剣か。しかし、いい剣だ。出来もよければ、使っている鉱石もいい。間に合わせには十分だ。……少なくとも、そう簡単に折れることはないだろう」

　レイナンドさんは『片翼』を受け取り、眺めながら鑑定する。

　僕の『表示』頼りの鑑定とは違い、レイナンドさんは剣の細部まで理解しているようだ。僕にわかるのは数値的な攻撃力までで、その剣の頑丈さなんてわからない。

「坊主、明日からそれを使えるように研磨しておけ。ついでに、ライナーが腰に下げられるように鞘さやに新しい帯革もつけておけ」

「あ、はい。研磨してきます」

　返された『片翼』を持って、すぐに作業台へ向かう。

　下働きが身についている僕は、何の迷いもなくレイナンドさんの指示に従った。ただ、その剣を使うことになるライナーのほうから不満の声があがった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　いま僕は剣を二本も腰に下げてるんですよ？　さらに剣を増やすんですか？」

「うむ、三本持っておけ。戦場ならば非常用の剣を持つのはよくあることだ。ぬしの筋力ならば軽いはずだ」

「いや、確かに軽いですけど……。できれば僕は、身軽のほうがいいんです。僕の戦闘スタイルは速さに任せて敵に突撃するタイプなので……」

「身軽であればあるほどいいというわけではない。それに、ぬしは若いのだから色々なスタイルを身につけてもいい。いいから三本持て。わしは噓うそはつかん」

「えっと……。それが遠い未来で役に立つのわかります。けど、いま必要なのは即戦力なんです。だから、僕は一点特化でいきたいなあ、と……」

「ぬしの一点特化の自爆芸は見ておれん。ぬしはどこかに飛んでいってしまわぬように、いくらか重しをつけたほうが丁度いい」

「いや、だからっ……！　わからない人ですね！　いま僕は、他の戦い方にかまけている余裕なんてないってことです！　守護者ガーデイアンやジークたちと肩を並べるには、このスタイルを貫いてやっていくしかないんです!!」

　年上相手だったので抑えていたライナーだったが、とうとう我慢しきれずに声を荒らげた。それどころか、怒気を露あらわにしてレイナンドさんに詰め寄る。

　先ほど成長を感じたばかりだが、やはりまだ一歩目のようだ。

「あ、ライナー。レイナンドさん、かなり強いから気をつけ――」

　意外だが、レイナンドさんは手を出すのが早い。ここで働いていたとき、何度か手刀を食らったものだ。このままでは僕の二の舞になると思い、注意しようと声を出したが、それは予想以上の光景によって搔かき消される。

「ふむ。――《フレイムアクセル》」

「ぎゃっ!!」

　レイナンドさんの大きな拳が赤い魔力を纏まとい、ライナーの顎を正確に打った。一撃で意識を刈り取り、ライナーはバタンと大きな音を立てて床に倒れこむ。レイナンドさんはレベル30を超えている上、筋力に特化している。さらに千年前の未知の熱魔法っぽいものを使って強化していたため、流石さすがのライナーでも耐えられなかったようだ。

「よし。あとは魔法道具のほうの調整だな」

　何事もなかったかのように、工房の床に転がったライナーの装備をレイナンドさんはまさぐりだす。論じるのが面倒だから、気絶させたままで事を進める気のようだ。

　僕の視線に気づいたレイナンドさんは一時手を止める。

「む、坊主も止めるか？」

「……いえ、お願いします」

　少しだけ考えたあと、首を振って逆に頼む。

　ライナーの言っていたことは正しかった。けど、レイナンドさんの言っていることが間違っているわけでもない。これもまた、正しいだけでは解決しない問題だ。

　いまのライナーの戦闘スタイルは極端すぎる。今日明日の戦いだけならば、それでもいいだろう。だがライナーの人生は長く、まだ何十年も残っているのだ。長期的に見れば、身を削るような戦い方を変えるべきなのは明白だった。

　本来ならば、その忠告は僕の役目だったと思う。それをレイナンドさんが代わりにやってくれたのだ。止めるどころか、お礼を言わなくてはいけないことだ。

　こうして、僕が『片翼』の鞘を加工している間、レイナンドさんは気絶したライナーから魔法道具を取り上げて「こっちは使えるが、これはいらんな」「これも自決用か。壊すか」と勝手に選別していく。その作業と平行して、迷宮探索の状況の確認も行う。

「それで坊主、今日はどこまで行ったんだ？」

「五十六層までです」

「なんだ、六十層台は軽くクリアしたのか。この分だと、すぐに地上まで行けそうだな」

「正直なところ、六十層の守護者ガーデイアンが協力的だったおかげです」

「ほう。出てきたのはどこのどいつだったのだ？」

「『光の理ことわりを盗むもの』ノスフィーです」

「ふむ。『御み旗はた』のノスフィーか。あやつはどちらに転ぶかわからぬ印象だったが……いや、坊主とは元夫婦という話だから、当然と言えば当然か」

　どうやら、レイナンドさんも僕とノスフィーが夫婦だったことを知っていたようだ。

「ただ、問題がないわけではありません……。ついさっきノスフィーが、あと少しでこのヴィアイシアが崩れると言い出して、ロードが城に引きこもってしまいました……」

　ヴィアイシアの崩壊は『ここ』で生きる全ての人にとっては死活問題だ。街の最高齢であろうレイナンドさんには話しておくことにする。

「ほう。あと少しで『ここ』が崩れると、ノスフィーのやつがそう言っておったのか？」

「はい、あと一ヶ月だと言っていました。もしかして、知っていたんですか？」

　衝撃の事実を伝えたつもりだったが、レイナンドさんは冷静だった。

　確認するように、自らの消失の数字をつぶやく。

「そうか。あと一ヶ月か。……いや、坊主が現れてから、薄らと予兆は見えておったからな。予想はしておったよ」

「ここは元々千年だけの世界として創られていたらしいです。そして、その寿命を延ばす方法は、僕の次元魔法しかないとノスフィーは言っていました」

「そうだろうな。ノスフィーは噓を言っておらんと思うぞ」

「僕が空間系の次元魔法を使えれば、何とかなるらしいのですが……」

「坊主が『ここ』のことを気にする必要はない。いつ崩壊しようと構わぬと、わしらは覚悟を終えておるよ。……まあ、ロードを除いてだがな」

　自分の力量不足を悔やんでいると、レイナンドさんは僕の肩を叩たたいて首を振った。

「ロードは『ここ』の崩壊を受け入れようとしませんでした。このままだと『ここ』と一緒に共倒れしてしまいます。……だから、早急にアイドをロードの下まで連れてこようと思っています。迷宮探索自体は順調なので、できない話ではないです」

「うむ。鬼門である守護者ガーデイアンの層は終わったからな。そう無茶な話ではないだろう。あとは体調に気をつけて、油断なく準備するくらいか」

「ええ、この準備が終わったら、すぐに城に戻って休んで……明日の朝、また迷宮に行こうと思っています」

「早いな。明日、迷宮へ行くのか？」

「正直、嫌な予感がするので……。できるだけ急ぎたいんです」

　レイナンドさんが相手だからか、するりと弱音が漏れる。

　そうさせるだけの包容力が、目の前の老齢の鍛冶師にはあった。そして、忙せわしなく迷宮攻略の準備を行う僕を見て、鍛冶師は溜ため息いきをつく。

「……いいか、坊主。無理をするなとは言わんが、絶対に死んではならんぞ。生きておらんと、何もできんということを忘れるな」

　レイナンドさんは死んでから、『ここ』で存在し続けている。この千年、様々なことを為なす時間はあったはずだ。それでも、「生きていなければ何もできない」と言う。

　きっと実体験から出た言葉だろう。

「坊主にロードを助けて欲しいと頼んでおいてあれだが……、それだけに囚とらわれるな。ロードのことを心配するのはいい。しかし、自分のことを疎おろそかにするな。それでは誰も助けられぬまま、潰れてしまう。今日の夜は落ち着いて、よく考えろ。場合によっては、全てを切り捨てるつもりでもいい。所詮、『ここ』のことは千年前の話なのだ」

「全てを切り捨てるつもりで……？」

「そこに転がっている若者のように、『ここ』は未来の希望で溢あふれているわけではない。逆だ。『ここ』は墓場に近い。あとは終わり方だけの問題なのだ。ぬしたちに見限られても、わしは恨みはせんよ」

　柔らかい物言いで、僕たちの将来を優先する。ロードとノスフィーの諍いさかいによって、僕が心身ともに疲労しているのをレイナンドさんは見抜いたのだろう。『ロードを救って欲しい』という自分の望みを撤回した。僕の負担を減らすために……。

「レイナンドさん……」

　正直、涙が出てきそうだった。

　この異世界に来てから――いや、元の世界を合わせても、こんなに心配してくれた大人は初めてかもしれない。潤んだ目から涙がこぼれないように、僕はお礼を言う。

「ありがとうございます。レイナンドさんみたいな人がいてくれてよかったです」

「ふんっ。別にわしがおらんでも、坊主なら一人で何とかしておったろうよ。わしの知っている『始祖カナミ』という男は、そういう男だった」

　ただ、その真っ向からのお礼を、レイナンドさんはそっぽを向いて受け取らない。少しだけ気恥ずかしそうに見えた。

「そんなことないです。僕一人だけでは、簡単に駄目になります。けど、レイナンドさんの言葉で、随分と楽になりました。その……まるで、父親みたいでしたよ？」

「父親だと？」

　僕の率直な感想を聞いて、レイナンドさんは目を丸くする。

「いや、僕には父親がいなかったので、なんとなくですけど……」

「坊主には父親がおらんかったのか……。道理でな……」

　正確には『両親が僕の子育てを放棄していた』だが、レイナンドさんは何かに納得したようだ。千年前の僕は、親からろくな教育を受けていないように見えるやつだったのかもしれない。いや、いまでも思われているかもしれない。子供のように放っておけないからこそ、こうも心配してくれている気がする。

「しかし、わしを父親と重ねるのは間違いだ。……わしは父親として失格だ。結局、家族の誰一人も理解できんかった。だからこそ、一人だけ魂を磨耗することなく生き永らえておる。もし、坊主に子供が生まれたとしても、絶対にわしだけは手本にするな」

「……それは難しいかもしれませんね。もう結構尊敬してますから」

「わしと同じ大馬鹿者になるぞ」

「レイナンドさんと同じなら、それもありかもしれません」

「……手遅れだったか。大馬鹿者め」

　レイナンドさんは匙さじを投げるかのように首を振った。

　それを僕は微笑しながらも受け入れ、話している間に完成させたものを見せる。

「――やっと終わりました。ヘルヴィルシャイン家の聖双剣『片翼』を、ライナー用に完成させました。どうでしょうか？」

「うむ。文句なしの出来栄えだな。あとはライナーの魔法道具を選別して、足りないものを補充するだけだ」

『片翼』の鞘さやに付けられた帯革を確認したあと、レイナンドさんは工房の棚に常備されてある魔法道具を漁あさり始める。装備する当の本人を置いて、次々とライナーの装備が変更されていく。その途中、ふと僕は言葉を漏らす。

「レイナンドさん。もし『ここ』が壊れるときになったら、一緒に地上へ行きませんか？」

「わしが、地上に……？」

　この地下だけでなく、地上でも力になって欲しい。そんな願望が零こぼれ出てしまった。

「はい、一緒に……。何もかも上う手まくいったら、そんな終わり方もありだと思いませんか？　墓場から出るくらいのつもりで行きましょう。ロードたちの行く末を見守りながら、また地上で鍛冶屋をやるんです。僕が知り合いの工房を教えますから」

「確かに、ロードのやつが幸せになるところを見届けることができれば一番だが……」

「それに……、ロードだけじゃなくて、レイナンドさんのやりたいことも叶かなえましょう」

　いつもレイナンドさんは他人のことばかり心配している。

　もっと自分の幸せのことも考えてもいいはずだ。

「わしのやりたいことか……」

　レイナンドさんは自らの幸福について顧み、ものを探す手を止めて遠い目をした。

　もう何十年も、いやそれ以上の間、そんなことは考えたことがなかったのだろう。十分な時間の静寂のあと、ゆっくりと自らのやりたいことを教えてくれた。

「ならば、そのときはベスのやつも連れていくか。少しでも、やり直せるかもしれん」

「きっとやり直せますよ」

　結局、出てきたのは自身とは違う名前だった。やはり、レイナンドさんはレイナンドさんだと思いながら、それ以上の追求はやめて、その願いが叶うことを祈る。

「ふむ。……それで坊主、いま地上どうなっておる？」

「いま迷宮の上には連合国という大きな国ができてます。冒険者、というか探索者がたくさんいますので、腕のいい鍛冶師は引っ張りだこになると思いますよ。あとは――」

　僕たちは将来の明るいビジョンを話しつつ、ライナーの装備を完成させていく。

　その終わり際、僕は今日手に入れた魔石をレイナンドさんに換金してもらった。

　やるべきことを全て終わらせ、僕はレイナンドさんと笑顔で別れ、工房から出ていく。

　強制的に装備変更された気絶中のライナーを背負ったまま、街を歩く。その途中、お金を食料に変えた。少し街の人たちに怪しまれたものの、気絶しているのがライナーとわかると納得した様子を見せた。どうやら、この数日でライナーが酷ひどい目に遭っているのは日常となったようだ。その街の変化に僕は苦笑しながら、城まで戻る。

　ロードは保管庫で猫のように丸まって眠っており、ノスフィーは先ほどベスちゃんのいた花畑に腰を下ろして、一人で空を見上げていた。

　黒い空のせいで正確な時間はわからないが、もう夜に近い。このまま就寝しようと、自室のベッドにライナーを放ったあと、ソファーに寝転がり――目を瞑つぶる前に、今日までの成果を確認する。





【ステータス】




名前：相あい川かわ渦か波なみ　HP353/353　MP1165/1165－200　クラス：探索者




レベル25

筋力14.01　体力15.54　技量20.77　速さ25.87　賢さ20.79　魔力45.23　素質6.21




先天スキル：剣術3.79

後天スキル：体術1.56　次元魔法5.33＋0.40　魔法戦闘0.79




感応3.56　指揮0.89　後衛技術1.01

編み物1.15　詐術1.34　鍛冶1.00　縫製0.68　神鉄鍛冶0.56






　一番の成長は魔力。それに合わせたＭＰ量の上昇だ。

　もちろん、単純なステータスだけでなくスキルの数値も上昇している。

　スキル『鍛冶』が一人前と言える数値になり、いつの間にかスキル『指揮』『後衛技術』が増えている。ただ、直接戦闘系のスキルは全く上がっていないようだ。

　ちなみに、ライナーのほうは――





【ステータス】




名前：ライナー・ヘルヴィルシャイン　HP409/409　MP102/281　クラス：騎士




レベル27

筋力14.04　体力10.21　技量11.76　速さ16.88　賢さ13.40　魔力10.76　素質3.87




先天スキル：風魔法2.57

後天スキル：神聖魔法1.27　剣術2.38　血術1.12




魔力操作0.89　集中収束0.56　最適行動1.22　不屈1.11






　順調に成長している。僕と違って直接戦闘系のスキルの伸びが大きい。ロードから教わったおかげか、『風魔法』の数値が一気に0.50近く上がっている。いままで、色んなステータスを見てきたが、短期間にここまで数値が上昇しているのは初めてだ。さらに『魔力操作』と『集中収束』のスキルまで手に入れているのは、流石さすがは『風の理ことわりを盗むもの』の弟子だ。無論、注目すべきは魔法だけではない。

　僕はベッドにたてかけられた三本の剣の内の一つを見る。





【アレイス家の宝剣ローウェン】




守護者ガーデイアンローウェンの魔石をあしらった剣

攻撃力27

攻撃力は装備者のレベルと同値になる

装備者はローウェン・アレイスの剣術を想起可能

形状変化可能　装備者に地魔法＋2.00






　彼は地下生活での間、『地の理を盗むもの』の弟子でもあった。ずっと『アレイス家の宝剣ローウェン』を使っていたおかげで、スキル『剣術』が大幅に上昇している。目もく論ろ見み通りだ。アレイスの剣を完全にマスターしている僕では、こうも急上昇はしなかっただろう。欲を言えば、地属性の魔法を身につけて欲しかったが、そこまで上手くはいかなかったようだ。

　自分だけでなくライナーの成長も確認した僕は、ソファーの上で一人ごちる。

「今日は大変だったな……。千年前の僕も、このくらい大変だったのかな……」

　あまり考えないようにしていたことだが、意識が千年前に向く。地上と違って、『ここ』は千年前の名残が多いからだろう。

　なにより、二人の守護者ガーデイアンロードとノスフィーの存在が大きい。

　今日の喧けん嘩か騒ぎからずっと、彼女たちの千年前が気になって仕方ない。

　なにより、そのとき覚えた二人への違和感が、まだ消えていない。

　ロードもノスフィーも、もっと違ったように思うのだ。

　そう……。確か、あいつらは千年前――

「――っ！」

　唐突に、鮮明な守護者ガーデイアンたちの姿が脳裏に浮かぶ。

　それはいまの二人の姿でなく、王者に相応ふさわしい豪ごう奢しやな装いの二人の姿だった。

「そうだ……。あのとき、僕は出会ったんだ……」

　少しずつだが、思い出していく。

　そのフラッシュバックのような現象を僕は知っている。これはレベルアップした僕の魂が、以前の『始祖カナミ』に近づいたことで発生する想起だ。

　魔力を得た『次元の理を盗むもの』の魔石が、本来の力を取り戻しているのだろう。

　それを理解すると同時に、僕は目を瞑る。その現象を最大限生かす方法は、本能的に理解していた。記憶の整理に最も最適な場所へ向かう。

　深層心理の沈む闇の底。『千年前の夢』に至るため、睡魔に抗あらがうことなく眠りについた。







４．魔王







　暗い。

　とても暗い水底を歩いているような気がした。

　そこは余りに深すぎて、全く光の入ってこない『領域』だ。

　指一つ動かすのも一苦労で、一歩進むのに何秒もかかる世界だ。

　だから、すぐに僕は身体からだの力を抜いて、水の中を漂うことにした。この暗く重い世界の中を、自分の意思で進んでいくのは賢くない。

　少しずつ身体は浮力によって、上に昇っていく。

　上に上に昇り、少しずつ光が水の中に差し込んでくる。

　その光の中には様々なものが映っていた。

　氷の張った湖面の上に立つ黒髪の少女――薄暗い地下室で蠟ろう燭そくの明かりだけで暮らす黒髪の少年――万をも超える書に囲まれながらロッキングチェアに座っている初老の男――塔の頂上で苦しそうに詩を謡う金髪の女性――そして、眩まばゆく輝く髪をなびかせる小国のお姫様が――

　ここで自分が夢を見ているのだと気づく。

　そして、目に映る全てが、僕の古い記憶だということもわかる。

　使徒レガシィによって、継承失敗した『始祖カナミ』の記憶の欠片かけらたちが蘇よみがえっていっている。身の『魔の毒』の増加を切っ掛けに、記憶が修復されていっているのは間違いない。水底から浮かんでくる泡のように、一つずつ一つずつ記憶が還かえってきている。

　その記憶群の中から一つ、選び取る。

　本能的に僕が選んだのは、いま最も僕と縁深い人間との記憶。

　――ロードとの出会いの記憶だった。

　夢に映るのは、無数の民たちに歓待され、凱がい旋せんする翠みどりの髪の少女。

　ただの少女ではない。獰どう猛もうそうな巨大な獣の背に乗り、何千という兵士を従え、賞賛の嵐の中を突き進む若き女王だ。

　その無数の民たちは全て獣人だった。そして、その街がヴィアイシアに似ているということに気づく。僕も知っているヴィアイシアにある大通りを、翠の髪の少女を中心に凱旋中であろう兵の隊列が行進している。

　――これが僕とロードの出会い？

　歓声をあげる民の中には、四人の旅人が紛れ込んでいた。

　魔法で変装していたが、その全員の名前がわかる。金髪の女性は使徒シス。黒髪の少女は陽ひ滝たき。最年少の少女はティアラ。そして、仮面の少年が『始祖カナミ』。

　なぜか、全員が猫耳と猫尻尾をつけていた。

　この時期、北は獣人だけしか入れなかったのかもしれないが、そのチョイスから僕の独断的な趣味を感じ取る。何を馬鹿なことをやっているんだと過去の僕に呆あきれつつ、夢の続きを見る。

　凱旋パレードの中で佇たたずむ僕の眼まな差ざしは真剣だ。

　真剣に、翠の髪の少女――ロードを遠目に見ている。

　いまの僕が知っているロードと違い、その少女は尊厳と気迫に満ち溢あふれていた。

　いつもの服ではなく、上等な絹の服を着込み、その上にぶ厚い鎧よろいを身に着けている。頭の上には盛りだくさんの宝石をあしらった王冠が乗っていて、彼女が王であることを周囲に誇示している。もちろん、街娘のような尻尾頭は解ほどかれ、気品溢れる翠の長髪を空に浮かせている状態だ。その背中の翼は隠すことなく、悠然と広げていた。

　その姿を見て、誰もが彼女を絵画に遺のこすに相応しい人物だと思うだろう。

　――ああ、なんて立派な王だと。

　それほどまでに、そのロードの顔には一分の隙もなかった。

　当然のように勝利を持ち帰り、民の大歓声を涼しげに受け止める姿。まさしく、王の中の王。女王であるはずなのに、まるで性別を感じさせないほどにロードの顔は凜り々りしく、気高く、孤高に、憮ぶ然ぜんとしていた。

　その王を、民衆にまぎれた『使徒』と『聖人』が評する。

「……あれが『狂王』？　確かに、そう呼ばれるだけの風格はあるみたいだけど。ティアラの目から見て、あれ、どう思う？」
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「なんだかすごい人気だねえー。南では『狂王』って呼ばれているけど、こっちでは『統べる王ロード』様なんだね。えっと、噂うわさって当てにならないなーって思った！」

　使徒シスは肩に乗せたティアラに問うと、とても明快な答えが返ってきた。それを聞いた使徒シスは「その通りね」と苦笑する。そして、妹の陽滝が話に続く。

「これからは国を越えての噂は信じないようにしましょうか。まさか、北の王様がこんなに美人だとは……」

　途中で言葉は濁る。隣にいる兄――つまり、『始祖カナミ』の様子が変だったからだ。

『始祖カナミ』はロードを『注視』していた。

「どうかしましたか、兄さん？」

　心配そうに陽滝は問いかけ、それに『始祖カナミ』は答える。

「いや、想像と違ったからびっくりして……」

「想像以上に美人でしたか？」

「ち、違うって！　そういう話じゃないって！　もっとまじめな話！」

「では、何が違ったのですか？」

「なんだか、あの王様、苦しそうだ。いまも誰かに助けを求めているような気が……」

　真剣にロードを見つめていた『始祖カナミ』の評価は、いまの僕と同じだった。

　ロードという少女は、いまも昔も変わらず苦しんでいる。

　ずっと助けを求めていると、そう思った。

　だが、その話に対する当時の仲間たちの反応は酷ひどいものだった。

「ああ、またですか。美人を見たら、いつもそれを言ってませんか？」

「はあ。盟友の悪癖には困ったものね」

「師匠、またぁ？」

　その物言いから、いつも美人を引っ掛けていることがわかる。

　いま僕は迷宮の奥底で苦労しているというのに、この『始祖カナミ』は一体何をやっているのかと腹が立つ。いや、この『始祖カナミ』も自分だとわかってはいるのだが。

「いや、だからそういう話じゃなくて。本当にそう見えるんだって……。けど、相手は北の王様だからなあ……」

「絶対駄目だよ、師匠。私らは流れの旅人、それも正体を明かせない身なんだからさ。あのかっこいい王様に近づいたら、私ら北にいられなくなるよ？」

　食い下がる『始祖カナミ』だったが、周囲の反応は冷ややかだった。そもそも、ロードが助けを求めているとは誰も思っていないようだ。

「いま私たちがやるべきことは、ただ一つ。魔力の収集。それを間違えてはいけないわ」

　聖人と使徒に宥なだめられ、『始祖カナミ』は渋々と頷うなずく。

「ああ、わかってる。わかってるさ……」

　その中、一人だけ――陽滝だけは一言も喋しやべることなく『始祖カナミ』の顔を窺うかがっていた。その仮面の裏にある表情まで見透かそうと、その黒い瞳を向けている。

　そして、王の凱旋パレードは進んでいき、『始祖カナミ』たちはロードの姿を見失った。王が通り過ぎたあとも止まらない熱狂の中を、四人は歩いて離れていく。結局、『始祖カナミ』の話はなかったことにされ、極力ロードには近づかないことになった。

　――そう。

　初めての出会いは、すれ違っただけだった。

　確か、『始祖カナミ』とロードが協力し合うのは、もっとあとの話のはずだ。

　陽滝が化け物になり、使徒シスやティアラと離反したあとだ。

　だから、出会いの夢は、一度ここで途切れる。

　――また僕は水底のような夢の中に戻された。

　水の中は少しずつ光で満たされていっていた。この光が水の中全てを満たしたとき、僕の夢は終わるのだという予感があった。

　夢が終わる前に、できるだけの記憶を取り戻そうと僕は必死にあたりを見回す。

　そして、次に僕が見つけたのは――塔のような城内を歩く少年少女の記憶。

　一瞬、二人が誰だかわからなかった。しかし、その顔を見れば名前は間違えようはなかった。『始祖カナミ』とノスフィーだ。

　今度は、この二人の出会いの記憶のようだ。

　ただ、どちらも僕の知っている姿と少しだけ違っていた。

　ノスフィーは変わらず、フリルのついた黒い服を着た美少女だ。違いがあるとすれば、髪の色だけだろう。いまより、少し色素が薄いように感じる。

『始祖カナミ』のほうは、胸元あたりまで伸びた黒髪に変わっている。いまの僕よりも、『世界奉還陣』から現れたときの身体に近い。

　その髪の長さから、先程のロードの出会いから、かなりの時間が経たっていることがわかる。おそらく、妹が化け物となってしまい、使徒シスに復ふく讐しゆうするため単独行動している時期だろう。確かノスフィーの話では、一度使徒シスに負けた僕は自失状態になっている。そのときの光景なのかもしれない。

『始祖カナミ』の生気のない虚うつろな目が、それを証明している。

　まるで夢遊病患者のように、ふらふらと『始祖カナミ』は歩く。それをノスフィーが横から抱えて手助けしていた。話には聞いていたが、改めて見ると酷いものだった。

「……渦か波なみ様。こちらでございます」

　煌きらびやかな調度品の並んでいる回廊を二人は歩き続ける。

　何度も転びそうになる『始祖カナミ』を、ノスフィーは何度も抱え直した。

　たった二人で歩き続け、城の中にある広い部屋の一つに入っていく。中央には同時に二十人は使えそうな長いテーブルがあり、その上に二人分の食事が用意されていた。

「今日の朝食です。さあ、一緒に食べましょう」

　ノスフィーは甲か斐い甲が斐いしく『始祖カナミ』の世話を焼く。

　二人だけで使うには広すぎる部屋だ。床には美術館に飾ってありそうなきめ細かな模様の絨じゆう毯たん。天井には魔石造りの豪華なシャンデリア。壁には縦幅十メートルはある絵画がいくつも並んでいる。正直、金をかけすぎて趣味が悪いという他ない部屋だ。

　そんな部屋に、たった二人しか人がいないというのは少し奇妙に感じた。

「美お味いしいでしょうか？　わたくしが早起きして作ったのです。渦波様の好きな料理を、たくさん……」

　答えは返ってこないとわかっていても、ノスフィーは語りかけながら、スプーンで掬すくっては『始祖カナミ』の口に運んでいく。

　焦点の合わない目を彷徨さまよわせながらも、何とか『始祖カナミ』は食事をしていった。

　痛々しい光景だった。

『始祖カナミ』の悲惨な状態以上に、ノスフィーも見ていられない。

　ずっと微笑が張り付いてはいるものの、乾きに乾き切っている。

『始祖カナミ』と過ごす時間が嬉うれしいのだろうか、少しだけ頰は紅潮している。だが、その嬉しさを超えて余りある悲しみがあることは確かだった。

　笑っているのに、いまにも涙が零こぼれてしまいそうなほど目が潤んでいる。

　泣きそうな微笑のまま、ずっと食事の世話をし続けている。

　その途中のことだった。

「あっ、口元に……」

　少し体勢を崩してしまい、『始祖カナミ』の口元がべちゃりと汚れてしまった。

　それを見たノスフィーは手を伸ばす。しかし、すぐに動きを止める。

　薄らと張り付いていた表情が深まっていく。

　喜びと悲しみの比率はそのままで、感情が膨らんでいっているのがわかる。

　そして、何度も『始祖カナミ』の頰に触れようとしては、手を引っ込める。

　数分ほどの時間をかけて躊ちゆう躇ちよと決断を繰り返した結果、最後にはテーブルナプキンで口を拭った。

　同時に涙が零れる。

　とうとう僅かにあった喜びさえも消え失うせたのだろう。悲しみだけに囚とらわれたノスフィーは目じりを下げて、その黒瑪め瑙のうの目から、ぽたりぽたりと涙を零していく。

「お父様……」

　空を見上げ、呟つぶやかれる言葉は父という言葉。

　その言葉の意味はわからないが、とても大事なものであったことは声色からわかる。

　ただ、それを見ても『始祖カナミ』は何も言わない。動かない。反応すらしない。

　その事実に、一層と少女は悲しむ。

　目を逸そらしたくなる記憶だ。

　――けれど、これがノスフィーと僕の出会い。

　間違いなく、これが出会いだ。

　夢であるとわかっていても、その少女の涙を止めるべく、自分の腕を伸ばしたくなる。

　だが、届かない。もうこれは終わってしまったこと。過去のこと。

　だから、ぽたりぽたりと落ちる涙の音は止められず、ついには――ぺちゃりと、僕の頰に湿った何かが触れる。

（――――ッ!?）

　僕の頰だ。けれど、それは夢の中の『始祖カナミ』の話ではない。夢を見て眠っているほうの僕の感覚だった。その刺激によって、ノスフィーとの出会いの記憶は中断されてしまう。投石された水面のように、記憶は霧散してしまった。

　ぺちゃりぺちゃりと伝う生暖かい感触と共に、徐々に夢から覚めていくのを実感する。

　そして、僕は重い瞼まぶたを持ち上げさせて、完全に意識を覚醒させた。





◆◆◆◆◆






　目が覚める。

　瞼を持ち上げると同時に見えたのは、昨日の朝とほぼ同じ光景だった。鼻と鼻が触れ合う距離にノスフィーの顔があり、その黒瑪瑙の瞳が寝ている僕を映していた。

　ほぼ同じ光景だが、違う点が少しある。

　ただ、その少しが致命的過ぎた。昨日と違い、ノスフィーは寝ている僕の上に跨またがり、その小さな口からピンク色の舌を伸ばして、僕の頰を舐なめていたのだ。

　ぺちゃりと唾液の伝う音が聞こえ、つーっと舌が這はっている。

「――っ!?」

　状況を理解したとき、咄とつ嗟さにノスフィーを突き飛ばそうとした。

　しかし、身体からだは動かない。ガタッと音が鳴り、両腕と両足に痛みが走っただけだった。

　自動発動した《ディメンション》と『感応』が自らの状態を把握する。

　いま僕は大きめのベッドで大の字に寝転がっていた。そして、両手足を魔法でできた輝く紐ひものようなもので縛られている。よく見ると、右手の紐はベッドの裏を通り、左手の紐に繫つながっている。両足のほうも同様だ。

　力任せに動くだけでは抜けられない拘束だ。

「……おはようございます。渦波様」

　舐めるのを中断したノスフィーが起床の挨拶を笑顔で飛ばす。

「ノ、ノスフィー……？」

　夢の中で聞こえた音と生なま温ぬるい感触はノスフィーの仕業であったとわかった。しかし、この状況に陥っている理由がわからない。直前に甲斐甲斐しいノスフィーの姿を見ていたせいか、酷い落差を感じる。

「何を考えて、こんなことを――！」

　困惑の極みの僕はノスフィーに強く問う。

「はい……。よく考えた結果です」

　しかし、彼女は大して動じることもなく、僕の頰を撫なでるだけだった。

「よく考えて、なんでこんなことになるんだ!?　いいから、すぐにこれを解ほどいてくれ！」

　縛られた腕を動かしながら解放を要求するが、返ってきたのは頰を赤く染めた顔の首振りだった。ノスフィーは僕の要求を放り捨て、自らの要求だけを言葉にする。

「……構いませんよね」

　口で確認は取ろうとしているが、僕の答えを聞いていないのは丸わかりだった。何が構わないのかもわからない僕の頰をノスフィーは撫で、首筋を人差し指でなぞり、鎖骨を手の平で擦さする。淫いん靡びな熱い吐息と共に、彼女の顔が近づいてくる。

　少しずつ、いまのノスフィーが何をしようとしているのかがわかってきた。その推測が当たっているのならば、それは余りに唐突で、余りに非常識で、余りに不潔だった。

「ええ、ずっとずっと構わないのでした……！　だって、わたくしたちは夫婦だったのですから……！　夫婦の間柄ならば、何もおかしいことはありませんよね……？　ねえ、渦波様……!!　そうですよね……!?」

「おまえ、やっぱり――！」

　その台詞せりふから、推測が確信になる。

　……まずい。

　とにかくまずい。

　戦闘で感じる死の予感とは別物だが、それに比類する悪寒が背中に走っている。

「ずっと渦波様は異世界で……それも、迷宮に閉じ込められていたのですよね？　ならば、色々と困っていたはずです。それをわたくしで発散させることだけ考えて頂ければ、それだけで構いません。お願いします……」

　理由や経緯はわからないが、この栗くり色いろの髪の少女は『そういうこと』を僕としたがっている。一瞬で自分の顔が引き攣つったのがわかった。

　頰が赤く染まる――のではなく、青くなる。

　目の前の少女は美しい。ラスティアラと比類するということは、僕にとって考えられる限りの最高の美しさだという評価だ。

　透き通るような肌には染み一つなく、その栗色の髪は一本一本が蠱こ惑わく的てきに揺らめき、幻想的に輝いている。咲く白磁色の花が全てを吸い込むかのような魅力だ。さらに、その黒瑪瑙の瞳は、親しみ深い元の世界の人間を思い出させる。もし、彼女が僕の世界にいたら、アイドルやモデルの頂点として一世紀は君臨するのは間違いない。

　その美少女ノスフイーに求められている。普通ならば、戸惑いながらも少しは喜ぶところだろう。それが男子として正常な反応のはずだ。なのに、いまの僕が感じているのは、強い恐怖だった。酷ひどい言い草になるが、生理的嫌悪感すらある。

　なぜだかわからないが、ノスフィーにだけは手を出してはいけないと思った。

　無論、常識的な判断として、この状況が犯罪的であるともわかっている。

　だから僕は、ゆっくりとノスフィーを一般論で説得しにかかる。

「ノスフィー、落ち着くんだ……。そういうのは好きな人同士が、お互いの了承のもとでやるものであって、出会ったばかりの僕らがやることじゃない。それくらい、おまえもわかるよな……？」

　しかし、止まらない。ノスフィーは眉をひそめながらも、這わせる手を動かし続ける。

「……お互いの了承があればいいのですね。では、渦波様、いま認めてください。これが一方的なものでなく、愛ある育みであるということにしてください。いますぐ」

「いますぐって……、この状況でか!?」

「ええ、いますぐです。――《ライトナイフ》」

　にっこりと笑って、ノスフィーは魔法を唱えた。とても切れ味のよさそうな包丁に似た刃物を光で生成し、それを僕の首元にそっと添える。

「刃物を突きつけるな！　そういうのはお互いの了承とは言わない！」

「あ、すみません。どうしても、癖で……」

　爪を嚙かむ子供が叱られたかのように恥ずかしがって、光の刃を消した。その手て馴なれた脅しに、僕の混乱は加速するばかりだった。

「お願いします。後生ですから、わたくしの『未練』を果たさせてださい……」

「待て。本当に落ち着いてくれ。これが『未練』だったって言うのか……？　本当に？」

「はい、きっとわたくしは『証明』が欲しかったのです……。『友達』だなんてものでは、全く心は晴れてくれません！　やはり、わたくしには渦波様しかいなかった！　いまも昔も、渦か波なみ様だけだった！　その過波様との『証明』が欲しい！　確かに、わたくしと渦波様が繫がっていたと言える『証明』！　わたくしが使命を果たしたと言える『証明』！　その『証明』さえあればわたくしは、きっと――!!」

　とうとうノスフィーは似合わない叫び声をあげた。

　その勢いで押し切られるのが恐ろしく、僕も叫び返す。

「けど！　僕を縛って、強引に襲って、これが正しいってノスフィーは思うか!?　本当にこれでいいのか!?　ありえないだろ!!」

　僕の怒気を孕はらんだ声に晒さらされ、ノスフィーは少しだけ勢いを削そがれ始める。

「それは……正しいなんて思うわけありません。しかし、正しいことをやっているだけでは駄目だと言ったのは、渦波様じゃないですか……」

「そういう意味で言ったんじゃない！　少なくとも、これだけは違う!!」

「なら、どういう意味だったのです……!?　わたくしにとって、渦波様は絶対で正義で完璧な存在でした！　その渦波様が自らの言葉をぶれさせるから、わたくしは困惑しているのです！　わたくしはあの素晴らしい渦波様に近づきたかった！　昔もいまも、どうにか近づいて触れたいと思い続けています……！　ええ、やはり、それだけがわたくしの『未練』……!!　ずっと続いているわたくしの後悔……!!」

　叫びながら、ノスフィーの顔が近づいてくる。いまにも僕の顔に、彼女の小さな唇が触れてしまう。もはや、言葉の投げ合いをしている場合ではなかった。

　このままだと為なすがままになると感じた僕は、最終手段である魔法を発動させる。

「――魔法《ディスタンスミュート》!!」

　次元の壁をすり抜ける魔法《ディスタンスミュート》。

　その力は攻撃が全てではない。少し前、鍵開けに使ったように、その使用用途は幅広い。腕全体を覆うのでなく、一瞬だけ両手足に展開して縄抜けを行う。

　その慣れない強引な魔法構築により、ごっそりと魔力が失われる。錐きりで穴を空けたかのような痛みが頭に走る。だが、このくらいならばいつものことだ。平静を保って、自由になった両手を使ってノスフィーに摑つかみかかる。

　ノスフィーは光の縄による捕縛に自信があったのだろう。その反撃に対応できず、身体を入れ替えられ、ベッドに叩たたきつけられる。

　そのまま、僕は部屋の外へ逃げようとするが、

「渦波様！――魔法《ライトスタッフ》!!」

　窓を含んだ全ての出入り口に、光の棒が格子のように組まれた。その全てに馬鹿げた魔力がこめられているとわかり、足を止めざるを得なくなる。

　まともに逃亡しては背後から捕まるだけだ。身体をノスフィーに向け直し、叫ぶ。

「ノスフィー！　いまはそれどころじゃないだろう!?　せめて、僕が記憶を取り戻してからにしろ！　それが正しい順番だ!!」

　ノスフィーはゆらりとベッドから立ち上がり、微笑ほほえみ続ける。

「ええ、わたくしも最初はそうしようと思っていました。順番で言うならば、わたくしの『未練』は最後に解決すべきですから……。だから、まず地上に戻り、妹様を助け、ロードを救い、ゆっくりと渦波様の記憶を取り戻してから、わたくしの想おもいをぶつけようと思っていました。ええ、いまでもそれが正しいと思います。間違いなく、それが最も正しい道でしょう――」

「なら、なぜそうしない！」

　思った以上にノスフィーの受け答えは理性的だった。いままでの会話にならなかった敵たちと比べると、その差は歴然だ。しかし、それが逆に恐怖を加速させる。つまり、ノスフィーはとても冷静に、この状況を選んだということだからだ。

「けど、ロードと渦波様を見ていて気づきました。いや、千年前も思っていたことです」

　淡々と喋しやべるノスフィーに混乱は見られない。

　最初に言った通り、全ては熟考の末の行動であることがわかる。

　そして、この理性ある暴走の理由をノスフィーは告げる。

「――だって、正しいほうがいつも損をします」

　ノスフィーは笑っていた。けれど、瞳には涙が滲にじみ、とても凄惨だった。

　その極めて単純明快な理由に、僕は言葉を失う。

　もっと複雑で怪奇な理由を身構えていただけに、それは予想外過ぎた。

「千年前、わたくしは大人ぶっている内に、何もかもを失いました。あのとき、せっかく渦波様を手に入れるチャンスがあったというのに、それを逃してしまった。正しいことをしなさいと教えられていたから、ちゃんと正しいことをしていたら、最後に残ったのは死と後悔だけでした。その結果に、わたくしは納得がいかないのです。善いことをした者に善いことが返ってこない世界。善いことをすればするほど不幸になっていった人生。そんな終わり方に納得など、できるはずがありません……」

　その訴えは『未練』として真っ当過ぎた。

　人が生きる最中、よくある話過ぎた。

　ただ、そこに死した者の言葉の重みが加わり、手の付けられない叫びとなっている。

　簡単に「違う」とは言い返せない。安易な慰めの言葉もかけられない。

　言葉を失うしかなく、ノスフィーの心の叫びだけが続いていく。

「大人になって生きることで、損をすると言うのなら。皆のように、わたくしだって子供になりたい。物分かりよく生きたくなんかない。いい子ぶるのは辛つらいのです。本当に、辛いのです……。もう、限界、なのです……」

　震えるノスフィーの瞳は、僕とロードを羨んでいた。

　彼女の生来の性格からか、そこに妬みといった黒い感情は一切なかった。

　単純に羨んでいた。だから、単純に真ま似ねをしようとしている。

　そして、僕は理解する。

　それは自らの勘違いの積み重ねだ。昨日の一連の騒動で最も心揺らいでいたのはロードではなく、目の前にいる少女だったということを理解する。だから、昨日の夜、ノスフィーは限界を迎えた。――いま、ノスフィーは心の根元から、折れかけている。

「全て、ロードの言う通りでした。流石さすがは誰よりも大人だったロードです。よく人生というものをわかっています。いい子ぶっているだけでは何も変わりはしない……。正しいことをしているだけでは、幸せになんてなれるわけが……ない!!」

　その心から漏れ出る掠かすれた声に圧される。

　ノスフィーを説得しようとしていた僕が、逆に説得され返されてしまうほどだった。

「正しくあれ正しくあれと教えられ！　教えられた通りに、正しく生きて正しく生きて！　最後には正しいままに死んでしまって！　やっと、それにわたくしは気づきました！　正しくあれなんて言葉、それは教えた人の都合でしかなかった！　ええ、薄々とわかっていました！　正しい人ほど、不幸になるってことくらい!!」

　正直に言って、ノスフィーの言っていることはよくわかる話だった。

　この異世界での経験だけでも心当たりがありすぎて、否いや応おうなく、その勢いに飲み込まれる。その一歩も動けない僕にノスフィーは近づいてくる。

　拒否できない。なぜなら、この少女は純粋に幸せを求めているだけだからだ。

　そこに悪意はない。もちろん、敵意もない。あるのは親愛だけ。

　払いのけるには、綺き麗れい過ぎた。

「だから、わたくしは思うのです。ええ、いまこそ、正直に申します。

　ずっとずっとわたくしは、――間違いを犯したかった」

『光の理ことわりを盗むもの』の『未練』が明かされていく。

「間違いを犯して、間違いを犯して、間違いを犯し続けてでも、わたくしは幸せになりたい。そして、幸せのまま、幸せに終わりたい。それがわたくしの『未練』――」

　いつの間にか、『光の理を盗むものノスフイー』が手の届く距離までやってきていた。困惑している僕の両頰を両手で摑まえる。

「正しくないことはわかっています……。それでも、わたくしは渦波様の全てを奪いたいです。千年後のいま、ここで……」

　二つの黒い瞳が、狂おしそうに僕の姿だけを映している。

　ノスフィーが僕を心から必要としていることはわかる。だが、そう簡単に頷うなずき返すことはできなかった。僕は逃げるように、再度彼女の望みを確認する。

「その『証明』とやらを手に入れられたら、それでおまえは満足なのか？　こんな形でも、『未練』を果たせるって本当に思うのか？　悪いけど、僕には全くそう思えない」

「けれど、もう、それしか考えられないのです……」

　即答された。

　そのノスフィーの迷いのなさに、僕は迷う。

　このまま彼女の求めるものを与えてしまえば、それで六十層の『試練』は終わりとなる可能性がある。それは僕にとって悪い話ではない。魅力的でいて『とても楽な話』だ。

　しかし、僕の理性は、その『とても楽な話』を疑う。

　なにせ、楽なほうに進んで状況が好転したこなど一度もなかった。

　さらに言えば、大前提として、これは『正しいこと』ではない。

　当たり前だ。もはや、強ごう姦かんに近い。法的にも人道的にもアウトだ。

　そこからして、真っ当に『未練』が果たされる気しない。

　確かに、この理不尽な世界では、『正しいこと』をしているだけでは不幸になるかもしれない。『正しくないこと』を選んだほうが幸せなのかもしれない。

　しかし、こんな間違いを犯して得たものに、消える彼女は本当に納得できるだろうか？　新たな後悔が生まれるだけではないだろうか？

　全ての事を終えたあと、また「これも違う」と呟つぶやくノスフィーが目に浮かぶ。スキル『感応』だけでなく、経験からくる勘がそう告げていた。

　そして、なによりも――

　戦闘時のごとく、回りに回る思考。その果てで、黄金の瞳の少女が、輝く長髪をなびかせていた。いかなるときでも、僕の脳裏に住み続けている少女がいる。

　――ラスティアラ・フーズヤーズ。

　昨日、『お嫁さん』という言葉を聞いたときから、ずっとわかっていたことだ。

　このラスティアラこそ、決してノスフィーを受け入れられない最大の理由だ。

　合理的に考えれば、夫であるという立場を使ってノスフィーという守護者ガーデイアンを利用するのが一番だっただろう。それを行うだけで、地上への帰還は半分以上に早まっていた。

　しかし、それをわかっていながら、実行できなかった。

　とても単純な理由だ。なぜなら、僕には他に好きな女の子がいたから。

　だから、噓うそでも夫婦なんて認めるわけにはいかなかった。たったそれだけの子供じみた理由。それを理解したとき、思考は終わる。合理的な損得勘定を捨てて、口から勝手に言葉が漏れ出ていく。それは考えに考え抜いた僕の本心。

「駄目だ、ノスフィー……。それだけはできない。絶対にできない……」

　自分の意思を決して違たがえず、ノスフィーを見つめ返し、声を絞り出した。

　代償として、ひんやりとした後悔が胸に満ちる。

　なにせ、目の前で不幸を嘆く少女ノスフイーではなく、ここにいない少女ラステイアラを優先して、否定してしまったのだ。決して拭い切れない罪悪感だった。

　ノスフィーは悲しむだろう。顔が歪ゆがませて、涙を流すかもしれない。その果てに、彼女と戦いになってしまっても、それは僕の責任だ。

　何があっても対応できるように、僕は臨戦態勢を取る。

　どんな叱責でも受け止めると、覚悟を決めて――

「――え？」

　しかし、その覚悟は無駄になった。

　僕の瞳に映ったのは、真逆の光景だった。

　ノスフィーが顔に張り付けていたのは、悲しみの表情ではなかった。それどころか、彼女は口の端を吊つり上げて笑っていた。

　予期せぬ幸運に出会ったかのように、とても嬉うれしそうに笑っていたのだ。

　そして、一番の変化は彼女の魔力。

　目に見えて魔力が減っていた。ノスフィーの身体からだが薄まっていた。

　その現象を僕は知っている。それは守護者ガーデイアンが『未練』を果たすことで起きる現象。心残りがなくなったことで、身体を維持することが難しくなってきているのだ。

　世界から彼女の存在そのものが消えていっているかのように見えるほどに、薄く――

「ノ、ノスフィー……。身体が……」

　その突然の現象に混乱しながら、ノスフィーの身体を指差す。

「――え？　あ、はいっ。わ、わたくしの身体が、どうかしましたか？」

　笑ったまま呆ほうけていたノスフィーも我に返る。

　そして、両手を目の前に持っていき、自らの身体の異変を知る。

「身体が薄く……？　これは『未練』の解消……？」

　その現象の意味を、ノスフィーも知っていたようだ。

　いま、ここで、自らの人生の悲願の一端が果たされたことを理解する。

　さらに目を見開いて驚きながらも、ノスフィーは静かに思案を始める。

　おそらく、考えているのは自分の『未練』の正体だ。だってそうするだろう。届かないと思ったものが不意に降って湧いたのだ。その原因を探るのは、人として当然だ。

　そして、その原因に思い至ったとき、さらにノスフィーは深く笑う。

「……あはっ」

　とてもくだらなそうに笑った。

　貞淑な彼女に似合わない顔で、自や棄けになったかのように大声で笑い出す。

「あはっ、あははははっ――！」

　彼女は自らの『未練』を理解し、その『未練』を笑っている。

　いや、笑っていると表現するには歪いびつすぎる。

　何かを見下げ果て、心の底から嗤わらっている。

「ノスフィー……？　本当に、いま、『未練』がなくなったのか……？」

　半ば確信はあったが、恐る恐る聞く。

「あははっ。ええ、全てではありませんが、そのようです。そして、ようやく見えてきました。わたくしの本当の『未練』、その真の意味が」

　ノスフィーは晴れ晴れとした顔で、頷き返す。

　――僕はノスフィーの願いを否定したのに？

　そう僕が思うのは当然の流れだった。

「なんで……。このタイミングで……」

「そんなはずないと思いたかったのですが……。まあ、所詮、こんなものでしょう……」

　しみじみと一人でノスフィーは頷き続ける。

　しかし、僕は頷くことができない。

　ノスフィーは僕を襲ったものの、まだ未遂だ。

　間違いを犯せてはいない。あれだけ間違いを犯すことが『未練』だったと言い張っていたのに、こうもあっさりと終わったのは違和感しかない。

　納得できない僕のために、ノスフィーは説明を続ける。

「どうやら、渦か波なみ様。わたくしにとっての『間違いを犯す』とは、今日までの『正しいの否定』だったようです。そう、『否定』するだけでよかったのです……」

　たったそれだけでノスフィーの説明は終わる。説明し切ったと彼女は思っているのだろう。疑問符を浮かべ続ける僕を置いて、天を仰ぎながら再度嗤い出す。

「うふっ、うふふふ！　あはっ、あははははっ――!!　こんなものですか！　ははっ、こんなわたくしが『聖女』とか『御み旗はた』とか！　大変笑えます！　大笑いですよねっ!!　あははははっ――!!」

　ノスフィーは嗤い続ける。

　正直、気味の悪い光景だった。ただ、余りに彼女が満足そうに笑うので、それを止めるのは憚はばかられた。水を差さないように、慎重に話しかける。

「な、なあ、ノスフィー……。結局、おまえの真の『未練』は何だったんだ？　僕にもわかるように、もう少しわかりやすく教えてくれないか……？」

「んー。ふふっ、かいつまんで申せば、わたくしは渦波様に我わが儘ままを聞いて欲しかったのでしょうね」

　こちらを振り返ったノスフィーは猫のような表情で、つらつらと説明し始める。

「何一つ我儘を言うことなく生きてきましたので……。その鬱憤を晴らせれば何でもよかったようです。簡単すぎて、逆に拍子抜けですよね……。ふふふっ」

　尤もつともらしい話だった。

　それならば急に身体が薄まったことにも理由はつく。けれど、それをすぐには信じられなかった。当初からあった彼女の胡う散さん臭くささが何倍にも膨れあがっていたからだ。

「えっと、それはつまり……」

「いま、我儘を渦波様に言って、人生の憂さ晴らしが少しできました。そのおかげで身体が薄くなったということです。……えっと、なので申し訳ありません、渦波様。契りの『証明』が必要だというのは、大変的外れな話でした。わたくしの望みは『我儘を言う』。ええ、それだけです」

　その言葉と同時に、僕の退路を断っていた光の棒が消える。

　少なくとも、強引に契りを交わそうとする気はなくなったようだ。

　つまり、ノスフィーの『未練』は、魔法を使って僕を拘束しなくてはならないほど大層なものではなかったということ。もっともっとささやかな願いだっということ。

　このノスフィーも、あのローウェンと同じように、あっさりと消えることができるのだろうか。――本当に？

「ノスフィーの『未練』は、我儘を言うだけでいいのか……？」

「はい。言うだけです。ゆえに、渦波様は聞く必要なんてありませんよ。わたくしが言うだけで大丈夫のようです」

　僕が叶かなえる必要はないとまで言われる。

　それは楽にも程がある『未練』だった。もちろん、自分の心に正直になるまで、多くの苦悩はあったことだろう。けれど、これで六十守シツクステイ護者ガーデイアンとの戦いが終わりと聞くと、とてもじゃないが信じられなかった。僕は自分を安心させるためにも、彼女への積極的な協力を申し出る。

「いや、ノスフィー。勘違いはしないで欲しい。別に我儘を一つも聞きたくないってわけじゃないんだ。今回は無理だったけど、少しの我儘くらいなら聞けるから……」

「ふふっ。やっぱり、お優しいですね」

　それを聞いたノスフィーは笑った。昨日は一度も見せたことのない笑みだった。

「では、お優しい渦波様。そのお言葉に甘えますね」

　そして、また猫のように笑って、流れるような動きで僕に近づいて手を取ろうとする。

　過敏になっている僕の感覚が、その動き始めを捉えていた。しかし、そこに魔力も敵意も微み塵じんも存在しない以上、その手を払うことなどできない。

「我儘を言います。よければ、わたくしの『友達』のロードを元気にしてあげてくれませんか？　説得しろとまでは言いません。昨日までの彼女に戻してあげてください」

「ロードを……？」

　ぎゅっと手を握られながら、少しだけ拍子抜けする。

　ノスフィーの新たな我儘は清廉で、拒否しようのないものだった。

「ロードと仲直りがしたいのです。だって、わたくしとロードは『友達』ですから」

「それくらいなら大丈夫だ。ロードを元気付けて、おまえと仲直りもさせてみせる」

「ありがとうございます。本当にお優しい渦波様。ふふっ、あはっ、あはははは――！」

　我儘を聞いてもらえたノスフィーは笑い続ける。

　まるで人生の幸福の頂点に達したかのようなはしゃぎ具合だ。

「た、楽しそうだな……。いや、自分の人生の答えを見つけたようなものだから、そうなるのはわかるけど……」

「ふふふっ。ああ、すみません。しかし、これがわたくしの『未練』であるとわかった以上、笑うことも我慢するわけにもいきませんので」

「確かに我慢はよくないな……。言いたいことは言ったほうがいいし、笑いたいときは笑ったほうがいい……」

　けど、限度ってものがあるとも思う。

　こう百八十度近く急変されてしまうと、困惑する。

「ええ。なので、ささやかながらも、残りの人生は我儘一杯でやらせてもらうつもりです。ふふっ、よかったです。渦波様とロードに出会えて、本当によかった。誰よりも先にお二人と出会えたことで、全てが上う手まく回った気がします。この日、この場所、この立場で、わたくしたち三人が揃そろったことに、運命を感じます。ええ、これは運命です！　お二人のおかげで、わたくしは本当のわたくしというものがわかってきました!!」

　それを最後にノスフィーは僕の手を離して、部屋の外に出ようとする。

　本当に満足し切ったようだ。その足取りは軽快で、いまにもスキップをし始めそうだった。扉を開いて出る直前にノスフィーは、振り返る。

「あっ。ライナーは廊下のほうに簀す巻まきで置いてありますので、回収してあげてください。わたくしが話すと拗こじれると思うので、渦波様のほうからわたくしが謝っていたと伝えてくださいませんか？」

　部屋のどこにもライナーがいないと思ったら、どうやら外に放りだされていたようだ。

「ああ、わかった……」

「では、お願いしますね。本当にお願いしますね」

　念を押すように、二度も願われる。そして、最後にノスフィーは宙を見上げて呟つぶやく。

「もうわたくしは我慢しません。だって、ようやく子供になれたのですから――」

　その言葉を残し、ノスフィーはいなくなる。

　深夜に相応ふさわしい静寂が部屋の中に戻り、夜の闇が深くなっていく。

「はあ……」

　嵐が過ぎ去ったあとのような感覚に支配される。眠気など、完全に吹き飛んでしまった。一呼吸だけ休憩を挟み、肌寒い風が入り込んでくる開けっ放しの扉から廊下に出る。

　もうノスフィーの姿はない。ただ、廊下の隅のほうに魔法の輝く紐ひもでぐるぐる巻きにされたライナーが転がっていた。

　僕が見つけると同時に、猿さる轡ぐつわを含めた全ての拘束が解除される。

　自由を取り戻したライナーは、立ち上がりながら口で大きく息を吸い込んでから叫ぶ。

「――あの女ァ！　だ、大丈夫か、ジーク!!　あいつに何かされてないか!?」

「僕は大丈夫。ちょっとノスフィーと話をしただけだから」

「は!?　あいつ、話をするためだけに僕を簀巻きにしたのか!?」

　憤慨するライナーは魔力を奮わせる。いま去っていったノスフィーを追いかけそうな勢いだ。だが、ここでノスフィーに追いついても、返り討ちになるだけの気がするのでフォローを入れる。

「……彼女の人生に関わる大事な話だったんだ。何があっても邪魔が入って欲しくなかったみたいだから許してあげて欲しい。彼女も謝ってた」

「人生に関わる話？……ちっ、それならそうと言えばいいのに」

　守護者ガーデイアンの仕組みを知っているライナーは、その話の重要性を知って押し黙る。

「で、よく話し合った結果、ノスフィーの『未練』は『我儘を言うこと』だってわかったんだ。どうやら彼女、生前は一度も我儘を言ったことないらしくて……」

「……我儘？　へえ、我儘ね。それで、どんな我儘を言ってきたんだ？」

「自分には無理だから、代わりにロードを元気付けて欲しいってさ。だから、朝になったらもう一度ロードのところへ行こうと思ってる」

「ロードを元気に、か。それくらいなら、まあいい。……けど、ジーク。その『我儘を言うこと』が『未練』ってのを、本気で信じてるのか？　正直、僕はノスフィーのやつの言うことは、全部胡散臭くて仕方ない。はっきり言うが、噓うそじゃないのか？」

　僕が口に出すまいとしていたことを、あえてライナーは確認する。

　わかってる。いまのノスフィーは色々とおかしい。予測しようのない不安を感じる。場合によっては地上に戻る障害どころか、命を脅かす敵になるかもしれない。

　その可能性に怯おびえるライナーの姿は、少し前の僕と同じだ。守護者ガーデイアンであり化け物モンスターだった『火の理ことわりを盗むもの』アルティを疑い続けたときの僕が、いま、そこにいる。だからこそ、僕は過去の自分に向けて、はっきりと首を振る。

「かもしれない。それでも、彼女を信じたい……」

　いまでも時々思う。もし、あのとき、僕がアルティの願いから逃げ出さず、真剣に向き合っていたらどうなっていたのかと……。

　それを確かめるためにも、ノスフィーの我儘を聞こうと思った。

　いま余裕がないのは確かだが、地上を目指しながらでもできないことではない。ロードを元気付けたいとは僕も思っていたことだ。これで二人が大人しくなってくれるなら、挑戦する価値はある。その思考を汲くみ取ったのか、ライナーは嘆息しながらも頷うなずく。

「……はあ、わかった。主あるじがそう言うのなら、それに黙って付き従うのが騎士だ。もう少しだけ様子を見ることにするさ」

「ありがとう、ライナー」

　話を終えた僕たちは肌寒い廊下から、自室に戻っていく。

　その途中、軽く《ディメンション》を張り巡らせて、渦中の少女を捜す。

　変わらずロードは保管庫の中、砕けた絵画の中で丸くなって眠っていた。

　くーくーと寝息をたてる姿は、余りに幼い。僕もロードと同じようにソファーに寝転がって丸くなる。そして、目を瞑つぶった。まだまだ疲れが残っているのか、意識を失うのはすぐだった。隣のベッドで眠るライナーも同様だ。

　こうして、今度こそ一日が終わる。

　明日はノスフィーの望みを叶え、ロードを元気付ける。そう決意して、もう一度闇の中に沈んでいく。ただ、惜しいことに、もう夢を見ることはできなかった。

　とても大事だったであろう過去を思い出すチャンスは、過ぎ去ってしまっていた。
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　翌朝。夜中に起こされたこともあってか、起床が少し遅れてしまう。

　しかし、ノスフィーの我儘を叶えるため、すぐに《ディメンション》を広げた。

　迷宮探索の細かな準備はライナーに任せて、ロードを捜す。例のお願いは、できれば迷宮探索の前に終わらせておきたいところだ。

　しかし、ロードの姿を見つけるよりも先に、城の異常を発見してしまう。

　正確には城の外、城門前に人だかりができていたのだ。

　その一団の先頭にベスちゃんの姿があった。とても不安そうな顔で城の中の様子を窺うかがっている。他の町民さんたちも同じ表情でざわついていた。その会話の中に「ロード」という単語があったため、まず先に城門へ向かうことにする。

　僕が城門前に姿を現すと、まず先頭のベスちゃんが声をかけてきた。

「あっ、騎士団長様！　おはようございます！　あのっ、お城からロード様が出てこないんです！　何か知りませんか!?」

　ベスちゃんは酷ひどく焦った様子でロードを心配していた。

　僕の答えを待つことなく、次々と言葉を足していく。

「実は私、昨日の夜にロード様と会う約束をしていたんです。けど、昨日はいつまで経たっても約束の場所に来てくれなくて……！　今日も朝になっても出てこないのはおかしいと思って、それで――！」

　周囲の人たちも同じ気持ちのようで、間断なく心配の声があがっていく。

「一体どうなさったのでしょうか、ロード様……」

「病気なんて一度もなったことのないお方なのに」

「朝にロード様が飛び回っていないのなんて、いつぶりくらいかしら……」

　その声からロードが国民に慕われていることがよくわかった。そして、毎日欠かすことなく街に出ていたこともわかる。

　しかし、不思議に思うことがある。いま僕が出てきた城門を見る。

　そこには何者も拒むことなく開放された城門が、そびえ立っている。

「みんなの言いたいことはわかったよ。けど、そんなに心配なら、なんで城の中に入らないんだ……？」

「え？　だって、私たちは城の人じゃありません。だから、困ってるんです」

　ベスちゃんだけでなく、他の全員が同じ表情だった。

　たとえ、何があっても国民は城に入れない。それが『ここ』の法だと暗に言っていた。

「わかった。ロードの様子は騎士団長の僕が見てくるから、みんなはここで待ってて」

　この空間の特異性に気づいた僕は、彼女らの代わりに城の中を捜すことを請け負う。

「ありがとうございます、騎士団長様……！」

　目一杯頭を下げるベスちゃんたち町民を置いて、急いで城の中に戻る。歩きながら《ディメンション》を昨日ロードがいた保管庫に伸ばすが、誰もいない。中庭や物見の塔にもいない。ロードの好みそうなところを虱しらみ潰つぶしにした終わり際、その姿を見つける。

　ロードがいたのは城の中心部。

　最もロードが好まないと思っていた場所。謁見に使われる玉座の間だった。

　その最奥にある玉座――の裏で、彼女は体育座りになって、いじけていた。

　そして、一人で呟いている。同じ言葉を繰り返し繰り返し、延々と唱えていた。

「――『私は歩む道を選ばない』『私は風』――、そして、『妾わらわは加速する魂』。『加速する』『加速する』、『加速する』――」

　それが『詠唱』だというのは、すぐにわかった。

　ただ、何か魔法が行使されているわけでもなければ、彼女の翠みどりの魔力が増えているわけでもなかった。しかし、その『詠唱』によって何かしらの『代償』が支払われている。

　何も得ることなく、ただ失うだけの行為だった。

　玉座の間に入った僕は、ノックの代わりにわざと大きく足音を鳴らしながらロードに近づき、遠くから声をかける。

「ロード、その『詠唱』は大丈夫なのか……？」

「……うん、大丈夫。気が楽になるお呪まじないみたいなものだから」

　百戦錬磨のロードは、とうの昔に僕の接近に気づいていた。動揺なく質問に答える。

「ベスちゃんが心配して外に来てるぞ」

「あ、そういえば……。ベスちゃんと遊ぶ約束してたっけ……」

「ベスちゃんだけじゃない。みんな来てる」

「……みんな、来てるんだ。そうなんだ」

　返す言葉に力がない。

　ずっと続くと思っていた世界が崩れることに絶望しているように見える。

　これを元気付けるのは難しそうだが、それでも僕にできることはやろうと思う。やらなくて後悔するよりは、やれることを全てやってから後悔したほうがマシだ。

「ああ、ロードを心配してきてるんだ。だから、外に顔くらい出さないか？　みんなに会えば、気分が少しは変わるかもしれない」

「みんながロードを心配してきてる？　ははっ、そっか。『ロード』を、ね……」

　自嘲気味にロードは自分の名前を繰り返す。その果て、弱々しく呟き、蹲うずくまる。

「どっちの『ロード』なんだろうね……。みんな、もう本当の童わらわを知ってるのにね……」

　その呟きは誰かに向けられたものではなく、ただの独白だった。

　意味を全て察することはできない。

　かろうじて、ロードにとって本意でない状況であるとわかるくらいだった。

「ねえ、かなみん……。童わらわは地上なんて行きたくない……」

「ああ、それは知ってる」

「行けば、きっとまた童わらわは期待されるから……。それが嫌なんだ……」

　ただただ、弱音を吐き続ける。

「期待されると、身体からだが重くなるから嫌い……。地上は嫌い……」

　その余りにも弱々しい姿に、僕は少し前の自分を責める。

　いま確信できた。

　ロードに裏なんてない。魔王としての老ろう獪かいさなんて欠片かけらもない。ここにいるのは、ただの弱い子供だ。救い上げるには、真正面から優しく手を握るしかないと思った。

「わかった。もう地上へ行けなんて僕は言わない。ノスフィーにも言わせない。だから、もうそんな顔するな」

「――え？」

　全てを肯定され、ロードは逆に困惑した。

　そんな答えが返ってくるとは思っていなかったのだろう。震えた声で聞き返す。

「で、でも……。童わらわの言ってることは、その……」

「『ここ』が崩壊するまで、まだ時間があるだろ？　それまでに、おまえの『未練』を僕が果たしてやる。それで全部解決だ。誰も文句なしだ」

「童わらわの『未練』を解決できるの……？　かなみんが？」

　絶対の自信はない。けれど、彼女を元気付けるために力強く肯定し続ける。

「ああ、だからもう心配するな。すぐにおまえの弟を『ここ』まで連れてきてやる」

「……え？　アイドを連れてくるの？」

「ああ。レイナンドさんと相談して、それが一番いいって思ったんだ。いまの僕には千年前の記憶がない。だから、おまえの全てをわかってはやれない。なら、千年前の記憶があって、おまえと親しかったやつを連れてくればいいんじゃないかって話になった。それには家族が――アイドのやつが、うってつけだ」

「でも、ここにアイドが来たら……。また……」

「きっと、おまえたち姉弟ふたりが守護者ガーデイアンになってるのは、千年後に再会するためだったんだ。そう僕は思う。ああ、きっとそうだ。だって、家族はなによりも大事だからな。家族が一番家族のことをわかってやれるもんだ。おまえはアイドと会って、よく相談して、自分の『未練』を見つめ直せ。それで、おまえの『未練』は解消される」

　希望を持たせるために少しだけ誇張しているものの、ほとんどが僕の偽りない本心だった。家族の再会が――姉弟の再会が、二人の『未練』を解消してくれる。

　そう思っての言葉だったが、

「――やめて、かなみん。それだけは絶対駄目」

　返ってきたのは真っ向からの否定だった。ロードは顔を歪ゆがませて、首を振る。

「嫌……。アイドとは会いたくない……」

「アイドはおまえの弟だろ？　誰よりもおまえのことをわかってくれるはず――」

「嫌なのっ!!」

　僕の言葉を最後まで待つことなく、ロードは叫んだ。そして、立ち上がって、玉座の裏から顔を覗のぞかせた。玉座の縁を強く握り締めて、その理由を僕に叩たたきつける。

「だって！　いまアイドに会えば、また完璧な王様をやらないといけない！　せっかく、千年もかけて『統べる王ロード』は許されたのに！　また元に戻っちゃうよ!!」

　バキッと玉座の端部分が砕かれた。驚く僕に向かって、ロードは叫び続ける。

「また王様なんて、やだ！　またあの期待を背負うなんて、やだ！　だって童わらわはっ、童わらわはぁあ――!!」

　目じりに涙が浮かんでいた。

　しかし、零こぼれ落ちる前にロードは顔を俯うつむけて、玉座に額を当てて隠した。

「このまま、『ここ』で生きていれば、それだけで童わらわは消えられるんだから……。だから、アイドはいなくていい……。このヴィアイシアの平和な時間が、いまの童わらわの望みだから……。望み、なんだから……」

　そして、ロードの最初の望みに返ってくる。

『ここ』で千年続けても無意味だった願いに縋すがりつき続ける。

「かなみんは余計なことしないで……。童わらわと一緒に『ここ』にいてくれる気がないなら放っておいて……」

　ロードは膝から崩れ落ち、目元を袖で拭いた。どう形容しても『統べる王ロード』とは言えない少女の姿に、自然と僕の口から言葉が漏れる。

「放っておけるわけないだろ……!!　ロード、絶対におまえを助ける……！　だから、そんな顔するな……！」

　それはスキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』を発動させているからか。それとも、ロードを元気付けるとノスフィーと約束したからか。単純に泣いている少女を助けたかったからか。それが自分の使命のような気がしたからか。自分ではわからない。

　理由は一つに絞れないが、とにかく見捨てることはできなかった。

「童わらわを助ける……？」

「ああ」

「また、あのときみたいに、あの渦か波なみが童わらわを助けてくれるってこと……？」

「ああ」

　ロードは顔をあげる。そして、希望の光を見つけたかのように頰を綻ばせた。

　こちらも、ようやく糸口を手繰り寄せた気がする。

　元気付けるならば、いましかないだろう。

　言葉を間違えないように、ロードの望みが叶かなう未来を示す。

「要は、アイドのやつがおまえに期待しなければいいんだろ？　なら、僕とライナーの二人でアイドを叩きのめしてくる。そのあと、いまのロードは駄目駄目だから期待するなって、しっかりとアイドに教えこむ。ちゃんと『おまえに期待しない弟』を連れてきてやる。それならいいだろ？」

「……っ!!」

　ロードは目を見開く。

　この寂しがり屋が家族アイドに会いたがっているのは明らかだ。

　だから、保管庫にある絵画の中で、アイドの子供の頃のやつは原形が残っていた。なにより、こいつと過ごした今日までの生活が一つの答えを示している。

「きっとおまえには『家族』が必要なんだと思う。心許せる誰かがいないから、いつまで経たっても消えられないんだ。僕には、そうとしか思えない……！」

「そうなの……？　童わらわには『家族』が……、心許せる誰かが必要だったの……？　確かに……そう、だったような気が……――」

　だから、ロードは僕とライナーがいなくなるのを止めようとした。

　仮初でも『家族』のように笑い合える誰かを欲しがっていたからだ。

「絶対におまえの『家族』を連れてきてやる。だから、元気を出してくれ。ノスフィーも言ってただろ。おまえは笑顔のほうが似合ってるって……」

　その言葉を止とどめに、僕はロードとの最後の距離を縮める。ゆっくりと歩を進めて、玉座の裏に回って、崩れ落ちかけていたロードに手を伸ばした。

「急いで行ってくる。だから、おまえは『ここ』で笑って待っててくれ。僕だけじゃなくて、ライナーだっている。もう何も心配しなくていい。しなくていいんだ、ロード」

　ロードは身体に力を入れ直して、僕の差し伸ばした手を握った。

　そして、立ち上がった。積年の苦悩の答えを得たかのように、うんうんと頷うなずき出す。

「そ、そうだね。ライナーもいるよ……。うん、そうだよ……」

「ああ、ノスフィーだっている。あいつ、おまえと仲直りしたがっていたぞ。あとで会いに行ってやれ」

　ノスフィーとの仲を取り持つのも大事だ。忘れることなく、彼女の存在を強調する。

　これでノスフィーの我わが儘ままは、クリアのはずだ。

「うん、ノスフィーもいる……。これなら大丈夫、だよね……」

　自分が一人でないことを確認することで、ロードの表情はとても明るくなっていく。

　もう拗すねて、どこかに閉じこもることはなさそうだった。

「よし、元気になってきたな。……じゃあ、ベスちゃんやノスフィーに顔を出してやれ」

「う、うん……。でも、いますぐは恥ずかしいから、もうちょっとあとでね。ちゃんといつもの顔に戻って、考えが纏まとまったあとで……」

「ああ、それでいい」

　よく見れば、目の下が赤らんでいる。

　ロードは女の子として、見た目に気を遣っているようだ。

　ここで強引に向かわせるほど僕は無神経じゃない。なにより、いつものロードの顔で現れたほうが、ベスちゃんや町民たちは安心するだろう。

「じゃあ、僕は行くぞ。迷宮に行かなくちゃいけないからな」

　いま交わした約束を果たすためにも、急がねばならない。僕が迷宮探索を成功させるのは、『ここ』にいる誰にとっても必要なことだ。

　それにロードは頷き返す。

　そして、確かな足取りで――玉座に座った。

「うん、行ってらっしゃい。あと、ありがとう、渦波……。やっと童わらわの本当の願いが叶えられそうだよ……」

　艶やかな翠みどりの髪を弄いじりながら、ロードは微笑ほほえんで見送る。

　その美しすぎる仕草に、ぞくりと鳥肌が立った。

　谷を一つ乗り越えたロードの姿は、少し大人びて見えたのだ。

　――あのロードが大人びて見える？

　その姿は余りにもアンバランスで、悪寒が背中に張り付いて離れてくれない。

　間違いなく、ロードは元気になった。誰が見ても、そう判断するだろう。

「……ああ、すぐに叶えてやる。待ってろ」

　もしかしたら、いまの説得は失敗していないが、成功もしていないかもしれない。

　ただ、そう感じたとしても、僕は行くしかなかった。

　その言葉を最後に、玉座の間から出る。そして、城の外まで歩く。

　まずは城門前で待っていた人たちだ。

　みんなを安心させるため、明るい笑顔と共に吉報を届ける。

「みんな、ロードなら元気にしてたよ。たぶん、あと少しで出てくると思う」

　泣いていたことは隠しておくことにする。きっとロードも、それを望んでいるはずだ。

「元気に……？　なら、なぜ街に出てこなかったのでしょうか……？」

　その報告を聞いたベスちゃんたちは不思議そうだったので、僕は言い繕う。

「あー、それは……。昨日、僕が迷宮のほうからロードの昔の友人を連れてきたせいかな。そいつと夜遅くまで話しこんじゃって、今日は寝坊したらしい」

「ロード様の昔の友人ですか……？」

　街の人たちのざわめきが大きくなる。

　ロードに友人がいることが、そんなに驚くことなのだろうか。

「ああ。僕と違って同性の友達だからか、すごい興奮してたよ」

「そうですか……」

　まだ信じきれはしないけれど、騎士団長という役職の僕が言っているから信じるしかない。そんな様子だった。

「本当だよ。昼までくらいには城から出てくると思うから、そのときロードに聞いたらいい。他のみんなも安心してくれていい」

　言ってないことはあるが、噓うそをついているわけではない。念を押して、噓ではないことを全員に主張する。それを聞いた人たちは胸を撫なで下ろした。

「病気じゃないのね。それならよかった……」

「ふう……。なんだ、驚かせやがって……」

「ロード様が無事ならそれでいいわ」

　老若男女、隔てない人々たちがまばらに解散を始める。もちろん、中にはここでロードの登場を待とうとする人もいる。その筆頭がベスちゃんだった。

「でも、今日は暇なので、ここでロード様を待つことにします」

「……うん。わかった」

「それで騎士団長様はこれからどうするんですか？」

「僕は迷宮に行くよ。そっちが僕の本業だからね」

「そうですか……。一緒に待ってもらえたら嬉うれしかったのですが……」

「ごめんね。そういうわけにはいかないんだ。どうしても、早く地上に行かないといけないから……」

「いえ、構いません」

　見るからにベスちゃんは残念そうだった。口では構わないと言っても、目が僕に縋っている。しかし、ここで時間を食うわけにはいかない。

　すぐに踵きびすを返して、城の中に戻っていく。

「それじゃあね……」

　城門から遠ざかりながら、また《ディメンション》を広げる。次はノスフィーを捜すためだ。彼女の我儘を叶えて、ロードを元気付けたことを早めに報告しておきたい。でなければ、何かしでかしそうな気がした。

　鼻を啜すするロードのいる玉座の間の横を通り過ぎて、城全体に魔力を浸透させた。

　その結果、ノスフィーが自室でライナーと一緒にいるのを見つける。

　どうやら、僕と入れ違いで自室にやってきていたようだ。

　天敵と二人きりになって青くなっているライナーを救うために、早足で自室に戻る。そして、扉を開けて部屋の中に入ったと同時に、ノスフィーの挨拶が飛ぶ。

「ふふふっ。おはようございます、渦波様。そして、ありがとうございます。あの子猫のように気難しいロードを、こんなにも早く元気付けてくれるなんて、わたくしはとても感動しました。ええ、とてもとても」

　その挨拶から、僕とロードの会話の顚てん末まつを彼女も知っているとわかる。

「おはよう、ノスフィー。……もうロードは大丈夫だと思う。アイドをぶちのめして連れてくるって約束したら、元気になった。あと少ししたらノスフィーのところに訪ねてくると思うから、そのときは温かく迎えてやってくれ」

「ええ、もちろんそのつもりです。……なので、わたくしは『ここ』でロードを待ちますね。大変申し訳ないのですが、今日の迷宮探索にわたくしは同行できません」

「いや、元々僕とライナーでやらないといけなかったことだから、気にしなくていい」

「ふふっ、ありがとうございます。本当にお優しいですね、渦波様は。では、わたくしはわたくしの我儘を通させてもらいます。……ああっ、しかし、自分勝手というのはいいですね！　心が洗われるかのようです！　ふふふっ、これはもう、わたくしの『未練』達成による消失は間近かもしれません……！」

　会話の間に何度も笑い声を挟んで、自分の死期を強調する。

　しかし、それを鵜う呑のみになんてできない。

　本人は間近だと言っているが、すぐに消えることはないだろう。その身の存在感の濃さから測るに、もう何度か我儘を聞かなければならないはずだ。

　疑う僕を置いて、ノスフィーはくすくすと笑いながら部屋のベッドに腰を下ろす。

「ああ……。ロード、早く来てください。わたくしはあなたを待っていますよ。ええ、いつも、いつまでも……。わたくし、待つことには慣れていますから……。ふふふっ」

　背中を布団に預け、両目を宙に彷徨さまよわせて、ロードの来訪を心待ちにし始める。

「じゃあ、僕はアイドを連れてこないといけないから、もう迷宮に行くよ」

　僕には僕の役目がある。それを果たさないことには、せっかく二人が仲直りをしても、全てが水泡に帰してしまう。

「はい。わたくしは渦波様の迷宮探索の成功を祈っています」

「――魔法《コネクション》」

　ノスフィーの激励を受けながら、自室の隅に魔法の扉を生成し終える。

　そして、僕とライナーは迷宮の中に入っていく。

　昨日のセーブポイントである五十七層の終わりまでショートカットだ。

　見渡す限りの真っ白な空間にやってきて、周囲を索敵する。

　ノスフィーの魔法のおかげか、周囲にモンスターは少ない。こちらを目視しているモンスターもいるが、敵意は全くなさそうだ。目の前には五十六層に続く階段がある。

　これで五度目の迷宮探索。二人パーティーに戻っての探索。

　示し合わせることもなく、自然に僕とライナーは階段のほうに歩き出す。

「ジーク、いいのか？　あんな安請け合いして。そう簡単にアイドを連れてはこられないだろ」

　二人きりになったことでライナーは遠慮なく疑問を口にしていく。

「それしか、ロードを助ける方法が思いつかないんだ……。やるしかない……」

　口にし直すことで、決意を固めていく。

　それはロードのために迷宮探索を速める決意だ。

　今日まで僕は、妹のために最速で迷宮探索を進めてきた。

　ただ、それは妹ぼくの身体からだの安全を確保した上での、確実な踏破を意識した最速だった。

　けれど、もうそれはやめだ。

　――間に合わない気がする。

　異世界で何度も死にかけた記憶が、そう訴えかけている。凶悪な強敵たちと戦ってきた経験が、そう推奨している。一見、いまの二人の守護者ガーデイアンは明るい空気を纏っている。だが、その明るさの中に不穏な空気が潜んでいるのは間違いない。

　ノスフィーは明け透けに笑いながらも、まだ心の底を明かしていない。

　ロードは希望に目を輝かせながら、まるで僕を見ていなかった。

　だから、後悔のないように、本当の意味での最速の迷宮探索を行うことを宣言する。

「ライナー、今回の挑戦で地上に出よう。一気に終わらせる」

　迷宮に入ったことで本心を曝さらけ出せるようになったのはライナーだけじゃない。

　僕もだ。ようやく、この言葉を口にできた。

「こ、今回で……!?　本気か、ジーク？　地上まで五十層以上だぞ……!?」

　当然、その無理難題にライナーは驚き、聞き返す。

「ああ、本気だ。――本気で終わらせよう」

　まだ迷宮は半分以上も残っている。数にすれば五十六層、単純に時間を計算しても五十六時間前後。それを、たった一度の迷宮探索で終わらせるなんて正気の話ではないように聞こえる。だが、僕は前言を翻さない。

「今日、城を走り回って、何とか取り繕ったけど……もう限界だ。二人と話して確信した。もう時間なんてない」

　道を先導しながら断言する。

　僕が現れ、ロードと出会い、ノスフィーを呼び出し、千年前の三人が『ここ』に揃そろったことで、ずっと停滞していたヴィアイシアの何かが動き出している。

「けど、ロードは元気になったし、ノスフィーのやつと仲直りできるようにお膳立てもしてきたんだろ？　それなのに、そこまで焦らないといけないのか？」

「表面上だけだと思う。いままで色んな守護者ガーデイアンたちと戦ってきた経験からの推測だけど、明らかに二人ともおかしい……」

　昨日の迷宮探索の終わり際とは違い、二人とも表情は明るくなった。

　ロードの癇かん癪しやくは収まったし、ノスフィーも大人しくなった。

　上う手まくいっているように見える。が、それで楽観できるような人生を僕は送ってない。

　むしろ、追い詰められている感覚すらある。

「……ジークの言いたいことはわかった。けど、絶対に一人では行かないでくれ。地上に向かうなら、僕にも手伝わせて欲しい」

　僕が思いつめているように見えたのか、ライナーは釘くぎを刺してくる。

「ああ、無茶はしない。というか、むしろライナーがいないと厳しい。手伝ってくれないと、たぶん無理だ」

　本心からの言葉だ。何度か殺し合った仲だからこそ、僕とライナーは本音でぶつかり合えている。さらに、この数日ほど迷宮探索を共にして、互いの考え方を共有できている。その強みは最大限に活いかしたい。

「行こう、ライナー。ここから先は休みなしだ」

「人使いの荒いパーティーリーダー様だ……。だが、大歓迎だ」

　僕たちは互いの言葉を疑うことなく、一つの目的に向かって一致団結し、五十六層に続く階段を上っていく。そして、目の前に広がるのは慣れ親しんだ石造りの回廊。

　ここに来て迷宮の造りは通常のものに戻ってきた。低階層のごつごつとした岩肌と違い、まだ僅かに壁は発光しているものの、入り組んだ迷路が軸となっているのが《ディメンション》でわかる。

　迷路という特色は次元魔法使いの僕にとって、あってないような障害だ。その慣れ親しんだ回廊に安心しながら、僕たちは《ディメンション》で把握した最短ルートを早足で進んでいく。その途中、数体のモンスターと邂かい逅こうしたが襲われることはない。ノスフィーの話していた通り、光属性の特色が残っているうちは好戦的なモンスターは現れないようだ。まだ五十六層は安全圏のようだ。

　余裕がある間に、僕たちは先の無茶な提案の細かなところを話し合うことにする。

「しかし、ジーク。今回で地上まで行くと言っても、食料はどうするんだ？　あともう一食分くらいしかないぞ？」

　ライナーが現実的な部分を確認する。

　いま『持ち物』の中には、十分な量の食料が入っていない。昨日、ロードに無駄食いされたという理由もあるが、根本的に食料が足りない。

「食事は――もう我慢しよう」

「た、単純明快な解決法だな……」

　その根本を覆す答えにライナーは声を震わせる。格好つけて「手伝う」と言ったものの、その乱暴すぎる計画に少し後悔しているように見える。

「いや、何の計算もなしにこんなことを言っているわけじゃないよ。お腹なかが空すくことによる体調悪化は防げないと思うけど、ここから先の階層なら、そんなに大きな痛手にはならないと思う」

「確かに、ここから先、敵は弱くなるばかりだろうけど……」

　少し前、四十層付近でラスティアラたちとモンスターを狩ったとき、敵が強いとは感じなかった。四十層台に入りさえすれば、六十層台のようにモンスターに怯おびえることはなくなる。

「ちゃんと時間計算もしてるから、安心して。僕は地上から四十層の間の道を完全に暗記してるから、実際のところの残りは十六層分だけ。で、この十六層分は一層クリアするのに二時間ほどかかると考えて、必要な時間は三十二時間ほど。そして、道のわかってる四十層は、無駄なく進めば纏まとめて二十時間ほどでいけると思うから、合計で――」

「むっ……」

「簡単に言えば、二日ほど不眠不休で進めば終わりだね」

　細かい数字の話をするとライナーの顔が歪ゆがんだため、ざっくりとした時間を伝える。

　そう。たった二日ほど我慢すればいいだけの話なのだ。

　勝算のある挑戦だ。ただ、いつもの僕ならば絶対にやらない挑戦なのは間違いない。

　損得を第一に考えてしまえば、こんなリスクを負うのは合理的じゃないからだ。

　小心者の僕は、百パーセントの勝率と絶対の安全がなければ、迷宮を進むのが怖くて仕方ない。――しかし、それも、もうやめだ。

　百パーセントの勝率と絶対の安心なんて幻想だ。

　身に沁しみて、よくわかってる。世の中に、百パーセントなんてものはない。

　そうやって、安全マージンや余裕を考えるから、いつもいつも僕は一手遅れるのだ。

　この数日、ロードの力が僕を大きく上回っているからと、僕は慎重過ぎたと思う。

　それを反省し、勇気を出して、リスクと共に道を急ごう。かつては、迷宮が怖くて走ることすらできなかったけれど、いまの僕ならば駆け抜けることができるはずだ。

　残り十六層程度、飛ばして飛ばして飛ばしまくってやる。

「二日、不眠不休か……。あのジークがここまで危険な方法を選択するってことは、よっぽど本気なんだな」

「うん、本気で急いでる。……いや、本当は最初からこうするべきだったんだ」

　いま思えば、この地下生活の最初の最初に使ったスキル『最深部のデイ・カヴ誓約者エナンター』が、僕の焦燥感を消してしまったのがよくなかった。精神の安定には感謝はしているものの、あれが気の緩みを誘発したのは間違いない。

「ジーク、ちょっと道が暗くなってきたぞ……」

　今回の探索方針を話している内に、僕たちは五十六層の奥深くまでやってきていた。ただ、依然として光属性のモンスターが中心だったため、戦闘になることなく順調に進むことができた。

　しかし、ここに来て目に見えて回廊の明るさが変わってきた。進めば進むほど光量が減少し、時おり切れかかった電球のように点滅しているところもある。それは光属性という安全圏が途切れかけていることを示しているようにも見えた。

「ああ、気をつけて進もう。ノスフィーが言っていたように、そろそろ敵の属性が変わってくるかもしれない」

　警戒を強めて、暗がりの中に突き進む。

　そして、回廊の明るさが、いつもの薄暗さまで落ち込んだところで五十五層に続く階段に辿たどりつく。階段を上る前に、軽く《ディメンション》を飛ばす。

　五十五層に待ち受けていたのは光輝くモンスターではなく、獰どう猛もうそうなモンスターたちだった。回廊は少し天井が高めで、見慣れた不衛生な岩作りの形状だ。

「ライナー、ここから先はモンスターが襲いかかってくると思う。できるだけ敵は避けるつもりだけど、それでも全部は避けられないから頼む」

「ああ、わかってる。いつも通り、前衛は任せてくれ」

　ライナーを先頭にして、僕たちは五十五層に下りていく。

　そして、《ディメンション》で算出した最短ルートを通って地上を目指す。

　――その途中、光の階層と違って順調に進めないところが出てくる。

　どうしても、避けて通ることのできないモンスターが立ち塞がっているのだ。その場合は、二人で奇襲をかけることになる。前の探索とは違い、様子見なしだ。安全よりも時間の節約を優先し、強引に押し通る。

　まず相手となったモンスターは、狼おおかみに似た獣型のモンスター。通常の狼と違うのは、その四本の脚だろう。肉の脚ではなく、魔力の密集した脚で空を踏み抜いて歩いている。





【モンスター】スカイウルフ：ランク52






　名前はスカイウルフ。

　その名の通り、空を走る狼。そのスカイウルフの死角から、僕たちは襲いかかる。

　ライナーは一直線に敵へ向かって走り、その後ろを僕が追従する。

　その道すがら、僕は余裕を持って前衛の騎士に語りかける。

「さっきの不眠不休の話、一つだけ訂正するけど……。ライナーが心配するほど僕は危険だとは思ってないよ。だって、僕たちは強くなってる。特にライナー、そっちは――」

　襲撃を察知したスカイウルフは振り返る。その反応速度は速く、不意打ちは成功することなく迎撃されることになる。敵を認識したスカイウルフの前脚二本が、禍まが々まがしい形の鉤かぎ爪づめに変形する。

　ライナーは地面を走り、スカイウルフは宙を走り、交錯する。

　その初撃。ライナーの双剣とスカイウルフの鉤爪と牙がぶつかり合い、お互いに後方に弾はじけ飛んだ。続く二撃目。ライナーとスカイウルフが同じように突撃したのを見て、僕は無詠唱で魔法を発動させる。

　最初の交錯を観察に徹していたことで、僕は二撃目の動きを予測する。その情報を元に、本当に軽く《ディメンション・曲戦演算デイフアレンス》で両者の攻撃の軌道を変更する。おそらく、ずれたのは一センチにも満たない距離だけ。だが、その効果は絶大だ。

「――《ワインドフランベルジュ》！」

　ライナーの全力の魔法剣だけが直撃する。

　結果、スカイウルフの身体からだは切断され、光となって消えた。

　戦闘が終わり、確信を持って続きの言葉を告げる。

「――ライナー、君はもう別次元の強さだ」

　この深層であっても、ライナーの攻撃力は足りている。使っている剣の影響もあるだろうが、このあたりの一回り弱くなったモンスター相手なら、先手を取って最大の一撃を叩たたき込むだけで勝利できる。

　ライナーは落ちた魔石を僕に放り投げながら、疑問で首を傾かしげる。

「そんなに強くなったか？　ただ敵が弱くなってきてるだけの気がするんだが……。例えば、守護者ガーデイアンたちと比べると、まだまだじゃないか？」

「いや、それは比べる相手が悪いんだって。もっとライナーは自分に自信を持っていい」

　ライナーと初めて出会ったとき、彼は一桁の階層のモンスターに食われかけていた。

　しかし、次に会ったときは、捨て身ながらも僕に肉薄して見せた。その次に会ったときは、仲間たちと協力してだが僕を追い詰めた。そして、最後のパリンクロンとの戦いでは完全に才能を開花させて、肩を並べた。その上、いまは千年前の魔王であるロードから魔法を教わり、千年前の『神鉄鍛冶』持ちのレイナンドさんによって装備を充実させ、さらにレベルを上げていっている最中だ。

　これで強くなっていると言わなければ、誰が強くなっていると言うのだろうか。

「風の騎士として、ライナーほど完成されているやつはいないよ。例えば、こういう地形が出ても……」

　話しながらも迷宮を進む足は止めない。

　障害だったスカイウルフを倒し、僕たちは次のエリアに入っていた。石造りの回廊は姿を変え、さらに荒削りな道となる。壁と言うよりは崖に挟まれた状態となり、険しい岩道となっている。もはや、平へい坦たんな道のほうが少なく、ときには断崖絶壁を乗り越えなければならない場面が出てくる。そのとき活躍するのがライナーの魔法だ。

「――《ワインド》！」

　風の浮力のおかげで、カモシカが崖を駆け上がるかのように、すいすいと崖を登っていくことができる。ロードによって鍛えられた繊細な魔力コントロールにより、無駄な魔力と体力の消費を抑えている。自然回復で賄える範囲の風魔法なので、実質ライナーのＭＰは減っていない。いまのライナーの応用力ならば、完全に水中だった三十五層でも自由に行動できるだろう。

「こうやって、上手く対応できる。対応の幅の広さは強さだって僕は思うよ。ライナーなら、やり方次第でどの守護者ガーデイアンとも戦えるはずだ」

　これは少し言いすぎかもしれないが、そう僕は願っている。

　なにせ、いま世界に召喚されている守護者ガーデイアンはアイド、ロード、ノスフィーの三人。

　場合によっては、同時に複数の守護者ガーデイアンと戦う場面もある。そのときは――

「やり方次第で……、守護者ガーデイアンとも……」

　その僕の思惑をライナーは正しく受け止め、覚悟を決めようとしていた。

　そして、話しながら崖登りをしていくこと二十分ほど、鳥型のモンスターに対処しつつ、五十四層に続く階段に辿りつく。慣例の《ディメンション》で軽く次層を把握したあと、すぐに突入する。

　この層も崖といった特殊なエリアがちらほらあったが、基本的には石造りの普通の回廊だ。さらに敵の弱くなった迷宮の最短ルートを通り、最速で駆け抜けていく。こうなってくると、僕たちが気を遣うのは体力と魔力の分配だ。

　その一環として、モンスターとの戦闘中に武器の変更をライナーに促す。

「――ライナー！　明らかに風属性の通りが悪い相手だ！　『シルフ・ルフ・ブリンガー』を『片翼』に持ち変えて戦え！　あと、こいつ相手なら風魔法は節約しよう！」

「そういえば三本目があったな！　そうする!!」

　ライナーは器用に片方の剣を鞘さやに戻し、昨日新たに手に入れた剣に代えた。

『片翼』は本来の力を取り戻していない武器だ。だが、風属性の特性が色濃い『シルフ・ルフ・ブリンガー』では斬れない敵を、『片翼』ならば斬れるときがある。こうして、僕たちは些さ細さいな工夫を重ねて、魔力を節約し、立ち塞がった敵を殲せん滅めつし終える。

「ふう。ジークが指示してくれると、すごく戦いやすいな……」

「いや、まだまだだと思うよ。僕のスキル『指揮』の数値、まだ低いっぽいし」

「前はシア・レガシィがリーダーで、その前はフラン姉様がリーダーだったから……」

「ああ。その二人と比べたら、流石さすがにね……」

　ライナーはまともなリーダーと共に戦った経験がないのだろう。安心して前衛をできる状況に彼は感動していた。

　そして、すぐに進行を再開させ、ライナーの「戦いやすい」という言葉を反はん芻すうする。

　敵のランクが下がり、自然と口に出たのだろう。油断は禁物だが僕も同じ感想だった。

「……よし。ここからは僕も前で戦う。ここからは、もっともっと先を急ごう」

『クレセントペクトラズリの直剣』を抜いて、前衛に加わることを告げる。慎重さを捨てて、さらに敵を倒す速度を短縮する算段だ。

「了解だ、主あるじ。異論なんてあるはずない」

　僕に全幅の信頼を置いているライナーは、間髪入れずに同意してくれた。

　そして、本格的な強行軍が始まる。

　基本的に地形も敵も、全て無視。

　珍しいモンスターや神々しい武器のある祭壇を見つけても無視。

　脇目も振らずに無視し、無視し、無視し、上だけを目指す。

　速く、もっと速く――！　そう心で繰り返しながら、僕たちは五十四層、五十三層、五十二層を駆け抜けていく。

　その強引な進行の弊害で、モンスターに背後から襲われる場面もでてきた。そのときは魔力を躊ちゆう躇ちよなく消費して、無理やり倒す。

　もっともっと『速く』――、『速く』『速く』『速く』――!!

『詠唱』のように、速く地上に戻ることを願う。

　その加速に対して失われる『代償』は安全だったが、その効果は絶大だった。息は切れ、何度か敵の攻撃を受けてしまう場面もあったが、本来の探索時間の半分以下で迷宮を攻略していく。

　こうして、僕たちは迷宮探索の加速に成功し、予定していた中間地点の一つである五十層――つまり、『風の理ことわりを盗むもの』の階層まで辿りつく。





◆◆◆◆◆






　無事、五十層に辿りついた僕たちは、周囲の様子を窺うかがう。

「ここが五十層……。ロードの層か……」

　広がる世界は一面の草原だった。

　弟のアイドの層である四十層と似た構造で、目新しさは特になかった。風属性であることを主張するように、身体を叩くように突風が吹き荒れているが、それだけだ。

　ライナーは周囲の危険を確認したあと、歩き出す。

「けど、ジーク。いまロードのやつは六十六層の裏にいるんだ。この場合、守護者ガーデイアンはどうなるんだ。誰も出てこないのか？」

「アルティとかはそうだったよ。できれば、ここで少し休憩してから進みたいけど……」

　守護者ガーデイアンがいなければ、五十層は休憩に丁度いい層になる。

　もう何時間も歩き詰めだ。できれば、足を休めたい。

　層の安全確認のために歩き続けていると、徐々に雲行きが怪しくなってくる。それは比喩的な表現でなく、現実的な表現だ。五十層の中央に近づくにつれ、迷宮内だと言うのに雲が天井に溢あふれ出したのだ。

　そして、ついには雲から雨粒が落ちてくる。迷宮の突風も相まって、まるで嵐の中にいるかのようだった。地面に生え揃そろう草が、大海の激流のようにうねっている。

「真ん中は雨が降ってるみたいだね。休むなら端に行ったほうが――」

　休憩に適していない中央から抜け出そうとしたときだった。

　嵐の中――五十層の中心に人影を見つけた。

　膝を突いていた人影が、いま丁度立ち上がろうとしている。

　その光景には既視感があった。

　それは守護者ガーデイアンの層に人間が侵入した際の『召喚』にしか見えなかった。

「ロ、ロード……？」

　すぐに《ディメンション》を拡ひろげながら、思い当たる人物の名を呟つぶやく。

　しかし、そこにいたのは――

「いいえ、わたくしです。渦か波なみ様」

　栗くり色いろの髪を垂らした黒服の少女が振り返りながら、僕の名前を呼んだ。

　その顔は間違えようがない。つい先日、同じ光景を見たところだ。

　五十層に現れたのは六十層でも現れたはずのノスフィーだった。

　その登場に僕とライナーは驚く。その僕たちを置いて、ノスフィーは周囲を見回しながら一人だけで状況に納得する。

「……ふふっ。久しぶりだったので不安でしたが、上う手まく保険は成功したようですね。かなり制限はかかっていますが、本来のわたくしの魔法を問題なく運用できそうです」

　自らの両手を見つめ、くつくつとノスフィーは笑う。

「なんで、ノスフィーがここに……？」

「ああ、いまの渦波様は知りませんでしたか？　守護者ガーデイアンの層に初めて人間が入ったとき、『異邦人召喚』の術式が発動して、『理を盗むもの』が一人呼ばれるのです」

「『異邦人召喚』だって……？　いや、守護者ガーデイアンたちが『召喚』されるのは知ってる。けど、それならここにはロードが出てくるんじゃないのか？」

「ええ、本来はロードに組み込まれていた術式です。しかし、つい先ほど、その術式の対象を『話し合い』で、ロードからわたくしに変更したのです。術者のいない魔法みたいなものだったので、とても楽でしたよ？」

　何でもないように、ノスフィーは迷宮の根底に関わる術式の改かい竄ざんを口にしていく。

「そんなこともできるのか……。けど、どうしてそんなことを……」

　ノスフィーの光魔法の底の深さに驚き、戸惑う。『召喚』の対象を代えた理由がわからなかった。目の前の少女の考えていることがわからない。

　だから、知人を前にしていると言うのに、足が前に進んでくれなかった。

　スキル『感応』が、五十層に現れたノスフィーに近づくことを警告していた。後方のライナーも僕と似たような表情をしている。

　そんな僕たちを見て、ノスフィーは笑い続ける。

　くつくつと、くつくつと、笑みを絶やさない。そして、彼女は――

「さて、ここから先は通しません。――《ライトロッド》。続いて、《光の御旗ノスフイーフラグ》」

　魔法で光輝く旗を右手に生成し、通行止めの意思を見せた。

「――っ！」

　その言葉と共に、嵐の中に緊張が走る。

　談笑の場が、戦場の場に塗り変わったのを感じ取った。

　僕は一歩後退し、ライナーは双剣を抜く。

　対して、ノスフィーは光の旗を演舞のように振り回した後、五十層の大地に突き刺して立てた。意外にも、光の旗を武器ではなく、本来の使い方として使用される。

　旗が立った瞬間、空間の魔力の色が変わる。翠みどり色の風の魔力を、白色の光の魔力が塗り潰し、五十層は光一色で満たされた。

　あの好戦的なライナーでさえ、様子見で足を止めざるを得ないほどの激変だった。属性の一変した空間の中、ノスフィーは気だるげに話しかけてくる。

「……はあ、渦波様。それにしても、少し速すぎます。まだ朝から五時間ほどしか経たっていませんよ？　お昼時です、お昼時。もしかして、今日中に地上へ出るつもりだったのでしょうか？　そんなに急いでいたのなら、そうと教えてくださいませ。こちらにも都合というのがありますから。ふふっ」

　和やかに談笑を続ける。まるで、先ほどの敵対宣言なんてなかったような友好的な笑みだ。僕とライナーの困惑は加速するばかりだ。

　そして、その返答に困る僕を見て、ノスフィーは提案する。

「ですので、ロードのほうの準備が済むまで、少しここで『話し合い』をしませんか？」

　これこそ自分の本領と言わんばかりに、ノスフィーは『話し合い』を勧める。

　現状を戦闘と判断した脳が高速回転する。鈍い音を立てて脳内物質が脈動し、神経という神経を叩たたき起こす。

　いま、判断を鈍らせると――負ける。そう僕は思った。

　その高速思考の果て、まず情報収集を選択する。後方に控えたライナーに対し、後ろに回した右手で「待て」とジェスチャーする。

「……なら、聞かせてくれ。ロードが何の準備をしてるって言うんだ？」

「端的に申せば、『試練』の準備をしています」

　ドクンッと。脳の次は、心臓が脈動する。

　――『試練』。

　正直、痛い思い出しかない。

　通算五度目の『試練』が間近に迫っているとわかり、さらに思考速度は跳ね上がる。

「なんで、いまさら『試練』なんて……」

「いまさらではありません。渦波様が五十層に辿たどりついたいまこそ、そのときなのです。……さあ、わたくしは答えました。次は渦波様が答えてくださいませ。そうですね、渦波様は『過去』と『未来』、どちらのほうが大切ですか？　わたくし、それがとても気になります」

　一問一答の応酬をノスフィーは要求してきた。まだ聞きたいことはある。それに様子を見たいという理由もある。例の我わが儘ままの一環として、その質問に僕は答える。

「わかった。……そのどちらかで言えば、『未来』かな。正確には『いま』を一番に大切にしてる」

　正直に答える。ノスフィーの背後で輝く旗の光が、まるで取調室にあるベタなスタンドライトに見えた。噓うそは一切許さないという圧力があった。

「なるほど。つまり、渦波様は『過去』など、もうどうでもいいのですか？　大切なのは『過去』よりも『いま』？　『いま』だけが全てなのでしょうか？」

「全てとまでは言わない。けど、『過去』ばかり見ていても前には進めない。以前、おまえも言っていたことだ……」

「それはつまり、もし『過去』に罪があったとしても、記憶にないから知らない振りをするつもりですか？　千年前のことだから時効ゆるされるとお思いで？　それはとても前向きな話ですね。まあ、確かに、それはわたくしも同感ですが」

　多分に嫌味を含んだ返答だった。

　ノスフィーは僕の返答を待つことなく、一人で同意し続ける。

「ええ、過去を悔やんでも仕方のないことです。前を向いて、やるべきことをやるべきです。それが『正しい』と、わたくしも思います」

　昨日、ノスフィーがロードに諭した言葉と同じだった。だが、どこか他ひ人と事ごとのように見える。その心境の変化の細部を逃さぬように、僕は質問を続ける。

「僕が聞く番だ。なんで、いまになってロードは『試練』なんてやろうとしている？」

「それが、いまのロードの我儘だからです。それをわたくしは『友達』として協力しています。結果、いまのわたくしは『風の理を盗むもの』の代行をやっているわけですね。ふふっ、びっくりしましたか？　わたくし、渦波様のいまのお気持ちが知りたいです」

「ああ、びっくりした。もし居たとしてもロードだって思っていたからな。で、おまえは五十層の守護者ガーデイアンの代行を自称するってことは、つまり……」

「ええ、層を守る守護者ガーデイアンのやることは一つ、資格あるもの以外は通さないこと。ゆえに、渦波様たちは通しません。だって、お二人ともまだロードの『試練』を乗り越えていませんから。ふふっ、ふふふっ」

　先ほどの敵対宣言は聞き間違いではなかった。

　さらに、それをノスフィーが正気で行っているともわかった。

　緊張が高まる中、僕は最も気になっていたことを聞く。

「なあ、ノスフィー。あのあと、ロードとは仲直りできたのか？」

「すぐに仲直りできましたとも。ロードは笑顔で許してくれました。だから、わたくしは『召喚』の対象を『話し合い』で譲ってもらい、いま五十層にいるのです。ええ、渦波様のおかげで、わたくしとロードは『友達』になれました。ただ――」

　ノスフィーは両手を広げて五十層の有様を強調する。

「見ての通りです。いまもロードは泣いています。笑顔だけれども、泣いています」

　どこまでも続く草原。周囲は晴れやかだけれども、その中心は大嵐。

　これがロードであると、ノスフィーは言う。

　アルティの言葉を思い出す。彼女は十層を指して、「私そのもの」であると言っていた。それは他の守護者ガーデイアンも同様なのだろう。

「わたくしは『友達』として、泣いている彼女を笑顔にしてあげたい……。この涙の雨を、どうにか止めてあげたい……」

「やっぱり、ロードは泣いているのか……？」

「ええ、一人のときは泣いています。ゆえに、まだわたくしの我儘は継続していることになりますね」

　ノスフィーは笑い続けながら、昨日の望みを繰り返す。

「さあ、またロードに会いに行ってあげてください。そして、また元気付けてあげてください。叶かなうまで、わたくしはそれを願い続けますよ。だって、それがわたくしの『未練』なのですから、仕方ありませんよね？」

「ロードを元気付けるにはアイドを連れてくるしかない。すぐに行って戻ってくる。それまで待ってくれないか」

「待てません。なぜなら、先ほどからアイドアイドと仰おつしやっていますが、別にその必要はないからです」

「必要はあるだろ。あいつには、あいつを理解できる『家族』が必要だ」

「そうですね。ロードは『家族』を求めています。わたくしもそう思います」

「ならっ――！」

　同意はするものの、一向に話が進まない。その堂々巡りに苛いら立だち、僕は声を荒らげた。

　しかし、その勢いは予期せぬ言葉に削そがれる。

「ロードの『家族』なら、もういるじゃないですか」

　前提から覆す発言だった。その意味を僕は理解できない。

　いや、厳密には推測はできているが、その推測を受け入れられない。

「ロードの『家族』が……？　どこに……？」

「そこに」

　ノスフィーは指差す。

　僕の後方で殺気を放つ少年。ライナーを。

「喜んでください、ヘルヴィルシャイン。あなたが新しいロードの弟ですよ」

　推測が現実に変わる。そのとき、この通行止めの真の目的がわかった。

「ロードに王らしさを求めない弟。気兼ねなく本音で話せて、傍そばにいるだけで楽しくなれる弟。同じ風属性で、教え甲が斐いがあって、とてもとても可愛かわいらしい弟。ふふっ、完璧ですね。ライナーがいれば、アイドなど必要ない。それがロードの出した答えです」

「――《ワインドフランベルジュ》!!」

「おっと」

　その続く言葉を言い切る前に、ライナーはノスフィーに斬りかかった。

　風の魔力を纏まとった全力の一撃だったが、ノスフィーは軽やかにかわした。

　戦いに出遅れたのは僕だけだった。

　その不ふ甲が斐いない姿を見て、ライナーは剣を振り抜きながら叫ぶ。

「ジークッ!!　まだこいつが敵じゃないって信じるのか!?　この態度を見ろ！　間違いない！　こいつは何があっても僕たちを通す気がない!!　もう諦めろ!!」

　ノスフィーの我儘はできる限り聞いてあげたい。敵でないと最後まで信じたい。

　そんな儚はかない望みが砕け散っていく音が聞こえる。

「違いますよ、ライナー。わたくしは通したくないのではありません。ちょっと振り出しに戻って欲しいだけです。さあ、渦か波なみ様、ちょっと六十六層まで戻りましょう？　だって、ロードが笑顔になるまで、ここは通行止めなのです。だから、仕方ありません。何度でも何度でも、振り出しに戻りましょう？　ふふっ、ふふふっ――！」

　一貫して、ノスフィーの我儘は『ロードの笑顔』。しかし、ロードを笑顔にするにはアイドが必要なのだ。そして、そのアイドを連れてくるには地上に行かないといけない。なのに、その地上に行くにはロードを笑顔にしろと言う。

　もはや、我儘を叶えさせる気がないとしか思えない。

「ジーク！　別に倒す必要はない！　横を抜ければいい！　それなら、ジークも戦えるだろう!?」

　ライナーとノスフィーの言葉が飛び交う中、僕は覚悟を決めていく。

「やるしかないのか……」

　ここで守護者ガーデイアン『光の理ことわりを盗むもの』ノスフィーと戦う覚悟を。

「やりますか？　しかし、未完成の渦波様と未熟な騎士では、わたくしの相手には色々と不足していると思いますよ？」

　剣を抜いた僕を、ノスフィーは優しい表情で迎え撃とうとする。突き刺さっていた光の旗を抜いて、槍やりのように構え、先端を僕たちに突きつける。

「ふふっ。文字通り、レベルの違いを教えてあげましょう」

　その言葉と共に、ノスフィーの光の魔力が爆発的に膨らむ。

　同時に僕とライナーは駆け出した。合図などしていない。けれど、完璧に同じ呼吸で、左右に分かれて通り抜けようとした。

　それに対し、ノスフィーは光の旗の長さを調節して、大きく横に薙なごうとする。その攻撃範囲は広く、僕にもライナーにも届く。

「そのまま走れ、ライナー！　距離をずらして、外させる！――魔法《ディフォルト》!!」

　そうはさせまいと次元魔法を構築する。

　空間を圧縮するのではなく引き伸ばす。それによって生まれた隙間分だけ、ノスフィーの薙ぎ払いは、ずれて、外れる――はずだった。

「――なっ!?」

　ぐにゃりと引き伸ばされた空間が、同時にぐにゃりと圧縮し戻される。

　生まれた隙間分が、すぐに埋まり、ずれが修復されたのだ。

　薙ぎ払いに距離のずれは全く起きず、僕もライナーも旗の先端に当たってしまう。僕は咄とつ嗟さに腕で防御したものの、遠心力によって増した衝撃によって身体からだが吹き飛ばされる。折れていてもおかしくない攻撃だった。現に僕の魔法を信じきっていたライナーは防御した腕が脱臼してしまっているのを《ディメンション》で把握する。

「くそっ！　ジーク、何が起こった!?」

　吹き飛ばされたライナーは、すぐさま起き上がりながら原因を僕に聞く。

「同じ魔法を使われた……？　いや、違う。同じ魔法を、僕が使った？」

　原因を探っていく。先ほど発生した魔法は《ディフォルト》が二回。さらに言えば、その二回の《ディフォルト》の出所は、間違いなく僕だった。

　一度目は僕が意識的に放った。しかし、二度目は僕の意思じゃない。

「ふふふっ、呑のん気きに話している場合ですか？」

　情報を整理している間に、ノスフィーは駆け出す。

　その向かう先はライナー。まずは負傷している相手から制圧する気だ。

　そうはさせまいと移動するための魔法を使う。

「――《ディフォルト》!!」

　距離を縮めるために、空間を圧縮させようとする。だが――

「ま、また!?」

　魔法が成立しない。

　圧縮した空間が、次の瞬間には引き伸ばされる。

　同じ魔法が正反対の方向性で同時発動し、何の効果も得られないのだ。

　もう間違いない。ノスフィーを相手にしているときは、魔法が二重で発動してしまう。

　それも正反対に、相殺するような同時発動だ。

　その失敗の間に、ノスフィーとライナーは接触する。

　ライナーは接近戦になる前に、突風の魔法を使おうとした。

「――《ゼーア・ワインド》!!　なっ!?」

　僕と同じだ。確かに魔法《ゼーア・ワインド》は発動した。しかし、同時に発動したもう一つの魔法《ゼーア・ワインド》によって相殺されてしまった。

　そこに、にこりと笑ったノスフィーが襲い掛かる。

　ライナーは残った片腕を動かして、旗と剣を打ち付け合い、なんとか防御してみせた。だが、ライナーは力負けする。残った腕までも脱臼しそうな衝撃によって、また遠くに吹き飛ばされてしまう。

「ライナー！　魔法が二重で発動して、効果が相殺されている！　僕の援護は期待するな！　できるだけ魔法も使うな!!」

　魔法ではなく足を使って救援に向かう。

　その途中、この不可解な状況の分析も行う。

　この空間で最も怪しいものは一つ。ノスフィーの手にある光の旗に、全神経を集中させていく。そして、そこを中心に満ちる光の魔力の動きを、細部の細部まで追いかける。

　その結果、彼女の《光の御旗ノスフイーフラグ》とやらの真の能力を看破する。

　あの旗は武器でなく、精神干渉系の魔法の発動媒体であることを理解する。

　旗から発生している光が、常に例の『話し合い』の魔法を発生させているのだ。

　対象が僕たちでないので気づかなかった。光の魔力が流れ込んでいる対象は――

「僕たちの『血』に!!　ノスフィーの光の魔力が染み込んでる!!」

　対象は肉体でなく『血』。いや、正確には『血』の中に刻まれている術式が対象だろう。魔法の術式そのものに、直接『話し合い』を仕掛けているのだ。そして、意識のない術式が相手ゆえに、無条件で『話し合い』は解決してしまっている。

　言葉の喋しやべれない赤子を騙だますかのように、光の魔力に術式が乗っ取られている。

「ライナー！　この光が、僕たちの『血』の中にある魔法の術式を乗っ取ってる！　ノスフィーの魔法は相手が生き物じゃなくても成立するみたいだ！　これが強制力のない『話し合い』の魔法なんて噓うそだ！　どうにか、光の魔力を洗い流せ!!」

　不可解な現象の正体は理解した。しかし、対応は難しい。

　まず魔法の媒体となっている光そのものを、物理的に避けることができない。常に空間全体を満たしているため、中和もできない。

　そして、二重発動している魔法は僕たちの魔力ではなく、染み込んだノスフィーの魔力を使っているため、何の違和感も負担もなく発動してしまう。ここが肝だ。

　僕たちの魔力は減っていない。使われるのはノスフィーの魔力だけ。闇魔法のように強引ではなく、とても融和的。だから、事前に気づくことができず、防ぐのが難しい。

「洗い流せって言ったって、そんな暇は――！」

　防戦一方で手一杯のライナーには不可能だろう。

　だからこそ、僕は全力で駆けつけようとしている。そして、ようやくライナーの援護をできる距離に辿たどりついたとき、ノスフィーがこちらに顔半分を向けた。その横顔の口元が歪ゆがみ、魔法名を呟つぶやく。

「――次元魔法《コネクション》」

　光魔法ではなく次元魔法。魔法名を口にしたのはノスフィーだが、発動させるのは僕。

「くっ――！」

　僕の左腕から、勝手に魔法が迸ほとばしる。

　気づいたときには、もう魔法構築は終わっていた。

　すぐに近くで、超大型の《コネクション》が地面に張り付くかのように完成する。一度も作ったことのないサイズの巨大門だ。色は紫ではなく白、その密度は濃く、ちょっとやそっとでは壊れないと見ただけでわかる。間違いなく僕には作れない代物が、落とし穴のように五十層の地面で大口を開けた。

「さあ、ぱくりといきましょうか」

　そのノスフィーの言葉に合わせて、彼女の動きが速くなる。いままで意図的に抑えていたことがわかる速さだった。当然だが、負傷したライナーは対応できない。

　光の旗の先端で腹を打たれ、呼吸困難で蹲うずくまった。そこに柔らかい手の平のような光の旗の布部分がライナーを包みこみ、そして――

「――ではっ、シューット!!」

　可愛らしい掛け声と共に、ラクロスのようにライナーを扱って、巨大な《コネクション》の中に叩たたき込んだ。

　別の場所へ飛ばされたのだ。おそらくは、ロードの『試練』の用意された場所へ。

「ライナー!!」

「まずは一人……」

　ゆらりと笑顔のノスフィーが、こちらを向く。

　まずい……。

　おそらく、次は僕を《コネクション》に叩き込むつもりだろう。

　一瞬、あえて叩き込まれるという選択肢が頭に浮かぶ。しかし、それをライナーは望んでいない。寝食を共にした同性の友人だ。そのくらいはわかる。

　なにより、自分がライナーに言ったことだ。

　自己犠牲は楽な道だけど、やめよう――と、そう言った。

　ライナーを助けに行きたくて堪たまらないが、それは僕の心が楽になるだけの道だ。

　いまは二手に分かれてでも、早急にアイドを連れてくることこそ最善。地上に行けば、増援はいくらでも期待できる。だから、僕は――

「くそっ!!」

　歯を食いしばって駆け出す。ノスフィーでも《コネクション》でもなく、四十九層に続く階段に向かって、全力で走る。

「ふふっ。千年前の渦か波なみ様らしくなってきましたね。目標のためなら、足手まといは切り捨てる。とても『正しい』選択です。わたくしでも、そうします」

　その全力疾走に、ノスフィーは一足飛びで追いつき、横に並んだ。そして、その異常な膂りよ力りよくで旗を横に振る。

「違う!!　ライナーを信頼してるだけだ！　あいつなら一人でも道を切り拓ひらく！」

　剣で旗を弾はじきながら言い返し、身体を向き直して構える。

　ノスフィーの身体能力が高過ぎる。走って置いていくことは不可能だとわかった僕は、仕方なく剣を使ってノスフィーを撃退しにかかる。彼女の光の魔法のからくりはわかっているため、スキル『感応』と剣を中心に戦うしかなかった。

「これは……？」

　剣と旗を打ち付け合っていると、ノスフィーは眉をひそめた。

　もっと楽に僕を制圧できると思っていたのだろう。ずっと後衛をしていた僕のスキル『剣術』のレベルの高さに驚いている。

　ローウェンの『剣術』には、身体能力の差を補えるほどの力があった。とはいえ、一気に斬り伏せられるほどの優位までは作れない。

　何とかここから逃げ出す隙を探しながら、言葉と武器をぶつけ合う。

「くそ！　面倒な魔法を隠してたな、ノスフィー!!」

「別に隠していません。他者への献身は光魔法の基礎ですよ？　わたくしは渦波様たちに、魔力をお裾分けしているだけです」

「その魔力が、勝手に僕たちの魔法を使ってる！」

「魔法の発動は、『血』との『話し合い』の末にきちんと許可をもらってます。罵られる謂いわれはありませんね」

「僕の魔法を使うなら僕の許可を取れ！　『血』とじゃなくて僕と『話し合い』しろ!!」

「それだと術式の間借りを断られてしまいますし……」

「当たり前だ！　それが普通だ！　なんだよ、『血』と『話し合い』って!!」

「ふふっ、すみません。相手の弱みと『話し合い』するのが和平交渉の基本ですので」

「くっ――！」

　のらりくらりとかわされる。

　会話もだが、特に戦闘の手応えが薄い。

　早々に僕の『剣術』との真っ向勝負を諦めたノスフィーは、旗の形状を千変させて対応し始めたのだ。基本は棒術だが、途中で槍、斧おの、長刀、長剣、双剣、短剣と武器を変えて戦う。その上、その全てを手足のように扱う。スキル『武器戦闘』の数値が高いだけでなく、個別のスキルも完備しているのは間違いなかった。

　身体能力の差が大きい上に、千変する武器。

　もう五分近くは戦ったが、このままでは一時間戦っても崩せる気がしなかった。

　体力を削られ、息が切れ始める。大粒の汗が額を伝い、いまにも目の中に入りそうだ。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ――!!」

　僕は呼吸を整えるため、戦闘を一時中断して一度大きく後退する。

　それをノスフィーは追いかけることなく、四十九層に続く階段を背負って笑う。

「……ふう。わたくし、こういう持久戦は得意ですよ。ええ、我慢はとても得意です」

　軽く息を吐いて、涼しい顔を見せるノスフィー。

　全くの疲労なしというわけではないが、僕と比べれば天と地ほどの差がある。

　汗を拭いながら、状況の悪さを再確認する。

　ノスフィーは魔法を全力で使っておらず、わざわざ僕の『剣術』と真っ向勝負してくれている。つまり、自分の土俵で戦っていないにもかかわらず、この強さなのだ。

　状況を打開するには、相応の無茶が必要だろう。

　そして、無茶と言えば、蘇よみがえるのは地上の記憶。一番の無茶をしたのは、パリンクロンとの戦い。あの戦いの終わり際、あの反則的な魔法で僕は……。

　――あの『魔法』を使うべきか？

　あれは、いま僕が使える最も高位の魔法だろう。

　しかし、あれは戦闘向きではない。さらに言えば『代償』も激しい。できれば、この身体では使いたくない。それに、使ったのはパリンクロン相手に一度だけ。次も上う手まく発動するかわからない。不確定要素が多すぎる。

　本気で勝ちに行くのならば、いま使える手札に魔力を全て注ぎ込んだほうがいい。

　しかし、ここはまだ五十層。迷宮の中腹も中腹。ど真ん中だ。もし勝てたとしても、ガス欠になってしまえば、結局はヴィアイシアに戻らなくてはならない。

　場所が全力での戦闘を許さず、現状の打開策が出てこない。

　その僕のもどかしさを、ノスフィーはわかっているのだろう。僕の不安を煽あおりながら、こちらの出方を悠然と窺うかがい続ける。

「ふふふっ。わたくしは楽ですよ？　ここで無理せずとも、渦波様を消耗させれば、それだけでわたくしの勝利になるのですから。……さあ、渦波様。ライナーもいないのに、その疲労で地上まで行けますか？　魔力のほうは十分に残っていますか？　そろそろ、お腹なかも空すいてきた頃合では？　ふふっ、ふふふっ」

　ノスフィーは自分の勝利条件を理解している。その優位性を元に、僕を窘たしなめる。

「……渦波様。無茶はおやめになって、一度ヴィアイシアに帰りましょう。そして、ロードの『試練』をお受けください。その義務が、あなたにはあります。ええ、これは守護者ガーデイアンの層を通る者に課される義務なのです」

　その言葉を聞いて、僕の意思は固まる。

　まだ僕は無茶などしていない。この程度、まだ無茶の範はん疇ちゆうになんてない。

「さらに言えば、これは責任でもあります。渦波様は『過去』の責任を取らなければなりません。ゆえに、共に帰りましょう。本当の千年前のヴィアイシアへ――!!」

　無茶は、ここからだ――！

　全力でノスフィーを倒して、地上には気合で行ってやる――!!

「――魔法《ディフォルト》！　《ディフォルト》《ディフォルト》《ディフォルト》!!」

　魔法を叫び、駆け出す。再度の全力疾走と共に、全力の次元魔法を連発する。

　魔法を相殺されるのはわかっている。

　ならば、まずは数で勝負だ。

　空間の歪みを無数に発生させて、ノスフィーの横を通り抜けるルートを大量生産しようとする。もしかしたら、複数の魔法には対応できないという可能性がある。

「そう来ましたか。……予測範囲内ですが」

　しかし、ノスフィーが手をかざすと、全ての空間の歪みが一瞬で修復されていった。この特攻を予期していたとしか思えない対応だった。

　けれど、こうなるのは予想通り。守護者ガーデイアンならば、この程度のことはする。

《ディフォルト》の恩恵を得ることのできなかった僕は、ノスフィーに向かって真っ直すぐ走っている状態だ。そこへ、すぐに用意していた本命の魔法を放つ。

「――魔法《ディスタンスミュート》!!」

　カリカリと脳の削れる音を聞きながら、《ディスタンスミュート》を全身に纏まとわせる。

　数が駄目ならば質で勝負だ。

　一つの魔法に限界まで魔力をこめて、同等の魔法の用意をさせない。このまま、ノスフィーの身体からだの中をすり抜けて、四十九層の階段まで辿りついてみせる。

「……その濃さを再現するのは骨が折れますね。しかし、その魔法は一度見ました。すり抜けるのでしょう？」

　僕の特攻に対し、ノスフィーは冷静だった。魔法の相殺は早々に諦める。

　だが、全身の《ディスタンスミュート》に手が出ないわけではなかった。向こうからすれば、相殺は一つの手段。それにこだわる必要なんてない。

「ゆえに、それも予測範囲内です。――魔法《ディスタンスミュート》。わたくしの右手だけ、そのずれた次元の位相に合わせます。ギリギリですけどね」

　僕を利用し、ノスフィーは弱めの《ディスタンスミュート》を手に纏った。そして、その手で、真っ直ぐ向かってくる僕の腕を取って、万力のように握り締める。

「くっ――！　は、離せ――!!」

　手を振り解ほどこうとするが、上手く力をいなされる。『剣術』では圧倒していても、『体術』では逆だった。なにより、ノスフィーは戦い慣れている。そう確信できる落ち着きで、僕の腕を摑つかんだまま、迷宮の天井に届くほど高く跳躍する。

　その着地の先にあるのは大口を開いた《コネクション》。

「詰みです。地上には行かせません。ええ、絶対に、二度とどこにも行かせません」

「この――!!」

　ノスフィーは笑い――僕の腕を握ったまま、落ちていく。

　共に迷宮の深き底へ。

　次元を超えて十六層分、落下していく。《コネクション》の移動の時間は一瞬だ。刹那の暗闇を通り過ぎ、すぐに世界は切り替わる。

　嵐の吹き荒すさぶ迷宮から、誰もいない千年前の城に。

　振り出しに、戻される。







５．幽世を駆け出す







　落ちた先に待っていたのは広い空間。

　最初は自室に戻るのかと思ったが、全く別の場所に《コネクション》を用意していたようだ。というより、先ほどノスフィーが敵対を表明したときより、自室の《コネクション》と五十七層の《コネクション》が消えている。前もって、何らかの細工をノスフィーにされていたのがわかる。

　逃亡先の選択肢が減ったことを確認していると、ノスフィーは骨が折れそうなまでに握っていた手を離す。そして、少し遠くで玉座に座る翠みどりの髪の女性に手を振る。

「いま帰りました。ちゃんと連れてきましたよ、ロード」

　玉座がある。つまり、ここは城の中央にある玉座の間のようだ。荘厳な太い支柱が並び、煤すすで変色した石壁には大量の蠟ろう燭そくの灯火が怪しく揺らめいている。

　扉は二つだけ。王が民を迎えるための大扉に、玉座裏にある王専用の扉。

　大扉のほうから、豪快な刺し繡しゆうの施された赤い絨じゆう毯たんが伸びている。

　その絨毯の上に僕は膝を突いている状態だ。

　最悪も最悪だ。あれだけ急いで五十層まで辿たどりついたのに、また六十六層の裏。

　振り出しだ……!!

　奥歯を嚙かみ締めて顔を歪ゆがませる僕に、まだ最悪は降りかかる。

「――『加速する』『加速する』『加速する』、『加速する加速する加速する魂』――」

　短い『詠唱』を乱雑に繰り返すのは、顔を俯うつむけた翠の髪の女性。

　間違いなく、ロードだ。その独特で膨大な魔力は、彼女しか持ち得ない。

　翠色に発光する魔力が玉座を彩っていた。そして、ロードの背後の壁に吊つり下げられた複数の（このヴィアイシア国の紋章であろう鳥と剣の意匠が描かれた）小旗を揺らめかせる。

　奇妙な光景だ。締め切った部屋なのに、風が吹いている。

　その風は小旗だけでなく、ロードの髪も揺らしていた。

　いつもと違い、ロードは翠のポニーテールを解いている。それは二日目の朝の庭で見た彼女に近く、夢の中で見た高貴な『統べる王ロード』そのもの。

　そのロードの俯いた顔が、いま、ゆっくりと持ち上がる。

　彼女の翠玉エメラルドの双そう眸ぼうと目が合う。燦さん々さんと輝いているのに、漆黒の膜に覆われているような不思議な暗さがあった。その小さな球体二つに、嵐鳴り響く森林を凝縮しているかのようだ。愛あい嬌きようは微み塵じんもなく、威厳に満ち溢あふれている。

　思わず、畏怖の念を抱いてしまう。だが、共に悲哀の念も抱く。

　それほどまでに、そこにいるロードは危うい。臨界寸前に感じる。

　触れれば、壊れる。

　そう思った僕は、彼女にかける言葉が見つからない。

　だが、隣のノスフィーは、気軽に声をかけていく。

「――んぅ？　あれ、おかしいですね。ライナーはどこへ行ったのでしょうか。確かにここに落としたはずなのに、姿が見えませんが……」

　それを聞いたロードはびくりと肩を震わせた。目線を僕から外して、忌々しげに呟つぶやく。

「レイナンド・ヴォルスのやつにしてやられた……。ここでの戦闘に気づいたやつが参入し、ライナーを連れ去っていきおったのじゃ……」

「ああ、そういうことですか。というか、やっぱり戦闘になっちゃったんですね」

「拒否されたのじゃ……！　拒否を……!!」

　ロードの言葉遣いがおかしい。姿からだけでなく、言葉遣いからも愛嬌が消えていた。偽者かと疑いたくなるほどの激変だ。

「魂の磨耗に耐え切った唯一の国民、レイナンド・ヴォルス将軍ですか。どうやら、『ここ』の時間軸を弄いじっても、あの男だけは自由に行動できるようですね。しかし、渦か波なみ様と戦っている数十分程度の時間でロードを出し抜くとは……。腐っても大戦の猛将ということですか」

「ヴォ、ヴォルスのやつ……！　妾わらわをおかしいと言っておった……！　壊れておるとまで言いおった……！　この妾をっ、妾をぉ……！」

　相変わらず、ロードは自らのことを『わらわ』と言う。

　言葉は変わらないが、意味が以前と違うと感じた。空気が、物腰が、口調が、何もかもが違う。その老婆のような言葉遣いは、僕の知るロードではない。

　嫌な予感が止まらない僕を置いて、二人は話を続ける。

「ああ、なんて酷ひどいことを……。すみません、ロード。『ここ』の仕組み上、あの男だけはルールを無視する可能性があるとわかっていました。これはわたくしのミスです」

　ノスフィーは大仰に嘆き、大仰に謝罪する。その陳腐な演技には、常に気味悪さが付きまとう。しかし、それをロードは何の違和感もなく受け入れていた。

「聞いてくれ、ノスフィー!!　ヴォルスのやつは、この妾を裏切って渦波たちと共謀しておったのじゃ……！　妾から大切な『臣』と『弟』を奪おうとしておった……。なぜじゃっ。なぜ、妾に優しくしてくれぬヴォルスのやつだけが、未いまだ残っておるのじゃ……？　いまも昔も、邪魔ばかりしおって！　許せぬっ、絶対に許せぬ……!!」

「ああ、可愛かわいそうなロード。ならば、このわたくしがあなたの後顧の憂いを断ってあげましょう。いますぐにでも」

　ノスフィーの声は柔らかいが、残虐さが滲にじみ出ている。荒らげた言葉を繰り返していたロードは、その容赦ない言葉に震える。

「断つ……？　それはつまり、どういうことじゃ……？」

「『将軍』なんて、もうあなたには必要ありませんでしょう？　『ここ』で意識があるのは『あなた』と『わたくし』、『臣』と『弟』、この四人だけで十分です。他はオーディエンスに徹しさせましょう。そのほうがあなたの望む世界に近づきます」

「ヴォ、ヴォルスを消すのか……？　確かに許せぬが、あやつがヴィアイシアに最後まで仕えた忠臣であるのも事実……。消すまでのことは……」

「その優しさがヘルヴィルシャインを逃すことになったのです。なにより、あなたの世界に『将軍』は必要ですか？　もうヴォルス将軍の魂は、解き放ちましょう」

「…………っ！」

　ノスフィーの絶え間なく続く言葉に押されて、ゆっくりとロードは頷うなずいていく。

「ふふふっ。それでいいのです。頑張り屋過ぎた子供同士、一緒に戻ってやり直すと約束したでしょう？　大丈夫です。すぐにわたくしが、その不安を取り返してみせますから……。だから、いつものあなたに戻ってください。さあ、落ち着いて……」

「うむ……」

　ノスフィーに窘たしなめられ、ロードは怒りを消沈させた。

　それを見たノスフィーは満足げに笑ったあと、部屋から出ていこうとする。

「それでは行ってきます。その間、ロードは渦波様の説得をどうぞ」

「そうだな……。ここは友の言う通りにしよう……。まずは『試練』じゃ……」

　ノスフィーは大扉から出ていき、玉座の間に僕とロードだけが取り残される。

　いまの間、僕が動かなかったのはロードと話したいことがあったから――ではなく、単に背中を見せられないほどの魔力に中あてられていたからだ。

　玉座の間に落ちてから、ずっとロードは王に相応ふさわしい圧力を、僕に向けている。

　その彼女が、ようやく僕に語りかける。

「よう来たのう、我が騎士団長よ。妾は、ずっとそなたを待っておったぞ」

「ロード、なのか……？」

　まず一番の疑問をぶつける。この前提が間違っているなら、ここに留とどまる理由はない。

「妾がロードだと、変か？」

　ロードは優雅な動きで小首を傾かしげた。

「……ちょっとな。その喋しやべり方は古臭すぎる」

　ロードの名残はある。『表示』も彼女を、
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　と判断している。

「そうか、変か……。しかし、これが本来の妾なのじゃがな……」

「どうして……、そんな風に？」

「ああ、風の詠唱の『代償』を利用してな。少し昔に戻ったのじゃ」

　愛嬌が消え、厳かになった。小動物のような仕草は消え、ゆったりとした動きになった。若々しさは霧散し、目から生気は失われた。誰が見ても僕と同じことを思うだろう。

　――老いた、と。

　ロードの鋭い眼光が、その感想を僕の表情から読み取ったようだ。くすりと笑って、自分の身体からだを指しながら訂正する。

「ふっ、老いたのではないぞ。これで若返ったのじゃ。いままでは年老い過ぎたせいか、余りに喋り方が壊れていたが、これこそ正常じゃ。やっと子供に戻れた」

　こんな老人のような喋り方で子供に戻ったと言われても訳がわからない。

「ああ、全て懐かしいのう……。そうじゃ、妾はこんな喋り方だったのじゃ。しかし、まだ足りぬ……。『理を盗むもの』の人生は余りに長すぎるゆえ、もっともっと昔に帰らなければ、真に戻ったとは言えん。ああ、もっともっと昔に戻らねば……」

　ロードは目を虚空に彷徨さまよわせながら、誰に語りかけるわけでもなく呟く。

　その姿は病的だ。熱に浮かされる患者のように、ロードは僕に語りかけてくる。

「のう、渦波よ。『子供』と『大人』の境とは、いつだと思う？」

　これがいまロードの抱えている一番の問題なのだろうか。

　誰が『子供』で、誰が『大人』なのか。なにより、どの位置に自分はいるのか。

　それを知りたがっている様子だった。

　答えに窮する僕に、ロードは穏やかな表情で首を振っていく。

「よい。答えに期待はしておらん。妾すら、未だにわからん。……だが、はっきりと言えることが一つある。千年前、ここに座っていた大仰な物言いの王様は子供じゃった。大人であったが、誰よりも子供じゃった」

　千年前の『統べる王ロード』は子供だったと、千年後の本人が言う。

「本当に懐かしいのう。昔もこうやって、この玉座から渦波を迎えたものじゃ。多くの家臣たちの反対を押し切ってな。ははっ」

　過去話で懐かしもうとしているようだが、それに僕は全くついていけない。

「……悪いけど、そのときのことを僕は覚えてない」

「覚えてなくとも答えて欲しいのじゃ。千年前、なぜ『南連盟』のトップの夫である渦波を、妾が『北連盟』に迎え入れたか……わかるか？」

　覚えていないのだから、僕は首を振るしかなかった。

「うむ。いま、真の理由を教えよう。家臣たちには口から適当なでまかせを説明してやったが、本当のところは――渦波だけが『王をやめろ』と言ってくれたからじゃ」

　ここで少しだけロードの気持ちを察する。おそらく、これをロードは最初から言いたかったのだろう。なによりも先に、記憶を失った僕に伝えたかったのだろう。

「渦波は……この年寄り臭い喋り方を、真っ向から変だと言ってくれた。もっと子供みたいに話せとまで言ってくれた。周りの期待に応えようとするのはいいが、まったく似合っていないと……、妾に言ってくれたのじゃ……」

　そして、また同じことを僕に言って欲しいのだろう。

　その狂おしそうな表情を見ればよくわかる。

「妾は間違いなく『北の救世主』じゃった。しかし、あのときの妾にとって、渦波は『妾の救世主』じゃった。もちろん、口には出せんかったがな」

　目を細め、過去の光景を思い出すロードは、大人にしか見えない。

　子供どころか、過去を懐かしむことで余生を過ごそうとしている老人だ。

「決して口には出さんかったことを、渦波だけが理解してくれたのじゃ……！　渦波だけが妾の苦しみに気づき、救ってやると！　願いを叶かなえてやると、言ってくれたのじゃ！　渦波よ！　もう一度、妾の欲しい言葉を言ってくれ！　いま、あのときの責任を果たしてくれ！　妾の『臣』となり、ライナーに妾の『弟』となるよう説得してくれ！」

　これがロードの出した答え。

　今朝、僕はロードに「助ける」「願いを叶えてやる」と言ったばかりだ。けれど、もう一度同じ言葉を繰り返すことはできなかった。

　当然だ。いまここに至っては、まるで意味が違ってくる。いまロードを救うと言えば、アイドを連れてくるのではなく、ライナーを新しいロードの弟とすることになる。

　それはできない。その偽りの果てに待つものを、僕は誰よりも知っている。

「ロード、それはできない」

　静かに首を振る僕を見て、ロードは困惑し、震えだす。

　僕としては当然の否定だったが、彼女にとってはそうではなかったらしい。

「な、なぜじゃ……？　頼む、渦波。妾の『臣』になってくれ……。このヴィアイシアという国は、そなたがおらぬと成り立たぬ……。それは昔も、いまもじゃ……。もはや、妾一人では限界なのじゃ……」

　ぽつぽつと弱音を吐きながら、揺らめく炎のように不安定なロードが玉座から立つ。

「ノスフィーが言っておった。渦波との共鳴魔法ならば、『ここ』の寿命を延ばせる可能性があると。ただ、それは渦波が『ここ』に居続けることが条件になるだろうとも言っておった。どうか『ここ』で、ずっと『ここ』の寿命を延ばし続けてくれ……」

　その要求は初耳だ。僕は身構える。

　危険が迫っているのはライナーだけではなかったようだ。

「まさか、『ここ』に僕を閉じ込める気なのか……？」

「そうしたい。きっと、そのために妾は『ここ』でずっと渦波を待っておったのじゃ。ああ、ずっとずっと渦波を待っておったのじゃ……!!」

　狂おしそうな次は、愛いとおしそうに。

　かつての守護者ガーデイアンたちと同じように、ロードは僕に手を伸ばす。

「渦波から他の守護者ガーデイアンたちの顚てん末まつを聞き、妾は確信した！　守護者ガーデイアンたちは皆みなっ、渦波を待っておる！　死して尚なお、魂だけとなりて！　地の底に縛られ、記憶は掠かすれ！　化け物となり、千年経たとうとも！　それでも、ずっと『異界から現れた救い手アイカワカナミ』を待っておる!!　ゆえに、渦波には……その化け物たちの『未練』を果たす義務があると、妾はそう思うぞ……。だから、頼む……。頼むのじゃ……」

「……だから、僕が『ここ』に残るのは義務だって言うのか？」

「ああ、そうじゃ……。『ここ』で妾わらわの心の平穏を保ってくれ……」

　その身勝手過ぎる要望から始まった身に覚えのない義務――は、まだいい。

　それくらいならば許容はできる。だが、ロードが自分の願いを間違えていることだけは許容できなかった。怒りすら感じる。

「違う……!!　ロード！　そんな平穏の保ち方は間違ってる！　『ここ』で四人で待っていても、おまえは何も変わらない！　そもそも、『家族』に代わりなんて存在しない！　おまえが大事に残していた『家族』は、あの絵画に描かれていたアイドだろ!?　ライナーじゃない！　あの孤児院で過ごしていたときのおまえの『友達』たちは、『僕』でも『ノスフィー』でもない！　代わりなんて用意して、徒いたずらに時間だけ延ばしても！　おまえの苦しむ時間が増えるだけだ！　自分の本心を間違えるな！　すぐに僕が本物の弟アイドを連れてくる！　だから、おまえは待ってればいい――!!」

「違うぞ……!!　渦か波なみ！　もうアイドは弟と言えぬのじゃ！　あれは妾を王として崇拝するだけの存在となってしまった！　そんなものは要らぬ！　要らぬのじゃ!!」

　僕の怒気を含んだ叱責を、より大きな怒気を含んだ叱責で返されてしまう。

「もうアイドのやつもセルドラのやつも要らぬ！　いまの妾には、新しき『弟』と『友達』がおる！　もとより、アイドとは血が繫つながっておらん！　ここで新しき『弟』を迎えるのに何の問題があると言うのじゃ!?　いまならば、『ライナー』と『ノスフィー』がおる！　そして、妾が最も信頼する『臣』もおる！」

『臣』と言って、指を差す先にいるのは僕。

　もはや、ロードは僕たちしか見えていない。『ここ』に囚とらわれた三人だけが、彼女の世界の全てとなってしまっている。過去なんて、アイドたちなんて、最初から存在していなかったのだと――そう言わんばかりに、僕たち三人だけだ。

「気づいてしまったら、もう止まらぬのじゃ……。抑えがきかぬのじゃ……。妾が真に欲しかったものは、手の届かない遠くに行ったと思っておった……。しかし、それは間違いじゃったと、今日の朝、ようやくそれに妾は気づけた……！　いつの間にか、望むものは全て揃そろっておった！　何もかもが、いつの間にか、『ここ』に！　ああっ、千年待っておった甲か斐いがあった！　千年も!!　ははっ、はははははは――!!」

　焦点の合わぬ双そう眸ぼうでロードは笑う。

　その目を見て、真の意味で理解してしまう。

　頭のてっぺんに溜たまっていた怒気が、失うせていくのを感じる。

「だから、渦波を地上には行かせぬ！　もう二度と、わからず屋のアイドには会わぬ！　『ここ』には『渦波』『ノスフィー』『ライナー』だけで十分じゃ！　いや、十分どころか、完璧じゃ！　くはははっ!!」

　ロードの双眸は、見たいものだけしか見ていない。

　もう確定だ。ロードは……とっくの昔に、もう壊れていたのだ。

　考えれば、当たり前のことだ。出会ったときを思い出せ。

　千年も生きた女の子が、あんなに平気そうに話すわけないじゃないか……。

　まるで、普通の女の子みたいに笑うわけがない……。

「もう過去など、どうでもよい!!　新しき過去を紡ぐ時間ならば、いくらでもある！　このヴィアイシアの平和は永遠に続く！　頑張り屋過ぎた妾とノスフィーには、ご褒美が必要じゃからな！　そう、褒美じゃ！　また思い出した！　褒美を誰かと約束しておった！　永遠に北を平和にすると、約束をしていた！　その約束も果たさねばならぬからな！　その二つを両立しておれば、おのずと『未練』は消えていくはずじゃ！　ああっ、妾は消える！　消えてみせる！　ははっ、ははははははっ――!!」

　壊れたロードは、その絶対に間違っている『未練』を信じて笑う。もう彼女は、その偽物の『未練』を信じていないと、自分を保てないほどにボロボロなのだ。

　僕の想像は甘かった。

　ロードは最初の数百年で狂ったって、レイナンドさんは教えてくれていたのに……。

　壊れていないはずがない。だから、救ってくれって、頼まれていたのに……。

　想像が足りていなかった。

『ここ』の住民の魂が磨耗していき、自動的に千年前を再現していく中、一人ぼっちとなって残ったロード。ずっと自分の『未練』を自問自答し続け、求めた家族どころか誰も帰ってこないと知ったロード。そのまま、千年。

　その永過ぎる時間を過ごしたロードの気持ちを、本当に僕は理解してやろうとしていたか？　『未練』を果たしようがないと気づき、永遠に消えられないかもしれないと怯おびえる少女の心を、少しでも労いたわろうとしていたか？

　あの伝説の『統べる王ロード』なのだから、当然大丈夫だなんて思っていた。それどころか、何か裏があるのではないかと疑ってまでいた。

　本当に甘かった。

　目を覚ました直後、何が何でも地上に向かうべきだったのだ。必要とあれば、このヴィアイシアで食料を盗んでも突き進むべきだった。すぐにでも、アイドを連れてこなければいけなかった。いや、ロードの首根っこを引っ摑つかんで、地上に連れ出すべきだった。

　だって、ロードは、出会った時点で、もう手遅れだったのだから……。

「違う……」

　身体中を後悔と絶望が満たしていく中、僕は自分の導き出した「手遅れ」という言葉を否定する。諦めるわけにはいかない。そんな終わり方、もう二度とごめんだ。

　腹の底にある丹田に力を入れ直して、ロードの道を少しでも正そうとする。

「違わぬ」

　しかし、返ってくるのは狂気を含んだ即答。

「違う!!」

「違わぬ！　他でもない妾自身が、それが『未練』であると言っておるのじゃぞ！　何が違うというのじゃ!?」

「それでも、違うって言ってるんだよ!!」

「渦波！　妾を助けるって言ったじゃろう!?　今朝もっ、あのときも！　渦波が妾を助けるって言ったから、妾はっ！　妾はっ――!!　っはぁ!!　はぁっ、はぁっ!!」

　論じ合いが、感情の押し付け合いになったせいか、ロードは過呼吸のような症状に見舞われる。吸っているのに吐いているような呼気。吐いているのに吸っているような呼気。そのままならぬ呼吸により、顔を歪ゆがめていくロード。

　その息苦しさに耐えかねたロードは『詠唱』の『代償』に手を伸ばす。

「ひゅ、ひゅうっ――はっ、はぁっ!!　か、『加速する』――妾は、『加速する』『加速する』『加速する』『加速する』『加速する』――!!」

　それは心が軽くなって楽しくなる『詠唱』。

『代償』で心を削って削って削って、気持ちを軽くしていく。だが、使えば使うほど、その『詠唱』は歪み、狂い、その言葉の裏に別の意味を伴っていく。簡易だったはずの『詠唱』が、重く昇華されていく。

「――『加速する』『加速スる』『加速スル』――、『妾ハ加速スル魂』！――『翠光を零しカソクスル／追い縋ってカソクスル／奔り続ける魂カソクスル』、『死を孕みてカソクスル／尚速くカソクスル／奔り続ける魂カソクスル』、『夢を失いカソクスル／空と也てカソクスル／奔り続ける魂カソクスル』――!!」

　その薬物中毒者のような表情から、ロードが『詠唱』に依存していることがわかる。快活でも荘厳でもなく、ただ乱れるだけの姿は、余りに見ていられなかった。
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「ロード!!　その『詠唱』はやめろ！　冷静に話せなくなる!!」

「は、はは、ははは……。何を言う……。妾は冷静じゃぞ……？」

　乱れた翠みどりの髪から覗のぞくロードの目には理性が宿っている。

　確かに……。色々と壊れてはいるが、『詠唱』の影響か、まだ会話は成立している。

　ならば、考えろ。

　いつかの経験を思い出せ。いつだって守護者ガーデイアンを倒したのは戦いではなく、もっと別の何かだ。それを見つけられたら、きっとまだ間に合う――！

「わかった。おまえは冷静なんだな、ロード。なら、僕の経験談を一つ聞いて欲しい。それは僕が辿たどった道で、いまのおまえが辿ろうとしている道だ」

「わ、妾の道……？　なんじゃ、それは……」

「一度、僕も別の女の子を『家族いもうと』だと思って過ごしたことがある。そのときの話だ」

「――っ！」

　それはロードにとっても驚きの話だったようだ。

　目を見開いて興味を持ち、何も言わず続きを聞いてくれる。

「一度『闇の理ことわりを盗むもの』に敗北した僕は、記憶と自分を曖昧にされ、陽ひ滝たきじゃない妹と一緒に作り物の幸福に閉じ込められたことがある。けど、そんな作り物の世界、壊れるのはすぐだった！　偽りの世界で幸福を得ても、それに納得することなんて絶対にない！　それを僕はよく知っている！　もし、おまえが誰にも期待されない世界に逃げられたとしても、おまえが期待されていた過去は消えないんだ！　心の底から声にならない悲鳴が上がって、苦しくて堪たまらなくなって、最後にはそこにいられなくなる!!」

　地上のラウラヴィアでの生活を思い出し、その後悔をロードに伝えていく。

「だから、いま！　おまえがすべきことは都合のいい偽りの世界に逃げることじゃない！　過去と向き合って、過去を清算することなんだ！」

「――そ、そんなことできぬ！　できぬから、いま『ここ』で、こうなっておる!!」

「たとえ、『おまえに期待しない弟ライナー』を用意しても、『おまえに期待する弟アイド』がいたという事実は変わらない！　心の隅にこびりついてっ、『未練』なんて消えるもんか！　代わりは代わりでしかないんだから!!」

「このぉおっ……、正しそうなことばかり言いおってぇ……!!」

　しかし、伝わってはくれない。それは僕の経験でしかない。その経験を僕は血肉としているが、ロードにとっては他人の話だった。

「渦波の言っておることは、全て大人の理論じゃ！　その理論の通りに動けたら、最初から苦労などしておらん！　いまの妾は大人じゃなくて子供ゆえ、わかっておってもやらずにはおれんのじゃ！　間違っておるとわかっても、間違いを犯してしまうのじゃ！」

　とうとうロードは話し合いを放棄して、駄々を捏こね始めた。

　それは昨日のロードとノスフィーの会話の結末と同じだった。いまのロードに正しいことを言ってしまっては駄目。それがわかっていながらも、僕もやってしまった。

「妾は子供になると決めた！　ノスフィーと一緒に子供時代をやり直すのじゃ！　ノスフィーも、共に子供に戻ってくれると言ってくれた！」

「やり直せたとしても！　それは、おまえの過ごした子供時代と同じじゃないんだぞ！」

　それを聞いたロードは肩を震わせる。そして、涙目となって唸うなり声をあげ始めた。

「う、うぅ……!!　う、うぅうううぅう……!!」

　ロードは少し正論を吐かれただけで泣きそうになった。見た目と口調が威厳に溢あふれていたために勘違いしていたが、いまの彼女の中身は誰よりも子供だ。

「なぜじゃあ!?　なぜ妾は駄目なのじゃ!?　ローウェンの願いは叶かなえてやったのじゃろう!?　ノスフィーの願いも聞いてやっておるのじゃろう!?　差別するでない！　差別はよくないぞ！　妾は簡単に泣いてしまうのじゃぞ！　誰もいないところで一人泣いてばかりじゃぞ!?」

　涙というのは、それだけで圧力がある。一度泣いてしまえば、理性的な話なんて不可能だ。そして、これ以上問答を続ければロードは大泣きしてしまう。

「……くっ」

　言葉に詰まる。わかっていたことだが、ロードには『言葉ではない別のもの』を用意しないと駄目だ。けれど、いまの僕には『正しいだけの言葉』しか用意できない。

　僕はロードを諭すのを諦める。

「わかった……。それがおまえの出した答えなんだな……。ロード、ごめん。僕が間に合わなかったせいだ……」

　そして、謝る。それを聞いたロードは攻勢を取り戻し、潤んだ目を拭ってから笑う。

「は、ははっ。何を言っておる？　間に合わなかった？　渦か波なみは間に合ってくれたぞ？　『ここ』が崩壊する前に、ちゃんと落ちてきてくれた。感謝しておるぞ、渦波」

「けど、おまえの助けには間に合わなかった……。何も思い出せないから、おまえにかける言葉が見つからない……。昔のおまえのことを忘れて、ごめん。本当にごめん……」

　もはや、会話とはなっていない。

　求め続けるロードと謝り続ける僕。綺き麗れいな平行線だった。

　説得を諦めた僕は、気になっている別件を最後に問う。

「……なあ、ロード。最後に教えてくれ。ノスフィーが、これをおまえに提案したのか？」

「それは違うぞ、渦波。むしろ、妾わらわがノスフィーを誘ったのじゃ」

「そうか……」

　少しだけノスフィーのせいにしたいという気持ちがあった。だが、やはりそれは違った。もしノスフィーがいなくとも、遠からずロードはこうなっていたのだろう。

「どうやら、これで話は終わりのようじゃな……。ならば、諦めて妾と戦って、そして負けてくれ。なに、『ここ』の生活も悪くないぞ。妾が保証しよう。子供時代とは、誰にとっても素晴らしいものじゃ。妾たち四人で、仲良く永遠に過ごそうぞ」

「それは断る。いまさら、子供みたいに生きられるか。それに僕は行かないといけない。地上に、妹や仲間たちが待ってる……」

「そうじゃろうな……。ならば――」

　話は終わり、ぶくぶくとロードの魔力が膨らんでいく。

　ロードを説得できない以上、僕は地上に向かうしかない。ノスフィーが去った扉から僕も出ていこうと、軸足に力をこめた。だが、それと同時に、開戦の魔法が放たれる。

「――《ゼーア・ワインド》!!」

　聞き慣れた中級の風魔法名。感じ慣れた突風の魔法構築。

　しかし、作用する結果は全くの別物だ。

　ロードの多大な魔力を吸い込んで放たれる《ゼーア・ワインド》は突風ではなく、爆風。余りに莫ばく大だい過ぎる風が、玉座の間一杯に溜たまり、空気を注ぎ込み過ぎた風船のように部屋が破裂する。

　僕の全身に襲いかかる風。さらに爆発と共に襲ってくるのは、破壊された城の破片。

　体勢を崩しながらも、その破片総すべての軌跡を《ディメンション》で読み取って、剣一つで払っていく。そして、風の魔法の跡に残るのは二人。剣を構えた僕と翠色の粒子を背中から噴出させるロードの二人だけが、玉座の間に残った。

《ゼーア・ワインド》によって天井と壁を失った玉座の間は、外気に晒さらされ、降り注ぐ雨に打たれ始める。ずっと天候の変わらなかったヴィアイシアが、なぜかいま、嵐に見舞われていた。先ほどの五十層のように、外は風が荒すさび、大雨一色となっている。

『クレセントペクトラズリの直剣』の雨粒が伝い落ちる剣先をロードに向けながら、逃亡のために後あと退ずさりする。

「僕は諦める気はないし、負ける気もない。おまえのためにも、僕は『ここ』から出る。もちろん、ライナーは僕が連れていく」

「無駄じゃ。決して逃げられはせん。周りをよく見るといい。逃亡用の食料など、もう手に入らぬぞ」

　ロードは両手と翼を広げた。玉座の間は城の頂上にあったため、遮蔽物を失ったいま、簡単に城下を一望できるようになっている。《ディメンション》を僅かに外へ逸そらし、ちらりとヴィアイシアの街を見る。

「街の造りが、変わってる……？」

　嵐で《ディメンション》の魔力が乱れるせいで確信はできないが、僕の知っているヴィアイシアではなかった。

　城下に広がっていたのは似て非なる街。まず一番の違いは広さ。比べものにならないほどの領土が広がっている。あの独特な世界の端っこが見えない。もはや国ではなく、国の群――帝国と呼ぶべき広大さとなっている。豊富な自然の木々によって彩られているのは前と同じだが、色がまるで違う。緑ではなく、焦げ茶色が至る所に散りばめられていた。それは、まるで戦火の炎に襲われた跡。いや、いまだ火種は燻くすぶっている。赤い炎が、疎まばらに残っている。平和な国、ヴィアイシアは消えていた。

　おそらく、いま『ここ』にあるのは、戦争で土地を拡大させ、未いまだ戦時中の国々。

「これが『ここ』の真の姿じゃ……。これこそ、妾たちの真実。渦波よ、妾と共に罪を数えようぞ。たとえ、何千年かかろうともな……」

　千年前にロードと僕が見捨てた『北連盟』であると、直感的にわかった。

　そのとき、得体の知れない何かに足首を摑つかまれたような気がした。雨粒が頰を打ち、全身を濡ぬらしながら、僕は理解する。

　地上に向かう最大の障壁は、この千年前という『過去』だ。

　そして、その『過去』こそ、ロードの用意したであろう『試練』。

　両手と翼を広げ、乱れた呼吸の整わないロードを見て、僕は拳を握り締める。摑まれた足にも力を入れる。状況は急変したが、未だ僕の決意は変わっていない。何一つ変わっていない。

　――今回の挑戦で地上に出る。

　道だけは間違えない。一刻も早く『過去』も迷宮も乗り越えて、仲間たちの待つ地上に帰る。目の前で苦しむ『風の理を盗むもの』を救うためにも。

　決して立ち止まりはしないことを千年後の『いま』、誓い直して、駆け出した。







あとがき




　なんとか出ました。『異世界迷宮の最深部を目指そう』九巻です。もう『異世界迷宮から地上を目指そう』になってる気はしますが、間違いなくこれは『異世界迷宮の最深部を目指そう』九巻です。

　今回の内容ですが、いつものタイトル詐欺と違い、とても迷宮モノをしていると思います。ただ、その分、迷宮内での薄暗いシーンが多かった気がするので……次巻は、その薄暗さを全て吹き飛ばす明るいものにしたいと思います。ヒロインでありボスでもある複雑な『理を盗むもの』たちを、主人公カナミはどのように乗り越えるのか。地上で待つ純正ヒロインたちに、彼はどんな顔をして会うのか。乞うご期待です。

　そして、最後に感謝タイム――毎度のことですが、毎度叫びたいほど感謝しています。まず表紙の素敵なノスフィーに感謝を。正直、八巻の終わり的にロードになると思っていましたが、次の展開も踏まえてノスフィーになりました。ＷＥＢ版でノスフィーが人気過ぎるので仕方ありませんね。続いて、この書籍を手に取ってくれた方を含み、この書籍に関わった全ての方々にも感謝を。本当の本当にありがとうございました。この九巻はみなさんのおかげです。それではまたっ。
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